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用語監修者のことば

い ま、 わが 国 で は、 「新 しい 学力」 の必 要性 が 叫 ばれ てい る。 もの ご と をよ く覚 えて

お くとい う意味 で の 「知 識」 も必 要 であ るか も しれ ないが 、そ れ以 上 に、 その よ うな知

識 を も とに して新 しい事 態 をいか に分析 しそ れに対 処 してい くか とい う、 自主的 で柔軟

な思考 力 ・判 断力 が 求 め られて い るの で あ る。 国 際化 、高 度 情報 化 の時 代 に あ って は、

こ うした 「考 える力」 が ます ます 重要 に なって くるであ ろ う。

これ までの わが 国の教 育で は学力 とい えば知識 の量 の こ とで あ り、 学力 をつ ける とい

う名の もと、知 識 の詰 め込 み に重 点が 置 かれ て きた。 「自分 は ど う考 えるの か」 とい う

視 点が欠 けて いた ので はない だろ うか。 しか し、欧米 の教育 で は、学 力 と言 えば常 識 的

に 「自分 は どう考 え るのか」 を引 き出す力 の こ とを さすの であ る。 したが って、 欧米で

学 んで きた帰 国生 が 日本 の学校 に通 って 、そ の知識吸収 型 の授業 の進 め方 に戸惑 い、 カ

ルチ ャー ・シ ョッ クさえ覚 えるの もそ ういった教育 方法 の相違 による と ころが大 きい。

い ま、本 書 を手 に してい るのは 、留学 生だ ろ うか 、そ れ と も、父母 の海外 勤務 にと も

ない海 外で勉 強 してい る学生 であ ろ うか 、あ るい は 日本 でその ため の準備 を してい る学

生 であ るか もしれ ない。 そ うい った人 た ちに、 まず ひ とこ と述べ て お きたいの は、 アメ

リカや イギ リスの 学校 で学ぶ 場合 は、英 語ば か りに とらわれず 、先 に も述べ た 「考 える

力 」 を身 につ け る こと も大切 なテーマで あ る ことを考 えておい て ほ しい とい う ことで あ

る。 当地 の教 師 は、 「考 える力」 を身 につ け させ る とい う面 におい て は 日本 の教 師 よ り

も優れ た点が 多 いはず であ る。優 れた ところは積 極 的 に吸 収す るよ うに心 が ける といい

だろ う。

また、海外 の学 校で学 ぶ 人 には、学習 面 に限 らず 、 自 らの個性 に磨 きをか けて ほ しい。

それ とと もに、多 様 な価 値観 を理 解す る柔軟 性 も身 につ けて ほ しい と思 う。現 地の家庭

に受 け入れ て も らってい る人 は、 特 に学 ぶ点 が多 いはず であ る。 そ こには、 日本 とは異

な った 習慣 、考 え方が あ り、そ れ に 日常 的 に肌 で接 す る こ とがで きるか らだ。 同時 に、

日本 人で も、 アメ リカ人で も、 ま た別 の国 の人で も、 うれ しい と きには喜 び、悲 しい と

きには悲 しむ とい う人 間 として共 通 な ことが多い ことに も気 づ くだ ろ う。 ボ ランテ ィア

活動 とか社 会奉仕 活動 を進 ん でお こな ってい る人 た ちの姿 もぜ ひ見 て きて ほ しい。 これ

か らの グローバ ル な社 会 に生 きて い くた め には、 そ の ような身近 な社会 へ の関心 は もと

よ り、地球市 民 的 な奉仕 意識 も大 切 にな って くる か らで ある。

さて 、本 書 は、英 語 を使 用 してい る学校 の授 業 に少 しで も早 く慣 れ 、外 国 人の ため

のESLク ラス に属 して いる人 の ため のみ な らず 、 む しろ、普 通 の物 理 の クラス で、 あ

るいは 、国際 バ カロ レア （略 称IB: International Baccalaureate） のhigher levelや 英 国

のGCE-Aレ ベ ル な どの物理 のク ラス に入 って学習 して も十 分 に成果 が あ げ られ る よ う、

手助 け した い とい う願 いか ら編纂 した ものであ る。



これ まで 日本 語で 学習 をしていた 人に は、英語 の学 習用 語 を日本 語 に置 き換 え てみ る

だけ で も、す ぐに理解 で きる用 語が相 当数 あ るので はない か。 さ らに、各 用語 の解 説 に

目 を通 してい ただ ければ 、学 習 内容 は よ り深 い もの にな るに違 い ない。英 語の レポ ー ト

な ど も書 きやす い よ うに、解 説 の中 に出て くる学習 用語 につ いて の英 語表 現 も記 載 した。

外 国で学 習 で きる期 間は短 く、時 間 は貴 重 な もので あ る。 本書 を効果 的 に利 用 して 、そ

の 限 られ た時 間をで きる だけ有意義 に過 ご し、で きる だけ多 くの もの を吸収 して下 され

ば幸 い であ る。

用 語 の選定 にあた って は、千 里 国際学 園で理 科 を担 当 してい る真砂和 典教 諭 （コ ネテ

ィカ ッ ト大学 大学 院修士 課程修 了） にお願 い した。学 園内 の他 の理科教 員 やイ ン ターナ

シ ョナ ルス ク ール担 当 の教員 とも相 談 して、英 米の高校 や イ ン ター ナシ ョナルス クー ル

のIB用 の物 理 の教科 書 と して よ く使 用 されてい る本 を数 冊選 んで、 その索 引 に出 てい

る用 語 を中心 に選 んでい ただい た。事 実上 の監修 者 であ る。 なお 、解説 にあ た られ た方

に は、 なお、 時間 をかけ ててい ねい に調べ られ 、制限 され たペ ージ数 の中 に要 領 よ くま

とめ てい ただ いた。 アル クの方 に も、全 体 の構 成 な どに よ く配慮 を していた だいた。 こ

こで これ らの方 々 に厚 く謝意 を表 した い。

藤澤　皖



用語解説者のこ とば

日本の中学 ・高校生が海外で学習するとき、大きな問題となるのが語学である。現在

は英語の読解や会話を中心にした教材も多く出ているし、英語の学校も多い。これらを

利用すれば、留学する前にある程度の語学力をつけることもできる。日常生活に不自由

しないほどの語学力をつけることもできるだろう。

しかし、実際に学校で授業を受けてみると困ることが多い。これは、各教科でよく使

われる専門用語とその用法について理解していないために起こるのである。同じひとつ

の単語でも、日常生活で使われるときの意味と、科学などで特定の概念と結びついた専

門用語として使われるときの意味が異なることがある。特に物理では、用語と概念とが

結びついていることが多 く、その言葉の意味がよくつかめないために学習が進まないと

いうことがあるだろう。

また、帰国生であれば、英語で学習した専門用語の日本語での言い回しに慣れていな

いために、やはり学習が進まないということがある。英語ではひとつの用語が、日本語

では異なるいくつかの専門用語に置き換えられているということがあるからだ。

本書は、物理の授業でよく使われる専門用語とその用法をひとりで学べるよう、用語

解説を主とした学習書である。特に、対象は中高生の留学生 ・帰国生としているため、

解説はわかりやすさを心がけた。また、その項目を引いただけでも、ある程度物理概念

について理解できるようになっている。

収録した用語は主としてアメリカとイギリスの教科書を参考に拾い出されたものであ

る。高校で用いられている専門用語を中心に、一部は大学レベルまで取り上げている。

日本では 「物理」というと物理関係の事柄しか取り上げない傾向があるが、海外では工

学、数学、その他の科学、最新の話題、エネルギー ・環境問題など、物理学に関連、派

生する事項についても、適宜取り上げて授業をしている。このため、これら物理以外の

用語についてもある程度選んで取 り入れてある。 また、巻末には日本語の索引があり、

帰国生にとっても、日本での学習に利用できるだろう。

本書を活用することで、物理を学ぶ困難さが少しでも軽くなればと思う。

北村俊樹



＝参 考 ：ア メ リ カ ・イ ギ リ ス の 大 学 進 学 関 連 試 験 ＝

●SAT (Scholastic Assessment Test)

ア メ リカ、 カナ ダの 大学 に進学 す るの に必 要 と され る適性 試験 。 英語 、数学 、文 章構

成 能 力 の セ クシ ョンか らな るReasoning Testと 歴 史 、文 学 、 フ ラ ンス語 な どの外 国語 、

数 学 、物理 、 生物 学 、化 学 な どの教 科別 学力 判定 試験 で あ るSubject Testsと が あ る。

●ACT（American College Test）

SATと 同 様 、 ア メ リカ、 カナ ダの大学 に進 学 す る の に必 要 とされ る適性 試験 。 英 語 、

数 学 、 読 解 、理 科 、 ラ イ テ ィ ン グ （オ プ シ ョナ ル） か らな る 。 入 学 審 査 で はACT、

SATど ち ら かの ス コ ア を提 出す れ ば よい と して い る大 学 が 多 いが 、学 校 に よっ て は

ACT、SATど ち らか一 方 の試 験 を指定 す る こ ともあ る。

●GCSE (General Certificate of Secondary Education)

イギ リス の全 国統 一試 験 。通常 、 中等教 育5年 （16歳程 度 ）で30科 目の 中か ら能力 に

応 じて受 験科 目 を決め て受験 す る。

●GCE-A　 レベ ル （General Certificate of Education-A level）

イギ リス の大学 （University）へ進 学す る ときに必 要 にな る資格 試験 。

●IB (International Baccalaureate)

イ ン ター ナ シ ョナル ・バ カ ロ レア。 欧米 の多 くの大学 と 日本 の一部 の大 学へ の入 学資

格 となる国 際 的 な高校 卒 業資 格。16～19歳 が 取得 対 象 。教 育課程 は6つ の科 目群 か ら

な り、 各群 よ り1科 目ずつ 計6科 目 を選 択 す る。 各 科 目の最低 履 修 時 間 は上級 レベ ル

（Higher Level） で240校 時 （1校 時 は60分 ）、普 通 レベ ル （Subsidiary Level） で150校

時 で あ る。通 常2年 間の 準備期 間修 了時 に試 験 を受 け、6科 目の うち3な い し4科 目を

上 級 レベ ルで 、残 りを普通 レベ ル で受 験 する。
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■本書の構成

2210の 用 語 をアルフ ァベ ッ ト順 に配列 してい る。

訳語 は日本 の物理 の授 業で 一般 に使 われる用 語 を記 した。

重要 な用語 の場合 は、 さらにその概念 をてい ねいに説明 した。説明 中に も、項 目と し

て取 り上 げて いる用語 については*で 示 し、理解が有機 的におこなえ るように した。



関連 の深 い用語 が ある場合 は、 参照す べ き用 語 を 「〓」 で示 し、 よ り総合 的 に理解 で

きる よ うに した。

必要 に応 じて 図 を掲載 し、具体 的な イメ ージを もって学習 で きる ように した。



■利用上の注意

1． 見 出 し語 は ア ル フ ァベ ッ ト順 に太 字 で 示 し、 日本 語 の 訳 語 を ゴ シ ッ ク体 で 並 記 した。

複 数 の 意 味 を も つ 用 語 は 使 用 頻 度 の順 に示 し、必 要 に 応 じて 解 説 をつ け た 。

2． 一 般 に ひ と つ の外 国 語 に 対 し て 日本 語 の 「学 術 用 語 」 が 決 め られ て い る 。 本 書 は 学

術 用 語 を 忠 実 に載 せ る よ う に し た。

3． 説 明 文 中 の 語 句 に つ け ら れ た*は 、 そ の 語 が 主 見 出 し語 と して 扱 わ れ て い る こ と を

示 す 。 本 文 と関 連 して 参 照 す る こ とが 望 ま しい 。

4． 欧 米 の 物 理 （Physics） の 教 科 書 の 扱 う範 囲 は 、 本 来 の 物 理 学 で 扱 う事 象 の ほ か に 、

数 学 、 化 学 な ど の 他 の科 学 分 野 、 工 学 、 環 境 や エ ネ ル ギ ー 問 題 な どが 一 部 含 ま れ て

い る。 詳 し く学 習 した い場 合 に は これ らの 分 野 の 書 物 も参 考 に して ほ しい。

5． 解 説 中 に は、 数 学 や 化 学 の 知 識 を必 要 とす る部 分 が あ る 。 こ れ らを 「理 解 して い る」

とい う前 提 で 記 述 して い る 。 こ れ ら に つ い て わ か ら な い 場 合 は 、 数 学 や 化 学 の 参 考

書 に 当 た っ て ほ しい 。 用 語 ひ と つ を理 解 す る に も、 数 学 の 基 礎 を数 カ 月 か ら数 年 間

勉 強 して お か ね ば な ら な い ケ ー ス も しば しば で あ る 。 本 書 だ け で こ れ ら の 分 野 ま で

を理 解 す る の は 不 可 能 で あ る と心 得 て ほ しい 。

6． 用 語 の 選 出 は 、 ア メ リ カ のSAT、 イ ギ リ ス のGCSE, GCE-Aレ ベ ル に よ っ た が 、 次

の 文 献 を 参 考 に した 。

Introduction to Physical Science, M.B. Leyden, G.P. Johnson, B.B. Barr , Addison-

Wesley Publishing Company

Physical Science, G.P. Johnson, B.B. Barr, M.B. Leyden, Addison-Wesley Publishing

 Company

Focus On Physical Science, C.H. Heimler, J.Price, Merrill Publishing Company

Physical Science The Challenge of Discovery, M.A. Carle, M. Sarquis, L.M. Nolan,

 D.C. Heath and Company

PHYSICAL SCIENCE-TEACHER'S ANNOTATED EDITION, J.Prusko, J. M. Stone,

 Scott, Foresman and Company

PHYSICS-ITS METHODS AND MEANINGS, Fifth Edition , A.Taffel, Allyn and

 Bacon, Inc.

PHYSICS-Principles & Problems, Teacher Annotated Edition , P.W. Zitzewitz, J.T.

 Murphy, Merrill Publishing Company

CONCEPTUAL Physics, Sixth Edition, P.G. Hewitt, Harper Collins Publishers

こ の ほ か に 、 『岩 波 理 化 学 事 典 』 （久 保 亮 五 ほ か 編 、 岩 波 書 店 ）、 『マ グ ロ ウ ヒル 英 和

物 理 ・数 学 用 語 辞 典 』 （小 野 周 ほ か 監 訳 、 森 北 出 版 ）、 『文 部 省 学 術 用 語 集 物 理 学 編 』

（日本 物 理 学 会 編 、培 風 館 ） を 参 考 に した。



7．綴 、用法 につい ては ほぼア メ リカ式 を採用 した 。

8．簡 単 な和 英辞 典 と して索 引 を巻 末 につ け、掲載 ペ ー ジを示 した。見 出 し語 にな って

い ない語句 につい ては、関 連用語 の解 説の 中 に含 まれ てい る。

9．記 号 「→」 は参照 すべ き用語 を示 してい る。 関連用 語や 、 よ り詳 しい解説 の見 出 し

語 を示 して あ るの で、 この項 目 も積 極的 に利用 して ほ しい。 また、 よ く使 わ れ る反

意語 は 「〓 」 をつ けて示 してあ る。ペ アで覚 えて ほ しい 。

10．説 明の必 要 に応 じて、 図 を添 えて ある。

■ 本書の効果的な活用法

本書は、わからない用語が出てきたときに気軽に引くことができるように編集された辞

典であるが、次のような利用法によって、より学習の効果が上がるだろう。

1．留学の前に、巻末の索引を利用して、既知の用語に対する英語を学。あるいは、日

本語の用語に対する英語を思いつ くままに調べてみるのもいい。いずれにしても、

事前に英語の用語が少しでも頭に入っていれば、留学後の学習に大いに役立つだろ

う。

2．わからない用語のみを引くのではなく、解説の中に出てくる用語についても調べる。

解説を読み、教科書の内容と比較することによって、理解が深まるはずである。本

書は単なる英和辞典ではなく、解説部分を教科書 と読み比べて学習することを前提

として書かれている。





A

〓　 オ ング ス トロー ム

→angstrom

A　 ア ンペ ア

電流*の 単位。電流 のMKSA単 位*。 記号A（ ア ンペア）。1A＝1C/sの 関係が あ

る。電流1Aの 定義 は、真 空中に距離*を1m離 して2本 の無 限に長 く、細 い平行

な導 線 に、 同 じ大 きさの電流 を流 した とき、 これ らの電線の1mあ た りに受け る

力*が2× 〓 の力 となる ような大 きさの電流。

amu.

→atomic mass unit

aberration　 （1）収 差　 （2）光 行 差

（1）レンズ*な どの光学*系 で、像*が 焦 点*な どの一点 に集 ま らないこと。像の ゆ

が みや ぼけを生ず るこ と。 レンズで は光の波 長*に よって屈折 率*が 異 なるため、

焦点位 置 も異 なる。 このため色 のついた像で は、色収差*を 生ず る。

（2）地球が運動*し ているために、天体 からの光の方 向が変化 して見 えること。

aberration of light　 収 差

→aberration(1)

abscissa　 横 座 標

横 軸 の 座標 値 。x軸 とy軸 とか らな る 平面 座 標 （a,b）にお い て 、x座 標*aを 「横 座 標

（abscissa）」 とい い、y座 標*bを 「縦 座標 （ordinate）」 とい う。

→ordinate

→Cartesian coordinates

absolute　 絶 対 の 、 絶 対

絶対 に静止 してい る点 を基準にす ること。



〓relative

absolute deviation　 絶 対 偏 差

ある測定値 と、測定値の平均 値*と の差 をいう。

absolute error　 絶 対 誤 差

あ る物理量*の 真 の値 をa、 測定値 をkと する とき、2つ の値 の差 の絶対値|k-a|

をい う。測度の精度 は絶対誤差で は表わせ ない。

〓relative error

absolute humidity　 絶 対 湿 度

体 積*1〓 の 大 気*中 に含 まれ る水 蒸 気*の グ ラ ム数 をい う。

〓relative humidity

absolute index of refraction　 絶 対 屈 折 率

真空*を1と したときの物体*の 屈折率*を 絶対屈折率という。光が真空中から物

質中に進む場合の屈折率。物体中の光速度*をv、 真空中の光速度をcとすると物

体の屈折率nは

〓

で表わ される。

〓relative index of refraction

absolute motion　 絶 対 運 動

絶対 に静止 してい る点 を基準 と した座標系 に対 して、基準 点か らみ た物 体の運動

の ようす。実 際 には、 この ような座標系 は存在 しない。

〓relative motion

absolute refractive index　 絶 対 屈 折 率

→absolute index of refraction

〓relative refractive index

absolute space　 絶 対 空 間

エ ーテル*に 対 して静止 している空 間。物理法則が完全 な形で表 わされ る空 間。相

対性原理*に よって、そ の存在 は否定 された。



→ether

→general theory of relativity

→special theory of relativity

absolute temperature　 絶 対温 度

ケル ビン温度（Kelvin scale）ともい う。 熱力学*的 に考 えられ る温度*の 最低点 （理

論 的 に分子の熱運動 が な くなる温度） を絶対温度0K、 摂氏温度*0℃ を273.15K

に対応 させ た温度 の表 わ し方。 単位 はK（ ケ ル ビン、 ケ ー） を使 う。摂氏 温度t

[℃]と 絶対温度T[K]の 間にはT＝t＋273.15と い う変換式があ る。

absolute temperature scale　 絶 対 温 度 目盛 り、 絶 対 温 度

ケ ル ビ ン温度 目盛 り（Kelvin scale） と もい う。 温 度*の 基 準 点 と して 、摂 氏 温 度*－

273.15℃ を絶 対 温 度0K、 水 の 三 重 点*で あ る0.01℃ を絶 対 温 度273.16Kと した

温 度 の 目盛 りの 決 め 方 。 単位 はK（ ケ ル ビ ン、 ケ ー ）。

→absolute temperature

absolute zero　 絶 対 零度

熱 力学*か ら考 え られる温度*の 最 下点。摂氏温度*－273.15℃ 、絶対温度*0K

をい う。絶 対零度 では理論的に分子 の熱運動が な くなる とされる。

absorption spectrum　 吸 収 スペ ク トル

連続 スペ ク トル*を もつ光*が 吸収物 質を通過 した後では、 スペ ク トル*に 暗 い線

や帯 の部分 が見 える ように なる。 この暗 い部分 をい う。吸 収 スペ ク トルは暗線

（dark line）と もい う。吸 収物質 によって、暗い部分の波長*を もつ光が吸収 され た

ため に起 こる。低温度 の物質 に 自分 が出す光 と同 じ波長 の光 を吸収 する性質が あ

るために起 きる。

→line spectrum

〓continuous spectrum

AC　 交 流

→alternating current

acceleration　 加 速 度

物 体*が 運動 して いる とき、時 間*の 変化 ⊿tに 対 す る、速 度*の 変化 ⊿vを 加速

度 とい う。加 速度 は単位 時間 に速 さの変化す る割合 である。単位*は 〓 。加速度



をaと す る と、

〓

で表わ され る。 たとえば、物体が時 間〓の ときに速度 〓、時間 〓の ときに速度 〓で

あ るとき、平均 加速度 〓は

〓

で表わ される。数学的 に加速度 を求め るには、速度の関数 νを時 間で微分す ればよ

い。 この とき、加速 度aは

〓

acceleration due to gravity　 重 力 加 速 度

→acceleration of gravity

acceleration of gravity　 重 力加 速 度

物 体*が 地球 の重力*に 引かれ て下向 きに生ず る加速度*を い う。 この加速度 は物

体 の質量 にか かわ らず 、一定の値 を とる （真 空 中では紙片 も鉛 の玉 も一緒 に落ち

る）。地表付近での重力加速度gは およそ、g＝9.8[〓]で ある。

acceleration voltage　 加 速 電 圧

電界*中 に電子*な どの電荷*を 帯 びた粒子*を お くと、電界か ら力 を受 けて加速

される。 この とき、電界 の両端の電圧*を 加速電圧 とい う。荷電粒子*の 電気量*

をq、 加速電圧 をV、 電界か ら粒子が される仕事*をWと する と、W＝qVと なる。

この仕事が、荷電粒子の運動エ ネル ギー*に 変化す る。

accelerator　 加 速 器

電子*、 陽子*、 原子核*、 イオン*な ど電荷*を 帯び た粒 を、磁界*（ 磁場） や電

界*（ 電場） を用い て加 速す る装置 。例 ：サイ クロ トロ ン*、 ベー タ トロ ン*、 線

形加速器*。

acceptor　 ア クセ プ ター

半導体*に ガ リウム な どの3価 の不純物*を 入 れる と、 まわ りの結 晶*か ら電子*

を奪 う。 この ため電子 が不足 し、電子のあな （正孔*） が残 され、半導体 の電気伝

導度*を 増 加 させ る。 この ように、半導体 中で正孔 を作 るのに必 要な作 用物 質をア



クセ プターという。 アクセプ ター を入れた半導体 をP型 半導体 とい う。P型 半導体

では正孔が電流の担い手 となる。

→donor

accidental error　 偶 然 誤差

同 じ測定物 を何回か測定*す るときに、測定値が ば らつ く。 こうして、測定値 と真

の値 とのば らつ きとな ってあ らわれ る差 をい う。偶 然誤差 は統計 的性 質 をもって

いる。

accuracy　 精 度 、確 度 、正 確 さ

測定値 と真の値 とが近い こと。error（誤差）が小 さい こと。

acoustic diffraction　 音 波 回折

物体 のために音源*か ら影 にな っている点 で も、音*が 回 り込んで聞 こえるこ と。

音の波動 的性質 のひ とつ。波 長の長い音 （低 い音 ） ほ どよ く物体 の背後 に回 り込

み、高い音ほ ど回折 しに くく、物体の背後へ は伝 わ らない。

acoustics　 音 響 学

材料が、音*の 生成 や動 きな どにどの ような影響 を与 えるか を研究す る学問。

action　 作 用

（1）一 方 が 、他 方 に な ん らかの 影 響 を与 える こ と。

（2）物 体*間 には た ら く力 。

→action force

action at a distance　 遠 隔 作 用

2つ の物体*の 間にはた ら く力*が 、途 中の空間の物理 的変化*を 伴 わず に、空 間

を超 えて瞬時 には たら くとい う考え方。静電気力*や 磁気力*、 万有 引力*な どは

物体 どう しが離 れてい て も作用 す るため遠 隔作 用の力 と考 え られていたが、現在

で は近接作用*の 力であ ることがわかっている。

〓action through medium

action force　 作 用 の 力

物体*に 加 える外力*。 物体 が外か ら受ける力。作 用の力 に対 して、ニュー トンの

運動 の第3法 則*よ り、必ず反作用の力*が 生 じている。



→law of action and reaction

→reaction force

action through medium　 近 接 作 用

物体*に はた らく力*が 、力 を伝 達す る 「媒 質*」 の物理 的変化*に よって伝 わる

とい う考 え方。 た とえば、 ばね を波*が 伝わ る ときは、「媒質」 であ る ばね が伸び

た り縮 んだ りの弾性*変 化 を して、あ る点 での振動*や 力 が少 しず つ遅 れて隣のば

ねの点 に伝 わってい く。

〓action at a distance

action-reaction forces　 作 用 ― 反 作 用 の 力

→action-reaction pairs

action-reaction pairs　 作 用 ― 反 作 用 の 力

力*は 必ず2つ ペ アで生ず る。力 は常 に2つ の物体 の 間で作用 しあい、 物体Aか

らBへ 力 が はた らけば 、物体Bか らAに 対 して も力が はた らく。作用 の力*が あ

れ ば、必 ず大 きさが等 しく、向 きが逆 の力 が同時 に生 じてい る （作用 ・反作 用の

法則*）。 この2つ の力の こ とを、作 用 ・反作 用の力 とい う。

→law of action and reaction

activation energy　 活 性 化 エネ ル ギ ー

物質が ある状態*か ら別の状態 に移 行す るには、この2つ の状態 の 間にあるエ ネル

ギ ーの高 い状 態 を越 えな ければ な らない。 この高 い状 態 とは じめ の状 態 とのエ ネ

ル ギーの差 が活性化 エ ネ ルギーで あ る。物 質が 別 の状 態 に移行す る ため には、 こ

れ以上 のエ ネルギーが与 え られ なければ ならない。

active power　 有 効 電 力

回路*で 実 際 に消費 され る電力*の こ と。 単位 は ワ ッ ト （W） または キ ロワ ッ ト

（kW）。 電圧V*と 電 流I*の 実効 値*の 積VIを 皮 相電力*と い うの に対 し、実 際に

消 費 され るので有効 電力 とい う。消 費電力 と もい われる。皮相 電力 に対 す る有効

電 力の比 を、力率*と いう。

→apparent power

→power factor



AD converter

→ADC

ADC　 AD変 換 器 、ADコ ンバ ー ター

電流 、電圧 な どの連続 的な アナロ グ信号 を、1と0の デ ィジタル信号*に 変換す る

装置。

〓DAC

addition　 加 算 、 足 し算

additive color　 加 法 的 な色

光 の3原 色*で あ る赤 、緑 、青 は、 それ らを適 当な割 合で混ぜ る （加法）す るこ と

に よ り、任意 の色*を 合成 す るこ とが で きる。 これ は各光 が視覚 に与 える効果 の合

成 による。 この ため、加 法 的な （原 ）色 とい う。 この3つ を等 量 に混ぜ ると、 白

色 光*と なる。

→primary colors

additive color mixture　 加 法 混 色

何 種類か の光*を 重 ね合 わせ て、元 と異 なる色*を 生ず る こと。

additive method　 相 加 法

光 の3原 色*を 混ぜ て、任意 の色*の 光 を作 る こと。3原 色 を均等 の割合 で混 ぜ る

と白色 となる。

additive primary colors　 加 法 的 な 原 色

光 の3原 色*で あ る赤 、緑 、 青 の こ と。

→additive color

adhesion　 接 着 、付 着

異 なった分子*の 間にはた ら く力*。 あるいは、異 なった分子 が くっつ くこと。

adiabatic　 断 熱 の

物体*と 外 界 との熱*の 出入 りが ない こと。



adiabatic change　 断 熱 変 化 、 断 熱 過 程

物 体*と 、外界 との熱*の 出入 りが ない ような変 化。 たとえば、外界 との熱の 出入

りを断 つ よ うな容器 に気体 を入 れ、外 部 との間 で熱の 出入 りがで きない よ うに し

ておい て、 その圧力 や体積 、温 度 を変化 させ る こ と。 また、変化 が速 す ぎて外界

との熱 の出入 りが で きない ような変化 も断熱変化 という。熱 力学 の第1法 則*よ り、

断熱 変化で は外 力*が 気体 に した仕 事*の 分 だけ、 内部 エ ネルギー*が 増加 し、気

体 の温度*が 上昇す る。

→adiabatic compression

→adiabatic expansion

adiabatic compression　 断 熱 圧 縮

外 界 との熱*の 出入 りを伴 わ ないで圧縮*す るこ と。 また、熱 の出入 りを伴 わずに、

す ばや く圧縮 す るこ とも含 む。気 体の 断熱圧 縮で は、圧 縮の仕事 が気 体の 内部 エ

ネルギー とな り、温度 が上が る。 フェー ン現象 は断熱圧縮 の例 であ る。

adiabatic expansion　 断 熱 膨 張

外界との熱*の 出入りを伴わないで膨張*す ること。また、熱の出入りを伴わずに、

すばやく膨張することも含む。気体の断熱膨張では、気体の内部エネルギーが外

圧に対する仕事に使われるため、温度が下がる。高圧二酸化炭素 ガスを大気

圧*中 に放出*す るときに、温度*が 下がりドライアイスになるのは断熱膨張の例

である。

adiabatic process　 断 熱 過 程 、 断 熱 変 化

→adiabatic change

adiabator　 断 熱 材

グラスウールや発泡ス チロール など、熱伝 導*率 が低 くて熱*を 伝 えに くい材料。

aerodynamics　 空 気 力 学

物体*が 空気中を動く際に生ずる力*に ついての学問。

aerotropy　 非 等 方 性

anisotropyの こ と。



air column　 気 柱

フルー トや笛 な どを鳴 らす場合 には、笛 の管 内の空気 の部分 が振動*し ている。 こ

の空気 の柱 を気柱 とい う。厳密 にいえば、断面積 に比べて長 さの長い管内の気体 。

→closed tube

→open tube

air resistance　 空 気 抵 抗

空気 中を物体*が 運動*す ると き、物体 は空気 を押 しのけて進 むために空気抵抗 を

受 ける。空気抵抗 は物体が空気 から受 ける摩擦力*の 大 きさである。空気抵抗 の大

きさは、物体 の形 状や速 さ、温度 などによって変 わる。

allotrope　 同 素 体

同 じ元素*か らで きてい なが ら、結晶*や 結合*の 形が異なるため、物理的 性質*、

化学的性質*が 異 なる物 質*ど う しを互 いに同素体 とい う。

例 ：炭素原子 の場合 で ダイヤモ ン ドと炭 。酸素原子の場合で酸素 とオゾン 。

α decay　 α崩 壊

→alpha decay

alpha decay　 α崩壊

放射性 物質*が 崩壊*す る際 に、原子核*か ら陽子2個 と中性子2個 がひ とかた ま

りにな った α粒子*を 放 出 して、原子核 の構成が変化す ること。 α粒子の質量数は

4で あ るか ら、 α崩壊 によって原子核 は質量数*が4減 少す る。原 子核の電気 量

は＋2e減 少するので、原子番号*は2減 少す る。

→alpha(α)particle

alpha(α)particle　 α粒 子

ヘ リウム の原子核*で 、2個 の陽子*と2個 の 中性子*か らなる。放射性物

質*が α崩壊*す るのに伴 って放出*さ れる。

→alpha decay

α radiation　 α線 放射

→alpha radiation



alpha radiation　 α線 放 射

α粒子*を 放 出*す ること。

→alpha(α)particle

α ray　 α線

→alpha ray

alpha ray　 α線

高速 の α粒子*の 流 れ。磁界 、電解で の曲が り方が 少な く、速度 は β線 よ り小 さい。

物 質 を透過す る性 質 は3種 の放 射線 中、最 も弱 いが、電離作用 は最 も強 い。

→alpha(α)particle

alternating current(AC)　 交 流

磁 界*内 で コイル を一定の速 さで回転 させ る と、 コイル を貫 く磁 束が周 期的 に変化

す る。 す る と ファラデー の電磁 誘導 の法則 に よ り、 コイルの両端 の 間 に連 続 的 に

誘 導起電 力*が 発生す る。 この起 電力 は周期 的 に電圧 の向 きが 逆転す るので、周期

的に電流*の 向 きと大 きさが変 わる。 こう した電流 を交流 とい う。

〓direct current

alternator　 交 流 発 電 機 、 オ ル タ ネ ー タ ー

交流*を 発生す る発電機*。

→alternative current(AC)

altitude　 （1）高 度 、海 抜 高 度　 （2）天 体 の高 度

（1）山 などの基準面、 または海抜 面か らの高 さ。

（2）天 体 と地平 面 との なす 角度。

ammeter　 電 流 計

電流*の 大 きさを測 る装置 。回路*に 直 列*に 入 れ る。 測定す る ものが 直流*か 交

流*か に よって、 直流 電流計 と交 流電流計 とに大別 され る。

amorphous　 非 晶 質 の 、 アモ ル フ ァ ス

結 晶*で はな く、各分 子が どの方向 に も均 等 にば らばらの向 きに散 らば っている状

態 。 ガラスな ど。等 方均質*な 状 態。分 子が不規則 に配列 してお り、 どの方 向に対

して も均 一であ る。 金属 を急冷 す るとアモル フ ァス にな る。



ampere　 ア ンペ ア

電 流*の 単位。記号A（ ア ンペア） を使 う。1[A]の 電流は、毎秒導線 を1[C]の 電

荷*が 流れるこ とを意味す る。1[A]＝1[C/s]。

→A

Ampere's rule　 ア ンペ ール の法 則

電流*と 、その電流が作 る磁 界*と の関係 を表 わ した もの。＋1Wbの 磁極が 、電

流のつ くる磁界 の中 を任意の 閉 じた 曲線 に沿 って1周 す ると き、磁界 がその磁極

に対 してす る仕事 は、その 閉曲線の内部 を通 る電流 の大 きさの和 に等 しい。 ただ

し、電 流は、磁極 を右 ネジの 回 る向 きに動 かす と き、右 ネジの進 む向 きに流 れる

場合 を正の向 きとす る。 ビオ ・サバ ールの法則*と 同 じ内容 を別の表現 で述べ た も

の。

→Biot-Savart law

amplifier　 増 幅 器

入力信号*の 電圧*や 電力*を 、大 きくして外 部 に送 り出す装 置。 半導体*を 利 用

した トラ ンジスタ*な ど。

Amplitude modulation(AM)　 振 幅 変 調、AM

信号*の 変調 法の ひとつ。送 りたい信号 の変位*を 、搬 送波*と い う高い振 動数の

波*の 振 幅*に 変換 して送 る方法 。変調 、復調 の回路が簡単で、古 くか ら利用 され

ている。 日本 のAM放 送 は この方 式。

amplitude　 振 幅

波の変位*の 最大値 をい う。振 動*や 波動*に お いて、平衡*の 位 置か らのずれの

最大値 。波動の山*の 高 さ、または谷*の 深 さを示す。

AMU　 原子 質 量 単位

→atomic mass unit

analog-to-digital converter　 AD変 換 器、ADコ ンバ ー ター

→ADC

AND circuit　 AND回 路 、論 理 積 回路

い くつかの入 力端子 にすべ て信号が ある（on）ときのみ、出力信号 が出される（on）回



路 。

anemometer　 風 速 計

風 速 ま た は風 力 を測 る機 械 。

aneroid barometer　 ア ネ ロ イ ド気 圧 計

気 圧 計*の ひ とつ 。 薄 い 箔 片 で つ く った容 器 内 の圧 力 を小 さ く し、気 圧 の 変 化 に応

じて 変 わ る 容 器 の厚 み に よっ て 気 圧*を 測 る。

angle of friction　 摩 擦 角

物 体*を 斜 面 に お い て斜 面 の 角度 を増 す と き、 あ る と こ ろで 物 体 が 滑 り出 す 。 この

滑 り出 す 斜 面 の 角 度 を 摩 擦 角 とい う。 静 止 摩 擦 係 数*を μ 、 摩 擦 角 を θ とす る と

μ ＝tanθ の 関係 が あ る。

angle of incidence　 入 射 角

波*の 入 射 方 向 と、 入 射 点 を通 る入 射 面*の 法 線*と が なす 角 度 。

→incident ray

angle of polarization　 偏 光 角 、 ブ ル ー ス タ ー 角

→Brewster's law

angle of reflection　 反 射 角

波*の 反 射*方 向 と、 入 射 点 を通 る入 射 面*の 法 線*（ 垂 直 線 ） とが なす 角度 。

→reflection

angle of refraction　 屈 折 角

波*の 屈 折*方 向 と、 入 射 点 を通 る 入射 面*の 法 線*（ 垂直 線 ） とが なす 角 度 。

→refraction

angstrom　 オ ン グ ス トロ ー ム

長 さの 単 位 で 、 光 の 波 長 や 結 晶 の 原 子 間距 離 な どを示 す の に使 われ る。1〓 （オ ン グ

ス トロ ーム ） ＝ 〓m。

angular acceleration　 角 加 速 度

時間*の 変化 ⊿t(s)に対す る、角速度*の 変化 ⊿ ω(rad/s)の値であ る〓 をい う。



angular frequency　 角振 動 数、 角周 波 数

振動 数*をfと して、 これに角 度2π をかけた値 の2πfを 角振動数 とい う。交 流*

の場合 は角周波数 と呼ぶ。

angular impulse　 角 力積

力 のモーメ ン ト*と 時間*の 積。

→moment

angular momentum　 角 運動 量

（1）質点*の 位置ベ ク トル をr、 質点がrと 角 θの向 きに運動量Pで 運動 する とき、

角運動 量Lは2つ の量の外積*で 表 わされる。L＝r×P。 これは大 きさがrPsinθ 、

向 きがrとPの つ くる平面 に垂直 で、rか らPへ 右 ネジ を回す ときにネジの進む向

きとな るベ ク トル量 と して定義 される。 また原点の 回 りの角速度*を ω、質量*を

mと す ると、L＝ 〓 ωで表わ される。

（2）回転軸 の回 りを角速 度 ωで回転す る物体 の角 運動 量 は慣性 モー メン ト*と 角速

度の積 で表わ される。

→angular velocity

→rotational inertia

angular velocity　 角 速 度

物体 が 円周 に沿 って一定 の速 さで回る とき、時間*の 変化 ⊿t（s）に対す る、角度の

変化⊿ θ（rad）を角速度 ω（rad/s）とい う。

〓

anion　 陰 イオ ン

原子*や 分子*に 電子*が くっつ き、負の電気*を 帯 びた状 態。一般 に、非金属 の

原子 は陰 イオンにな りやすい。

〓cation

anisotropy　 異 方 性

方 向が異 なると物質 の性質が変化す ること。物 質の性 質が方向に依存 すること。

〓isotropy

anode　 （1）電池 の 負極 （2）電気 分解 の陽 極 （3）ア ノ ー ド

（1）電池*の マイナス極。



（2）電気分解*で の陽極*、 電池の ＋をつな ぐ側 の極。

（3）真空管*の 陽極 、電池 の＋極 をつな ぐ側。 プ レー ト（plate）ともい う。

〓cathode

anode ray　 陽 極 線

真 空管*内 での、正電荷*を もつ、 陽イオン*ま たは原子核*の 流 れ。 陽極*か ら

陰極*へ 向か う。

antenna　 ア ンテ ナ、空 中 線

送信器*か ら電磁波*を 送信 した り、電磁波 を受信機*で 受信す るために使 う装 置。

扱 う電磁波 に共振*す る導体 を用い る。

→resonator

anti-　 反 ―

「反 ―」 を表 わす接頭語。

anticathode　 対 陰 極

X線*発 生用真空管*で 、陰極 か ら発 生 した電子*を 衝突 させてX線 を発生す る極。

陽極*を いう。原子量 の大 きい金属 （重金属） を用いる。

→Coolidge tube

antielectron　 陽 電子

電子*の 反粒子*。 電子 と電気*の 符号が逆であ る以外 、質量*な どの他 の性 質は

まった く同 じ粒 子。人工放 射性元 素 （核 反応 によってつ くられた放射 能 を もつ元

素）の核 内で生 成 され、放 射 され る。空間 にγ線*を 入射*す る と、電子 と陽電子

がペ アになって生成 ・消滅す る。

→pair creation

antimatter　 反 物 質

陽子*、 中性 子*、 電子*な どか ら構成 されてい る物 質*に 対 し、その反粒子*で

あ る反陽子*、 反中性子*、 陽電子*な どか ら作 られている物質 をいう。

antineutrino　 反 ニ ュ ー トリノ

ニ ュー トリノ*の 反粒 子*。



antineutron　 反 中性 子

中性 子*の 反粒子*。 中性 子*と 磁気 モー メ ン ト*の 符 号が逆 な点以外 は、同 じ性

質 ・特 性 を もつ 。

antiparticle　 反 粒 子

素粒 子*に は、粒 子 と反粒 子が あ る （電 子 と陽電子*な ど）。 互い に、質 量*や ス

ピ ン*は 同 じであ るが、電荷*や 磁 気 モーメ ン ト*は 大 きさが等 し く符号 が逆で あ

る。粒 子 と反粒 子 はペ アで生成 ・消滅す る ことがで きる。

→pair creation

antiproton　 反 陽 子

陽子*の 反粒 子*。 陽子 と質量*、 ス ピ ン*は 同 じだが、電 荷*は 陽子が ＋eで ある

のに対 し-eで あ る。

aperture　 口径

レンズ*や 鏡 で、光*を 取 り入れ る部分 の直径*。

aphelion　 遠 日点

惑星が太 陽 を回る軌道*を 通 る とき、太陽か ら一番 遠 ざかる点 を遠 日点、太 陽に一

番近づ く点 を近 日点 とい う。

〓perihelion

apogee　 遠 地 点

衛星*が ある天体 を焦点*と す る軌 道*を 回ってい る とき、そ の天 体か ら一番 遠 ざ

か る点 を遠地点 といい、 その天体 に一番近づ いた点 を近地点*と い う。

〓perigee

apparent force　 見 か けの 力

加 速度*系 （加速度 運動 を してい る座標系 ）でニ ュー トンの運動 方程式*f＝maを

成 り立 たせ るため に、導 入す る力。実際 には存在 しない。例 ：遠心力*。

apparent power　 皮 相 電 力

交流*回 路 で、電圧*の 実効値*Vと 電流*の 実効値Iと の積 。単位 はボル トア ンペ

ア （VA） またはキ ロボ ル トア ンペア （kVA）。

〓active power



→effective value

approximation　 近 似

真 の値 に近 い こと、 または真 の値 に近い値 を求め ること。

arc discharge　 ア ー ク放 電

放電*の 一方法。2本 の炭素 または鉄の電極 間に電流*を 流す ことで得 られ る。強

い白熱*光 を発 す る。

arc tangent

tanθ の逆関数。〓 θで表わす。

Archimedes' principle　 ア ル キ メデ スの原 理

「液体 中の静止 している物体*は 、物 体 を周囲の液体 で置 き換 えた ときの重力*と

同 じだけの浮力*を 受 ける」。紀元前220年 頃、 アルキメデスが発見 した といわれ

ている。

areal velocity　 面 積 速 度

太陽 と惑星 とを結ぶ線 分が 、一定時間 に描 く扇形の部分 の面積。 それぞれの惑星

について一定であ り、ケプラーの第2法 則*（ 面積速度 一定 の法則 ）がある。

arm　 腕

物体 にはたら く力Fに よ り生 じる点Oの 回 りの力のモ ーメ ン ト*は 、点Oか らそ

の力の作用線 に下ろ した垂 線の長 さと力の大 き さの積 で表 わされ る。 この垂線 を

い う。 たとえば、 てこ*な どで、力の作用点*と 支点 の間の垂直距離。

armature　 電 機 子

モー ター*や 発電器*の 中の鉄 芯 にコイル*を 巻いて作 った部分。直流機 では回転

す る。発電器 の場合 は発 電子、モー ター*の 場合 は電動子 ともい う。

artificial intelligence　 人 工知 能

コ ンピュータ*を 人 間の思考 に近づ けた もの。

artificial satellite　 人工 衛 星

地球 を回る軌道*に ある人間の作 った天体 。



association law　 結 合法 則

あ る演算*に ついて、 （a*b）*c＝a*（b*c） が成 り立つ ことを結合法則 とい

う。足 し算、かけ算 は結合法則が成 り立つ。

→commutative law

astigmatism　 非 点 収 差

一点か ら出た細 い光線*が
、球面 にあたって反射*、 屈 折*し た後 に、い くつかの

光軸*に 分 かれ一点 に集 まらな くなる現象。

astronomical unit　 天 文単 位

お もに惑星空 間 にある天体の距離 を表わす長 さの単位 。地球 と太陽 の平均 距離 を

1天 文単位（AU）と定義 してい る。1AU＝1.496× 〓km。

astronomical velocity　 宇 宙 速 度

ロケ ッ トなどの運 動 につ いて用 い られる。地球の表面 す れす れ を円軌道で飛 ぶた

め にロケ ッ トに与 える水平方 向の初速度を第1宇 宙速度*と いい7.9km/sで あ る。

地球 の重 力*か ら脱 出 す るため の速度*（ 脱 出速度 ） を第2宇 宙 速度*と い い、

11.2km/sで あ る。 また、太陽系 か ら脱 出す る速度 を第3宇 宙速度*と いい、16.7

km/sで ある。

astronomy　 天 文 学

天体 を対 象 とする学問。

at rest　 静 止 の、静 止 状態

atmosphere　 大 気

地球 の表面 をお おう気体。空気 のこ と。

atmospheric pressure　 大 気 圧

地球 の空気 の重 さに よる圧力*。 下の空気が上 の空気 の重 さに よって押 され ること

によ って起 こる。大気 圧*の 数値 と して1atm（ 気 圧） をよ く用い る。1atm＝

1.013× 〓 ＝1.013×〓 。

atom　 原 子

すべての物質*を 構成 してい る要素。正の電気*を もつ原子核*の 周 りを、負 の電



気 を もつ電子*が 回 っている構造 をもつ。原子核 は さらに正 の電気 を もつ陽子*と 、

電気 的 に中性 な中性子*か らな る。原子 の もつ陽子 の個数 と電子 の個 数 は等 しく、

全体 として電気的 に中性 である。

atomic mass　 原 子 質 量

→atomic mass unit

atomic mass number　 質 量 数

→mass number

atomic mass unit　 原 子 質 量単位

原子核 の質量 を正確 に求め るため、質量数*12の 炭素原子 の質量*を12.00000と

定義 し、その 〓 を単位として、1原 子質量単位とした。1原 子質量単位＝

1.66054× 〓 。 これによって各原子の質量の値 （相対値 ） を示す。

atomic nucleus　 原 子 核

原子*の 中心 にある正 の電荷*を 帯 びた粒 子で、正の電荷 を もつ陽子*と 、中性の

中性子*か らなる。原子核 は原子の大 きさの10万 分の1程 度 だが 、原 子 の質量*

の大部分 を占める。

atomic number　 原 子 番 号

原子 の質量の小 さいほ うか ら順 につ けた番 号。原 子核*中 の陽子*数 で表 わ され

る。

atomic weight　 原 子 量

質量数12の 炭素原子 の質量 を12と 定義 し、その12分 の1の 質量 を単位 として

測 った各原子の相対 質量*。

attenuation　 減 衰

振動*な どで、その強度 （例 ：振幅*） が減少す る こと。電気振動 で は、 コイルな

どに抵抗があるので、振動 の振幅が次第に小 さくなる。

attraction　 引 力

離れている2つ の物体*の 距離 を縮 める向 きにはた らく力*。 例 ：万有 引力*。

〓repulsive force



audio frequency　 可聴 周波 （数）

人の耳 に聞 こえ る音*の 振 動数*。 個 人差 が あるが 、範 囲 はお よそ20Hzか ら

20000Hzで あ る。

audio signal　 音 声信 号

音*の 情報 を電気的 な信号*に 変換 した もの。

autumnal equinox　 秋 分、秋 分 点

昼 と夜 の長 さが等 しい秋 の 日。

average　 平 均 の

average acceleration　 平 均 加 速度

物体が2点 を通 る ときの加速度*の 平均 値。時間*〓 の ときに速 さ*〓、時間〓の と

きに速 さ〓 とする と平均 加速度〓は

〓で表 わされ る
。

→acceleration

average speed　 平 均 速 さ

物体が2点 を通 る ときの速 さ*の 平均値。移動距離 を移動時間で割 ったもの。途 中

の速 さの変化 は無視す る。 時間*〓 の ときに位 置〓、時間 〓の ときに位 置〓 とする

と平均速 さ〓は

〓であ る
。平均速 さは、x－tグ ラ フ上では、2点 を通 る傾 きで表わ される。

average value　 平 均 値

測定値 の合計 を、測定値 の数で割 った値。n個 の測定値 〓,〓,〓,… 〓 を合計 し、

その個数nで 割 った もの を相加平均 とい う。

average velocity　 平 均 速 度

2点 を通 る速度 の平均値 。向 きと大 きさをもつベ ク トル*。 平均速 度の大 きさが平

均速 さ*で ある。



→average speed

Avogadro's constant　 ア ボ ガ ドロ 定 数

1molの 物 質*に 含 まれ る分 子*あ るい は 原子*の 個 数。6.02× 〓 個 で あ る。

Avogadro's law　 ア ボ ガ ドロ の 法 則

→Avogadro's principle

Avogadro's number　 ア ボ ガ ドロ 数 、 モ ル 分 子 数

→Avogadro's constant

Avogadro's principle　 ア ボ ガ ドロ の 法 則

「同 温 ・同圧 ・同体 積 の 気 体 に は 、 気 体 の 種 類 に か か わ らず 同 数 の 分 子*を 含 む 」。

0℃ 、1atmの 気体 の体 積 は 常 に22.4lで あ り、 な か に6.02× 〓 個 の分 子 が あ る。

axis（ 複 数 形axes）　 軸

座 標*を 定 め る際 の基 準 とな る 直線 。 平 面 を表 わす 直交 座 標 系*で はx軸*とy軸*

の2つ の軸 が あ る。

→Cartesian coordinate system

axis of abscissas　 横 軸

2次 元 の直 交 座 標 で の 水 平 方 向の 軸 。xy座 標 でx軸*。

axis of ordinates　 縦 軸

2次 元 の直 交 座 標 で の 垂 直 方 向 の 軸 。xy座 標 でy軸*。

axis of rotation　 回 転 軸

物 体 が 回転 運 動*し て い る と きの 、 そ の 回転 の 中心 線 。

axle　 回 転 軸

物 体 が 回 転 して い る と きの 、 そ の 中心 線 を い う。 ま た 、 車 軸 の こ とを い う場 合 が

あ る。 た とえ ばthe axle of earth（ 地 軸 ） は 地 球 の 自転 運 動 の 回転 軸 。



B

back electromotive force　 逆 起 電 力

回路*を 流れ る電流*の 変化 に よって生ず る起電力*。 回路 の電流の変化 を打 ち

消 す向 き （逆 向 き） に生ず る。 た とえ ば、ス イ ッチ を閉 じて コイルに電流 を流そ

うとす る と、 自己誘導 （コイルをつ らぬ く磁束 が変化 し、 コイル 自身に誘 導起電

力が生 じるこ と） に よって、 コイルに逆起電力が生 じる。

back emf.　 逆 起 電 力

→back electromotive force

background　 バ ッ ク グ ラ ン ド

放 射線*を 測 定す る と きに、測定 したい線 源以外 か らの放射 線 の計 数値 をい う。

た とえば、地面 や壁 、宇 宙線*な どの環境放射 線や、測定器 自体か らの放射 線 に

よってバ ックグラ ン ドが計測 される。

background radiation　 バ ッ ク グ ラ ン ド放 射 、背 景 放 射

絶対温度*で 約3Kに 相 当す る電磁波*の 放射*。 宇宙 の どの方 向か らもや って

くる。 ビッグバ ン理論*の 証拠 とされ る。

backscattering　 後 方 散 乱

入射*方 向 と90度 以上の角度 をなす散 乱*。

→scattering

balance　 （1）て ん び ん （2）平 衡

（1）中央 を支点*と す る 「てこ*」 の片端 にお もり*を のせ、物体 の質量*を 測定

す る装置 。

（2）つ りあいの取 れている こと。

balanced　 平 衡 状 態 の

つ りあ いの取 れた状態*に あるこ と。例 と して、左右 の力*が つ りあい物体*が

静止 してい る状態 （力学 的平 衡）や、熱*の 移動 がない状態 （熱的平衡）、化学反

応*が 見 かけ上進 まない状態 （化学的平衡）な どがある。



balanced forces　 つ り あ い の 力

物体*に はた ら く2つ の 力*が 、向 きが逆 で大 きさが等 しい とき、つ りあいの力

とい う。2力 の大 きさは等 しく、作用線 は共通で、向 きが反対 である。 この とき、

物体 は運動の第1法 則*よ り、静止 あるいは等速直線運動*を 続 ける。

Balmer series　 バ ル マ ー系 列

水 素原子 の発 光 による線 スペ ク トル*の うち、可視光*部 分 に現 れる線スペ ク ト

ル をい う。規 則正 しい配列 がみ られ るため、その振動 数*と 波 長*と の間 に何 ら

かの法則が ある と考 えられ、バルマ ーが1885年 に振 動数の計算式 を見い出 した。

励起状態*か ら量子数*2の 状態 に移 るときに放出*す る光に相 当す る。

→excited state

→line spectrum

band　 バ ン ド、 帯 域

周波数*や 光 のスペ ク トル*が あ る幅 をもっている こと。

banked curve

内側 よ り外側 の方が高 くなっている ような曲線状 の通路。

bar　 バ ー ル

圧 力*の 単位 。記号bar（ バール） を使 う。1〓 について 〓 の力が作用す ると

き1barと する。1bar＝1.0× 〓 、1atm＝1013.25mb。

bar graph　 棒 グ ラ フ

測定値 を棒の長 さで表 わ した グラフ。棒の長 さで量 を表わす グラフ。

bar magnet　 棒 磁 石

一端がN極*で
、他 端がS極*と なってい る棒状の磁石*。

barometer　 気 圧 計 、圧 力計

大 気の圧 力*を 測定す る装置。 よ く使用 されてい るのは水銀気圧計 （大気圧 と等

しい圧力 を与える水銀柱 の高 さを測定） とアネロイ ド気圧計*の2つ 。

baryon　 バ リオ ン

素粒 子*の 中で強い相互作 用*を す る粒 子 （ハ ドロン） の うち、ス ピン*が1/2



または3/2の 値 を もつ （フェル ミ粒子*） ような粒子の ことをバ リオン とい う。バ

リオ ンは重粒子 ともよばれる。 ちなみに、ハ ドロンの うち、ス ピン*が0ま たは

整数の値 をもつ （ボース粒 子） ような粒子 をメソ ンという。バ リオンの例 は陽子*、

中性子*、 Λ ，Σ ，Ξ粒子が ある。 メ ソンは中間子 ともよばれ、 π中間子やK中 間

子 などが ある。 メソ ンは クォーク*と 反 ク ォー クの束縛状 態で あ り、バ リオ ンは

3個 の クォークの束縛状 態である。

→elementary particle

base　 （1）底 、（2）ベ ー ス

（1）対数 を考 えるときの基本 になる数。指数 関数*の 定数。y＝ 〓 と表 わされる と

きのa。

（2）トランジス タ*の 一部。規定部 にあ たる。

→emitter

basic equation　 基 本 方 程 式 、 基 本 式

未知の量 と既知 の量 を対応 させ た方程式。

basic law of electrostatics　 静 電 気 学 の 基 本 法 則

「同種 の電荷*は 互 い に し りぞけ合 い 、異 種 の電荷 は互 い に引 き合 う」。 正電荷

を＋、負 電荷 を－で表 わす と、同種 の電荷 間には斥力が はた らき、異種 の電荷 間

には引力がはた らく。

battery　 電 池

2個 以上の電池*を 組み合 わせ た もの。回路*に 電流*を 流す ことがで きる。dry

 batteryは乾電池、storage batteryは 蓄電池、solar batteryは 太陽電池。

→cell

beam　 ビ ー ム 、 光 の 束

粒子や光*、 電磁波*の 細 い流 れ。

bearing　 軸 受 け

物体が回転 している とき、その回転軸*を 支 える装置。ベ アリング。

beat　 う な り

振動数*の わず かに異 なった2つ の波*が 、波の重ね合わせ（superposition）で、周



期 的 に振幅*が 大 きくなった り小 さ くなった りす る現象 。振動数の わずか に異 な

る2つ の 「音 さ*」 を同時に鳴 らす と音が大 きくなった り小 さくなった りす るのは、

うな りの一例。

becquerel　 ベ ク レ ル

放射 能*の 単位。記号Bqで 表 わす。物質 の放射線 を出す強度 を示す もの。1Bq

（ベ ク レル） は1秒 当 りの崩壊数が1個 である ような放射 能 をい う。 また1Ci（ キ

ュー リー） ＝3 .7× 〓 の関係が ある。1Ciは ラジ ウム1gの 放射能 に等 しい。

Bernoulli's principle　 ベ ル ヌ ー イ の 法 則

液体の圧力*に 関 して、作用す る体積力が重力 だけの とき、 「流速が速い場所では

圧 力が低 く、流速が遅 い場 所で は圧力 が高い」 とす るもの。実際 には圧力 、速 さ

とともに、基準面 か らの高 さが影響す る。

beta decay　 β 崩 壊

→ β decay

β decay　 β崩 壊

放射 性物 質*が 崩壊*す る際 に、電子*と 反 ニュー トリノ*を 出す ことを 〓 崩

壊 、 陽電子*と ニュ ー トリノ*を 出す過程 を 〓 崩壊 とい う。両者 を合 わせて β

崩 壊 とい う。 〓 崩壊 で は原 子核*の 中性 子*が 陽子*に 変化 し、電子 を放出*

す るので、原子番号*が1増 える。 〓 崩壊で は原子核 の陽子が中性子 に変化 し、

陽電子 を放 出するので、原子番号が1減 る。

beta particle　 β 粒 子

→ β particle

β particle　 β 粒 子

放射 性物質*か ら放 出*さ れた、高エネルギー電子 のこ と。

beta radiation　 β線 放 射

→ β radiation

β radiation　 β線 放 射

原子核 が β粒 子*を 放出*す ること。



→ β particle

beta rays　 β 線

β粒子*の 流 れ。 放射 性物 質*か ら放射*さ れる高エ ネルギ ー電子の流 れ。 質量

が小 さく、磁 界*・ 電界*か ら受 け る力 によって曲が りやす い。物質透過能力 と

電離作用 は3つ の放射線の 中間の強 さ。

betatron　 ベ ー タ トロ ン

電子*の 加速装置。電子 を電磁 誘導*の 原理 を使 って加速す る。1940年 にアメ リ

カの ケルス トが実現 した。

bias　 バ イ ア ス

あ る動作の動作基準 点を、電圧*な どの作用 を加えてず らす こと。

Big Bang Theory　 ビ ッ グ バ ン理 論

超高密 度、超 高温 の塊 の状態 が爆発 （この爆発 をビ ッグバ ンとい う） し、その膨

張*に よって温度 が下が る過 程で宇宙が で きた とす る考え方。膨張宇 宙論 と もい

う。1970年 代以 降、宇宙論 の主流 となった。

bimetal　 バ イ メ タ ル

熱膨張 率*の 異 なる2種 類 の金属板 を張 り合 わせ た もの。 温度*の 変化 に よ り、

2つ の金属板 の伸 びが異 なるため曲がる。サ ーモス タ ッ トはバ イメ タル を利用 し

た もの。

binary star　 連 星 、2重 星

接近 した2つ の恒星*が 、お互い に重力*で 引 き合い なが ら回ってい る状態。

binary system　 2進 法

0と1を 使 って数値 を表 わす方法。 右か らn桁 目の数 が 〓 に相当す る。た とえ

ば、7は 〓 ＋ 〓 ＋ 〓 で111と なる。

binding energy　 結 合 エ ネ ル ギ ー

い くつ かの粒子 が結合*し ている と き、 この結 合 を断 ち切 って粒子 をば らばらの

状態 にするのに必要 なエ ネルギー*。 結合 エネルギー といえば、単 に、原子核*の

結合 エネルギーを指す場合が ある。



→binding energy of nucleus

binding energy of a satellite　 人 工 衛 星 の 結 合 エ ネ ル ギ ー

衛 星*が 重 力*に 打 ち勝 ち、 地 球 を脱 出 す る の に必 要 な エ ネ ル ギ ー*。

binding energy of nuclear particle　 核 子1個 の 結 合 エ ネ ル ギ ー

原 子核*か ら核 子1個 を取 り出 す の に必 要 なエ ネル ギ ー*。

binding energy of nucleus　 原 子 核 の 結 合 エ ネ ル ギ ー

原 子 核*を ば ら ば ら に して 、 陽 子*と 中 性 子*の 状 態 に す るの に必 要 な エ ネ ル ギ

ー*
。

Biot-Savart law　 ビ オ ・サ バ ー ル の 法 則

電流*に よる磁界*の 強 さは、電流*の 強 さに比例 し、電流か らの距離*の2乗

に反比例 する。ア ンペールの法則*と 表現は異な るが内容は同 じ。

bit　 ビ ッ ト

コ ンピュータ*で 取 り扱 うことがで きる2進 法*情 報の桁数。

→byte

black body　 黒 体

表面 にあた ったすべ ての波長*の 放射*を100％ 吸収 する ような理想 的な物体*。

光があ たって も反射 しないの で黒 く見え る。完 全黒体 ともい う。熱放射 の理論研

究 に重 要。

black body radiation　 黒 体 放 射 、黒 体 輻 射

黒体*か ら放 出*さ れる電磁波*を い う。黒体 の温度 によって、放射*さ れる電

磁波の波長*と 密度*の 分布は決 まってい る （プラ ンクの放射則 ）。量子力学*の

基礎の ひとつ。

→cavity radiation

black box　 ブ ラ ッ クボ ッ クス

ある装置 に関 して、 ど うい う原理*で 動 くかな どの 内部 の構造 を問題 にせず、外

か ら見 た特性*や 動 作のみ を問題にす ると き、その装置 をブ ラ ックボ ックス とい

う。テ レビの構 造 を知 らないで、 テ レビを見 る場 合は、 テ レビはその 人に とって



ブラ ックボ ックス となる。

black hole　 ブ ラ ッ ク ホ ー ル

非 常 に質量*の 大 きい物体*が 、 きわめて小 さい体 積*の 場所 に集 まった状態。

物体 の重 力場*の ため に、空間が ゆがみ、周 囲の物 質や光*を 吸収 して しまう。

ア インシュ タインの一般 相対性原 理*か ら導 かれた解 であ る。太 陽 より数倍 大 き

い星が燃 え尽 きて、 自身の重力*に よって崩壊*す る ときにで きる と考 えられ て

いる。

blue shift　 ブ ル ー シ フ ト、青 方 偏 移

red shiftの逆の状態。

〓red shift

body　 物 体

形 と大 きさがあ り、空間 を占め るもの。

Bohr atom model　 ボ ー ア原 子 モ デ ル

ボーアが考 えた水 素原子 のモデ ル*。 電子*の 軌道*は 古 典力学 の運 動方程 式*

に従 うだ けで な く、次 の2つ の条件 をもつ と した。 これ に より、水素原子 の発 光

スペ ク トル*が 線スペ ク トル*に なることをうま く説明 した。

（1）量子 条件 ：原子*内 の電子 軌道*の 安定 な状態 （定常状態*と い う）は、 とび

とびのエ ネルギー状態 （エ ネルギ ー準位*と い う） をとる。いい かえる と、電子

が安定 なのは、電子 の運動 量の大 きさと円周の長 さ との積が プ ランク定数*の 正

数倍 に等 しい ときだけである。これ を式で表 わす と、電子 は

〓

（ただ し、電子 の質量 をm、 半径*r、 速度v、 プランク定数h、nは 自然 数）

の条件の軌道のみが許 される。 ここで、nは 量子数*と い う。

（2）振動数条件 ：電子があ るエ ネルギー準位 の定常状 態か ら、別 の定常状態 に変 わ

る とき、 そのエ ネルギ ー差 に相 当す る光子*を 放 出 あるい は吸収す る。つ ま り、

電子 のエ ネル ギー準 位の差 が光子 のエネルギー とな り、光が放 射 され た り吸収 さ

れ た りす る。 これ を式で表 わす と、hν ＝En－En'（ ただ し、エ ネルギー準位En、

En'、光 の振動 数*ν ） となる。



Bohr radius　 ボ ー ア半 径

水素原子の半径*。0.053nm。

boiling　 沸 騰

液体 を加熱 して い き一定の温度*に 達す る と、液体表 面だけで な く、液体内部か

ら も盛 んに気化*す るよ うにな る。 この状態 をい う。 また、液体 が沸騰 する温度

を沸点*と いう。

→boiling point

→vaporization

boiling point　 沸 点

大気 圧*と 、液体の蒸気圧 とが等 しくなる温度。沸騰*が 起 こ る温度。水の場 合

は大気圧1気 圧の もとで 、100℃ であ る。

Boltzmann constant　 ボ ル ツ マ ン定 数

記号 はk。k＝1.380658× 〓J/K。 気体定数*Rを1molの 分 子数で あるアボガ

ドロ数*で 割 った もの。理想 気体の分子 の平均 運動 エ ネルギ ーは絶対温 度 に比例

す るが、 これ を表わす式の定数がポル ツマン定数で ある。

→Avogadro's constant

bond　 結 合

分子*や 原子*、 イオ ン*が 電子*を 得 た り、失 った り、共有 した りす るこ とで

互い に結び付 くこと。化学結合。結合 の種類 には、イオ ン結合*、 共有結合*、 金

属結 合*が あ る。

bond dissociation energy　 結 合 切 断 エ ネ ル ギ ー

原子*を 結合*か ら引 き離すの に必要 なエネルギー*。

Bose particle　 ボ ー ス粒 子、 ボ ソ ン

ス ピン*が0ま たは整数 の値 をもつ粒子。例 と しては、ス ピンが0のK中 間子、

π中間子 な どの素粒子*、 スピンが1の 光子*が あ る。 この他 に、偶数個 の核子*

か ら構成 された原子核*、 た とえば重水素*（ ス ピン0） や （ス ピン1） も

ボース粒 子であ る。 この 中で素粒子 のボース粒子 は、物質*を つ くる粒子 であ る

フェル ミ粒子*に 対 し、相互作用の力*を 伝 える媒介 をす る。

→elementary particle



boson　 ボ ー ス 粒 子 、 ボ ソ ン

→Bose particle

boundary condition　 境 界 条 件

範囲 が限 られ たあ る場所 での物理現象 について、 その場所 と周 囲 との境 界で 、物

理現象 の起 こ り方 を規定する条件。た とえば、固定端*で の波*の 反射*の 場合、

固定端での変位*＝0が 境界条件 となる。

bow wave　 頭 部 波

波*の 伝 わる速 さ*よ り物体*が 速 く進 むと きにで きる、物体*を 頂点 とする円

錐状 の波*。 衝撃波 ともい う。た とえば水の上 を船が水波 よ り速 く伝わる ときにで

きるV字 型の波。

→shock wave

Boyle's law　 ボ イ ル の 法 則

温度*が 一定の条件 の下 で、気体の圧力*Pと 体

積*Vは 反比例 する。PV＝ 一定

Boyle-Charle's law　 ボ イ ル ・シ ャ ル ル の 法 則

理想 気体*の 状態方程 式*PV＝nRTを い う。Pは 圧力*、Vは 体積*、nは 気体

のモ ル数*、Rは 気体定数*、Tは 絶対温度*。 「温度が一定 の とき、一定量 の気体

の圧 力 と体積 は反比例す る」 とい うボイルの法則 と、 「気体 の体積 は絶対温度 に比

例 す る」 とい うシャルルの法則 をま とめた もの。実在気 体 では、圧力 が小 さく、

絶対温度 が高い場合 によ く近似で きる。

→Boyle's law

→Charle's law

Bragg condition　 ブ ラ ッグ の 条 件

→Bragg equation

T1＜T2

（図1）



Bragg equation　 ブ ラ ッ グの 式

結 晶*にX線*を 入射*す る とき、X線 は平行 ない くつ かの原子価 で反射 し、同

方 向に進む ものが 互い に干 渉*す る。 ここで2dsinθ ＝mλ （mは 整数、dは 原

子*の 格子 間隔、 θは入射 角*、 λはX線 の波長*） の条件 が満 た され る とき、

反射X線 が干 渉 して強 め合 う （X線 回折 ）。 回折*を 利用 して、入射 角 とX線 の

波長の値 を もとに結晶 の構造 を調べ ることが行 われてい る。

Bragg reflection　 ブ ラ ッ グ反 射

ブラ ッグの式*が 成 り立つ反射*。 反射方 向では回折波*が 現れ る。

→Bragg equation

Braun tube　 ブ ラ ウ ン管

陰極管*（ 陰 極線管） の一種。電 子線*を 、電気信号*を 加 えた偏 向 コイル （磁

界）*ま たは偏 向板 （電界）*で 偏 向*さ せ 、蛍 光膜に衝 突*さ せて、衝突位置や

輝度 で信号 を観察す る装 置。各種 の電磁信 号 を光 学像 として 見る ことが で きる。

テ レビの画面表示部分 に使 われてい るものは偏 向コイルを用 いている ものが多 い。

→cathode ray tube

breaking radiation　 制 動 放 射

→bremsstrahlung

breeder reactor　 増 殖 炉

消費 した核燃 料*よ りも、多 くの核分裂*物 質性 を作 り出す原子炉*。

bremsstrahlung　 制 動 放 射

荷 電粒子 が強い電界 の中 を通 って加速度*を 受 け ると き、 まわ りの電磁 界がふ り

落 とされて放射*す る電磁 波*。 高速 の電子 が ターゲ ッ ト （陽極） にあた ってX

線*を 出すの は制動放射 による。

Brewster angle　 ブ ル ー ス ター 角 、偏 光 角

→Brewster's law

Brewster's law　 ブル ー ス タ ーの 法 則

透 明な物質 に自然光 を入射す ると、一部 は屈折 し一 部は反射す る。1815年 、 ブル

ース ターは 「屈折率*nの 透明 な物質 の表面 に自然光が入射 する とき、入射 角*θ



がtanθ ＝nを 満 たす場合 、反射光が入射面 に垂直 な電界*ベ ク トルを もつ直線

偏光*に なる」 とい う法則 を発見 した。 この ときの角度 の ことを、ブルース ター

角*あ るいは偏 光角*と い う。

British system　 英 国 式 単 位 系

ア メ リカで 用 い られて い る単位 系 。長 さに フ ィー ト （feet）、 質量*に ポ ン ド

（pound）、時 間*に 秒 （second）、電気量*に クーロ ン （coulomb）をそれぞれ単位 と

す る。

British Thermal Unit　 英 国 熱 量 単 位 、BTU

熱量*の 単位。 記号BTU。1BTU＝1.05506kJ。

brittleness　 脆 性 、 も ろ さ

物 体*に 力*を 加 えた ときに、 ご くわずか変形 しただけで破壊 されて しま うこと。

延性 や靭性 の反対 の概 念。

〓ductility

〓toughness

Brownian motion　 ブ ラ ウ ン運 動

液体 や気体 中 に微粒 子*を 置 くとき、 液体 や気体 の分 子が微粒子 にば らば らに衝

突*す るため に、微粒 子が不規則 でで た らめ な運動 をす るこ と。分子 の熱運動*

の証 拠である。

Brownian movement　 ブ ラ ウ ン運 動

→Brownian motion

brushes　 ブ ラ シ

モー ター*や 発電機*な どの回転子 に接触 して、外 部 か らの電流*を 供給 す る も

の。炭素 、黒鉛 や金属黒鉛 （黒鉛 に金属粉 を混ぜ た もの） などを使用す る。

bubble chamber　 泡 箱

液体 中の小 さい泡の発生 に よって、高エ ネルギ ーの荷 電*粒 子の軌跡 を可視 化す

る装 置。容器 中の液体 を加熱 し高圧 下 に置い て沸騰 しない ように してお き、急激

に減 圧 させ る と過熱状態 にな る。 ここに荷 電粒子が 飛 び込 む と、通過 した跡 に泡

が発生す る。



buffer　 緩 衝 器 、 バ ッ フ ァ ー

衝 突 や 衝 撃 を和 らげ る装 置 。

buoyancy　 浮 力

→buoyant force

buoyant force　 浮 力

液 体 中 で 、 物 体*が 上 向 きに受 け る 力*。 浮 力 の大 き さは 、物 体 が お しの け た液 体

部 分 には た ら く重力*に 相 当す る。

→Archimedes' principle

byte　 バ イ ト

2進 法*で 表 わ され る8桁 （8bit）の デー タ*。 例 ：11011001。



C

C　 クー ロ ン

電気量 （電荷 ）*の 単位*。 記号C（ クー ロン）。電気量 のMKSA単 位*。1Aの

電流が1秒 間に運ぶ 電気 量 を1Cと い う。

cal　 カ ロ リー

→calorie

calibration　 検 度 、較 正

物 質の測定*を は じめ る際に、測定器 の目盛 りの値 とその物質の真 の値 の関係 を

調べ るこ と。 た とえば、電流計*の 目盛 り*で あ る点が1.0Aと 表 示 され てい て

も、それが真 に1.0Aを 流 した ときに針が指す位 置 とは限 らない。 これを実験 の前

に調べ て知 ってお く必要がある。

calorie　 カ ロ リー

熱量*の 単 位。 記号cal（ カ ロ リー）。1気 圧 の下 で 、純水1gを14.5℃ か ら

15.5℃ まで上昇 させ るの に必要 なエ ネルギー*を1calと い う。1cal＝4.19Jの

関係 があ る。

calorimeter　 熱 量 計

熱量 を測定す る装置。 カロリメー ター ともい う。

candela　 カ ンデ ラ

→cd

capacitance　 （1）電 気容 量、静 電 容 量　 （2）容 量

（1）コンデンサ ー*や 絶縁*さ れ た導体*に 電気量*Qを 与 えて、物体*の 電位*

がVだ け上昇 した とき、QとVの 比 〓 を電気 容量 とい う。電荷*を た くわ える

容器 と しての導体 の性能 を表 わす量。導体の電位 を1V上 昇 させ るのに必要 な電

荷。 また、静電容量 あるいは単 に容量 という場合 もある。電気容量 の単位 はF（ フ

ァラ ッ ド）。多量 の電気 をた くわえるため には、電気容量の大 きい ものほ どよい。

（2）電力機 器の能力をい う。取 り扱 える皮相電力*の 大 きさで表わす。



capacitive reactance　 容 量 （性） リア ク タ ンス

交流電圧*を かけた ときに、流 れる電流*の 位相*が90度 進 んでいる ような リア

クタ ンス*。 単位 はΩ （オーム）。 リア クタンス は交流 回路*に お ける抵 抗*と し

ての効果 （大 きさ） を表 わす。 コンデ ンサー*は 容 量 性リアクタ ンス の例 である。

コンデ ンサー*の 場合の容量 性 リアク タンスの大 きさは、 〓 となる。 ただ し、

かけた交流 の角周波数*を ω、 コンデ ンサーの電気容量*をCと す る。

→inductive reactance

capacitor　 コ ンデ ンサ ー、蓄 電 器

電気 をた くわえるための もので 、2つ の導体*の 間に不導体*を はさみ静電容量*

を もたせてい る。静電誘導*の 原理 で電荷*を ためる ことがで きる。

capacity　 （1）容 量 　（2）静 電 容 量、電 気 容 量

（1）ある物理量*を 入 れ られ る容器 の大 きさを表 わす。 電気 容量*、 熱容量*な ど

に用い る。

（2）→capacitance（1）

capillarity　 毛 管現 象

液体 に毛細管 を入れ る と、液体が管 を伝 わ って昇 って きた り、押 し出 された りす

るこ と。液体 の表面張力 に よる。

carbon dating　 炭 素 年 代測 定

測定物体 中の放射性 元素*〓 の量 を測 り、〓 の半減期*か ら、年代 を決定 する

方法。

carbon 14 dating　 炭 素14年 代 測 定

→carbon dating

carburetor　 キ ャブ レー タ ー

ガ ソリンエ ンジ ン*で 、霧状 の燃料*と 空気 との混合 ガス を作 る装置。

Carnot cycle　 カ ル ノー サ イ クル

カル ノーが考 え出 した熱 のサイ クル*で 、作 業物質*は 次 の4つ の準静 的な過程

（物体 を変化 させ るとき、常 に平衡状 態か らはずれ ない ような変化 の過程 ） をた ど

る。 カルノーサイ クル は可逆変化*で ある。カル ノーサ イクルによる熱機 関*は 、



可逆熱機 関となる。

（1）等温 膨張→ （2）断熱膨張*で 温度 を下 げる→ （3）等温圧縮→ （4）断熱圧縮*で

元 に戻 る。

carrier wave　 搬 送 波

振幅変調*（AM） や振 動数変 調*（FM） で は、一定振動数の高周波 を、送 りたい音声

な どの信号波 を使 って変調 してか ら電波*と して送信*す る。 この ときの高周波

を搬送波 という。

Cartesian coordinates　 デ カル ト座 標、 直交 座 標

空 間上 の点 を互 いに直角 に交 わる軸 を使 って表わ した点の集 ま り、集合。

Cartesian coordinate system　 デ カル ト座 標 系、直 交 座標 系

空 間上の点の座標 を互い に直交 する軸 （直 交軸。orthoaxisと い う） を使 って表 わ

す座 標系 。 た とえば 、3次 元 （縦 、横 、高 さを もつ立 体 ）内 のあ る点Pの 座 標

（Px, Py, Pz） は、原点 を通 る3つ の直交軸 （x, y, z軸 ） か らの距離 を使 って表 わさ

れる。 この とき、Pxはy軸 とz軸 の作 る平面 と点Pと の距離 になる。

catalyzer　 触 媒

自身は変化 しないのに、他 の ものの化学反応 を促進あ るい は抑制す る物質*。

cathode　 （1）電 池 の正極 　（2）電気 分 解 の 陰極 　（3）カ ソー ド

（1）電池*の プラス極。

（2）電気分 解*で の陰極*、 電池の一 をつ な ぐ側の極。

（3）真 空管*の 陰極*、 電池の一極 をつな ぐ側。

〓anode

cathode ray tube（CRT）　 陰 極線 管、 ブラ ウ ン管

電子線 を電界*や 磁界*で 偏 光*さ せ、蛍光体*に 当てて 、その衝 突位 置や輝 度

な どの信 号 をもとに字や図形 を映 し出す装置。 テ レビのブラウ ン管 など。

→Braun tube

cathode rays　 陰 極 線

真空管*内 での、電子*の 流れ。陰極*か ら陽極*へ 向か う。



cation　 陽 イ オ ン

原子*や 分 子*が 電 子*を 放 出*し 、正の電気*を 帯 びた状態。一般 に金属原子

は陽 イオ ンにな りやすい。

〓anion

causality　 因果 律

すべての事物 ・現象 につい て、原 因 と結果 の間に一定の関係 があ るとす る原理*。

どん な現象 で も、最初 の条件 を決め ておけ ば、結 果 は同 じもの になる と考 える。

古典物理学*で は正 しい とされたが、量子力学*で はあては まらない。

〓uncertainty principle

cavitation　 キ ャビ テー シ ョ ン

船 のス クリューな どの、液体 中で高速 運動 をす る物体*の 表面 に、水蒸気*や 、

水 中にとけていた気体 が気泡 として出て くるこ と。

cavity radiation　 空 洞放 射

電磁波*を 通 さない壁 で囲 まれた空洞の内部 で、温 度*が 一定 （熱平衡 ）の状態

にあ る電磁波*放 射 をい う。空 洞に ご く小 さい穴 を空 けた ときの放射 は、黒体放

射*と 同 じと考 えられ る。量子力学*の 基礎の ひとつである。

→black body radiation

cd　 カ ンデ ラ

光 度*の 単位*。 白金の凝固点*に ある黒体*の 輝 度を600,000〓 と定める。

celestial body　 天 体

宇宙 にある物質*の 集 まりをい う。恒星、惑星、衛星、星団、すい星な ど。

cell　 （1）電 池 　（2）電 解 槽

（1）化学変化*を 電気エ ネルギー*に 換える装置。電解質溶液 中にイオ ン化傾 向の

異 なる2種 類の金属 を入れ 、金属 と溶液 中の原 子や原子 団 との間 の化 学変化 によ

って、金属 と溶液 との間 に接触電位差 （電圧*） が生 じることを利用す る。化学変

化で2つ の電極*の 間に電位差 を作 り出 し、外部に電流*を 流す ことがで きる。

（2）電気分解が行 われる装置の こと。電気エ ネルギーを化学変化 に換え る。 イオン

*を 含 む溶液*の 容器 に、外部 か ら電極 を通 して電流 を流す と、電極表面で化学変

化が起 こる。



→electrolysis

→electrolyte cell

Celsius scale　 セ 氏 温 度 目盛 り、 摂 氏 温 度

→Celsius temperature scale

Celsius temperature scale　 セ 氏 温 度 目盛 り、 摂 氏 温 度

セ ル シ ウ ス温 度 と もい う。 単位 ℃ （度 シー ）。 水 の凝 固 点*を0℃ 、 沸 点 を100℃

と した きの温 度*の 表 わ し方 。 摂 氏 温度t[℃]と 絶 対 温度T[K]の 間 に は

T＝t＋273.15の 変換 式 が あ る 。

→absolute temperature

→Fahrenheit temperature scale

center of curvature　 曲 率 中 心

曲線 や 曲 面 、 た とえ ば 凹 凸面 鏡 や レ ンズ*な ど で 、 表 面 に接 す る 円 あ る い は球 の

中心 点 。

→curvature

center of gravity　 重 心

→center of mass

center of mass　 質 量 中 心

物 体*に 外 力*が 加 わ る と き、物 体 の 全 重 量 が 一 点 に集 中 し全 外 力 が 一 点 に加 わ

る の と同 じは た ら き をす る 点 。 物 体 の各 部 分 に は た ら く重 力 の合 力 の作 用 点 。 重

心 （center of gravity） と もい う。位 置*〓, 〓, 〓, ････〓 に 、 質 量*〓, 〓, 〓, ････〓

が分布している物体の質量中心は 〓 で表わされる。

centi-　 セ ン チ ー

単 位*の1/100を 表 わ す 接 頭 語 。 も と も と100分 の1と い う 意 味 の ラ テ ン語 。

例 ：1cm＝1/100m

centimeter　 セ ン チ メ ー トル

1メ ー トルの100分 の1。1cm＝1/100m＝0.01m



central force　 中 心 力

運 動す る物体*に はた ら く力*が 常 にある一点 を通 り、その力の大 きさが定点 と

物 体 までの距 離*に よって決 まる とき、 この力 を中心力 とい う。 中心 力で はその

定 点 （力の中心 とい う）の まわ りの角運動 量*が 保存 される。中心力の例 と して、

万有引力*や クー ロン力*が ある。

central processing unit(CPU)　 中 央 演 算 処 理 装 置

コ ンピュー タ*の 中で外部 との デー タ*の 入 出力 を制御 した り、加減乗 除な どの

算術演算や論理演算 を行 う装置。

centrifugal　 遠 心 の

円の中心 に向か う向 きと逆の向 き。

〓centripetal

centrifugal force　 遠 心 力

等 速 円運動*す る物体 にはた ら く慣性 力*。 向心力*の 慣性 力で 、向心 力 と向 き

が逆で大 きさが等 しい力*。 た とえば、物 体*も 観測 者 もと もに円運 動*を して

い ると き、物体 には向心 力 と逆 の力が作 用 している ように見えた り、感 じた りす

る。この逆 向 きの力が 円運動 の遠心力であ る。

〓centripetal force

centrifugal machine　 遠 心 分 離 機

→centrifugal separator

centrifugal separator　 遠 心 分 離 機

物体*の 円運動*の 遠心力*を 利用 して、密 度*や 質量*の 異 なる物 質*を 分け

る機械。

centripetal　 向 心 の

円の中心 を向 くこと。

〓centrifugal

centripetal acceleration　 向 心 加 速 度

等速円運動をする物体に生じている円の中心を向く加速度*。向心力*に よって受

ける加速度。



centripetal force　 向 心 力

物体*が 力*を 受 けて運動*し てい ると き、運動 の軌跡 の接線*方 向にはた ら く

力*と 、運動 の軌跡 に接す る円の中心方向 （接線 と90度 の方向） には たら く力 に

分解 で きる。 この と きの後 者 を向心力 とい う。等速 円運動 の場 合 は、物体 に はた

らく力 は向心力 だけで あ り、 これ は円軌道の中心 を向 く。向心力 をF、 円の半径 を

r、角速 度を ω、物体 の速 さをvと する とき

〓 とな る。

〓centrifugal force

ceramics　 セ ラ ミ ッ ク ス

無機非 金属物質 を高温処理 して製造 した もの。粘土 や砂 などを高温で焼 き固めて

で きた陶器や磁 器は、古典 的セラ ミックス ともいい、現在 はニューセ ラミックス 、

フ ァイ ンセラ ミックス などが盛 んに研究 されてい る。

cermet　 サ ー メ ッ ト

金属*の 粉末 とセ ラ ミックス*の 粉末 を圧縮成形 し、高温 で焼 き固め た材料 。合

金 とセ ラ ミックスの特性 を合 わせ もつ。

chain reaction　 連 鎖 反 応

（1）ひ とつの反応 が起 こった とき、そ の反応 でで

きた生成物が次の同 じ反応のための条件 を作 り出

して、繰 り返 し反応が続いてい くこと。鎖がつ な

が ってい る形か らい う。

（2）核 反応で生 じた中性子*が 、次の核分裂*を

引 き起 こ し、次々 と核 分裂反応 を続け てい くこと

（左図）。1個 の中性子 が核分裂 してで きる中性子

が1個 よ り多い と、その 中性子が別の原子核 に吸

収 され、 また核分裂 を起 こす。 こう してねずみ算

的 に中性子が増 え続け、短時間で爆発 して しまう。

これを利用 したのが原子爆 弾であ る。

chaos　 カ オ ス

混沌。力学法則に従いながら、確率的法則によって支配されている不規則な運動。

例 ：乱流*。初期条件と境界条件*が 同じならば、以降の運動は決まるはずだが、

実際は初期にすべての分子の位置や状態を知ることはできないため、初期条件が

（図2）



同 じにみ えても不規則 な運動が起 こる。

character frequency　 固 有 振 動 数

振 動体 が振 動*す る と きに、振 動体 に

よ って決 まっ た振 動 数*を とる こ と。

笛 な どの気 柱*で は、気柱 の長 さで 決

まる基 本振動*と 、そのN倍 の整数倍

振動 が生 ず る。 この ときの それ ぞれの

振動 を固有 振動*と いい、 その振 動数

が固有振 動数である。

character X-rays　 固 有X線 、特 性X線

金属*を 陽極 （対 陰極 ）*に して電子*を 衝 突*さ

せてX線*を 発生 させ る と、加速電圧*に よらずに、

金属の種類特有 の波長*を もつX線 が観 測 される。

これ を固有X線 とい う。外 か らの加速電子が原子*

に衝 突 した ことで 、原子 核*に 近い軌道 を回 ってい

る電子 （核 外電子）が エネルギー準位*の 高い状態

か ら低 い状 態へ移 ると きにそのエ ネルギー*の 差 を

固有X線 として放 出す る。

→continuous X-rays

characteristic vibration　 固 有 振 動

振動体 が 自由に振動*す る とき、振動体 の特性*と 振動体 の置かれた条件 に よっ

て定 まる、特定の振動 をす る。 これ を固有振動 とい う。

→forced vibration

charge　 （1）電 荷 （2）帯 電 （3）充 電 す る

（1）電荷*（electric charge）の こと。＋ または－の電気*を 帯 びた粒。 または、帯 び

てい る電気 の量 （電気量*）。帯 びる電気量 は電 子*の 電荷e＝1.60× 〓Cの

整数倍であ る。

（2）＋または－の電気 を もつ ように なること。他 の帯電体*と の接触や、摩擦、静

電誘導*、 誘電分極*に よって起 きる。接触や摩擦 の場 合は、電子 の移動 によって

起 きる。電子 を失 うと＋の、電子 を受 け取 ると－の電気 を帯 びる。

→electrostatic induction

（図3）
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→induced polarization

（3）コ ンデンサー*や 蓄電池*な どに、別の電源*を つないで電流*を 流 して、電

気エ ネルギー*を 与 えてや ること。

→charging

charge body　 帯 電 体

＋ または－の電気*を 帯びている物体*。

charged　 帯 電 し た 、荷 電 の

＋ また は－の電気*を もってい る状態 。電子*の 移動 によって起 きる。電子 を失

うと＋の、電子 を受 け取 ると－の電気 を帯び る。

charged particle　 荷 電 粒 子

電 気*を 帯 び た小 さい粒 。 電 子*（electron） 、 陽 イ オ ン*（cation）、 陰 イ オ ン*（anion） 、

陽 子*（proton） な ど。

charge polarization　 誘 電 分 極

→induced polarization

charging　 充 電

コ ンデ ンサー*や 蓄電 地*な どに、別の電源*を つ ないで電 流*を 流 して、電気

エ ネルギー*を 与 えてや ること。

charging by contact　 接 触 に よ る 帯 電

帯電体*に 、物体*が 接触 した り摩擦 した りす る ことによって、電子*の 移動が

起 こり、物体 も電気*を 帯び ること。

→polarization

charging by induction　 （静 電 ） 誘 導 に よ る 帯 電

金属*で で きた導体*の 近 くに帯電体*を 置 いた り電界*を かけ ると、静電 誘導

*に よって、帯電体 に近い側 に異種 の電荷*、 遠い側 に同種 の電荷 を生ず る現 象 を

い う。導体で は、自由電子*を もち、電界 をか ける ことによ り、電界の ＋側 に 自

由電子が移動 し－に帯 電*す る。一 方、－側で は自由電子 を失 った ＋の金属 イ オ

ン*が 残 るため、＋に帯電す る。

→electrostatic induction



→polarization

Charles' law　 シ ャ ル ル の 法 則

「圧力*が 一定 の条件 の下で、気体の体積*Vは 絶対

温度*Tに 比例 す る」 とい う法則。 ゲイ ・リュサ ッ

クの法則 ともい う （〓 ＝一定）。本来の形 は、「一

定圧力の下で、気体 の体積 は温度が1℃ 上 昇す るご

とに0℃ の体積の1/273だ け増える」 である。

chemical　 化 学 の

→chemistry

chemical action　 化 学 作 用

化 学変化*を 起 こさせ るこ と。

chemical bond　 化 学 結 合

分 子*や 、 原 子*や 分 子 が 集 ま っ て で きる結 晶*を 結 び付 け て い る もの 。 物 質 内

で の 原 子 と原 子 の 結 び付 き。、 共 有 結 合*（covalent bond） 、 イ オ ン結 合*（ionic

 bond） 、 金属 結 合*（metallic bond） な どが あ る。

chemical change　 化 学 変 化

→chemical reaction

chemical combination　 化 合

2種 類以上 の元素*が 、化学変化*に よ り別の物質*を 作 るこ と。化 合 してで き

た物質 を、化合物*と いう。

chemical energy　 化 学 的 エ ネ ル ギ ー

原 子*間 の結 合*に よってた くわ え られてい るエネ ルギ ー*。 原子 の配列 に よる

位 置エ ネルギー*と 考 えてよい。

chemical equation　 化 学 反 応 式 、化 学 方 程 式

化 学反応*の ようす を式 に表 わ した もの。反応物 を左辺 に、生 成物 を右辺 に書 く。

（図5）



物質間の量的関係も示すように係数をつけて、左辺と右辺で原子の総数が変わら

ないようにする。

chemical equilibrium　 化 学 平衡

可逆変化 であ る化学 反応 式*に お いて、右へ 進む反応*と 左へ進 む反応 の速 さが

等 しく、見か け上反応 が停止 して見 える状態 。正反応 の速 さと逆 反応 の速 さがつ

り合 っている。

chemical formula　 化 学 式

元素記号 の組 み合わせで物質*の 化学組成 を表 わす式。実験 式、分子式 、示性式 、

構造式 な どがあ る。詳 しくは化学の教科書 などを参照の こと。

chemical property　 化 学 的 特性 、化 学 的性 質

ある特定 の物 質につ いて、 どの ような化学物質 とどの ように結 び付 くか とい う性

質。

chemical reaction　 化 学 変 化

物 質 にお ける原 子*や 分子*の 組み合 わせ が変わ り、異 なった性質 を もった別 の

物 質*に なること。

chemical symbol　 元 素 （化 学）記 号

化学物 質 を表 わすの に使 う記号 で、元 素*ご とに定 まってい る。水素H、 ナ トリ

ウムNa、 酸素Oな ど。

chemically combined　 化 合 し た

→chemical combination

chemically stable　 化 学 的 に安 定、不 活 性 な

ヘ リウムや アルゴ ンの ように、最 外殻の電子軌道*が 電子*で 満た されて いる状

態 。通常 の条件で は、化合物*を 作 る ことがない。

→monoatomic molecule

chemically unstable　 化 学 的 に 不安 定 な

ナ トリウム原子 や塩素原子 な どの よ うに、最外殻 の電子 軌道*に 数個 の電子*が

余 っていた り不足 している状 態。他 の物質*と 化学変化*を 起 こ しやすい。



chemistry　 化 学

物 質*を 構成 す る原子 や分 子 を もとに、その性質 や構 造、物質 間の反応 を調べ る

学問。

Cherenkov radiation　 チ ェ レン コフ放射

物 質*中 を荷電粒 子が、 その物 質内の光速 よ りも速 く運動 す ると き、粒 子の軌跡

に沿って （運動 の接線*の 方向 に）円錐形 の波頭 をもつ光 を放射 する現象。

chip　 チ ップ

半導体*チ ップ。IC*な どの電子 回路 の組み込 まれ た小片。

Chladni's figures　 クラ ドニ ー図形

一点 を支持 した板 に
、 コルク粉 な どの微粉末 をば らま き、板 をバ イオ リンの弓 な

どで こす って振動*さ せる。振動 によってで きた定常波*の 節*に 当たる部分 に、

コル ク粉 が集 ま り、振 動の様子が模 様に なって見え る。 これ をクラ ドニー図形 と

い う。

chlorofluorocarbon(CFC)　 フロ ン

ク ロロフルオ ロカー ボ ン、別名 フロ ンまたは フ レオ ン。塩素 、 フッ素、炭素 の化

合物*。 スプ レーや冷蔵庫 の冷媒、洗浄用溶媒 として用い られていた化学 的に安定

な気体 。 しか し、大気 圏上空 で紫外 線*と の反応 によ りオ ゾン層*を 破 壊す るこ

とがわか り、使用や生産が制限 される ようになった。

chromatic aberration　 色 収 差

レンズ*で は光 の波長*に よって屈 折率*が 異 なるため、色 によって焦点*の 位

置が異 なる。 この ため色 のつ いた像*で は、像 が焦点 に集 まらな くな り、ぼやけ

る。 これを色 収差 とい う。

→aberration

Ci　 キ ュ リー

放射 能の強 さ （放 射性 元素が 放射能 を出 して壊 変 し、他 の元素 に変わって い く過

程 につ いて、単位 時間に起 こる崩壊数）を表わす単位。記号Ci（ キュ リー）。1Ci

は毎秒 当た りの原子*の 崩壊数*が 、3.70× 〓 個 である ような放射性物 質*の

量 をい う。 これはお よそ、 ラジウム1gの 崩壊速度 に相 当す る。

→becquerel



circuit　 回 路

電気*や 流体*、 エ ネルギー*な どが通 る、輪状 あるいは網状 の通 り道。通常 は

電気 の通 り道 である電気 回路*を 指 す。

・closed circuit　閉回路*

回路 の開始点 と終点がつ なが っている回路。通常の回路。

・open circuit　開回路*

回路 で、スイ ッチな どに より特定 の部分が未接続 になっている もの。 閉回路 に

対 して用 いる。

circuit breaker　 ブ レー カ ー、 電流 遮 断器

回路*を 流 れる電流*が 過大 になった ときに、 回路 の一部 を遮 断 して、電流 を止

め る安全装置。

circuit diagram　 回 路 図

回路*と その構成部品 を特定の記号や シンボルに対 応 させて描 いた図。

circuit element　 回路 素子

抵 抗*、 コンデ ンサー*、 トランジスタ*、 ダイオー ド*、IC*な ど、電気 回路 を

構 成 している部 品。導線 は含 まない。

circuit tester　 テ ス ター、 回路 計

直 流や交流の電圧*、 電流*、 抵 抗*な どを調べ る測定器 。ひ とつの計器 で測定で

きる ように設計 されている。

（図6）



circular coil　 円 形 コ イ ル

導 線 を円 状 に卷 い た もの 。 流 す 電 流*をI[A]、 コ イル*の 半 径 をr[m]、 コイ ル

の 中心 付 近 の 磁 界*をH[A/m]と す る と 〓 で表わ され る。

circular current　 円 電 流

円 形 コ イル （circular coil）を流 れ る 電 流。

circular method　 弧 度 法

角度 を表 わす方法。単位rad（ ラジア ン）。角度 を、その角度の 扇型 の弧の長 さを

半径 で割 った値 で表 わす。半径rの 円で長 さrの 弧が 中心 に張 る角の大 きさが1

rad。 角度 を θ、弧 の長 さを1、 半径*をrと して 〓 。360゜ ＝2πrad。

circular motion　 円 運 動

物 体 の運 動 の 軌 跡 が 一 定 の 円周 を描 くもの 。

→uniform circular motion

circumference　 円 周

円 の 曲線 部 分 の 長 さ。 円の 半 径*をrと す る と、 円 周 の 長 さは2πrで あ る。

clamp　 ク ラ ン プ 、 つ か み

ね じで しめ る 締 め が ね 。

Clarsius' principle　 ク ラ ジ ウ ス の 原 理

温 度 の 異 な る 物 体 を接 触 させ る と、 熱 は 高 温 物 体 か ら低 温 物 体 の ほ うに 移 り、 そ

の 逆 に ひ と りで に移 動 す る こ とは 決 して な い 。 「熱*が 、高 温 の物 体*か ら低 温 の

物 体 へ 、他 の な ん らの 変化 を残 さず に移 動 す る過 程 は不 可逆 な*過 程 で あ る」。 こ

れ は 、 熱力 学 第2法 則*の 表 現 の ひ とつ で あ る 。

→second law of thermodynamics

classical mechanics　 古 典 力 学

ニ ュ ー トンの運 動 の法 則*を も とに した力 学 。

→Newton's laws of motion

classical physics　 古 典 物 理 学

17～19世 紀 末 頃 ま で の 量 子 論*以 前 の 物 理 学 。 ニ ュ ー トン 力 学 （古 典 力 学



classical mechanics） 、 マ ック ス ウ ェ ル電磁 気 学 な ど。

clockwise rotation　 時 計 回 り

時 計 の 針 の動 く方 向 に進 む こ と。 右 回 り。

closed　 閉 じ た

closed circuit　 閉 回 路

回 路*で 、接 続 が 閉 じて い て 、 電 流 路 が完 成 して い る 回 路 の こ と。 開 回路*に 対

して 用 い る。

→open circuit

closed loop　 閉 じ た ル ー プ

閉 回 路*を 流 れ る電 流*。

closed system　 閉 じ た 系 、 閉 鎖 系

外 界 とエ ネル ギ ー*や 物 質 の 交 換 を しない 系*、 世 界 。

〓open system

closed tube　 閉 管

一端 が開 き、一端が閉 じている管。た とえ ば、フ

ルー トや縦笛 な ど。管内の空気が振動*し て音 を

出す 。 閉管 の振 動 数*f[Hz}は 、 音 速*をV

[m/s}、 管 の長 さをL[m]と して

〓

で 表 わ され る。

〓open tube

closed universe　 閉 じた宇宙

宇宙膨 張説で、 われわれの宇宙 の質量*が 十分大 きければ、あ る点 で膨 張*が 止

ま り万有引力*に よって収縮*が は じまるとい う考え方。

→open universe

（図7）



cloud chamber 　霧箱

荷電粒子の飛跡 を視覚化す る装置。容器 にアル コ

ールを入 れ飽和*さ せ てか ら
、急激 に断熱膨張*

させる と温 度*が 下が り、そ の中 を放 射線が 通

過 する と荷電粒子 の軌跡 に沿 って霧が発生 す る。

これは、荷 電粒子 の通 り道 にあ る分 子*が 、粒

子 との衝突*で イオ ン*に な り、霧 の核 となる

ためであ る。 ウィル ソンの霧箱*と もい う。

coaxial tube　 同 軸 ケ ー ブ ル

中心 に お い た導 線 の周 囲 を、 網 や 円 筒 な どの 同 心状 の 導体 で お お った もの 。 電 波*

な どの 高 周 波 信 号 の 伝 達 に使 われ る。

Cockroft-Walton's apparatus　 コ ッ ク ロ フ ト ・ウ ォ ル トン 装 置

加 速 器*の ひ とつ 。 多 くの整 流 器*と コ ンデ ンサ ー*を 使 っ て 、 交 流 電 流 を数 十

万Vの 高電 圧 の 直 流*に す る。1932年 、 コ ック ロ フ トと ウ ォル トンは 、 この装 置

で 陽 子*を 加 速 して リチ ウム に衝 突*さ せ 、 は じめ て 人 工核 分裂 を行 っ た 。

coefficient　 （化 学 反 応 の ） 係 数

化 学 反 応 式*で 化 合 物*の 前 に書 か れ る 数 字 。 化 合*す る物 質 の 個 数 の 比 を表 わ

す 。

coefficient of area expansion　 面 膨 張 率

温 度 変 化 に よ って 、 物 体*の 面 積 が元 の 面 積 に対 して どれ だ け増 加 す る か の 割 合。

coefficient of cubical expansion　 体 膨 張 率

温度 変 化 に よ っ て 、物 体*の 体 積*が 元 の 体 積 に対 して どれ だ け増 加 す る かの 割

合 。

coefficient of expansion　 膨 張 率

→coefficient of area expansion

→coefficient of cubical expansion

→coefficient of linear expansion

→coefficient of thermal expansion

（図8）



coefficient of friction　 摩 擦 係 数

物体*が 面か ら受け る力 を抗力*と い う。抗 力の面 と水平 な成分 を摩擦力f、 面に

垂 直 な成分 を垂直抗 力*Nと い う。摩擦係数*μ とは摩擦 力の大 きさfと 垂 直抗 力

Nと の比であり、〓 で表わされる。

→coefficient of static friction

→coefficient of sliding friction

coefficient of linear expansion　 線 膨 張 率

温 度 変化 に よっ て 、 物 体*の 長 さが 元 の 長 さ に対 して どれ だ け 増 加 す るか の 割 合 。

coefficient of restitution　 反 発 係 数 、 は ね 返 り 係 数

2つ の物 体*が 衝 突 す る と きの は ね返 り具 合 い を表 わ す 。2物 体 の衝 突前 の速 さ*

を 〓，〓、衝 突 後 の 速 さ を 〓'，〓'と す る と き、 反発 係 数* eは

〓

で表わ される。0≦e≦1で あ る。反発 係数e＝0の ときを完全非弾性衝 突 とい

い、衝突 に より2物 体 が合体 する。e＝1の ときを弾性衝 突*と いい、衝突後 も運

動 エネ ルギー*が 保存 される。0＜e＜1の ときは非弾 性衝突*と い う。非弾性

衝突 では運動 エネルギーは保存 しない。

→elastic collision

→inelastic collision

coefficient of sliding friction　 運動 摩 擦係 数 、動摩 擦 係 数、滑 り摩擦 係 数

水平 面 に置 いた物体 をすべ りなが ら横 に引 くと き等 速度運動*に なる大 きさの力

が ある。 これ を、運動 摩擦 力Fと い う。物体 の垂直抗 力 を*Nと す る と、運 動摩

擦係数μ'は 〓 で与えられる。運動摩擦係数はふつう静止摩擦係数*よ り

も小 さい。

coefficient of static friction　 静止 摩擦 係 数

水平 面 に置 いた物体*を 横 に引 くとき、力*を 大 き くしてい って動 き出す瞬間の

力 を最大 静止摩擦力Fと い う。物体の垂直抗力*をNと す る と、静止摩擦係 数 μ

は〓 で与えられる。ふつう静止摩擦係数*は 運動摩擦係数よりも大きい。

coefficient of thermal expansion　 熱 膨 張 率

温 度 変 化 を加 え た と き、物 体 の 体 積 や面 積 、 長 さ な どが 元 の値 に対 して どれ だ け



変化 するか の割合。温度変化 には通常1Kを とる。

cogeneration　 コジ ェネ レー シ ョ ン

燃料 か ら、電気 エネルギ ー*と 比較 的温度 の低い熱エ ネルギ ー*を 同時 に発生 さ

せ るこ と。

coherence　 干 渉 性 、可 干 渉 性

2つ 以上の波が 同 じ時刻 に同 じ場所 に到達 した とき、干 渉*を 起 こす こ とがで き

るこ と。 コヒー レンス ともい う。水 波な どで は、同一波長*と 同 じ位 相*を もつ

2つ の波源か らの波 はよ く干渉 性を示す。

coherent light　 コ ヒー レン ト光

レーザ ー光 などの干渉性*を もつ光*。 位相*の そろ った光が空 間的かつ時 間的

に無限 に続 く状態。 原子か ら出 るレーザ ー光 は、振動数 、振 幅 、位相 、方向が よ

く一致 した光である。一般 には光は干渉 性を もたない。

cohesion　 凝 集 、凝集 力

原 子*や 分子*、 イオ ンな どが集 まって個体や液体の状態 になっているこ と。 また

この集 まった状 態にはた ら く力。 この力の ため に液体や個体 は一定の体積 をとる。

coil　 コ イル

導 線 を らせ ん状 に巻 いた もの。電流*を 流す こ とで、磁 界*を 生ず るこ とがで き

る。円状 コイル*、 円筒状 コイル*（ ソレノイ ド*） などが ある。

→circular coil

→solenoid

cold neutron　 冷 た い中性 子

－250℃ 以下 の熱エ ネルギー*を もつ速度*の きわめて遅い 中性子* 。

〓thermal neutron

collector　 コ レク タ

→emitter

colliding-beam accelerator　 衝 突 型 加速器

加速 した粒子 どう しを高速 で正面衝突 させ る ことで 、高エ ネルギー現 象 を調べ る



加 速 器*。 非 常 に高 エ ネル ギ ー の衝 突 が で きる。 シ ンク ロ トロ ン*な ど。

→high-energy particle

collision　 衝 突

2物 体*が 接 触 して 互 い に力*を 及 ぼ し合 い 、 運動 方 向 を変 え る こ と。

→coefficient of restitution

→elastic collision

→inelastic collision

colloid　 コ ロ イ ド

直 径1～500nm程 度 の 粒 子 が 溶 液*中 に 溶 け な い で 散 ら ば っ て い る （分 散 ） 状

態 。

color　 色

光*の 振 動 数*あ るい は波 長*の 違 い に よ って 、 人 間が 感 じる視 覚 。

color mixture　 混 色

色*を い くつ か 混 ぜ 合 わせ る こ と。

color spectrum　 色 の ス ペ ク トル

分 光 器 で 白色 光*を 分解 す る と見 え る色 の 列 。波 長*の 長 い 方 か ら、 赤 、 だい だ

い 、 黄 、緑 、 青 、 紫 の 順 に並 ん で い る。 光 の色 に よ っ て屈 折 率 が異 な る た め光 が

分 散 し、 ス ペ ク トル の 原 因 とな る 。

combination law　 結 合 法 則

→association law

combined gas law

→Boyle-Charle's law

combined resistance　 合 成 抵 抗

い くつ か の抵 抗*を 、 抵 抗 全 体 の 結 果 値 と等 しい 抵 抗 値 を もつ 抵 抗 で 表 わ した も

の 。 合 成 の仕 方 は 、 オ ー ム の 法 則*で 与 え られ る 。 直 列 接 続*の 場 合 は 各 抵 抗 値

の和 にな る 。



comet　 彗 星

太陽 をひとつ の焦点*と す る細 長い楕円軌道 を運動 する天体。氷 や、凝固*し た

気体、岩な どか らで きている。

common logarithm　 常用 対 数

10を 底 とす る対 数。 〓 の とき、xを 「10を 底 とす るyの 対 数」 といい、

〓 と表わす。た とえば、100=〓 より、〓 。

→natural logarithm

commutative law　 交 換 法 則

ある演 算*に つい て、a*b=b*aが 成 り立つ こ とを交 換法則 とい う。足 し算、

かけ算は交換法則 が成 り立つ。 ベ ク トルの内積*は 成 り立 つが、外積*は 成 り立

たない。

→association law

commutator　 整 流 子

直 流発 電器や直流 モー ターで、電機 子*に 流 す電流*の 向 きを変える （直流 にす

る）装置。

→armature

compass　 羅 針 盤

自由に動ける浮いた状態の小 さい磁 石*に よって、地球 の南北 方向を知る装置。

compensation　 補 正

測定値の誤差*を 知 って、真の値 に近づけ るために測定値 を修 正するこ と。

complementarity　 相補 性

物理の2つ の量の 間に、一方の値 を確 定す る ともう一方が不 定 となる関係 がある

とき、2つ の量 は相 補的であ るとい う。た とえば、量子 力学*で は不確定性原理*

よ り、粒子 の位置 と運動量 を同時 に決め ることがで きず相補的であ る。

complete burning　 完全 燃 焼

可燃性 の物質 、た とえば炭 素 と水素 からなる化合物*が 十分 な酸素 と化合*（ 燃焼）

して、炭素の変化 した と水 素の変化 した だけを出す こ と。



complementary colors　 補 色

2つ の色 を混ぜ合 わせ た ときに、 白色 あ るい は灰色 にな る とき、2つ の色 は互 い

に補色 で ある とい う。例 ：赤 と緑 。

component　 成 分

component force　 分 力 、力 の 成 分

力*を い くつ か の 方 向 の成 分 に 分 け た もの 。xy平 面 でx軸*と 力 ベ ク トル*〓 が

角 度 θを な す と き、〓 のx、y方 向 の成 分 〓 、 〓 は そ れ ぞ れ 〓 ＝ 〓cosθ 、 〓 ＝

〓sinθ で 表 わ さ れ る 。 これ らの 力 を、 力 の 成 分 、 あ る い は分 力 とい う 。 力 を成 分

に分 け る こ と を、 力 の分 解 （decomposition of force） とい う。

〓resultant force

component of force　 分 力 、 力 の 成 分

→component force

components of a vector　 ベ ク トル の 成 分

ひ とつのベ ク トル*を い くつか の方 向 に分 解*

す る とき、各方 向のベ ク トルを元 のベ ク トルの

成 分 とい う。 た とえ ば、xy平 面 で 速度 ベ ク ト

ルが 〓で表 わ され ると き、x方 向 の成 分 は〓の

x方 向 の物体 の速度 にあ た り、vのx方 向 の射

影*と なってい る。

→resolve

〓resultant

composite vibration　 合 成 振 動

2つ 以 上 の 単 振 動*が 、 重 ね 合 わ せ の原 理*に よ っ て 合 わ さ っ た結 果 、 生 じた 振

動 。

→principle of superposition

composition of forces　 力の合成

い くつ かの力*を 合 わせ て、そ れ らと同 じはた ら きをす るひ とつ の力 に直 す こと。

合 力 をつ くるこ と。2つ の力 （〓 と 〓） の合力 （〓 ） は、平行 四辺形 の法則*に

よって求 め られる。つ ま り 〓 の 向 きと大 き さは、〓 、〓 のベ ク トル を2辺 とす る

（図9）



平行四辺形の対角線の向きと長さに等しい。

〓component force (decomposition of force)

→resultant force

composition of vectors　 ベ ク トル の 合 成

い くつ かのベ ク トル*を 合 わせ て、それ ら

と同 じはた らきをする ひとつのベ ク トルに

直 した もの。2つ のベ ク トルの合成ベ ク ト

ル は、平行 四辺形 の法則*に よって求 めら

れ る。

〓components of a vector

compound　 化 合 物

2種 類 以上の元素*が 、化学変化*に よって結 び付 い て （化 合*） で きた、元の

物質*と 異 なった性 質を もった物質。

〓mixture

compressibility　 圧 縮 率

弾性体*や 縮 む流体*で 、圧 力*を かける場合 に、 どれだ け縮 む （体積 が減少す

る）か を表 わす。気体 の場合 は圧力 をpと して、〓 で表わ される。

compression　 （1）（波 の） 密 （2）圧 縮

（1）縦波*（ 疎密波*） が進 む ときには媒質*の 密 な ところ とまばらな ところが交

互 にで きる。 この ように、波が伝 わ らない ときの媒 質*の 位 置 よ りも、媒質の位

置 が互 いに近寄 り密集 した状態 をい う。

〓rarefaction

（2）物 質*に 力*を 加 えて、体積*を 縮 めるこ と。

compression stroke　 圧 縮 過 程

内 燃 機 関*で 、 ピス トン*が 上 昇 し、 ガ ソ リ ン と空 気 を圧 縮*す る過 程 。

→internal combustion engine

compression wave　 疎 密 波、圧 縮 波

弾性体*の 内部 を、疎密 の変化 と して伝わ る波。縦波*、 圧縮波 な どともい う。波

（図10）



*の 進 行 方 向 と、媒 質*の 振 動 方 向 は同 じで あ る 。 音波 、 地 震 のP波 な ど。

→longitudinal wave

→transversal wave

compressional wave　 疎 密 波 、圧 縮 波

→compression wave

Compton effect　 コ ン プ トン効 果

X線*や γ線*が 電子*に 衝突*す ると き （散乱す る とき）、散乱 されたX線 の

波長*が 元の波 長 よ りも長 くな る現象。 コ ンプ トン散乱*と もい う。 コンプ トン

は、X線 を光子*と い う粒 子 とみな しエネルギ ー と運動 量 を もつ と仮定、 この現

象 を電子 と光子の完全弾性衝 突*と 考 えて、運動量保存則*と エ ネルギー保 存則*

か ら説明 した。 これ によ り、X線 の粒子性 が明 らかにな った。

Compton scattering　 コ ン プ トン散 乱

→Compton effect

computer　 コ ン ピュ ータ

電子計 算機 。算術操作 によって問題 を解 く電子装置。

computer program　 コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム

コ ン ピ ュ ー タ に問 題 解 決 の 動 作 の 指 示 を与 え る 手 順 を示 した も の 。 ソ フ トウ ェ ア

（software） と もい う。 コ ン ピュ ー タ*に 理 解 で き る言 語 （例 ：Basic, Fortran, C）

で 書 か れ て い る 。

computer virus　 コ ン ピュー タ ウ ィル ス

コンピュータ*の デー タ*や プログラム*を 破壊 した り、動作 をおか しくす るた

め に作 られたプ ログラム。 自己増 殖 した り、通信 や ソフ トの使用 を通 して他 の コ

ンピュ ー タの動 作 もおか しくさせ る伝 染性が ある。人 間の病気 のウ ィルス にた と

えて名付 け られた。

concave　 凹 の 、凹 面 の

物体 の一部が くぼんでいる こと。

〓convex



concave lens　 凹 レ ン ズ

中央 部が へこんだ レンズ*。 物体 が小 さく

見 える。凹 レンズ に平行 な光線 を当 てる

と、光線 は凹 レンズ を通 ったの ち、広 が

る。広 が った光線 の焦点 は凹 レンズ の前

にあ る。 レンズの後 にあ る焦点 に向 かっ

て入射 した光線 は、凹 レンズ を通 った後 、

平行 になる。

〓convex lens

concave mirror　 凹 面 鏡

中 央 部 がへ こ ん だ鏡 。 物 体 を写 す と大 き く見 え る。

〓convex mirror

concentrated　 濃 度 の 濃 い、濃 縮 した

溶 液*中 の溶質*の 濃度*が 高いこ と。

concentration　 濃 度

一 定量の溶液*に 含 まれ る溶 質*の 割合 を表 わす量
。あ るいは混 合気体の 中に含

まれるあ る気体の割合 を表わす量。注 目する物質の成分比 を表わす。

concurrent forces　 同 時 に 作 用 す る 力

力 の作 用 点*が 同 じで 、 同時 に作 用 す るい くつ か の 力*の こ と。

→point of action

condensation　 凝 結 、凝 縮

飽和蒸気の温度*を 下げた り、圧力*を 上 げる ことで、その一部が液化す るこ と。

単 に、気体が液体 に変わるこ とを指す場合 もある。

condensation point　 凝 結 点

凝 結*す る温 度 。 気 体 が 液 体 に変 わ る温 度*。

（図11）



condenser　 コ ン デ ン サ ー 、 蓄 電 器

→capacitor

conduction　 伝 導 （1）電 気伝 導 、電 導 （2）熱 伝 導

熱*や 電気*が 物 質*を 通 して伝わ ること。熱伝 導、電気伝導 （電導 ともい う）。

（1）導体*中 に電位差 （電 圧*） が ある とき、電位 の高 いほ うか ら低 いほ うへ電流

*が 流れ ること。

（2）物質 中に温度差が ある とき、温度*の 高 いほ うか ら低いほ うへ熱が直接移動す

る こと。

→heat transfer

conduction band　 伝 導 帯

半導体*で 、電子*が 満 ちていないエネルギー準位*を もつエ ネル ギーの領域で 、

こ こに電子が入 る と電界*中 で電流*を よ く流す ことがで きる。

conduction of heat　 熱 伝 導

→conduction (2)

conductor　 導 体、良 導 体

電気*あ るい は熱*を よ く流す ことがで きる物質*。 金属*、 酸や塩類の水溶液 な

ど。

〓nonconductor

〓semiconductor

configuration　 配 置 、 配 位

原子*や 分 子*、 電 子*な どの 空 間 的 な位 置*。



conical pendulum 　円錐振り子

糸 にお も り*を ぶ らさげて、 お もりを水平 面内で等速円運

動*を させ る （お も りが水平 な円を描 くように運動 させ る）

と、糸 の部分 は円錐 を描 く。 この ような振 り子*を い う。

糸の長 さをL、 糸 と鉛 直線 のなす角度 を θ、重力加 速度*

をgと して、円錐振 り子 の周期Tは

〓

とな る。

conservation 　保存

反応 や変化、現象 の前後で、 ある物理量*の 合計値 が一定 である こと。例 ：エ ネ

ルギ ーの保存。

conservation law 　保存則

あ る物 理量*に つい て、反応の前後 で合計値が常 に一定で ある とい う法則。 た と

えば、力学的エ ネルギー保存の法則*。

conservation of momentum 　運動量の保存

2つ 以上の物体 の衝突*の 前 後 にお いて、物体の運動 量*の 合計 値が常 に一定で

あ る こと。 ただ し、物体の運 動量 を変化 させ る力が外 か ら作用 してい ない ときに

成 り立つ。運動量保存則*。

→law of conservation of momentum

conservative forces 　保存力

物体*が 、あ る点Aか ら別 の点Bま で行 くと き、外

力*が 物体 にす る仕事*が 途 中の道筋 に関係 な く、常

に一 定 であ る ような力 をい う。重 力*、 万 有 引力*、

クー ロ ン力*な ど。 これ に対 し、摩擦力や空気 の抵抗

力*な どは2点 を通 る道筋が長 くなる と仕事 が変化す

るため、保存 力で はない。保 存力 の場合 はAとBの

2点 を決めるだけで 、外 力のす る仕事が決 まる。 この

ため ある基準 点 を決 めて、別の点 まで に保存力 がす る

仕事 は、位置*の 関数 となる。 これ をポテ ンシャルエ

ネルギ ー*（ 位置エ ネルギ ー）という。

（図12）

（図13）

Aか らBへ の経路が
異なっても保存力の

する仕事は同じ



conserve 　保存する

値 が 一 定 で あ る状 態 を保 つ こ と。

→conservation

consonance 　協和音、協和

い くつかの音 を同時に鳴 らす とき、 ひ とつの音の ように聞 こえる ことを協和 とい

う。 この ときの元 の音 を協和 音 とい う。た とえば、 ドの音 と1オ クター ブ高 い ド

の音 、 ドとソの音 な ど。協和 音 どう しはその振動数 の比が簡単 な整数比 になって

いる。 これ に対 し、音が とけあ わず不快 に聞 こえるこ とを不協和 といい、 その音

の組み合 わせ を不協 和音（dissonance）とい う。

constant 　定 数、常 数

測定 中で常 に値が 一定 を保 つ もの。定 数あ るい は常 数 という。物理では次 の2種

類が ある。

（1）物質*の 種類 に よらず、法則 の中で常 に一定の値 を取 る基礎 定数。 た とえば、

万有引力定数*な ど。

（2）物質*の 種類 に よって決 まっている物質 固有 の値。物 質定数。た とえば、銅 の

電気伝導度 な ど。

constant speed 　等速
一定の時 間*に 一定 の距離*を 進 む運動*。 速 さ*が 一定 の運動。速度 の向 きは

変化 して もよい。等速度 運動 とは異 な る。 た とえば等 速 円運動*で は速 さは一定

であるが、速 さの向 きは常 に円の接線方 向で ある。



constructive interference 　干渉による強め合い

波 の重 ね合 わせ の原 理*に した が って、

2つ 以上 の波 源*か らの波*が 合成 され

て、元 の各 波 よ りも振 幅*が 大 き くなる

ことをい う。 またこの とき、重 ね合 わせ

の原理 に より振 幅が減少するこ とがある。

これ を干渉 に よる弱 め合い とい う。2つ

の波源 か ら、 同 じ位相*、 同 じ波長 λ、

同 じ振 幅Aで 波 が出て行 くと き、ある点

か ら一 方の波源 まで の距離 を 〓 、 もう一

方 までの距離 を〓 とす ると

|〓|＝mλ （強め合 う）

|〓 －〓|＝ （m＋0.5） λ （弱め合 う）

の関係 がある （mは0≦ の 自然 数）。 この

とき、強め合 う点では振 幅が2A、 弱 め合

う点で は振 幅が0に なる。 また弱め合 う

線 が描 く図形 は節線*と い う。

continuous spectrum 　連続スペク トル

光*や 電磁波*の 波長*が 、連続的に変化するような分布を示すこと。赤から紫

までの各色光が連続している。高温の液体や固体の放射*す る光や、加速度運動*

をする電子*の 放射する光などがこれに当たる。身近な例では、白熱電球の光が

ある。

continuous X-rays 　連続X線

電子*を 高電 圧*で 加速*し 、陽極*（ 対陰極）の金属*に 当てる と、制動放射*

によ りX線*が 発生す る。 この時、あ る振動 数*（ 波 長） よ り小 さい振動 数 （長

い波 長）の連続 スペク トル*を もつX線 と、原子*の 種類 に よって異 な る特定の

波 長 を もつ固有X線*が 生ず る。 この連続部分 のX線 を連続X線 とい う。連 続

X線 の最短 波長 を λ〓、加 速電圧*をV、 プ ランク定数*h、 光 速度*c、 電 子の電

気量*eと して、

〓

の関係が ある。 これ は、X線 が光子*の 流 れであるこ とを意味す る。

→character X-rays

（図14）

2波 源による波の干渉

〓, 〓 波 源　 山 ― ― 谷----節 線 ― ―



control rod 　制御棒

原子炉*内 で、中性 子*の 数 を制御 し核反応*を 安 定 に進 ませ るための、 カ ドミ

ウムやホ ウ素で で きた棒や板。 カ ドミウムやホ ウ素 は中性子 をよ く吸 収す る性 質

が ある。

controlled experiment 　制御実験

調べたい要素や条件、変数のうちひとつだけを変化させ、実験結果に影響を与え

る他の要素は常に一定に保った条件下で実験を行うこと。調べたい要素の効果だ

けを取り出すことができる。

convection 　対流

液体 や気体 の一部 が熱せ られる と、膨張*し て密度*が 低 くな り上昇す る。 す る

と元 の部分 に周 囲か ら低温 の液体や気体 が入 り込 む。 これ を繰 り返す ことで、循

環 しなが ら熱*が 移動 し、全体 の温度 が高 くなってい くこと。熱 の移動方法 の ひ

とつ。

→heat transfer

convection current 　携帯電流、対流電流、運搬電流

荷 電粒子 の運動*に よって生 じた電流*。 真 空中の電子*の 移動で ある陰極 線*

や、電解溶液 中のイオ ン*の 移動 に よる電流 な ど。金属 内を流 れる電流*は 除 く。

converge
　一 点 に集 ま る、集 束 す る、収 束 す る

光線*や 粒子線*な どが一点 に集 まってい くこと。

〓diverge

convergence 　集 束 、収 束

→converge

convergent 　集束 した、収束 した

→converge

converging lens 　凸 レン ズ

→convex lens



conversion 　（1）変 換 （2）転 換

（1）データ*を 別の形式 に変えるこ と。

（2）元素*に 中性 子*を 当てて別の元素 を人工的に作 る こと。

→converter(2)

conversion factors 　変換係数、換算係数

2つ の 同等 な量の 間の変換 す るときの比率。 た とえばmをcmに 変換 す る際 の×

100。

converter 　（1）変 換器　 （2）転換 炉　 （3）コ ンバ ー タ ー

（1）デー タ*や 電気信号*を 別の形式 に変 える装置。

（2）原 子炉*の 中に元素*を 置 き、原子炉内の 中性子*を 使 って 、他の元素 を作る

こ とを転換 とい う。 転換の ために用 いる原子 炉 を転換 炉 とい う。 たとえば、〓

に中性子 を当てる と〓 が生ず る。

（3）交 流*電 流か ら直流*電 流 を作 り出す装 置。逆 に、直流*電 流 か ら交流*電 流

を作 り出す装置 をイ ンバー ター（inverter）とい う。

convex 　凸の

物体*の 一部がふ くらんでいるこ と。

〓concave

convex lens 　凸レンズ

中央部がふ くらんだ レンズ*。 物体*が 大 きく見 える。凸 レンズ に平行光線 を当て

る と、光線は凸 レンズ を通 って屈折 した後 、光軸上 の1点 に集 まる （焦点*）。

〓concave lens

convex mirror 　凸面鏡

中央部がふ くらんだ鏡。物体*を 写す と小 さく見 える。

〓concave mirror

coolant 　冷却材

（1）他の物体*の もつ熱*を 除去す るのに使 う物 質*、 媒体 。液体が よ く用い られ

る。

（2）とくに原子炉 内で発 生 した熱 を取 り去 るため に用 いる物質。



Coolidge tube　 ク ー リ ッジ管

X線*発 生 用の真空 管*。 陰極*を 、電流*を 流 して加 熱 して熱電子*を 出やす

くした構 造 をもつ。 この熱電子 が加速 されて、陽極 に衝突 する。熱陰極X線 管 と

もい う。

cooling system　 冷 却 シス テ ム

あ る部分 の熱*を 、別の場所 に放 出*す るようなシステム。

cooling water　 冷 却 水

原子炉*内 で、原 子核反応*に よって発生 す る熱*を 吸収 し、熱交 換器*を 通 じ

て外部 に熱 を放 出*す るための水 。冷却水 は再循環 して原子炉 に戻 る。

coordinate　 座 標

空 間の点 を数字の組 に対 応 させ て表わす ときの 、数字

の組み合 わせ。座標*を 決 めるための基準 とす る直線

を座標軸*、 座 標の基準 点 を原 点*と い う。あ る点の

空間での位置 と、座 標の値 とは1対1に 対応 している。

→abscissa

→ordinate

coordinate axes　 座 標 軸

→coordinate

coordinate system　 座 標 系

原点 、座標 軸、座標 の種類 などを合 わせ たもの。

coordinate system at rest　 静 止 座 標 系

座標系*の 運動が静止 しているか、等速直線 運動*を してい るような座標 系。

core　 鉄 心

電磁 石*で 、 コイル*の 内部 にある鉄製 の小片。

Coriolis force　 コ リオ リの 力

慣 性 系*に 対 し、 回転運動*を する回転座標系*で は、加速度運動*を して いる

ため に物体*に 速 度の向 きを変 える ように慣性 力*が は たら く。このため、観測

（図15）



者が 回転座 標系 にいる ときは遠心 力*の ほかに、物体 の速度 に垂直 な力 が はたら

いてい る ように見 える。 この垂 直な力 をコ リオ リの力 とい う。た とえば、地球上

では 自転 のため にコ リオ リの力 が現 れる。台風 の進路が 曲が る原因 のひ とつであ

る。

correlation function　 相 関関 数

統計 的 に2つ の量の関係 を調べ る とき、2つ の量 の間 になん らかの関係が あるこ

とを、相関関係（correlation）という。 この2つ の 関係 を表わす関数が、相 関関数で

ある。

Correspondence principle　 対 応 原 理

前期量 子論 で導 入 され た量子 条件*、 振動数条件 で は光*の 強 さや偏光*状 態 を

うま く説明で きなか った。 そ こでボ ーアは、マ クロな世界で基本 的に成 り立つ古

典論 とミク ロな世界 の量子論*は 、量子数*の 大 きい （マ クロな）状 態で は共 に

成 り立つ し、逆 に量 子数の小 さい （ミクロな）状態 で も成 り立つ はず だ と考 えた。

この とき、2つ の 間に なん らかの対 応関係が ある はず だ と考 えた。 これが対応原

理で ある。 これ に基 づ き、2つ の対 応 を調べ 、 どの場合 に どの ように成 り立つか

を関係付 けて、光 の強 さなどを求め ることが で きた。対応原 理の考 えは、後 にハ

イゼ ンベル クが行列 力学 を作 る際の指導原理 となった。

→Bohr atom model

corrosion　 腐 食

放 置 した金属*が 化 学反応*に よって、表面 か ら失 われてい くこと。錆 びた り溶

け出 した りす るこ と。

cosmic expansion　 宇 宙 膨 張

→expanding universe

cosmic rays　 宇 宙 線

地球 に絶 えず 降 りつづ けている高 エネルギーの粒子 の流れ （放射線）。宇宙 に起源

を もつ （超新星 な どの爆発 の とき放 出されるエ ネルギーが電界 や磁界 を作 り、生

成 された粒子 を加 速 して生 じる とされ る）1次 宇宙線 と、1次 宇宙線 が地球 の大

気 中の原子核 と核反応 してで きる2次 宇宙線が ある。

1次 宇宙線 の例 ：陽子*、 中性子*、 α線*、 原子核*、 電子*、 ニュー トリノ*、

光子*な ど。



2次 宇宙線 の例 ：光子、 μ中間子、 π中間子 、陽子 、電子 など。

cosmology　 宇 宙 論

宇宙 の創 造、起 源 と進化 を扱 う学問。

Coulomb force　 クー ロ ンカ

（1）2つ の 電 荷*の 間 に は た ら く静 電 気 力*。 電 荷 が 同

符 号 の とき は斥 け合 い 、 異 符 号 で あ れ ば 引 き合 う。

（2）2つ の 磁 荷*（ 磁 気 量 ） の 間 に は た ら く磁 気 力*。

磁 荷 が 同 符 号 の と きは 斥 け合 い 、 異 符 号 で あ れ ば 引 き

合 う。

→Coulomb's law of electrostatics

→Coulomb's law of magnetism

coulomb　 クー ロ ン

電気量*の 単位 。記号C（ クーロ ン）。電気量のMKSA単 位*。1Aの 電流*が1

秒 間に運ぶ電気量 をい う。

Coulomb's law of electrostatics　 静電 気 に関 す る クー ロ ンの法 則

2つ の電荷*を 〓 、電荷 間の距離*をrと して、2つ の電荷 にはた らく力であ

る静電気力*Fは

〓 ただし、〓 （ε0は真空 の誘電率）

の関係が ある。 この静電気力の向 きは2つ の電荷 を結ぶ直線上にある。

Coulomb's law of magnetism　 磁 気 に関 す る クー ロ ンの法 則

2つ の磁 荷*を 〓 ，〓 、磁荷 間の距離*をrと して、2つ の磁 荷 にはた らく力 で

あ る磁気力*Fは

〓 ただ し、〓 （μ0は真 空の透磁率 ）

の関係が ある。 この磁気力の向 きは2つ の磁荷 を結 ぶ直線 上にある。

counter　 カ ウ ンタ ー、計 数 装 置

現象の起 こった回数 を数 える装置。

（図16）



counter-electromotive force　 逆起 電 力

→back electromotive force

couple　 偶 力

→couple of force

couple of force　 偶 力

大 きさが等 しくて、向 きが逆 の2つ の力*が 、物体 の異 な った位置*に はた らく

こ と。 この と き、2力 の作用 線*は2本 の平行線 とな る。物体 の回転運動 を変化

させ る作用 をもつ。

covalent bond　 共 有 結 合

2つ の原子*が 、ス ピ ン*が 逆の2つ の電子*を 共有 して結 合す るこ と。 この、

共有 した2つ の電子 の ことを共有結合対 とい う。共有結 合で は、ヘ リウムや アル

ゴンなど0族 の不活性 ガス と似 た電子配置*と な るので、安定 である。 な どの

気体 分子 や、炭素 による ダイヤモ ン ドな どは共有結合 である。

crankshaft　 ク ラン ク シャ フ ト

内燃 機 関*で 、 ピス トン*と 連結 し、ピス トンの上下運動 を回転運動*に 変 える

曲がった金属 製の棒 。

crest （波 の）山

横波*で 、変位*が 最大 のところ。一番盛

り上が った とこ ろ。 サ イ ン波*で はsin

θ＝1の 点 に相 当す る場所。

〓trough

critical angle　 臨 界 角

屈折率*の 大 きい媒質 か ら、小 さい媒質 に光*が 入射*す る ときに、屈折角*が

90度 となるような入射角*の 値 をい う。 このとき、屈折光 は境界面 と平行 になる。

入射角が臨界角 を超 える と、屈折*は 起 こらず 、境界面 で光 は全 部が反射*（ 全 反

射（total reflection）とい う） される。た とえば、水 面下か ら空気 に向かって光 を送

ると き、入 射角が臨界角 の48.8度 を超 えると、水面 で全 反射 し、空気 中には光が

（図17）



全然 出てこない。

→total reflection

critical mass　 臨界 質 量

核分裂 反応が継続 して起 こるための最小 の核 分裂物質*の 量 。核分裂*を 起 こす

ための最小の核分裂物 質の量。原子炉 の形 によって変化す る。

critical point　 臨 界点

液体 と気体が 共存 で きる最高の温度*で 、 この2つ が共存 で きる限界 を臨界状 態

とい う。 た とえば、飽和水蒸気圧 に保 ちなが ら水 と水蒸気 の温度 を上げてい くと、

両者 を区別で きな くなる。 これが臨界状態 であ る。 これ を温度 －圧力状態 図に描

くと き、臨界状態 を表 わ し変 曲点 に相 当するのが 、臨界点で ある。臨界状態 での

圧力 を、臨界圧（critical pressure）とい い、温度 を臨界 温度 （critical temperature） と

い う。

critical pressure　 臨 界 圧

→critical point

critical temperature　 臨 界 温度

→critical point

critical velocity　 臨 界速 度

物 体*が 、地面 の上の垂直 な円軌道 を運動 する と きに、円運動 を続 けるための最

小 速度 。 これ より遅い と途中で落ちて しまう。

Crookes tube　 クル ックス管

圧力*が0.01mmHg程 度以下の真空放電管 。陰極 か ら放射 する陰極線*に よって、

陽極側 の管壁が 蛍光 を発 する。

crude oil　 原 油

地 中か ら天然 に取 り出 した ままの石 油。主 に炭化水 素か らな り、産地 に よ り性質

が異 なる。

crystal　 結 晶

立体 的 に規則性 を もった原子*や 分子*の 格子*が 続 く状態。原子 、分子 などが



規則正 しく配列 している。氷 の結 晶*、 水 晶、 ダイヤモ ン ドな ど。

crystal lattice　 結 晶 格 子

→lattice

cubic centimeter　 立 方 セ ン チ メ ー トル 〓

体積*の 単位 のひ とつ。1辺 が1cmの 立方体 の体積 が1〓 。1〓 ＝1× 〓

。

cubic meter　 立 方 メ ー トル 〓

体 積*の 単位。1辺 が1mの 立方体の体積*が1〓 であ る。

curie　 キ ュ リ ー

→Ci

current　 （1）電 流 （2）カ レ ン ト

（1）＋の電荷*の 流れ。電子*と 逆 向きの流れ。

（2）液体や気体、粒子 な どの流 れ。

current sensitivity　 電 流 感 度

電流計 の感度。1目 盛 りあた りの電流表示の値 。

curvature　 曲 率

曲線 あ るい は曲面 で、 曲線 あ るいは曲面 のあ る点 の付近 で 曲線 に接 す る円 または

球 を考 える。 この円や球 の半径*を 曲率半径（radius of curvature）といい、その中

心 を曲率中心*と い う。 また 曲率半 径の逆 数で、 曲線 や 曲面 の曲が り具合 いを表

わす量 を、 曲率 とい う。

cutoff frequency　 遮 断 周 波 数 、 カ ッ トオ フ フ リ ケ ン シ ー

フィル ター*に お いて、通 過す る振動数*と 遮 断す る振動数 の境界 の値。

cutoff potential　 カ ッ トオ フ ポ テ ン シ ャ ル

光電池*の 光電流 を0に す るため に、光電池 の コレク ター*に 与 える負の電圧*。



cycle　 （1）サ イ クル （2）サ イ クル （振 動数 な どの 単 位）

（1）一定量 の気体 の圧力、体積 、温 度な どが さまざまに変化 して、最 終的に元の状

態 に戻 るとき、 この過程 をサ イクルという。

（2）周波数*・ 振 動数*な どの単位。現在 はHz（ ヘル ツ） を用い る。

cyclotron　 サ イ ク ロ トロ ン

荷電粒子 を加速 して大 きな運動エ ネルギー をも

たせ るようにす る加速機*の ひ とつ。 α粒子*

や 陽子*な どの ＋イ オン*を 加速 して 、高 エ

ネルギーの粒子 と して取 り出す装置。真空中 に

2つ の向か い合 ったDの 字型 の中空の加速 電

極*（ デ ィー とい う） を置 き、一定の垂直な磁

界*お よび高 周波 をかけて加 速 し、粒 子 に円

運動 をさせ る。 円運動の周期 は ロー レンツカ*

による円運動 なので一定 な ため、半 周期 ごとに粒 子は加速 されて大 きな半 径で運

動す るこ とになる。 サイ クロ トロンの 限界は、陽子で20Mev程 度 である。

cylinder　 シ リ ン ダ ー 、 円 柱

円筒 状の容器。 内燃機 関*で は、 ピス トン*が 納め られてい る容器 で、燃 料 を爆

発 させ る場所。

（図18）



D

DA converter　 DA変 換 器 、DAコ ン バ ー タ ー

→DAC

DAC　 DA変 換器 、DAコ ンバ ー タ ー

コンピュー タ*の2進 法*で 表 わ されるデ ィジ タル量 を、連続 的 な （ア ナログ）

電圧値 に変換す る装置。

〓ADC

damping　 減 衰

波動*や 振動*の 振 幅*が 、外 部へのエ ネルギー放 出*に 伴 って、次 第に小 さ く

なってい くこと。 た とえ ば、単振動*す るお も り*に 、速度*に 比例 した空気抵

抗 がは たら くときは、振 幅は時 間が たつ につれ て指数 関数*的 に減 少 してい く。

電気振動 で も、 は じめ コ ンデ ンサ ーにた くわ えられていたエ ネルギーが少 しずつ

抵抗 での熱損 失 と して失 われるので、 だんだん振幅 が小 さ くなる。 この よ うな減

衰す る振動 を、減衰振 動 とい う。

damping force　 制 動 力

動いている もの を止め る力*。 運動 の向 きに対 して、運動 を妨 げる向 きにはた らく

力 。摩擦力 、空気 の抵抗*な ど。

dark current　 暗 電 流

光 電効果*を 起 こす素子 では、光*が 入射*し てい ない ときで も、電流*が わず

かだが流れ ている。 この電 流 を暗電流 とい う。熱 的な雑音*が 原 因のひ とつであ

る。

→photoelectric effect

dark line　 暗 線

→absorption spectrum

data　 デ ー タ

観察 や実験 か ら得 られ た数値 、事実、資料 。お よび、既知のあ るいは容認 された



数値 、事実 、資料 。

daughter nucleus　 娘 核

→daughter nuclide

daughter nuclide　 娘 核 種

固有 の原子番号*Z、 質量 数*Aを もつ もの を核種*と い う。同 じ元素で も、質量

数 の異 なる と は、異 な る核種 である。放射性核種 が、崩 壊*し てで きた

核種 を娘核種 といい 、その元 にな った核種 を親核種 とい う。 またこの ときで きた

原子核*を 、娘核 とい う。一般 に親核種 は、崩壊 を続 けて娘 核種 を出 しつづ ける。

一 定時間後 に
、娘核種 だけ を分離 する ことを牛 か ら搾乳す る ことにた とえて、 ミ

ルキング（milking）とい う。

dB　 デ シベル

音 の強 さ、損失 、 ア ンプの利得 （増 幅率） などを対 数 を使 って表 わす値 。音の強

さは音波 の進行 方向 に垂直 な1〓 の面積 を1秒 間に通過 す るエ ネルギーで表 わさ

れ る。対 数減衰率。記号 はdB（ デシベル） を使 う。0dBは 〓 の

強 さの音 のエ ネルギーである。10〓 は10dB、 〓 は20dBと なる。

DC　 直流
→direct current

de Broglie matter wave　 ド ・ブ ロ イ の 物 質 波 、 ド ・ブ ロ イ 波

物 質粒 子が波動*と してふ るま うときの波動 をいう。物質波*と もい う。物 質の

運動量*をp、 エ ネルギー*をE、 ド ・ブ ロイ波の波長*（ ド・ブロイ波長） を λ、

振動 数*を υ、プ ラ ンク定数*をhと す る とE＝hυ 、p＝ 〓 の関係 があ る。

ド・ブロイは、光*が 波動 と粒子 （光子*） の性質 を合 わせ もつ こ とか ら、逆 に電

子*な どの物 質粒子 が波動性 を もつので はないか と考 え導 きだ した。 これは、電

子線 の回折実験 によって立証 された。

de Broglie wave length　 ド ・ブ ロ イ 波 長

ド ・ブ ロ イ 波*の 波 長*。

→de Broglie matter wave



decay　 崩 壊

壊 変 と もい う。 放 射 性核 種*が 、 放 射 線*を 出 して別 の核 種*に 変 わ る こ と。

→daughter nuclide

→radionuclide

decay constant　 崩 壊 定 数

放 射性物質*が 崩壊*す る ときには、残 って いる原子*数 は時間 と共 に指数関数

*的 に減少 してい く。最 初の原子数 をN(O)と し、時 間tの 時の原子数 をN(t)と す

る とN(t)＝N(O)× 〓 で表わ され る。 この ときの係数 λを崩壊定数 とい う。 λは

放射 性物質 によって決 まってい る。 また半減期*をTと す ると、

〓

の 関係 が あ る。

→half-life

decay series　 崩 壊 系 列

放射性*の 核種*が 崩壊*し てい くとき、崩壊 してで きる元素*の つ らな りをい

う。系列内の元素の質量数*は4n＋a（nは 整数 、aは0,1,2,3の いず れか）で

表わ される。4nの 形 で表わ され る系列 を トリウム系列、4n＋1の 形 をネプツニウ

ム系列、4n＋2の 形 をウラン系列、4n＋3の 形 をアクチニ ウム系列 とい う。 ネプ

ツニ ウム系列のみ人工の系列 である。系列 内で、質量数が4nの 形で表 わされるの

は、 β、 γ線 では質量 数に変化が ないが、 α線 を出す場合 は質量数が4減 るため

である。

deceleration　 減 速 度

加速度*の 逆の考 え。加 速度の値 に― をつけた もの。負 の加速度 と考 えてよい。

deci-　 デ シ

1/10を 表 わす 接 頭 語 。 た とえ ば1 deciliter＝0.1 liter。

decibel　 デ シ ベ ル

→dB

decimal　 10進 法 の 、小 数 の

decimal system＝10進 法 。10ご とに桁 が 上 が る数 え方 。decimal point＝ 小 数 点。



declination　 （1）偏 角 、 （2）地 磁 気 の 偏 角

（1）光 が プ リズ ム を通 って 屈 折 す る と き、 入射 光 と透 過 光 の なす 角 。

（2）地 球 の 磁極 の 北 と、 地 球 の 真 の 北 （北極 方 向） が なす 角 度 。

decomposition of force　 力 の 分 解

→component force

〓composition of forces

deduction　 演 繹

与 え られ た命 題 か ら、 経 験 で な く論 理 だ け を使 っ て 、 結 論 を導 きだ す こ と。 一 般

的 な命 題 か ら、 特 殊 な命 題 を推 論 で 導 くこ と。 三段 論 法 な ど。

〓induction

Dee, dees　 デ ィ ー

サ イ ク ロ トロ ン*の 電極*。 形 がDの 字 に似 て い る こ とか ら こ う呼 ぶ 。

→cyclotron

deformable body　 変 形 体

外 力*が 加 わ っ た た め、 形 や体 積*が 変 化 した物 体*。

→rigid body

deformation　 変 形 、 ひ ず み

物体*に 力*を 加 え た と きの 、形 や体 積*の 変 化 をい う。

degree　 度

温度*や 角度 を表 わ す 度 。

degree Celsius　 セ ル シ ウ ス 度 、 セ 氏 温 度

温度*の 単 位 。 記 号 は ℃ 。 セ 氏 温 度 で は水 の 凝 固 点*を0℃ 、沸 点*を100℃ と

す る場 合 の 温 度 の 表 わ し方 。

→Celsius temperature scale

degree Fahrenheit　 カ 氏 度 、 カ 氏 温 度

温 度*の 単 位 。 記 号 は 〓 。 セ氏 温 度*と は 、0℃ が32〓 、100℃ が212〓 に対

応 す る。 セ 氏 温 度 ℃ と カ氏 温 度 〓 の 変 換 式 は次 式 で表 わ さ れ る。



〓

degree of freedom　 自 由度

物体*の 運動*の 状態 を決 め るの に必 要十分 な独立変 数*の 数 を 自由度 とい う。

た とえば、空間 を運動 してい る物体の位置*を 決 めるには、x, y, z3つ の座標*が

必要 なので、 自由度は3で あ る。2個 の物 体の ときは、6と なる。

delay　 遅 延 、遅 れる こ と

・delay circuit：遅延 回路

入力信号の波形 を変 えず、時 間を少 しだ け遅れて 出力す る回路*。

・delay neutron： 遅発 中性子

核分裂*を したときに、少 し遅 れてでて くる中性子*。 原子炉 の反応の速度 を

弱 めるため、原子炉の制御 に重要であ る。

density　 密 度

あ る分布*（ 線や空 間など） を もつ物理量*の 、単位 当た りの物理 量を密 度 とい う。

あ る量の分布が線 、面 、空 間の と きに、単位 長 さ、単位面積 、単位体積 当た りの

物理 量の値 をそれぞれ、線密 度、面密度 、体 積密度 とい う。 また一般 には、単位

体積 当た りの物体の質量 を密度 とい うことも多い。

dependent variable　 従 属 変 数

あ る変数xの 変化 に伴 い、別の変 数yが 変化す る とき、yはxの 従属変数 であ る

という。 この とき、xを 独立変数 とい う。

→independent variable

derivation　 導 出

公式 を導 き出す過程。

derivative　 導 関 数

→derived function

derived function　 導 関 数

あ る関数*を 微分*し て求め た関数。微分係数 ともい う。

→differential



derived quantity　 推 定 量 、導 出量

測定値か ら計算 された量、数値。

derived unit　 組 立 単位 、誘 導 単位

い くつかの物理量*の 基本 単位*を 使 って、別 の物理量の単位 を作 るこ と。 た と

えば1N＝1〓 。MKSA単 位系*で は、基 本単位 として、長 さにm、 質量*

にkg、 時 間にs、 電流 にAを 使 い、 これ らの単位 を組 み合わせて、他 の物理 量の

組立単位 を作 ってい く。例 ：運動量kgm/s、 加速度 〓 。

〓fundamental unit

destructive interference　 干 渉 に よ る弱 め合 い

→constructive interference

detection　 検 出

測定*の 際に現象が起 こっているの を見つ け出す こと。

deuterium　 重 水 素 、デ ュ ーテ リウム

普通 の水 素は1個 の陽子*と 電子*か らなる。 これ に対 し、重水 素で はさ らに1

個 の中性 子*が 加わ り、陽子 と原子核*を 構成 する。質量数 は2。 これ をデ ュー

テ リウム といい、記号Dで 表わす。 さ らに質量数3の トリチ ウム は記号Tで 表わ

す。

deuteron　 重 陽 子 、デ ュ ー テ ロン

重水素*の 原子核*。 陽子*1個 と中性子*1個 か らな る粒子 。

→deuterium

deviation　 偏 差

測定値 と平均値*の ず れ。

・average deviation： 平均偏 差

偏 差の平均値。

・standard deviation： 標準偏差

統 計で、測定値 のば らつ きを表 わす数値。

device　 素 子

あ るシス テムについ て、それ を構成 す る基本 要素。それ ぞれが一定 の機 能 を備 え



ている。

dew point　 露 点

空気 中で物体*を 冷却 してい くとき、物体 の表面 に露がつ きは じめる温度*。 露点

で の水蒸気圧 は、その温度での飽和水蒸気圧であ る。

Dewar vessel　 ジ ュ ワー瓶

金属 製 とガラス製が ある。容 器の壁 を二 重 に して、間の空気 を抜 いて ある。液体

窒素 な どの、 きわめて低温の液体 を入れて保存す るための魔法瓶。

diamagnetism　 反 磁 性

磁 界*の 中におかれ た物体*が 、磁界 の向 き と反対 向 きに磁化 （磁気 をもつ よう

になること） してい る状態。

→magnetic material

diameter　 （1）直 径 （2）倍 率

（1）円 などの直径*。

（2）顕微 鏡*や 望遠鏡*な どの倍率 、拡大率。

diatomic　 2原 子 の

diatomic molecule　 2原 子 分 子

な ど、2つ の原子*で ひ とつの分子*を 構成 してい るもの。

→monoatomic molecule

dichroism　 2色 性

あ る種の結 晶*に 光*が 入射*す る とき、光学軸方 向 とそれ に垂直 な方 向では、

光の吸収 に差が出て、異 なった2つ の色に見 えるこ と。

dielectric　 誘 電 体、誘 電 の

電気*の 絶縁体*、 不導 体*の こと。電界*を かけ ると、誘 電分極*を 生ず るの

で誘電体 とい う。

→induced polarization



dielectric constant　 （1）誘 電 率、（2）比 誘 電 率

（1）電界*Eと 電 束密度*Dの 関係 式D＝ εEに おけ る定数 ε （イ プシ ロ ン） の こ

と。物 質に よって異 なる。真空 の誘 電率 〓 ＝8.854× 〓F/m

（2）平行板 コンデ ンサー*の 極 板 間が真空 の と きの電気 容量*を 〓 、誘 電体*で

満 た され てい る ときの容量 をCと す る とき、 〓 の値 を比 誘電率 εrと い う。 こ

れ は、真空 の誘電率 を1と したと きの、誘電体 の誘電率の大 きさの比 を表 わす。

→parallel-plate capacitor

dielectric polarization　 誘 電 分 極

→induced polarization

diesel　 デ ィ ー ゼ ル 機 関 、 デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン

→diesel engine

diesel engine　 デ ィー ゼル 機 関 、デ ィ ーゼ ル エ ン ジ ン

灯 油 などのガ ソリンよ り分 子量 の大 きい石油燃料 を用 いる内燃機関*。 ガソ リンエ

ンジ ン*で は燃料*と 空気 の混合気体 が シリ ンダー*に 引 きこまれ、電 気火花 を

使 っ て爆発 させ る。 これ に対 し、デ ィーゼ ルエ ンジ ンで は、空 気 を断熱圧 縮 して

高温 にな った ところに燃 料 を噴射 して爆発 させるので、 火花 はい らない。

difference　 差

ある値Aか ら別の値Bを 引 いた値。

differential　 微 分 、微 分 の

曲線 の傾 き*を 求 める操作 。 ある関数 の導 関数*を 求 め る操作 。数学 の概 念の ひ

とつ で、物 体の運 動 を記 述す るため に必 要 な速度 や加速 度の考 え方か ら生 みだ さ

れた。

differential coefficient　 微 分 係 数

→differential

differential equation　 微 分 方 程 式

導 関 数*を 含 む方 程 式 。

→differential



differentiation　 微 分 （法 ）

→differential

diffraction　 回 折

波*が 障害 物の 影の 部分 に回 り込 んで

進む こと。回折の現 われ方は障害物 の形 、

大 きさ、波長 によって異なる。壁 の向こ

う側 の音 が聞 こえるのは、音 が回折 して

進 むか らで あ る。 回折 現象 は、波 動*

の基 本的な性 質で ある。

diffraction angle　 回 折 角

入射 波*に 対 して、回折*し て回 り込ん だ波*（ 回折 波 とい う）の進 む方 向 との

なす角度。

diffraction grating　 回 折 格 子

グ レーテ ィング（grating）ともい う。

ガ ラスな どの板 の表面 に、多数 の

平 行 な溝 を等 間隔 に切 った もの 。

この回折格 子 に光*を 入射*す る

と、溝 の部 分がス リッ ト*と な り、

多数 の溝 か らの 光が回折*し 、干

渉*し あ う。溝 の間隔 を （回折）

格子定数（grating constant）とい う。

い ま、格子定 数dの 回折 格子 に波長*λ の光 が垂直 に入射 す る場合 を考 える。回

折波*が 入射 方向 となす角 を θとする と、回折 に よって強め合 う条件 は、

dsinθ ＝mλ （mは整数 ） となる。波長の短 い電磁波*で あ るX線*の 場 合は、

物 質*の 結 晶*の 原子*や 分子*が 回折格 子 と してはた らく。逆 にこれを利 用 し

て、X線 回折 で物質 の構造 を調べ ることがで きる。

diffraction pattern　 回 折 像 、 回 折 じ ま

回折*に よって生ず る濃淡 を もつ像*、 縞 。 白色光*が 光 源の ときは、回折像 に

（図19）

（図20）



色 が つ く。

diffuse reflection　 乱 反 射

光 線*が 物 体*の 粗 い表 面 に 当 た り、 い ろ い ろ な方 向 に反 射*し て進 む こ と。

〓regular reflection

diffusion　 拡 散

あ る物質*が 、別の物 質の 中で ゆ っ くりと広が ってい き混 ざ り合 うこ と。 た とえ

ば 、 コ ップの水 の中 にイ ンク をた らす とゆ っ くりと広 が ってい く。分子 ど う しが

衝突 す るため 、分子 の速度 に比べ て拡散 の速度 は遅 い。拡散 は分 子の熱運動 が原

因で ある。

digital analog converter

→DAC

digital computer　 デ ィ ジ タ ル コ ン ピ ュ ー タ

コンピュータ*内 部 で扱 う信号*が1か0の2進 数*で 表わ され るコンピュー タ。

それ以前は、オペア ンプ とい うアナロ グ信号 の増幅器で デー タを取 り扱 ってい た。

digital signal　 デ ィ ジ タ ル 信 号

デ ー タ*を2進 法*で 表 わ した0と1か らなる電気信 号*の 列 。一般 に は0を

OFF、1をONで 表 わす。

digital-to-analog converter

→DAC

dilation　 膨 張 、 伸 び

dimension　 次 元

（1）ある物理量 の単位 が長 さLの 単位 のp乗 、質量Mの 単位 のq乗 、時 間Tの 単

位 のr乗 の積である とき、p, q, rを その物理量 の長 さ、質量 、時 間に関す る次元 と

い う。

（2）空間の広が りを表 わす もの。空間の点 を指定す るため に必 要な変数 の数。線 は

1次 元、面 は2次 元、立体 は3次 元。



dimensional analysis　 次 元 解 析

物理量*の 単位 を含 む式が あるとき、両辺は同 じ単位 の次数 （た とえば 〓 、〓 な

ど） をもつ。 これ を利用 して、式 を満 たす 物理量 の次 数 を決定 する方法 を、次元

解析 とい う。

diode　 ダ イ オ ー ド

半導体*の 場合 はP-N接 合*に よる素子*を ダイオー ドとい う。真 空管*の 場合

は2極 管 をい う。 どち らの素子 も電 流*を 一方方 向に しか流 さない整流作 用 を も

つ 。

→P-N junction

dipole　 双 極 子

大 きさが等 しく、 ＋と－の物理 量*を もつ点が短 い距離*で 向か い合 っている状

態。 この対 を双極子 という。磁気双極子*、 電気双極子*な ど。

direct current(DC)　 直 流

電 流*の 向 きが 変 わ らず に 、常 に一 方 方 向 に流 れ る こ と。

〓alternative current(AC)

direct proportion　 正 比 例

2つ の物理量*の 間で、片方の値 がN倍 になれば もう一方 もN倍 になると き、正

比例 している とい う。2つ の量 をグラフに描 くと、原点 を通 る直線 になる。

〓inverse proportion

direction　 方 向 、 方 角

directivity　 指 向 性

特定 の方向 に対 して、物 質の強度や感度 が大 きい こ と。特性 に方向に よるかたよ

りがあ ること。

discharge　 放 電 、 放 電 す る

正 または負 の電荷*が 空 間に飛 び出 し、失われ ること。

disintegration　 崩 壊 す る

放 射 性核種 が放射線 を出 して核が別 の元 素*の 核 に変わ るこ と。 また、素粒子*



が別 の素粒子*に 変わ ること。

dislocation　 転 位

（1）ひ とつの分子 内で2つ の原子、 または原子団が互 いに位置 を交換す ること。

（2）結晶*内 の線状、あるいは面状 の原子配列 のず れ。

disperse　 分 散 す る

白色光*が プ リズム*を 通過 する と、 いろいろな色 の光 に分かれ ること。光 の波

長 （色） によって屈折率が異 なるため に起 こる。

→dispersion of light

dispersion　 （光 の ） 分 散

→dispersion of light

dispersion of light　 光 の 分 散

光*は 媒質中は、波長*（ または振動数*） によって光速度*が 少しずつ異なる。

このためプリズム*な どを通るときには、波長によって屈折率*が 異なるため屈

折光*が 広がる。これを光の分散という。波長が赤などのように長いと、プリズ

ムガラス中の光速は速 くなり、屈折率が小さくなる。これは物質中の電磁波の速

度は主にその物質の誘導率で決まり、誘導率は電磁波の振動数が異なると変わる

ことで説明できる。

displacement　 変 位

（1）物体 があ る位置 か ら別 の位置 に移動 した とき、移動距離 （位 置の変化） を変位

とい う。変位 には＋または－の向きをつ けて表 わすので、変位ベ ク トル ともい う。

（2）振 動*で 、 つ りあいの位 置か らの振動体のず れ （位 置の変化）の量。向 きをつ

ける。

dissipative forces　 非 保 存 力

そ れがは た らくと力学 的エ ネルギー保存則*が 成 り立た ない ような力。非保存 力

が はた ら く場合 、同 じ2点 間 を移動 して も、経路 に よって仕事 量が異 なる。 た と

えば、摩擦力。

〓conservative force



dissonance　 不 協 和 音

〓consonance

distance　 距 離

物体*が 運動*す る とき、移動 した長 さをい う。一般 には、2点 間 を結 ぶ線分の

長 さ。

distance-time graph　 距 離 ― 時 間 グ ラ フ 、s-tグ ラ フ

縦軸*に 距離*を 、横 軸*に 時 間*を 描 いた グラフ。 グラフの傾 きは速度*を 表

わす。

distortion　 ひ ずみ

物体*に 外力*が 加わ るときの、形や体 積*の 変化 を表わす量。

distribution　 分 布

い ろい ろな位置*に 、散 らばって存在 してい る様子。

diverge　 広 が る、発 散 す る

1点 か ら出 た光線や粒子線 などが互いに離れなが ら進む こと。

〓converge

diverging lens　 凹 レ ン ズ

→concave lens

diverging mirror　 凸 面 鏡

→convex mirror

division　 除 算 、 割 り 算

domain　 磁 区

→magnetic domain



donor　 ドナ ー

ゲルマニ ウムや シ リコ ンなどの半導体*

に、 リンや ヒ素 な どの5価 の元 素*を

わず か に入 れ る と、 まわ りの原子 と電

子 を1個 ず つ共有 して結合す る。 とこ

ろが5価 の元素 は価電 子 を5個 もつの

で、結 合の ため に4個 使 って も1個 余

る。 こ う して結 晶格 子*に 電子*を 与

える こ とで 、電 子 が 自由 に動 き回 り、

半導 体 の電 気伝 導度*を 増加 させ る。

この よ うに半 導体 内で 電子 を供 与す る

物 質*を ドナ ー とい う。 ドナー を入 れ

た半導体 をN型 半導体*と いう。

→acceptor

doping　 ドー ピ ン グ

半 導体*に 不純物 を入 れる操作。

→acceptor

→donor

Doppler effect　 ドップ ラ ー効 果

波 源*や 観測者 が移動 している場合、観測 される波源の振動 数*が 元の振動数 と

異 なって観 察 される こと。音源 が近づ くときは音が高 くな り （振 動数が大 きい）、

遠 ざかる ときは音が低 く （振 動数が小 さい）なる。一般式 は波 源の振動数 を〓、速

度*を 〓、観測者の速度 を 〓、観測 され る振動数 をf、波 の速度 をV、 波源 か ら観

測 者へ波 が進む向 きを速度 の正の向 きとすると

〓

で表わ される。

Doppler shift　 ドップ ラー シ フ ト

ドップラー効果*に よる振動数*や 波長*の ずれ をい う。

→Doppler effect

（図21）

N型 半導体

リンの原子が電子を

供給する

P型 半導体

アルミの原子が正孔

（hole）を供給する



double refraction　 複 屈折

方解 石や水晶 などの光 学的 に異方性*を もつ物 質*に 、1本 の光線*が 入射* す

る と、2つ の屈折光*に 分かれるこ と。

drift chamber　 ドリフ トチ ェンバ ー

荷電 粒子に よって電離*さ れた電子*の 移動時 間（drift time）を測 るこ とで、粒 子

の位置 を調べ る装置。

drift tube　 ドリフ トチ ュ ー ブ

線形加速器*で 、電荷*を もつ素粒子*を 加速*す るのに使 うチューブ。

driving force　 駆 動 力

機 関によって タイヤ に伝達 され る力。

dry cell　 乾 電 池

電解質*が ペース ト状 の電池*。 倒 して も内部 の電解質がこぼれない。市販の乾電

池 は、陽極*に 炭素棒 、陰極*に 亜鉛、電解 質に塩化 ア ンモニウムを使 っている。

〓wet cell

duality principle　 2重 性 の原理

→wave-particle duality

ductility　 延 性

物体*を 引 っ張 った と き、破 壊 され るこ とな く線状 に延び る性質。銅 や アル ミニ

ウムは延性 に富む。

→malleability

dynamics　 力 学 、動 力学

物体*の 間にはた らく力*と 、物体の運動 の関係 を調べ る学 問。



E

〓　 真 空 の 誘 電 率

→dielectric constant

e　 電 子

→electron

e　 電 気 素 量

→elementary charge

earth　 接 地

→ground

ebullition　 沸 騰

→boiling

echo　 反 響 、 こ だ ま、 エ コ ー

音*や 電波*が 反 射*に よ っ て繰 り返 され る こ と。

eclipse　 食

天 体 が 別 の 天体 に さえ ぎ られ て 見 え る こ と。例 ：月食 、 日食 。

eddy currents　 渦 電 流

導 体*が 磁 界*中 を運 動 す る か 、導 体 を横 切 る磁 界 が 変 化 す る場 合 、 電 磁 誘 導*に

よ って 、 導 体 内 に渦 状 の 電 流*が 流 れ る こ と。 この 電 流 は、 磁 界*に 対 して垂 直 な

面 内 を 渦 の よ う に輪 を描 いて 流 れ る 。 渦 電 流 の 向 きは 、 レ ン ツの 法 則 よ り、 外 界

の 変 化 を妨 げ る向 きに生 ず る。 また 、 導 体 が運 動 して い る と き、 運 動 エ ネ ルギ ー*

の 一 部 が 、 渦 電 流 に よる 導 体 中 の ジュ ー ル 熱*に 変 化 す る。 こ の こ とを利 用 して 制

動 装 置 （ブ レー キ ） に 用 い られ る こ とが あ る。

Edison effect　 エ ジ ソ ン 効 果

→thermoelectric effect



effective alternating current　 実 効 電 流

→effective value

effective alternating current voltage　 実 効 電 圧

→effective value

effective resistance　 合 成 抵 抗

→combined resistance

effective value　 実 効 値

交 流*に お い て 、 電 圧*や 電 流*の 強 さを表 わ す た め に、1周 期 につ い て の交 流 の

電 圧 や 電 流 の 各 瞬 間 の値 を2乗 し、 そ れ を平 均 して か ら平 方 に 開 い た値 を実 効 値

と い う。 電 圧 、電 流 の 実 効 値 を 、 そ れ ぞ れ 実 効 電 圧 （effective alternating current

 voltage） 、実 効 電 流 （effective alternating current） とい う。 交 流 が サ イ ン波*の と き

は、振幅*の 〓 をい う。交流電圧 に抵抗*を 負荷*と して使 う場合 、実効 電圧、

実効電流は、負荷に対して同じ作用をもつ直流電圧、直流電流に等しい。交流の

表示は普通、実効値で表わされることが多い。家庭用の100Vの 交流の振幅は

100× 〓 ＝141Vで あ る。

effective value of current　 実 効電 流 値

→effective value

efficiency　 効 率

機 械*を 動かすの に要 したエ ネルギー*（ 仕事量） 量に対 する、機械が発生す る仕

事 量*の 比 。効率 は常 に1よ りも小 さい。

effort　 （機 械 や 道具 に）加 え る 力、作 用 させ る 力

て こ*や 滑車*な ど、機械*や 道具 を使 う場合 に、動か したい物体 （荷 重（load）と

い う） に対 して、人が加 え る力 や作 用 させ る力 をい う。 てこの場合で いえば、力

点 に加 える力 のこ とをい う。

effort arm　 加 え る力 の腕 の長 さ

→effort distance



effort distance　 加 え る 力 の 腕 の 長 さ

て こ*や 滑 車*で 、 支 点*か ら力 を加 え る点 （力 点 ） ま での 長 さ。

effort force　 （機 械 や 道 具 に ） 加 え る 力 、 作 用 さ せ る 力

→effort

elastic body　 弾 性 体

→elasticity

elastic coefficient　 弾 性 係 数

→elastic force

elastic collision　 弾 性 衝 突

2物 体*が 衝 突*す る と き、 反 発 係 数*が1で あ る よ うな衝 突 。 完 全 弾 性 衝 突 と も

い う。 衝 突 前 後 で 、 運 動 エ ネ ル ギ ー*の 和 は 一 定 で あ る。

→coefficient of restitution

elastic force　 弾 性 力

弾 性体*に 外 力*を 加 え る と き、 弾 性 体 が 外 に 出す 外 力 の 反作 用 の 力*を 弾 性 力 と

い う。弾 性 力 をF、 弾 性 体 の変 形 （deformation） した量 をxと す る と、F＝kxの 関係

が あ る。 これ を フ ック の法 則*と い う。kは 弾 性係 数 （elastic coefficient） とい う。

elastic limit　 弾 性 限 界

弾 性 体*に 加 え る 力*を 大 き く して い くと、 あ る値 を超 え た と き、 弾 性 変 形 が 成 り

立 た な くな る （力 を 除 い て も変 形 が 残 る）。 この 限 界 の力 を、力 を加 え た面 の 面 積

で 割 った値 （応 力 とい う） を い う。

elastic modulus　 弾 性 率

elastic coefficientの こ と。

elastic potential energy　 弾 性 エ ネ ル ギ ー 、弾 性 力 に よ る位 置 エ ネ ル ギ ー

外 力*に よ って 変 形 した弾 性 体*の もつ エ ネ ル ギ ー 。 弾 性 力*に よ る位 置 エ ネ ル ギ

ー*を い う
。 ば ね の 場 合 、 ば ね定 数 をk、 ば ね の 伸 び をx、 弾 性 エ ネ ル ギ ー*をE

とす る と



〓

で表わせる。

elastic wave　 弾性 波

弾性 体*内 部を伝 わる、弾性振動 による波。弾 性体 のある部分で起 きた周期的 な変

形 （または振動*） が、弾 性力 のため に、次 々 と隣の点 を伝わ ってい くこと。 たと

えば固体 中を伝 わる音*は 弾性波であ る。

elasticity　 弾 性

物体*に 力*を 加 える と変形す るが、力 を取 り除 くと完全 に元の形に戻 る ようなも

の を弾性体（elastic body） あ るい は完全弾性体 とい い、変 形 を元 に戻そ うとす る性

質 を弾性 とい う。鉄 や ゴムな どはあ る力 の範囲で は弾性体 としてふる まう。弾 性

体 では、力 と変形 量 は比例 する。 これ に対 し、力 を取 り除 いて も変形 が元 に戻 ら

ないような物体 を塑性体（plastic body）といい、その性質 を塑性*（plasticity）とい う。

粘土 は塑性体であ る。

electric charge（1） 電 荷 （2）電 気 量

（1）＋ または －の電気*を 帯 びた粒、点。 ＋の電荷 を正電荷 、－の電荷 を負電荷 と

い う。

（2）帯 び てい る電気*の 量 。電荷 の電気 の量。単位 はC（ クーロ ン）で 表わす。 日

本 語で 、「電荷」 とい う場合、電荷 その もの と電荷の電気量*と2つ の意味 に使 う

ことがある。

→magnetic charge

electric circuit　 電気 回路

導 電体*で で きた、電荷*が 通過す ることがで きる回路*。

electric conductivity　 電気 伝 導 度、導 電 率

電 流*を どれだけ容易 に流せ るかの値。 この値が大 きいと、電流が流れやすい。抵

抗 率*の 逆数であ る。電流密度*をi、 導体*中 の電界*をE、 電気伝導度*を σと

す る と、オームの法則*が 成 り立つ導体ではi＝ σEの 関係が ある。

→resistivity



electric conductor　 導 電体

金属*な どの電流*を 容易 によ く流せ る物体*。 電荷*の 導体*。 金属 には、 自由

電子があるため、電界*を かける と自由電子が移動 し、電流が流 れる （金属 の結 晶

では原子 か らい ちばん外 側の電子 が離れて 、離 れ た電子 が正 イオンの間を 自由に

動 き回 っている とい う構造 をとっている））。

→conductor

electric current　 電 流

導体 や電解質溶液 中の電荷*の 流 れ。 ＋の電 荷が流 れる向 きが電流*の 向 きで あ

る。 －の粒子の場合 は逆 向 きとなる。電流の大 きさI[A]は 、時 間*t[s]の 間に、

あ る点 を通過する電荷 の電気 量*をQ[C]と す る と〓 で定義 される。

electric dipole　 電 気 双 極 子

電 気 量*が ＋qの 正 電 荷*と 、 －qの 負 電 荷 が 距 離*Lだ け離 れ て存 在 して い る とき 、

この 対 を電 気 双極 子 と い う。 この と き、 負 電 荷 か ら正 電 荷 の方 向 を 向 き大 き さqL

の ベ ク トル を電気 双 極 子 モ ー メ ン トとい う。

electric discharge　 放 電

→discharge

electric energy　 電 気 エ ネ ル ギ ー

電 流*に よ り運 ば れ る エ ネ ル ギ ー*。

electric field　 電 界 （理 学 ）、電 場 （工 学 ）

空 間 に電 荷*を 置 くと き、 電 荷 に力 を生 じさせ る よ う な空 間 を電 界 また は 電 場 とい

う。 こ の と き、生 じた 力 を静電 気 力*、 また は 電 荷 に よ る ク ー ロ ン力*と い う。 電

界 は 向 き と強 さが あ る。 電 荷 の 電 気 量*をq、 電 界 を 〓 とす る と き、 生 じた クー ロ

ン力 〓 との 間 には 、

〓 ＝q〓

の 関 係 が あ る。qが 正 の と きは 〓は 〓 と同 じ向 き、qが 負 の と きは 〓 は 〓 と逆 の 向

きで あ る。

electric field intensity　 電 界 強 度 、 電 場 の 強 さ

→electric field intensity at a point



electric field intensity at a point　 あ る点 での 電界 強 度

電界*の 大 きさをい う。 いま、q＝1[C]の 点電荷*を 電界Eの あ る点 に置 くとき、

その電荷 の受 ける力*〓 の大 きさと向 きが、そ の点 での電界 の向 きと大 きさ （電界

強度） と定義 する。

electric field lines　 電界 の 向 きの線

電界*の 向 きと大 きさを表わす線。

electric field strength　 電 界 強 度、電 場 の 強 さ

→electric field intensity at a point

electric force　 電 気 力

電界*に 静止 した点電荷*を 置 くと きにはた ら く力*。 電荷 の電気量*をq、 電界

の強 さをEと す ると電気力はqEと なる。

electric generator　 発 電 機

力学的エ ネルギー*を 電気 エネルギー*に 変換す る装置。磁界*内 でコイルを一定

の角速度*で 回転 させ る と、 フ ァラデーの電磁誘導 の法則*に より連続 的に誘導起

電力*が 生 じる ことを利用 している。実際には コイル を回転 させ るもの と、コイル

を固定 して磁 石 を回転 させる ものがある。

electric line of force　 電 気 力線

その接線が電界*の 向 きを表 わ し、密 度*が 電場*の 強 さを表 わす 曲線。電気力線

は、電界中 に小 さい点電荷*を 置 き、 この点電荷 を静電気力*の 向 きに、少 しず つ

動 か してい くと描 ける。

electric motor　 電気 モー ター、モ ー ター

電 気エ ネル ギー*を 力学 的エネルギー*に 変 える装置。 電流*が 磁界*か ら受 ける

力 を利用す る。回転運動*を す る。

electric polarization　 電気 分 極 、誘 電 分 極

誘電分極*の こ と。

→induced polarization



electric potential　 電 位

電界*中 のあ る位 置*に おいた、1[C]の 点電荷*が もつ位置エ ネルギー*を 表わす。

単位 はV（ ボル ト）。電気量*qの 正 の電荷 を、 ある基準点Aか ら、別の点Bに 電界

に逆 らって移動 させ るとき、その仕事*がWと する と、B点 の電位Vは 〓 と

なる。

electric potential of difference　電 位 差 、電圧

2点 の電位*の 差 を電位差、 あるいは電圧 とい う。2点 間の電位の差。A点 、B点

の電位 をそれぞれ、〓、〓 とす る と、電位差Vは 〓 で表わ される。

electric power　 電 力

電気*に よる出力*を い う。電流*が 単位 時間にす る仕 事率であ る。単位はW（ ワ

ッ ト）。電気 出力Pは 、電圧*をV、 電流*をIと してP＝VIで 表わ される。電気 の

エネルギー*が 、他 のエネルギー に変換 される とき、電力に よって大 きさを表示す

るこ とがある。

electric resistance　 電 気抵 抗

電 流*の 流れ に くさを表 わす量。単位 Ω （オー ム）。 導体*の 種類 、太 さ、長 さ、

温度 によ り異 なる。導線 に電流が流 れている とき、導線の2点 間の電圧*をV、 電

流をIとすると、2点 間の抵抗Rは 〓 で与えられる。
→resistivity

electric shielding　 静 電 遮 蔽 （しゃへ い）

物体*を 導体*の 金網 や箱でおお って、外部 の電界*を さえ ぎること。電界 中に導

体 を置 くと、静電誘導*に より表面 に電荷*を 生ず るが、 この電荷 による電界が外

部 の電界を打 ち消す ため、導体内部 では電界 は0と な る。 これ を利用 している。

electrical power　 電 気 出 力

→electric power

electricity　 電 気

電荷*が 関係 して起 きる現象 を電気*と い う。

electrification　 帯 電

物 体*が 電気*を 帯 びるこ とをい う。正の電気 を帯び る帯電 と負の電気 を帯 びる帯



電があ る。別の帯電体*と の接触 による帯電、摩擦 による帯電 、静電誘導*に よる

帯 電、誘電 分極*に よる帯 電な どが ある。

→induced polarization

→electrostatic induction

electrochemical cell　 電気 化 学電 池

化学 変化*に よる電子*の 移動 を使 って、化学 的エ ネルギー*か ら電気 エネルギー

*を 取 り出す装置。

electrochemical equivalent　 電 気 化学 当 量

1[C]の 電気*を 流 して電気分解*を すると き、電極*に 析出す るあ るいは溶解*す

る原子*の グラム数。

electrode　 電 極

ある物体*に 電気*を 流す 目的で取 り付け る装置。

（1）電気 分解*に おいて は、溶液*に 接 した電極 か ら溶 液の向 きに電流*が 流れ る

（正 の電荷*が 動 く）側 をアノー ド*、陽極*と い う。 これに対 し、溶液か ら電極の

向 きに電流が流れる （正 の電荷が動 く、負の電荷が逆向 きに動 く）側を カソー ド*、

陰極*と いう。

（2）電池*に おいては、電池 の電極 か ら外 部への 向 きに電流が流れ る側 をカソー ド

といい、 この場 合 は陽極 、正極 とよぶ。外 部か ら電池の電極 に電 流が流れ る側 を

アノー ドといい、陰極 、負極 とい う。電池 の場合 と電気分解 の場 合では、 日本 で

は電位*の 高 い低 いで陽 ・陰 をい う。電池の場合 は正極 、負極 、電気分解で は陽極、

陰極 を使 った方が よい。

→anode

→cathode

electrodynamics　 電 気 力学

電荷*の 運動 を取 り扱 う学問。静電気学、静電磁気学 に対す るもの。

electrolysis　 電 気 分解 、電 解

電気エ ネルギー*を 化学変化*に 換え ること。 イオ ン*を 含 む溶液*の 容 器 に、外

部か ら2個 の電極*を 通 して電流*を 流す と、電極表面で化学変化が起 こることを

い う。 陽イオ ンは陰極 に向か って進 み、陰極か ら電子 を受 け取 って析出す る。陰

イオ ンは陽極 に向か って進 み、陽極 に電子 を与 えて析出す る。



electrolyte　 電 解 質、 電解 液

溶媒 に溶 か した ときに、イオ ン*に 分かれ る物質*を い う。溶液*は 電気伝導性 を

もち、電気分解*を 行 うことがで きる。

→electrolysis

electrolyte cell　 電 解 槽

電気エネルギー*を 化 学的エネルギー*に 換 える装置。電気分解*が 行 われる装 置。

→cell（2）

electrolytic capacitor　 電解 コ ンデ ンサ ー

陽極*に で きる酸化膜 を誘 電体*に 、電解 液*を 陰極*と した コンデ ンサ ー*。 極

性 がある。 μF（ 〓F） 級以上の比較的大容 量の コンデ ンサーを作 れる。

electromagnet　 電磁 石

焼 きな ま した鉄 （軟鉄）で作 った鉄 心を内側 に入 れて、その回 りにコイル*を 巻 き、

電流*を 流す と一時的な磁 石 となる。電流 を切 る と磁石 でな くなる。 このような磁

石 を電磁 石 とい う。電流の大 きさを変える と磁極 の強 さが変 わるのが特徴。

electromagnetic field　 電磁 界

電界*と 磁界*を 合わせた もの。一般 に、電界 と磁界 は互 いに影響 し、 同時 に存在

してい る。 これ らを合わせて、電磁 界*と い う。2つ の界 の関係 は、マ ックスウエ

ル関係式で表わ された。

→Maxwell's reactions

electromagnetic force　 電磁 力、電 磁 気 力

磁 界*や 電界*に 基づ く力*の 総称 。電磁界*内 の電荷*や 磁荷*が 、電界や磁界

か ら受 ける力 をい う。電荷 どう しや磁荷 どう しにはた ら くクーロン力*や 、電流*

が磁界か ら受 ける力 など。い ま、電流Iが 磁界Hに 対 し垂直 に流 れていると き、長

さLの 導線 の受 ける電磁力の大 きさFは 、F＝ μIHL（ μは透磁率）で表わ され る。

electromagnetic induction　 電磁 誘導

コイル*を 貫 く磁 束*ま たは磁 界*の 変化 によって、 コイル内 に誘導起電力*が 生

じて、電流 （誘導電 流）が流 れる こと。誘導 起電力 の向 きは、 コイル内 を貫 く磁

束の変化 を妨げ る向 きであ る （レンツの法則*）。



electromagnetic interaction　 電 磁 相 互 作 用

電 磁 界*と 荷 電 粒 子 、 あ る い は 光 子*と 荷 電 粒 子 との 間 の 相 互 作 用*。 電 磁 力*で

あ る 。 原 子*内 で電 子*の 軌 道*を 保 っ た り、 分 子*が 結 合 した りす るの は この 相

互 作 用 に よる 。

→interaction

electromagnetic radiation　 電 磁 放 射

電 磁 波*を 放 射*す る こ と。

→electromagnetic waves

electromagnetic spectrum　 電 磁 （放 射 ） ス ペ ク トル

電 磁 波*の*ス ペ ク トル 。

→electromagnetic waves

（図22）



electromagnetic waves　 電 磁 波

電界*が 変 化す る と磁 界*が 変化 し、

その磁界の変化が電界 の変化 を誘導す

る。 こう して電界 と磁 界の振 動*が 光

*の 速 さ*で 空間 を伝 わ ることを、電

磁波 または電波 とい う。電磁波 は横波*で あ り、電界 と磁界の振動方 向は互い に垂

直 であ る。光 も電磁波 に含 まれ る。電磁波 はマ ックス ウェルに よ り、数式 的に存

在が予測 された。後 にヘ ルツの火花放電 の実験 によ り、その実在が確認 された。

→Maxwell's relations

electromagnetics　 電 磁 気 学

→electromagnetism

electromagnetism　 電磁 気 学

電気*的 な現象 や磁気*的 な現 象 を対象 とする学問。静電気学、静磁気学、電気力

学 に分 け られる。電磁気学 の基本法則 はマックス ウェル方程式*で あ る。

electromotive force (EMF)　 起 電 力

電気 回路*に 電流*を 流 す原因 とな る もの。 回路*の 場合 は、 ある部分の電 位差

（電圧*） が起 電力 である。電池 では電流が流れ ていない ときの電池 の＋極 と－極

の間の電 圧である。熱起電 力*、 誘導起電力*な どがある。

→induced electromotive force

electron　 電 子

素粒 子*の ひとつ。記号eで 表わす。負の電荷 を もち、電気量1.602× 〓C、 質

量*9.110× 〓kg、 ス ピン*1/2の 粒子。原子核 の まわ りに分布 し、原子 を構成 し

ている。

electron arrangement　 電 子 配 置

→electron configuration

electron avalanche　 電 子 な だ れ

荷電粒子が電界*で 加速 される とき、電界が強 い と気体 と荷 電粒子の衝突*に よっ

てイ オ ン*が で き、 この イオンが また加速 されて気体 をイオン化 し、雪なだれの よ

うにイオ ンと電子*が 発生す る現象。放射線*の 検 知に使 うGM管*（Geiger-M〓ller

（図23）



tube）はこの現象 を利用 して 、 α線*や β線*な どに よる わずか な電離 イオ ンを、

測定可能な電流パルスへ と変化 させる。

electron beam　 電 子 ビーム、電 子 線

真空中で電子*が 集 まって流れるこ と。電子のエ ネルギーと方 向はほぼ同 じである。

陰極線*も 電 子線 のひ とつ。

→cathode rays

electron capture　 電 子捕 獲

原子核崩壊*の ひ とつ。原子核*内 の陽子*が 、軌道*中 の電 子*を ひ とつ吸収 し

同時にニュー トリノ*を 放出する現象。K殻 （原子核 に一番近 い電子軌道）の電子

を吸収 する ときはK捕 獲*と いう。

electron cloud　 電 子雲

→electron cloud model

electron cloud model　 電子 雲 モ デル

原子*の 中の電子*の 状態 を雲で表わすモデル*。 電子が原子核*の 回 りを円運動*

を してい る粒 子であ る とい うモ デルに対 し、電子雲 モデ ルで は、電子 を確率 的な

波 で表 わ し （波動 関数*と い う）原子核の まわ りに確率的 に分布 してい る雲の よう

な状態 だと考 える。 このモデルで は、電子 の位置 は、特定の 一箇所 にあるのでな

く、いろいろな位置 に確率で表 わされる割合で存 在 している と考える。

electron configuration　 電 子 配 置

原子*や 分子*中 での、電子*の 軌道*に お ける電子 の入 り方。電子が とりうる軌

道 はい くつ もあ るが、各軌道 に何個の電子 が入っているか をい う。

electron device　 電 子 素 子

電気回路*で 、電子*の 動 きを利用 する素子*。 真 空管*や トランジスタ*な ど。

electron diffraction　 電 子 線 回折

電子*を 数万Vの 電圧*で 加速 して結晶*に 当て ると、X線*の 場合 と同 じよ うに

回折*し 、回折像*が み られ る。 これを電子線回折 とい う。電子線 が波動 として振

舞 って いる証拠であ る。

→de Broglie matter wave



electron gun　 電子 銃

電子顕微 鏡や ブラウ ン管*の 中で、電子*を 放出*す る装 置。熱電子*を 放出す る

部分 と、電 子 を加速 し線状 にす るための制御用の磁界*あ るいは電界*の 発生装置

（電子 レンズ という） か らなる。

electron microscope　 電子 顕 微鏡

高電圧 で加 速 した電子 ビーム*を 試料 に当て ると、電子線 回折*に よ り回折波がで

きる。これ を、電界*ま たは磁界*を かけて レンズ*の ように集め た り拡大す るこ

とに よ り、ス ク リー ン上 に拡大 して示 す装置 。 この とき使 う電界 または磁界 を、

静電 また は電磁 レンズ とい う。光学顕微 鏡で使 ってい る可視 光線の倍率 が数千倍

で あるの に対 し、電子顕微鏡 では数十万倍 まで可能であ る。

→electron diffraction

electron orbit　 電子 軌 道

電子*の 運動す る道筋。

electron pair creation　 電 子対生 成

空 間にγ線*な どの高エ ネルギーの光子*が 入射 する とき、1個 の光子が消滅 して

電子*と 陽電子*が 同時 に発生 する こと。 これは、エ ネルギー*が 物質*に 転換 し

た こ とを意味す る。

electron shell　 電子 殻

原子核*の 回 りで電子*が 運動 してい る軌道*。 電子 雲*で おお われた殻 の ような

部分。 内側 か らK, L, M, N… 殻 の名前 がついてい る。各殻 に入 りうる原 子の数 に

は制 限が あ り、K, L, M, N… の順 に2, 8, 18, 32...となっている。

electron spin resonance (ESR)　 電子 ス ピン共 鳴

電子*が もつス ピン*を 利用 して磁気*的 に共鳴*さ せ る こと。原子*や 分子*中

の電子 に、外部 か ら振動*す る磁界*を かけ ると特定 のエネルギー準位*の ときに

エ ネルギー*を よ く吸収 し、エ ネルギー準位 を変 える。特定のエ ネルギ ー状態の と

きに共鳴的 に吸収 する ことか ら、電子 ス ピン共鳴ESRと い う。原子 ・分子 内の電

子の構造 の研究 によ く用 い られる。

electron volt　 電子 ボ ル ト、エ レク トロ ン ボル ト

記号eV（ エ レク トロンボル ト）。電子*を 電界*中 で電位差*1Vで 加速 した とき



に電子 が得 るエ ネルギー*、 または加速に要 した仕事 の大 きさをいう。電子や原子

*レ ベ ルの現 象で はエネルギーの単位 としてJ（ ジュール）の かわ りに よ く用 いら

れる。1eV＝1.6022× 〓J（ 〓eV＝1MeV） 。

electron wave　 電 子 波

粒子 が電子 である場 合の物 質波 （物 質粒子が もつ波の性質）。

→electron diffraction

electronics　 エ レク トロニ クス、電子 工 学

半導体*や 導体*な どの物質内で の電子*が かか わる現象 を研 究 し、電子装置の研

究や応用 を目指す学 問。

electroplating　 電 気 メ ッキ

電気分 解*を 利用 して、陰極*に 置 いた金属*の 表面 に電解 液中の別の金属 イオン

を薄 く付着 させ るこ と。 トタ ンは鉄 に亜鉛 をメ ッキ した もの、ブ リキは鉄 にスズ

をメ ッキ した ものである。

electroscope　 検 電器

静電気*を 検 出す る装置。 ＋や －、電気量*な どを測定す る。

→leaf electroscope

electrostatic　 静 電 気

物体*に 電荷*が とどまってい る状 態、 また は動 かない電気*。 摩擦*や 帯 電体*

との接触 、静電誘導*や 誘電分極*に よって、物体 に静電気 が生ず る。 この静電気

がある状態 を、物体 は電荷 を帯 びた （帯電*し た） とい う。

electrostatic attraction　 静 電気 引力

→electrostatic force

electrostatic capacity　 静 電容 量

→capacitance（1）

electrostatic force　 静 電気 力

2つ の電荷*間 あるいは、電界*内 に電荷 を置 いた ときに、電荷 に現れ る力。 クー

ロ ンカ*あ るい は、電荷 にはた ら くクー ロン力 とい う。2つ の電荷 を〓，〓、電荷



間の距離 をr、 電荷 にはたら くクー ロン力 をFと す る と

〓　 ただし
、〓　 （〓は真空の誘電率）

の 関係 が あ る （電 荷 に関 す る ク ー ロ ンの 法則 ）。 こ の と き、〓 と 〓 が 同符 号 の電 荷

の 場 合 は斥 力 、異 符 号 で は 引 力 と なる 。 また電 界E中 に 、電 荷qを お くと き、 ク ー

ロ ン力 はF＝qEの 関係 が あ る。

→Coulomb's law of electrostatics

electrostatic induction 　静 電誘 導

金属*で で きた導体*の 近 くに帯 電体*を 置い た り電界

*を かける と、金属 中の自由電子*が 移動 し、帯電体 に

近 い側 に帯 電体 と異種 の電荷*、 遠 い側 に同種 の電荷

を生 ずる現象 をいう。導 体で は、 自由電子 を もってい

るため、電界*を かけ るこ とによ り、電界 の＋側 に 自

由電子 が移動 し－に帯 電す る。 一方、 一側 では 自由電

子 を失 った＋の金属 イオ ンが残 るため、＋に帯 電す る。

→polarization

electrostatic potential　 静 電 ポ テ ン シ ャル

静 電 界*中 の あ る位 置 にお い た1[C]の 点 の位 置 エ ネ ル ギ ー*。 電位*。

→electric potential

electroweak theory 　電弱理論

電磁気力*と 弱 い相互作用 の力*が ひ とつの力 に統 一 される とい う理論。電弱統一

理論 と もいう。

→interaction

element　 元 素

原子*の 種類 を表 わす名称。原子核*中 の陽子*の 数が異 なる と、異 なる元素であ

る。陽子 の数が元素の原子番号*と い う。天然 には原子番号1か ら92ま での92種

類の元素が あ り、 それぞれ異 なった化学的性質*を もつ。

elementary charge　 電 気 素 量 、 素 電 荷

→elementary electric charge

（図24）



elementary colors　 基 本 的 な色

プ リズム*で 太 陽光 を分散*し てスペ ク トル*に す るとき、おお よそ6つ の基本 的

な色が見 られ る。波長*の 長 い順 に並べ ると、赤、橙 々、黄、緑、青 、紫 になって

いる。 これ は、虹 に見 られる色 で ある。虹 は太陽光が 雨滴 によって分散 してで き

る。

elementary electric charge　 電 気 素 量、素 電 荷

自然界 に存在す るすべ ての電荷*は ある値 の整 数倍 とな っている。その元 の値 を電

気素量 とい う。記号 はeを 使 う。電気素量 は、電子*ま たは陽子*の もつ電気量で、

電気量の最小 単位である。電気素量の大 きさは、e＝1.6022× 〓C。

elementary particle　 素 粒 子

物質*を 作 ってい る基本的 な粒子。原子核*を 作 ってい る粒子。以下 のよ うに分類

で きる。

（1）強 い相互作用*を す る粒 子であるハ ドロ ン族*

・バ リオ ン族 また はバ リオン*（baryon）、重粒子 ：ス ピンが1/2ま たは3/2。

例 ：陽子*、 中性子*、 Λ （ラムダ）粒子、 Σ （シグマ）粒子、 Ξ （クサ イ）

粒子

・中間子*族 または メソン*（meson） ：ス ピンが0ま たは整 数。

例 ：π中間子 、K中 間子、 η中間子

現在ではバ リオ ンはクォーク*（quark）3つ の複合粒子、 メソンはクォークと反

ク ォー クの複合 粒子 で、 グルオ ン*に よって結 び付 いてい る と考 え られてい

る。

（2）強 い相互作用 をしない粒子 である レプ トン族*（lepton）または軽粒子

弱い相 互作 用 と電磁 的相 互作 用 をし、スピンは1/2で ある。

例 ：ニュー トリノ*、 電子*、 ミューオ ン、およびそれ らの反粒子

（3）相互作用 の媒 介 をす る粒子 であるゲージ粒子*（gauge particle）

ス ピンが1。 バ リオンや クォーク、 レプ トンの間 にはた ら く相互作用 を伝 える

粒子である。

例 ：Wボ ソン（boson）*、Zボソン、光子*、 グル オン

不 安定な ものを含 める と、素粒子*の 数 は数百 に もなる。現在で は、ハ ドロンを構

成する もっ と基本的 な粒子 と して、 クォー クまたは 「基本粒子*」 が考え られてい

る。

→fundamental particle



ellipse　 楕 円、 だ 円

円を縦 や横 な ど、1方 向だけ に拡大 あるい は縮小 した もの。太 陽 を回る惑星 の運

動 （公転軌道） は楕 円である。

elongation strain　 伸 びひ ず み

伸 び ともい う。物体*に 張 力*を かけて1方 向に引 っ張 る ときの、単位 長 さ当た り

の変形量 をいう。最初 の長 さをL、 引 っ張った ときの長 さをL'と する と、伸 びeは

〓

で 表 わ され る。

emf.→electromotive force(EMF)

emission　 放 出 、 （光 の 場 合 は） 発 光

電 子*や 光 子*が 物 体*か ら放 射*さ れ る こ と。

emission line spectrum　 輝 線 ス ペ ク トル

→line spectrum

emission spectrum　 放 出 ス ペ ク トル 、 発 光 ス ペ ク トル

分 子 や原 子*が 高 い エ ネ ル ギ ー 準 位*か ら、低 い エ ネ ル ギ ー準 位 に移 る と き に、 こ

の2つ の 状 態 の エ ネ ル ギ ー の差 に相 当 す る 電磁 波*あ る い は 光*を 放 出*す る 。 こ

れ らの波 の スペ ク トル*を い う。



emitter　 エ ミ ッ タ ー

トラ ン ジス タ*で 、 電 子*や ホ ー ル （正 孔*） の 注 入側 の 領 域 を エ ミ ッ ター 、 出 力

側 を コ レク タ、 基 底 部 をベ ー ス と い う。

empirical formula　 実 験 式

実 験 デ ー タか ら求 め た 関 係 式 。

endothermic　 吸 熱 の

外 部 か ら熱*を 吸 収 す る こ と、 奪 う こ と。

〓exothermic

endothermic reaction　 吸 熱 反 応

反 応 が 進 む際 に 、 そ の物 体*や 系*が 、外 部 の 熱*を 吸 収 す る化 学 反 応 。 反 応 熱 は

外 部 か ら供給 され て い る 。

〓exothermic reaction

energy　 エ ネ ル ギ ー

あ る物 体*が 、 他 の 物 体 に仕 事*を す る こ とが で きる状 態 に あ る と き 、物 体 は エ ネ

ル ギ ー を も って い る とい う。 外 部 に 仕 事 を で き る能 力 の大 き さが エ ネ ル ギ ー の大

き さで あ る 。 エ ネ ル ギ ー の単 位 は仕 事 の単 位 と同 じJ（ ジ ュー ル ）。

例 ：位 置 に よ る エ ネ ル ギ ー*、 力 学 的 エ ネ ル ギ ー*、 運 動 エ ネ ル ギ ー 、 熱 エ ネ ル ギ

ー 、 電 気 エ ネ ル ギ ー。

energy conservation law　 エ ネ ル ギ ー 保 存 則

→law of conservation of energy

（図25）
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energy conversion　 エ ネル ギー変 換

あるエネルギー*を 別のエ ネルギ ーに変換す ること。 たとえば、振 り子*の 運動 で

は、重 力*に よる位 置エ ネルギー*と 運動 エネルギー*と の間で、相互 に変換 して

いる。

energy level　 エ ネル ギー準 位

原子*や 分子*な どが、定常状態 （安 定 した状 態）*に ある ときのエ ネルギー*の

値。 とび とびの値 を取 る。原子 がひ とつのエ ネルギー準位 か ら他 のエネルギー準

位 に移 る と、一定 の振動数 を もつ光が放 出され た り、吸収 された りす る。

→excited state

energy loss　 エ ネル ギ ー損 失

反応 や過程で失 われたエ ネルギー*の こ と。

energy principle　 エ ネル ギ ー原 理

→law of conservation of energy

energy transfer　 エ ネル ギ ー移 行、 エ ネル ギ ー伝 達

エネルギー*が ある場所 か ら別 の場所 に移動す るこ と。例 ：熱 の移動 、波 によるエ

ネルギー伝達。

enrichment　 濃 縮

化学 的 または物理 的な方法*を 使 って、特定の成分物質の濃度*を 高めるこ と。

enthalpy　 エ ンタル ピー

物体 の内部エ ネルギ ー*をU、 圧 力*をP、 体積*をVと す る ときH=U+PVを

その物体 のエ ンタル ピー とい う。物 体 を一定の圧 力の もとで膨 張 させ る と、エ ン

タル ピーの変化 は内部エ ネルギーの変化 と膨張 による外部 への仕事の和 に等 しく、

気体 に与 え られた熱量 に等 しい。

entropy　 エ ン トロ ピー

物体*の 状態 を表 わす量のひ とつ。無秩序 あるいは乱雑 さの程度 を表 わす。熱力学

の第2法 則*よ り、自然現象 はエ ン トロ ピーが増 える方向 に進 む。



equal temperament　 平 均 律

音 程*の 決 め方の方法。1オ クターブは振 動数が2倍 であ り、1オ クターブ を12

に分け る。ある音*に 対 して半音高 い音の振動数*の 比 を、〓 とする。

equation　 方 程 式

ある物 理量*や 現象の 間にあ る関係 を、式で表わ した もの。

equation of motion　 運 動 方程 式

物体*に 加 わる力*をF、 質量*をm、 物体 の加 速度*をaと する ときF＝maの 関

係 があ る。 この式 を運動方程式 とい う。 質量mの 物体 に力Fが 作 用 した と きの加

速度aは 、力Fに 比例 し、質量mに 反比例 す ることを示 してい る。 これは、ニュー

トンの運動の第2法 則*で ある。

equation of state　 状 態方 程 式

物質の一定量に対 し、圧 力 と体 積、温度の関係 を表 わ した式。

equation of state of ideal gas　 理 想 気体 の状 態方 程 式

理想 気体*に お いては、気体n[mol]、 体積V[〓]、 圧 力P[〓]、 絶対温度T[K]

の間には

PV＝nRT（Rは 気体定数。8.31J/mol･K）

の関係 が成 り立つ。 この関係式 を理想気体の状態方程式 とい う。

→ideal gas

equilibrant　 つ りあ い の力

→equilibrant force

equilibrant force　 つ りあ いの 力

物体 にはたら くあ る力*に 対 して、向 きが逆 で大 きさが等 しい力 をい う。元 の力 と

つ りあいの力の合力は0と な り、物体 が静止 している場合 は静止 の状態 を続け る。

equilibrium　 つ りあ い、平 衡

equilibrium of force　 力 の つ り あい

物 体のある点 にはた ら くい くつかの力の合 力が0の とき、これ らの力 はつ りあって

い るとい う。 またこれ らの力 のこ とを、つ りあいの力 とい う。 このと き、物体 は



静止 または等速直線運動 を続 ける。

equilibrium position　 つ りあい の位置 、平 衡 点

単振 動*に おいて、運動の 中点 （中間点）。た とえば、単振 り子*で は最下点。

equilibrium vapor pressure　 平 衡 水 蒸気 圧

容器 内な どで、水 と平衡状態 にあ る水蒸気*の 圧力*。

escape speed　 脱 出速 度

→escape velocity

escape velocity　 脱 出速 度

ロケ ッ トや宇宙船 などの物体が地球の重力*に 打ち勝 ち、地球か ら脱出で きるため

の最小 の速度*。 第2宇 宙速度*と もいう。お よそ、11.2km/sで あ る。

estimate　 見 積 る

推量で おお まかに大 きさや量 を測 ること。

ether　 エ ーテ ル

光*や 電磁波*を 伝 える媒質で、宇宙 に充満 している と考 え られた物 質。 マ ックス

ウェルはエーテ ルのひずみの状 態が電磁場 を形 成 し、 そのひずみ の状態 の変化 が

伝 わる ことによって電磁 波が伝 わ ると考 えた。 その後 、マイケル ソ ン－モ ー リー

の実験*よ り、その ような物 質はないこ とが わかった。

eV　 電 子 ボル ト

→electron volt

evaporate　 蒸 発 す る、気化 す る

液体や固体が気体 になるこ と。狭 い意味 では沸騰*は 含 まない。

evaporation　 蒸 発 、気 化

excitation　 励 起

（1）振動体 にエネルギー*を 与 えて、固有振動*を させ ること。

（2）原子*や 分子*が 、低 いエネルギー準位*か ら高いエネルギー準位 に移 るこ と。



→excited state

excited state　 励 起 状 態

原子*や 分 子*、 原子核*な どが

定常状 態*（ 安 定な状態） で存在

している ときは、量子力学*よ り、

その もつエ ネルギー*は とび とび

の （不 連続 な）値 を とる。 この

うち最 低 のエ ネ ルギ ーの状 態 を

基底 状態（ground state）、 それ以

外 のエ ネ ルギ ーの状 態 を励 起状

態 とい う。 これ らの 状態 の エ ネ

ル ギ ー をエ ネル ギー 準位*と い

う。原子や分子では、軌道*を 回

る電子*が エ ネルギー を吸収 した

り、放 出 した りする ことで別 の励起状態 に移 る。 この ときのエネルギ ーの吸 収 ・

放出*は 、光子*を 使 ってお こなわ れ、この とき一定 の振動数 をもつ光 が放 出 され

た り、吸収 された りす る （ボーアの振動数条件 ）。

exclusion principle　 排他 原理

い くつかの電子*を 含 む原子 な どで、2個 以上の電子が 、4つ の量子 数*（ 主量子

数 、方位 量子数、磁気量子数、ス ピン*量 子 数）すべ てが同 じとなる状態 を とるこ

とはで きない とい う原理*。 原 子内の電子で は、 ひとつの電子状態 には1個 の電子

しか入れない とい う原理。原子 内の電子 の配置 を決 める基礎原理 である。

exclusion principle of Pauli　 パ ウ リの排 他 原理

→exclusion principle

exhaust stroke　 排 気 行 程

内燃機 関*で 、 ピス トン*が 上昇 し、爆発後 の排気 ガス を外 部に排 出す る過程。

→internal combustion engine

exothermic　 発 熱

外部 に熱*を 放出*す る こと、与 える こと。

〓endothermic

（図26）



exothermic reaction　 発 熱 反 応

反 応 が 進 む 際 に 、 そ の物 体*や 系*が 、 外 部 に熱*を 放 出*す る化 学 反 応 。

〓endothermic reaction

expand　 膨 張 す る

→expansion

expanding universe　 膨 張 宇 宙

こ の 宇 宙 が膨 張*し 続 け て い る とす る宇 宙 モ デ ル 。 星 の ス ペ ク トル*の 赤 方偏 移*

よ り考 え ら れ た。

→Big Bang Theory

expansion　 膨 張

膨 らむ こ と。 長 さや 体積*が 大 き くな る こ と。

experiment　 実 験 、 実 験 す る

条 件 を注 意 深 く制御 し、物 理現 象 を起 こ させ る こ と。

explosion　 爆 発

圧 力*の 急激 な発 生 ま た は外 部 へ の解 放 。

exponent　 指 数

y＝ 〓 と表 わ す と き、xを 指 数 、aを 底*と い う。xに つ い て はxth powerと 表 現 す

る 。

exponential　 指 数 の

exponential function　 指 数 関 数

y＝ 〓 の 形 に表 わ せ る関 数*を い う。aは 定 数 で あ り底*と い う。

exposure　 （1）露 光 、 露 出 （2）被 曝

光*や 電 磁 波*、 放 射 線*な ど を あ び る こ と。

expression　 式 、表 示

な ん らか の 対 象 に つ い て 、 数 、 記 号 、 文字 な ど を使 っ て 表 わ した もの。



external combustion engine　 外 燃 機 関

燃料*を シ リンダー*や ター ビン*の 外で燃 やす ような熱機関*。 機関外部 で発 生

した熱*は 、一 度作業 物質*に 伝 えてか ら仕事*に 変 え る。 た とえば、原 子炉*、

ボ イラーな ど。

〓internal combustion engine

external force　 外 力

物体*外部から物体に加える力。

external work　 外 部 か らの 仕 事 、 外 か ら さ れ た 仕 事

物体*が 外部 か らされた仕事*。

extrapolation　 外 挿

ある範 囲の測 定値 がある とき、それ らの範 囲外 の未知 デー タを他 のデータ*を 使 っ

て推 定す るこ と。 グラ フの場合 は、多 くの点の近 くを通 る曲線 を引 き、知 りたい

位置 での値 を読 めばよい。

〓interpolation

eyepiece　 接 眼 レ ン ズ

→ocular lens



F

F　 フ ァ ラ ッ ド

→farad

F　 フ ァ ラ デ ー

→faraday

f-number　 f値

レンズな どで口径 に対す る焦点距離*の 比の逆数。

fact　 事 実、 実験 事 実

同じ現象を何人かで観察し、説明するときの最小の合意。

factor　 要 因

実験*に 影響 を与 える条件の こと。

Fahrenheit temperature scale　 カ 氏 温 度 目盛 り、 カ 氏 温 度

温 度*の 表示法のひ とつ。単位 〓。 セ氏温度*と の 関係 は、0℃ が32〓 、100℃ が

212〓 に対応する。セ氏 温度Cと カ氏温度Fの 変換式 は次式で表わ される。

〓

→Celsius temperature scale

falling　 落 下 運 動

→falling motion

falling motion　 落 下 運 動

物体*が 重力*に 引 かれて、下 向 きに加速度 運動*を す ること。落下の加速度 の大

きさは物体 の質量 にかかわ らず一定で、重力加速度gと い う。g＝9.8[〓]

→free fall



far infrared rays　 遠 赤 外 線

→infrared rays

farad　 フ ァ ラ ッ ド

電気容量*の 単位。記号F（ ファラッ ド）。1Cの 電気 量*が た くわえられたときに、

電位*が1V上 が るようなコンデ ンサー*の 電気容量 をいう。 〓F＝1μF（ マイ

クロファラ ッド）、〓F＝1 pF（ ピコファラッ ド）。

faraday　 フ ァ ラ デ ー

1価 イオ ン*の1molの 物質*を 電気分解*す るの に必要 な電気量*。1フ ァラデ

ーの電気量 に よって1molの 電子が陰極 に入 り
、1molの 電子が陽極か ら出て くる。

1フ ァラデーはお よそ96500C（ クーロ ン）である。

Faraday's law　 ファ ラデ ーの 法則 、 フ ァラデ ーの 電磁 誘 導 の法則

「磁界*が 変化す ると、電界*が 発生 し誘導起 電力*を 発生す る。 この電磁誘導*に

よって、回路*に 生 ずる誘導起電力の大 きさは、回路 を貫 く磁束*の 時間的変化 の

割合 に比例す る」。数式 で表現す ると、 コイル*を 貫 く磁束が ⊿tの 時間 中に⊿ Φ

だけ変化す る とき、誘導起電力の大 きさVは 、〓

Fast Fourier Transformation (FFT)　 高 速 フ ー リ エ 変 換

周 期 的 な波*を 、 い くつ か の サ イ ン波*に 分 解 す る ため の 数 学 的 手 法 。

fast breeder reactor　 高 速 増 殖 炉

核 分裂*の 際 に発 生す る中性子*を 減速 しないで、高速の ま ま核 分裂の連鎖反応*

に利用 する増殖 炉*。

→breeder reactor

fatigue　 疲 労

固体 に繰 り返 し力*を 加 えてい くと、破壊強 さが減少す る現象。 たとえば、鉄製の

針 金は一度 ではなか なか切れ ないが 、これ を何度 も折 り曲げてい ると、小 さい力

で も切 れて しま う。

Fermat's principle of least time　 フ ェ ル マ ー の 最 短 時 間 の 法 則

「光*が2点 を通 る とき、通過 時間が最小 となるよ うな経 路 （道） を通 る」 とい う

原理。1662年 にフェルマーが発表 した。



fermion　 フ ェ ル ミ オ ン、 フ ェ ル ミ粒 子

ス ピ ンが1/2、3/2な どの1/2の 整 数 倍 の値 を もつ 粒 子 （電 子*、 陽 子*、 中性 子*

な ど）。 これ らはパ ウ リの排 他 原 理*に 従 う。

→exclusion principle

ferromagnet　 強 磁 性 体

→magnetic material

ferromagnetism　 強 磁 性

→magnetic material

Feynman diagram　 フ ァ イ ン マ ン 図 、 フ ァ イ ン マ ン ダ イ ア グ ラ ム

素粒 子*の 相 互作用*に よって粒 子が生成 された り消滅 した りす る様子 を、図で 表

わす方法。

fiberglass　 ガ ラ ス 繊 維

ガラス を溶解 してか ら繊維状 に した もの。層状 に積 み重ね た もの は、断熱材 や吸

音材 として用 い られる。 また、内側 と外周部 の屈折率*を 変 えた ものは光 ファイバ

ー*と して、光*の 伝 達に使 われ る。

fiberscope　 フ ァ イ バ ー ス コ ー プ

多数の細い光 フ ァイバ ー*を 束ねて1本 の太い線 に したもの。両端面 をきれい に加

工す ることで、画像 を伝達す ることが できる。光源 と レンズ*と 組み合 わせる こと

で、 胃カメラな どの内視鏡*に 用い られる。

filter　 フ ィ ル タ ー

特定 の振動 数*の 光*や 音*、 電気 信号*な どを、通過 させ た り減衰*さ せ た りす

る装置。

first astronomical velocity　 第1宇 宙 速 度

→astronomical velocity

first law of photoelectric emission　 光 電 子 放 出 の 第1法 則

光 電 子*の 時 間 当 た りの放 出*量 は 、入 射 光*の 強 さ に比 例 す る。



first law of thermodynamics　 熱 力 学 の 第1法 則

一般 に、ある物体*や 系*が 外 か ら熱量 をもらった り、仕事が加 えられた りする と、

その分 だけ内部エ ネルギ ーが増加す る。外部か ら得た熱量*をQ、 外部 か らされた

仕 事*をW、 物体の 内部 エ ネルギ ー*の 増加量 を⊿Uと す る と、⊿U=Q+Wと

なる。熱力学 第1法 則*は 、熱 に関す るエ ネルギー保存則*を 意味する。

first-class lever　 第1種 て こ

てこ*で の回転軸*で あ る支 点*が 棒の途 中にあ り、外力*を 加 える力点 が支点*

の右側 （左側 ）に、て こ*に よる物体へ の作用 点*が 支 点の左 側 （右側 ） にある よ

うなてこ。

first-order line　 第1番 目の 線 、 一 次 の 線

回折*な どで現 れた像*や 輝線 などのうちで、中心 に一番近 い もの。中心 をは さん

で両側 にある。

fisheye lens　 魚 眼 レ ン ズ

撮 影角が180度 の レンズ*。 全 天を見 ることがで きる。

→lens

fission　 核 分 裂

原子核*が い くつ かの部分 に分裂す ること。質量数が非常 に大 きい原子核は核子1

個 あた りの結 合エ ネルギーが小 さ く、それ よ り小 さな原子核 にな った ほうが安定

なため、 中性子 の衝 突 に よって分裂 し、質量数が半分 くらいの2つ の原子核 にな

る。 この際、2～3個 の 中性子 と多量 のエネルギ ーが放 出 される。分 裂 した部分

は、元 とは別の元素*に なる。

fission neutron　 核 分 裂 中 性 子

核 分裂*の 際に原 子核*か ら放 出される中性子*。

fission product　 核 分 裂 生 成 物

核 分裂*で 生 じた元素*、 物 質*。 た とえば、 の核分 裂 によ り、

な どの元素 がで きる。これ らの元素は多 くは放射性物質*で ある。

fissionable　 （1）核 分裂 性 の　 （2）核 分 裂 性 物質

（1）核分 裂*す る性 質 または可 能性。



（2）核分裂*す る可能性 を もった物質。

→fission

fixed　 固 定 の 、 固 定 さ れ た

fixed end　 固 定 端

進行波*が 媒質*を 右 向 きに伝 わ り、その右端で反射*す る場合 を考 える。右 端の

部分が、 固定 され ていて振動*で きない状態 にな ってい るとき、 これ を固定端 とい

う。 これ に対 し、他 の媒 質部 分 と同様 に 自由に振動 で きる場 合 、 これ を 自由端

（free end）とい う。波 が固定端で反射す る場合 は、反射波の位相*が πず れる （た

とえば山*な ら谷*に なる）の に対 し、 自由端 では位相 はその ままである。 また、

反射で、定常波*が で きる ときは、固定端 は節*に なる。 た とえば、一端が 閉 じた

気柱*の 振動 では、閉 じた側 が固定端で、開いた側 が自由端 である。

fixed points　 （温 度 の ） 定 点

水 が凍 る温度*で あ る0℃ や 、沸騰*す る温度 であ る100℃ な ど、温度 の較正*の

際 に使 う標準的 な温度の定点。純 粋 な物 質*の 融点*や 沸点*が 使 われる。

→calibration

fixed pulley　 定 滑 車

中心 に軸*を もつ 回転

で きる円盤 で、円盤 の

外周部 に糸 やひ もを取

り付 けて、物体*を 動

かすのに使 う装置 を滑

車*ま た はプー リー と

い う。滑車 の軸 を天井

な ど他の物体*に 固定

した もの を定滑車 とい

う。糸 を介 して物体 を引 く。物体 を引 く張力*は 物体 の重力*と つ りあう。 これに

対 し、軸 に物体 をぶ ら下 げて、糸 を引 くと滑 車が 移動 で きるよ うに した もの を、

動 滑車（moving pulley）とい う。動滑車 では、物体 の重力 に対 し、引 く力 は半分 と

なるが、定滑車 の場 合の2倍 の長 さを引 く必要が ある。

（図27）



fixed star　 恒 星

い わゆ る星 の こ と。高温 の物質が 重力 に よって集 まっていて 、 自ら放射 を出 し、

輝いている。太陽 も恒星の ひとつ。

flammable　 可 燃 性 の

燃 えやすい こと。酸素 と反応 しやすいこ と。

flash point　 引 火 点

気体や液体の蒸気*に 炎が触れたときに、炎を出して燃え出す最低の温度。

Fleming's law　 フ レ ミ ン グ の 法 則

（1）フ レ ミ ン グの 左 手 の 法 則 （left-hand rule）

磁界*に 導線を置き電流*を 流すとき、磁界の向き、電

流の向き、電流が磁界内で受ける力の向きは、互いにそ

れぞれ垂直である。これを電流の向きは左手の中指に、

磁界の向きは人指 し指に対応させると、導線に生ずる力

の向きは、中指と人差指に垂直に立てた親指の向きにな

る。

（2）フ レ ミン グの 右 手 の 法 則 （right-hand rule）

磁界に垂直に置いた導線を磁界と垂直に動かすとき、誘導電流*は 磁束*の 変

化をさまたげる向きに流れる。導線の運動方向を右手の親指、磁界の向きを人

差指に対応させると、誘導電流の向きは、親指と人差指に垂直に立てた中指の

向きに生ずる。

floppy disk　 フ ロ ッ ピー デ ィ ス ク

ポリエステル などの上 に磁性体*を 塗った柔軟性 のある円盤。 コンピュー タ*の デ

ー タ*をS極*とN極*に 変換 して記録す る。

flow　 流 れ

flow chart　 フ ロ ー チ ャ ー ト、 流 れ 図

作業の手順を記号と文字を使って図に表わしたもの。

fluid　 流 体

液体や気体など流れることができる物質*。外からの力に対して自由に形が変わ

（図28）



る 。

fluorescence　 ケ イ 光 、 蛍 光

→fluorescent

fluorescent　 ケ イ 光 の

紫外線*や 可視光線 な どを物質*に 当てた とき、元 と異 な った波長*を もつ光*を

発す る ことがあ る。 この と き、当て た光 を消 す と発光が消 える ものをケ イ光 とい

い、元の光を消 して も しば ら く光っている （残光） もの を リン光（phosphorescence）

とい う。 これ らは、分子*や 原 子*が 当てた光で励 起*し たあ と、元の状態 に戻 る

ときに発する光で、 その過程 で一部のエ ネルギー*を 格子*の 振動*と して失 うた

め、当てた光 よ り波長が長 くなる。ケイ光 または リン光 を発 する物質*を ケイ光体

（phosphors）という。

fluorescent light　 蛍 光 灯

ガラス管内にアルゴンと水銀の蒸気を入れた低圧放電管。水銀蒸気の放電*に より

発生する紫外線*を 、蛍光物質で可視光*に 変換して使う。

flux　 磁 束

→magnetic flux

flux meter　 磁 束 計

磁束*を 測 る装置。電磁誘導*の 法則 を原理 としている。

flywheel　 は ず み 車 、 フ ラ イ ホ イ ー ル

回転 の慣性*（ 回転モ ーメ ン ト） の大 きい輪 。外力 を受 けて も、回転速度への影響

が 少ない。エ ンジ ン*な どで 、回転*を 保 存 した り動作 を滑 らか にする ために使

う。

focal length　 焦 点 距 離

レンズの 中心か ら焦点*ま での距離。

→focus

focal plane　 焦 平 面 、 焦 点 面

→focus



focal point　 焦 点

→focus

foci　 焦 点

focusの 複 数 形 。

focus　 焦 点

光 軸*に 平行 な光線*を 、 レンズ*や 鏡 にあて るとき、光 軸 を通 る1点 に集 まる。

この点 を焦 点 とい う。 レンズの中心 から焦点 までの距離 を焦点距離（focal length）と

い う。 凸 レ ンズ*で は正 、凹 レン

ズ*で は負 に取 る。 また、焦 点 を

通 り光軸 に垂直 な面 を焦平面（focal

 plane）とい う。 レンズで、物体*か

ら レンズ まで の距離 をa、 レ ンズ

で生 じた像 か らレンズ まで の距離

をb、 焦 点距離 をfと す ると

〓 （倍率は〓 ）
とな る 。

force　 力

物体*の 速度*を 変 えた り、物体の形や体積 を変 える原 因 となる ものを力 とい う。

force of gravitation　 重 力

（1）地球上の物体*が 地球 から引かれ る万有引力*。

（2）質量*の ある物体 どう しにはたら く万有引力。

force of inertia　 慣 性 力

→inertial force

forced oscillation　 強 制 振 動

→forced vibration

forced vibration　 強 制 振 動

振動体 に、周期 的な外 力*を 加 えて、振動*さ せ る こと。 これ に対 し、振 動体 が 自

（図29）



由な振動 をしている状態 を固有振動*ま たは自由振動*と い う。固有振動 と強制振

動 に よる振動数*が 等 しい と き、振動体 は共振 ・共鳴*す る。

→characteristic vibration

→free vibration

→resonance

formula　 （1）公 式　 （2）化 学 式

（1）物理量*や その 間に成 り立つ 関係 を表 わ した式。

（2）元 素記号 を用 いて物 質*の 化学 組成 を表 わ した式。 分子式、示 性式、構 造式、

実験 式な どが ある。

formula weight　 式 量

化 学式*中 の成分原子の原子量*の 総和。

forward bias　 フ ォ ワ ー ドバ イ ア ス

PN接 合*の 半導 体*に 、接 合部 を通 過す る電子*が 増 えるよ うに電圧*を かけ る

こ と。

fossil fuel　 化 石 燃 料

石炭、石油、天然 ガス などの太古の生物が変化 してで きた燃料*。

Foucault pendulum　 フ ー コ ー の 振 り子

地 球上で糸の上端 を固定 し、下 にお もりをつ けた振 り子 をつ くり、 これ を振 らせ

る と振 動面が地球 の 自転 の影 響 を受 けて回転す る。 これ を利用 して、地球 の 自転

の影響 を調べ ることがで きる。 こうした振 り子 をフー コーの振 り子 という。

Fourier analysis　 フ ー リ エ 解 析

Fourier transform　 フ ー リ エ 変 換

Fourier transformation　 フ ー リ エ 変 換

→Fast Fourier Transformation

frame of reference　 座 標 系

→coordinate system



Frank-Hertz experiment　 フ ラン ク ・ヘル ツの実 験

原子*の エネル ギー準位*が 不連続 な （とび とびの）値 を とるこ とを示 した実験。

水 銀蒸気 中で電子*を 加速 させ た ところ、4.9V増 える ごとにエ ネルギー*を 失 っ

た電子が観察 され た。 これは、電子のエ ネルギーが4.9eVに 達 したところで水銀

原 子 にそのエ ネルギー を吸収 される ことを意 味す る。 この ことか ら、水銀原子 の

エ ネルギー準位 の差は4.9eVで ある といえる。

Fraunhofer lines　 フラ ウ ンホー ファ ー線

太 陽光 のスペ ク トル*に あ る暗線（dark line）をい う。 これ は太陽光の中の特定 の波

長 の光が 、太 陽表面 の水 素、ナ トリウム、 カルシ ウム、鉄 な どや地球 の大気 中の

分子*に よって吸収 され ることでで きる。

→absorption spectrum

free electron　 自由 電子

金属*で は、金属結晶の 中を＋イオ ンが整 然 と並 び、その間 を金属原子 か ら飛び出

した電子*が 自由 に移動 している。 この自由に動 き回る電子 を自由電子 という。

free electron laser　 自由電 子 レーザ ー

原子*に 束縛 されない自由電子*を 使 った レーザー*。

free end　 自由端

→fixed end

free fall　 自 由落 下

地球 の重力*以 外 に物体*に 外 力*が はた らか ない ときの落 下運動 。物体 をただ離

したときの運動。

free oscillation　 自由 振動

→free vibration

free vibration　 自由振 動

振 動体 が 自由な振 動 をしている状態。

→character vibration

〓forced vibration



freezing　 凝 固

液体*が 固体*に なる こと。 これは冷 やされて熱 エネルギ ー*を 失 った分子が 、分

子 間力*に 捕 え られるためで ある。

→solidification

freezing point　 凝 固 点

液体*が 固体*に 変わる温度 。液体の凝固が は じまって か ら凝 固 し終 わるまでの温

度 。

frequency　 振 動 数、 回転 数、 周 波数

振 動体 が1秒 間 に振動*す る回数 を振動数 とい う。単位 はHz（ ヘ ル ツ）。振動体 の

代 わ りに、回転体 の場合 を回転 数、交流*の 電流*な どの電気*的 な振動の場合 を

周 波数 とよぶ。

frequency modulation(FM)　 周波 数 変 調

信 号*の 変調法 のひ とつ。送 りたい信号の変位*を 、搬送波*と い う高い振 動数*

の波*の 振動数 に変換 して送 る方法。 日本のFM放 送 はこの方式。

frequency-modulated(FM)　 周波 数 変 調 さ れた

friction　 摩 擦

2つ の物体が接触 しなが ら相 対的 に運動*す る とき、相 手の運動 を妨 げ ようとする

力 を摩擦 力 とい い、 この現象 を摩擦 という。物 体の接触 す る表面 に凸凹が あった

り、固い物体 が くい こんだ りするこ とが原 因である。

→sliding friction

→static friction

fuel　 燃 料

燃やす こ とで熱 を発生 し、その熱 をエ ネル ギー*に 変 えて利用 で きる物 質*。 酸化

反応で熱 を発生する。原子炉*用 の 「核燃料」 をさす場合 もある。

fuel cell　 燃料 電池

正極*に 酸素や空気、負極*に 水素や炭化水素 な どの燃料 を用 い、電極 の間 に電解

質 を満 た して、化学 的に電気 エネルギー*を 取 り出す気 体型電池。燃料*を 補 給す

ることで、連続 して使 用で きる。



fuel injection　 燃 料 噴 射

デ ィー ゼ ル エ ン ジ ン*な どで 、 燃料*を 霧 状 に して 、 燃 焼 室 内 の 圧 縮 空 気 に直接 吹

き付 け る こ と。

fuel rod　 燃 料 棒

原 子 炉 で反 応 させ てエ ネ ル ギ ー*を 取 り出 す ウラ ンな どの核 分 裂 性 の物 質 。

fulcrum　 支 点

て こ*で 、 回 転 の 軸 と な る点 。

function　 関 数

変 数*xの 変 化 に対 して 、yの 値 が決 ま る と き、yはxの 関数*で あ る とい う。

fundamental　 基 本 の

fundamental frequency　 基 本 振 動

固 有振 動*の うち 、一 番 小 さい振 動 数*を もつ 振 動*。

→character vibration

fundamental oscillation　 基 本 振 動

→fundamental frequency

fundamental particle　 基 本 粒 子 、基 本 素 粒 子

物 質*を 構 成 して い る 基 本 的 な粒 子 。 素粒 子*を 構 成 して い る も っ と基 本 的 な粒 子

で 、次 の よ う に分 類 で きる。

（1）ク ォー ク*（quark）

ス ピ ンは1/2で 、 強 い 相 互 作 用*に 関係 した 色 （color）と、 弱 い相 互 作 用 に 関係

した 香 り（flavor）を もつ 。 こ の た め 、 強 い 相 互 作 用 ・弱 い 相 互 作 用 ・電 磁 相 互

作 用*を 行 う。 電荷*は ±2e/3ま た は ±e/3を もつ 。 ア ップu、 ダ ウ ンd、 ス ト

レ ンジs、 チ ャー ムc、 トップt、 ボ トムbの6種 類 の ク ォ ー クが あ る。

（2）レプ トン*（lepton）

ス ピン は1/2で 、 弱 い 相 互作 用 に関係 した香 り（flavor）だ け を も ち、 弱 い相 互 作

用 ・電 磁 相 互 作 用 を行 う。 電 荷 は0ま た は ±1を もつ。

例 ：ニ ュ ー トリノ*、 電 子*、 ミュー オ ン、 お よび そ れ らの 反 粒 子*

（3）ゲ ー ジ粒 子*（gauge particle）



ス ピンは1の 整数倍で、素粒子の相互作用 を媒介す る粒子。

例 ：Wボ ソン*、Zボ ソン、光子*、 グルオン*

→elementary particle

→interaction

fundamental unit　 基 本 単 位

物理量*を 表 わす単位*の 中で、基本 として選 ばれた単位 。現在、一般に認め られ

ている国際単位系*（SI） で はm, kg, s, A, K, cd, molを 基本単位 としている。

〓derived unit

fuse　 ヒュ ー ズ

回路*が 短絡 （シ ョー ト） した り、過大電流が流 れた とき、回路 を遮 断する装置。

電 流回路 の保護 、安全 のための もの。合金製の線 や薄板で 、一定以上の電 流が流

れる と融ける。

fusion　 （1）融 解　 （2）核 融 合

（1）固体 が熱あるいは圧力を与 え られて液体 に変 わるこ と。融 けること。

（2）軽 い元素*の 原子 核*が 結 び付 いて 、質量 数*の 大 きい別の元素 の原子 核 を作

る こと。質量数の非常 に小 さい原子核 は大 きな原子核 にな った ほうが安定 なので 、

核 融合 しやすい。最初の質量 と、後の質量の差 がエネルギー*に 変換 され る。太陽

のエ ネルギーは核 融合に よる。



G

g　 グ ラム

質量*の 単位 。kgの1/1000。4℃ の蒸留水1〓 の質量 とされて いるが 、現在 で

はキログラム原器 を基準 としている。

g　 重 力加 速 度

→gravitational acceleration

G　 ギ ガ

→giga

galactic system　 銀 河 系

→galaxy

galaxy　 銀 河

多数の恒星*、 ガス、星 間物 質か らなる巨大 な集 団。楕 円型 、渦巻 型、不規則型 に

分 け られる。1000億 ほどの星が直径5万 光年 くらいの円盤状 に散 らばっているの

が多 い。われ われの太陽系 の属す る集 団を銀河系（galactic system） とよび、銀河系

と同等 な他 の集 団 を銀 河 とい う。 銀河 の こ と を、銀 河系外 星 雲 （extragalactic

 nebula）または系外銀河 ともいう。

Galilei transformation　 ガ リ レイ変 換

ひ とつの慣性系*で のあ る点の座標*を 、 それ と等速度*で 移動 してい く別の座

標系 に移す操作 。変換後 の座 標系 も慣性 系 となる。ニ ュー トン力学で は、 ガ リレ

イ変換 して も同 じ物理法則 （運動方程式*な ど） が成 り立つ とした。相対性原 理

を表 わす。

→inertial system

galvanometer　 検 流 計

μA以 下の、微 小電流 を測定す るための電 流計 。弱 い電 流に対応す るよう、特別

な構造 ・部品か らなる。



gamma decay　 γ崩 壊

原子核*が γ線*を 出す こと。崩壊*と ついているが、原子核 自体 は崩壊 しない。

α崩壊*や β崩壊*で 原子核が 不安定 な状態 とな るが 、それ に伴 って原子核 が余

分 なエネルギ ー*を 光子*の エネルギ ーの形 で放出*し 、安定 な状 態に移 るのが

γ線 の発 生の機 構 である。 γ崩壊 で は、原子 の質量 数*、 原子番号*は 変化 しな

い 。

gamma radiation　 γ線 放 射

γ線 を放 出す るこ と。

gamma(γ)ray　 γ線

原子核*の 崩壊*、 核反応*、 素粒子*の 反応 な どの際 に生ず る、 きわめて波長*

の短 い電磁波*を 「γ線」 とい う。波長 はお よそ、 〓 以下 。高エネルギ ーの

光子*で 、透 過力 がX線*な どに比べ て はるか に強 い。 γ線 を放 出す るこ とを

「γ線 放射」 とい う。原 子核 の場 合 は、 α線*、 β線*と 伴 って 出るこ とが多 い。

また、素粒 子で は、空 間中に γ線 を照射す ることで、素粒子 の対 生成*、 対消滅*

が起 きる。電離 ・写真 ・蛍光作用 は3つ の放射 線の うち最 も弱 いが 、透 過力 は最

も強 い。

gas　 気 体
一定 の形 を もたず

、温度*変 化や圧力*変 化 で簡単 に形 を変 えられる物 質*の 状

態*。 分子が1つ1つ ば らば らにな り、さまざまな速 さで さまざまな方 向に飛 び回

ってい る。分子 間 には ほ とん ど引力 が はた らかず 、分子 間の距 離が大 きいの で、

圧縮 ・膨 張 しやすい。一般に、固体 を温度 を上 げてい くと、液体 、気体 となる。

gas constant　 気体 定数

理想 気体 の状態方程式PV=nRTに お ける比例定数R。 記号で表 わす。R=8.314

J/K・mol。 圧 力がP、 体積がV、nは モル数 、絶対温度 はT。

→general gas law

gas laser　 ガス レーザ ー、気 体 レー ザ ー

気 体 を使 った レーザ ー*。 気体 の放電 に よる励起 を利用す る。固体 レーザー と異 な

り、連続 発振が可 能で、放 出*さ れる光*の 波長*の 幅が狭 い。例 ：He-Neガ ス

レーザ ー （赤色）。

→laser



gasoline engine　 ガ ソ リンエ ン ジ ン

ガ ソリンを燃 料*に 用 いる内燃機関*。 ガソ リンエ ンジ ンでは燃料 と空気 の混合気

を シリンダー*に 引 きこんで、電気火花 を使 って爆発 させ る。 この爆発 による仕

事 を動 力 として取 り出す。

→internal combustion engine

gauge particle　 ゲ ー ジ粒 子

→fundamental particle

Gauss' law　 ガ ウ スの法 則

ある曲面を貫 く電気力線*（ または電 束）の本数は、 曲面 内の電気量*に 等 しい。

あるいは、q[C]の 正電荷 か ら出る （また は不電荷 に入 る）電気 力線 の総 数Nは 常

にN＝4πkq本である（kはクーロンの法則*の比例定数。k＝9×〓 ）。
これ は、クー ロンの法則*の 別 の表現法であ る。

→Coulomb's law of electrostatics

Gay-Lussac's law　 ゲ イ ・リュサ ッ クの 法 則

「圧 力*が 一定 の とき、一定量の気体の体 積は温度が1℃ 上昇す るごとに0℃ の と

きの体積 の1/273ず つ増加す る。す なわ ち、気 体の種類 にかか わ らず、気体の熱

膨 張率*は 一定で ある」。 これ は、 シャルルの法則*の 別の表現法であ る。

→Charles' law

gear　 ギ ア、歯 車

回転円盤 や円筒 に、切込 み （歯 ） を入れた もの をい う。他 の歯車の切込 み と噛み

合わせ て、力 や回転運動 の伝達 、回転数の変換 などに使 う。

Geiger counter　 ガ イ ガー カ ウン タ ー

→Geiger tube



Geiger tube　 ガ イ ガ ー 計 数 管

放射線*の 入射*を 管 内の気体 の

電離作用 を利用 して測定す る管 の

こ と。 ガ イガー ・ミュー ラー管 、

また はGM管 と もい う。 また 、

GM管 を使 って、放 射線 の入射 数

を計数する装置 をGM計 数管 とい

う。GM管 内 には、中心部 に針状

陽極 、管外周 部 （金属 の円筒）側

が 陰極*、 管 内 に低 圧 アルゴ ンガ

スを入 れ、1000V程 度 の電圧*を かける。放射線が 入射す る と、管 内のガスが電離

され、 この とき飛 び出 した電子*が 、次 々 と気体 に衝突 し電離 させ て電子 なだれ*

とな り、大 きな電 流パルス*を 生ず る。 このパルス を計数器で測 る。

Geiger-M〓ller counter　 ガ イ ガ ー ・ミ ュ ー ラ ー 計 数 管

→Geiger tube

Geiger-M〓ller tube　 ガ イ ガ ー ・ミュ ー ラ ー 計 数 管

→Geiger tube

general gas law　 気 体 の 一 般 法 則

理想気体*1molの 状態方程式 をいう。1molの 理想気 体の体積*をV、 圧力*を

P、 絶対温度*をT、 気体定数*をRと す ると次の関係式が成 り立つ。

PV＝RT

つ ま り、一定量 の理想 気体 で は、 温度が一定 の と き、圧 力 と体積 は反比例 す る。

なお 、 これ を拡張 す る とn molの 気体 につ い ては気 体 の量 がn倍 とな るの で、

PV＝nRTと なる。 これ を、気体 の状態方程式 とい う。

general theory of relativity　 一 般 相 対 性 理 論

特殊 相対性理論*を 一般化 して拡張 した理論*。1915年 にアイ ンシュタイ ンが発

表 した。慣 性系*、 非 慣性系 にかか わらず物理法則が 同 じ形 を取 らねばならない立

場 か ら、万有 引力 を取 り扱 う。時 間 と空間が幾何学 的 に時空*を 作 ってい るとさ

れる （リーマ ン空 間とい う）。 ここでは、万 有引力 も時空の幾何学 的性質の現れだ

とされる。

→special theory of relativity

（図30）



generator　 発 電 機

力学的 エネルギー*を 電気エ ネルギ ー*に 変 え、電流 を発生 させ る装置。導体 の

回転運動*に よる磁界*（ 磁 束）の変化 か ら、誘導起電 力*で 電流 を得 る。直流

発 電機 と交流発 電機 に分け られる。

→induced electromotive force

geodesic　 測 地 の

geodesic line　 測 地線

曲面状 の2点 を、曲面 に沿 って最短 で結ぶ 曲線。

geostationary satellite　 静 止 衛 星

赤道上空 にあ り、地球 の自転*方 向 に、地球の周期*と 同 じ24時 間で軌道*を 回

る人工 的な天体。地球 か ら見 る と止 まって見 える。赤道上空約3.6万kmの 位 置に

あ る。天気予報 に、 また通信の中継点 として利用 されている。

geothermal energy　 地 熱 エ ネル ギ ー

地殻内の高温部か ら得 られ る熱エ ネルギー*。 地熱エ ネルギー を利用 して電気*を

得 ることを、地熱発 電（geothermal generation）とい う。

GeV　 ゲ ブ、ギ ガ電子 ボル ト

→gigaelectronvolt

giga　 ギ ガ

〓 のこと。例 ：1GΩ ＝〓

gigaelectronvolt　 ゲ ブ、 ギ ガ 電 子 ボ ル ト

記号はGeV。1GeV＝〓 ＝1.602×〓 。

glare　 ま ば ゆ く光 る こ と、 ぎ らぎ ら光 る こ と

gluon　 グル オ ン、 グル ー オ ン

強 い相互作用*の 力 を伝達 する素粒子*。 質量*0、 電荷*0、 ス ピン*は1で 、

カラー（color）の異 なる8つ の状 態があ る。 ク ォーク*を 結 び付 ける接着剤 の役割

を果 たす。 グル オ ンどう しで相 互作用 し、グル オンによる力 は、距離 が小 さい と



弱 く、 離 れ る と強 くな る と い う性 質 を もつ 。

→elementary particle

→interaction

GM counter　 ガ イ ガ ー ・ミ ュ ー ラ ー 計 数 管

→Geiger tube

GND　 接 地

→grounded

gram atom　 グ ラ ム 原 子

1molに 相 当す る原 子*の 量 や体 積*。 原 子 量 に グ ラム をつ け た ものが 、 質 量 で 示

した1グ ラ ム原 子 。

gram equivalent　 グ ラ ム 当 量

化 学 反 応*に お い て 、 電 子*1molを や り取 りす る の に 要 す る物 質*の 量 。

gram-atomic weight

→atomic weight

gram-weight　 グ ラ ム 重

1gの 質 量*に は た ら く重 力*の 大 き さ を1g重 とす る 。 記 号 はgwま た はgf。1

gw＝0.0098N

graph　 グ ラ フ

2つ 以 上 の 測 定値 の 関 係 を、 点 や 曲 線 を使 っ て 図 に示 した もの 。

grating　 回 折 格 子

→diffraction grating

grating constant　 （回 折 ） 格 子 定 数

→diffraction grating

gravitation　 （1）重 力　 （2）万 有 引 力

（1）重 力 →gravity



（2）万 有 引 力

→universal gravitation

gravitational acceleration　 重 力 加 速 度

地 球 の 重力*に よ っ て 、 物 体*に 生 ず る加 速 度*。 す べ て の 物 体 に対 して 等 しい 。

記 号gで 表 わす 。g＝9.8〓 。

gravitational constant　 万 有 引 力 定 数

→universal gravitational constant

gravitational filed　 重 力場

質量*に よって、歪 ん だ空 間。 ここに他の 質量 をお くと、万 有引力*を 生ず る。

地球の周囲 も物体 に重力が作用 している重力場で ある。

gravitational force　 重 力

→gravity

gravitational interaction　 重 力 の 相 互 作 用

万 有 引 力*の こ と。 粒 子 間 に は た ら く相 互 作 用*の うち 、 重 力*に よ る もの は伝

達 距 離 に限界 が な く、 また 最 も弱 い 。

→interaction

gravitational mass　 重 力 質量

あ る物体*に はた らく重力*と キログ ラム原器 にはた ら く重力 の大 きさの比。 ま

た は、物体が 受け る重力 を、重力 加速度*で 割 った値。重 力質量 は、重力か ら求

め られ た質量 であ り、 これ に対 し慣 性質量*は 運動方程式*f＝maか ら求め られ

る質量 で本来 は異 なる。 しか し、ニュー トン力学*で は両者 は区別 しない。

→inertial mass

gravitational potential energy　 重 力 ポ テ ン シ ャル エ ネル ギ ー、重 力 に よ る

位置 エネ ル ギー

ある位 置の物体*が もつ、 重力*に よる位置 エネルギ ー*。 重力 に逆 らって、物

体 を基準点か らその位置 まで運ぶの に要す る仕事 に等 しい。

（1）地表付 近の場合 ：地表 を基準点 と して、高 さhに あ る質量*mの 物体 の位 置エ

ネルギーUはU＝mgh。 高 さhの 位置 にあ る物体 は地表面 にある ときに比べ て



mghだ けエネルギーが大 きい。

（2）一般 の場合 ：万有 引力 による地球 の中心 か らrの 地点での 質量*mの 物体 の位

置エ ネルギーは、Gを 万有引力定 数、地球の質量 をM、 無限遠点*を エ ネルギー

の基準点 と して、

〓

gravitational red shift　 重 力 に よ る赤方 偏移

恒星*な ど質量*の 大 きい物 体*の 表面か らでる光の スペ ク トル*が 、重力 場*

の 中で力 を受 けて、本来の スペ ク トルよ り波 長*の 長い赤側 にずれ ること。一般

相対性原理*に より予 測 された。

gravitational wave　 重 力波

質量*の 変化 に よる重力場*の 変 動が、波*と な って空 間 を伝 わ る現象。光速 度

*で 進 む。一般 相対性 原理*か ら存在 が予測 され た。星 の重 力 に よる崩壊*や 、

連星*な どで生ず る と考 え られる。

→gravitational field

graviton　 重 力 子 、 グ ラ ビ トン

万 有 引 力*を 伝 え る媒 介 とな る粒 子 。 質量*は0。

→interaction

gravity　 重 力

地球 上に静止 してい る物体*が 地球 か ら受け る万有引 力 をい う。物体 の質量*を

m、 重力加速度*をgと す る と、重力Fは それぞれの質量 に比例 した大 きさであ

り、F＝mgと なる。 ある物体が受 ける重力の ことを、 日本語の 日常用語では重量

または重 さとい ってい る。

greenhouse effect　 温 室 効 果

地球 表面 の熱放射*が 、大気 中の 〓 の存在 によって、熱*を 吸 収 され また一部

が地表 に戻 り、地表 の温度*が 上昇する こと。生態系へ の影響 が懸念 されている。

grid　 格 子 、グ リッ ド

真 空管内 の格子 上の電極 。陰極 か ら陽極への電子流 を制御す る ほか、 さま ざまな

影響 を与 える。



→vacuum tube

grid bias　 グ リ ッ ドバ イ ア ス

真 空 管*の グ リ ッ ド*（ 格 子 状 電 極 ） と陰 極 間 の 電 位 差*（ 電 圧 ）。

→vacuum tube

ground　 接 地

→grounded

ground state　 基 底 状 態

→excited state

grounded　 接 地 した

回路*や 機器の一部 を地面 に接続 する ことをい う。回路の ある部分 の電位*を 地

球 と等 しくした り、 回路 にた まった静電 気*を 逃が した り、機器 に過 大 な電流が

流れないよ うにす るために用 いる。

grounding　 接 地

→grounded



H

h　 プ ラ ン ク 定 数

→Planck's constant

h

hour。1時 間 の こ と。

H　 ヘ ン リ ー

→henry

Habble's law　 ハ ッ ブル の法則

地球 か ら遠い銀河*は 、わ れわれの銀河系*か ら遠 ざか ってお り、 その速 度*vは

銀河 までの距離rに 比例 す る とい う法 則。v＝Hr（H： ハ ッブル定 数）。 これは 、

宇宙が膨 張*し ている ことを意味する。1929年 、ハ ッブルが観測 か ら発見 した。

→expanding universe

hadron　 ハ ドロ ン、 強 粒 子

強 い 相 互作 用*を もつ 素粒 子*を い う。 バ リオ ン と メ ソ ンの2種 類 あ る。

→baryon

→elementary particle

half-life　 半 減 期

放 射性物質*が 崩壊*す る とき、現在

ある放射 性核種*の 半 数が崩壊す るま

でにかかる時間 を半減期 という。核種

に よって、時間が決 まってお り、放射

性 原子 の寿命 を表 わす 量 と して用 い

る。現 在 の放射性 原 子 の数 を〓 、半

減期 をT、 時 間t秒 後 の、崩壊 しない

で残 っている原子数 をNと す る と

〓　〓

（図31）



で 表 わ され る。

→decay constant

Hall effect　 ホ ール 効果

電流*が 流 れている細 長い板状の導体*に 、板 に垂直 な磁界*を かける とき、電流

と磁界 の向 きに垂直 な向 きに電位差*が 現 れる現象 。導体 内の電子*が 、磁界 によ

りロー レンツ力*に よって移動 す るため起 こる。

→Lorentz force

hardware　 ハ ー ドウ ェ ア

コ ン ピ ュー タ*の 装 置 、本 体 の こ と。

〓software

harmonic series　 倍 音 の 系 列

あ る楽 音 に対 して 、振 動 数*が1：2：3：4：5の よ うな整 数 比 を もつ 音 の集 ま

り。

harmonic sound　 倍 音

→harmonics

harmonics　 倍 音

あ る 振 動体*の 基 本 振 動*に 対 して整 数倍 の振 動 数*を もつ 音*の こ と を 、 倍 音 と

い う。

→character frequency

harmony　 調 和、和 音

振動 数*の 比が簡単 な整数 の比 で表わ される ようない くつかの音*を 同時 に鳴 らす

こ とをいう。

heat　 熱

高温 の物体*か ら低温 の物 体へ移 るエ ネルギ ー*を 熱 とい う。分子*の 運動 に よる

エネルギーの合計が、物体の もつ熱エネルギーである。

heat capacity　 熱 容 量

物体*の 温度*を1K上 げ るのに必要 な熱 （エ ネルギー） をその物体 の熱容量 とい



う。 熱容量は物体 によって異 なる。物体 の質量*をm、 比 熱*をc、 熱容量 をCと

す る とC＝mc。

heat engine　 熱 機 関

高温 の物体が もつ熱エ ネルギー*を 、力学的 な仕事 エ ネルギー に変換する装置。蒸

気機関や内燃機関があ る。例 ：ガソリンエ ンジ ン。

heat exchanger　 熱 交 換器

2種 類の流体*を 、混合す ることな しに、熱*だ けを一方か ら他方へ移動 させる装

置。

heat insulation　 断 熱

物 体*と 外 界 との熱*の 出入 りが な い こ と。

→adiabatic

heat insulator　 断 熱 材

→adiabator

heat mover　 ヒ ー トポ ン プ

→heat pump

heat of combustion　 燃 焼 熱

物 体 を燃 焼 させ る と き に発 生 す る熱 量 。

heat of condensation　 凝縮 熱

気体が 同 じ温度 の液体 にな るときに放出する熱量。

heat of dissolution　 溶 解 熱

物体が溶解する際に放 出あ るいは吸収する熱量。

heat of evaporation　 気 化 熱、蒸 発 熱

液体 を同 じ温度 の気体 にする ときに必 要な熱量。

heat of fusion　 融 解 熱

固体 を同 じ温度 の液体 にす る ときに必要 な熱量。



heat of melting　 融 解 熱

→heat of fusion

heat of reaction　 反 応 熱

化 学 反 応 の 際 に外 部 に 放 出 、 あ る い は外 部 か ら吸 収 す る 熱量 。

heat of solidification　 凝 固 熱

液 体 あ るい は 気 体 が 凝 固*す る と きに放 出す る熱 量 。

heat of solution　 融 解 熱

→heat of fusion

heat of sublimation　 昇 華 熱

固 体 が 気 体 に な る と き に吸 収 す る 熱 量。

heat of vaporization　 気 化 熱 、 蒸 発 熱

→heat of evaporation

heat pump　 ヒ ー トポ ン プ

低 熱 源 か ら高 熱 源 に熱*を 移 動 させ る冷 暖 房 装 置 。 た と えば 、 気 体 を断 熱 膨 張*さ

せ る と温 度*が 下 が り熱 を吸 収 し、断 熱 圧 縮*す る と温度 が 上 が り熱 を放 出 す る。

こ れ を利 用 して、 熱 を移 動 させ る。

heat radiation　 熱 放 射

高 温 の物 体 の もつ 熱 が 熱 線*の 形 に な って 別 の 離 れ た物 体 に まで 伝 わ る現 象 。 例 ：

地 球 へ の太 陽 熱 。

→radiation

heat rays　 熱 線

赤 外 線*の こ と。

heat sink　 ヒ ー トシ ン ク

熱 源*か らの 熱*を 吸 収 して 、 熱 源 が高 温 に な らな い よ う にす る装 置 。



heat source　 熱 源

外 界 よ り温度 が 高 く、 熱*を 外 部 に与 え る こ とが で き る もの 。 あ る い は 熱 の供 給 、

吸 収 に よ って も温 度 変 化 の少 な い もの 。

heat transfer　 熱 伝 達 、 熱 の 移 動

温 度 の高 い物 体 か ら低 い物 体 に熱 が 移 動 す る こ と。 物 体*中 の 熱*の 移 動 （熱 伝 達 ）

に は 、 熱 伝 導*（thermal conduction, conduction of heat） 、 熱 対 流*（thermal

 convection） 、熱 放 射*（thermal radiation, heat radiation） の3種 類 の 方 法 が あ る 。

（1）熱伝 導→conduction(2)

（2）熱対 流→convection

（3）熱放 射 →heat radiation

Heisenberg uncertainty principle　 ハ イ ゼ ン ベ ル ク の 不 確 定 性 原 理

→uncertainty principle

henry　 ヘ ン リー

イ ンダ ク タ ン ス*の 単 位 。 記 号H（ ヘ ン リー ）。 電 流*が1秒 当 た り に1A変 化 す

る と き、1Vの 誘 導起 電 力*を 生 ず る よ う な コ イ ル*の イ ンダ ク タ ンス を1Hと す

る。

hertz　 ヘ ル ツ

→Hz

Hertz's experiment　 ヘ ル ツ の 実 験

電 磁 波*の 存 在 を実 証 した 実 験 。 誘 導 コイ ル の 両 端 に2つ の接 近 した 金属 球 をつ な

ぎ、 この2球 間 に放 電*で 火 花 を飛 ば す 。 この 近 くに、小 さな 隙 間 の 空 い た 金 属 製

の 輪 を共 振 器*と して使 い 、 空 間 を伝 わ る波*が あ るか ど うか を 、波 の 共振*に よ

る 火花 の 発 生 で 調 べ た 。 金 属 球 を結 ぶ 直 線 と輪 の 面 が平 行 状 態 で は輪 に火 花 が 飛

び 、垂 直 で は飛 ば ない 。

heterogeneous mixture　 不 均 一 な 混 合 物 、 不 均 質 な 混 合 物

2つ 以 上 の物 質*が 、 ば らば ら に混 ざ っ て お り、 場 所 に よ っ て 混 合 比 が 異 な る 状

態 。



high temperature　 高 温

物 質*の 温度が高 いこ と。

high voltage　 高電 圧 、高 圧

電圧*が 高 いこ と。

high-energy particle　 高 エ ネ ル ギー粒 子

素粒子 などで、数百MeV（1MeV＝ 〓eV） 以上のエネルギーを もつ粒子。

high-speed photography　 高 速 写真

回転 ドラムにフ ィルムを巻 き付 けて連続的 に写真 を取 り、物体*の 運動 を解析 する

方法。

hole　 ホ ー ル、正 孔

シリコンや ゲル マニウムな どの半導体*結 晶*で 、不純物 を混ぜ た り外部 か らの刺

激 を与 えることによ り、最外核 の電子*が 自由電子*と な り結 晶内を自由に移動す

る ようにな る。残 った原子 は＋のイオ ン*と なるが、電子 を失 った部分 は孔 となる。

この孔 は正の電荷 を もってい る状 態なので、正 孔 またはホール という。 この正孔

は原 子か ら原子 へ と移 りやす く、電気*を 伝 えるはた らきをする。正孔が電気伝導

の主体 とな ってい る半導体 をP型 半導体*と い う。

→acceptor

→donor

hologram　 ホ ロ グ ラム

ホロ グラフ ィー*に よる像*を 記録する感 光体 。

holography　 ホ ロ グラ フ ィー

光*や 波動*に よる干渉*を 利用 して、 ホログラム*と い う感光材 に像*を 記 録す

る方 法。 レーザー*光 が よく用 い られ る。 レーザー光 を2分 し、物体*に 当た って

回折*し た波 と、直接 ホログラムにあ てる波 とを、 ホログラム上 で干渉 させて、干

渉 に よってで きた光のパ ター ンを焼 き付 け記録す る。3次 元 的な立体の記録 も可

能 で あ る。 この ときの 、 ホ ロ グ ラム に直 接 当 て る光 を参 照 光 また は 参 照 波

（reference wave） とい う。

→laser



homogeneous　 均 質 な 、 均 一 な 、 一 様 な

2つ 以 上 の物 体 と混 ぜ 合 わせ た と きに 、 よ く混 ざ っ た状 態 で 、濃 度*の ば らつ きが

ない こ と。

homogeneous mixture　 均 一 な混 合 物

濃 度*の ば らつ きの ない 混 合 物*。

→mixture

Hooke's law　 フ ッ ク の 法 則

弾 性 体*に 力 を加 え る と き、 力 が 小 さ い ときは 変 形 の 大 き さ は加 え た力 に比 例 す る

とい う法則 。

→elastic force

horizontal　 水 平 の

地 球 の 重力*の 向 き と垂 直 な方 向 。 地 球 の 表面 と平行 な 方 向 。

〓vertical

horizontal axis　 水 平 軸

グ ラ フ の横 軸 。

horizontal component　 水 平 成 分 、 水 平 分 力

地 球 の もつ磁 気 の 強 さを 、水 平 面*と 鉛 直 面*に 分 け た と きの 水 平 成 分。 赤 道 に 近

い ほ ど大 きい。

horizontal plane　 水 平 面

地球 の 重 力*の 向 き と垂 直 な面 。 地 平 面 。

horizontal velocity　 水 平 速 度

地球 の 表面 と平 行 な 向 きの 速 度*。

horsepower　 馬 力

仕 事 率*の 単位 の ひ とつ 。 イ ギ リス 式 の1馬 力 （HP）＝746W（ ワ ッ ト）。 フ ラ ン ス

式 の1馬 力（PS）＝735.5W。



humidity　 湿 度

空気 中に含 まれる水蒸気*の 割 合。1〓 に含 まれて いる水 蒸気の グラム数で表 わ

す絶対湿度*と 、水 蒸気量 を飽和 水蒸気量で割 った相対湿度*の2つ の表示法があ

る。

→absolute humidity

→relative humidity

Huygens' principle　 ホ イヘ ン スの原 理

波*が 進 むとき、 ある時刻で の波面 の各

点 が新波源 とな り、それぞれ素源波 とい

う小 さい2次 的な波 を送 り出す。この素

源波 の重ね合わせで強 まった面 （包絡 面

とい う）が、新 しい波面 となって進 んで

い く。これが繰 り返 され るこ とをホイヘ

ンスの原理 とい う。

hydraulic press　 水 圧 プ レ ス

液体 の 圧 力*を 使 っ た プ レス 。 大小 の筒 をつ な い で 中 に水 や 油 な どの液 体 を入 れ る

か あ る い は 同 じ容 器 に つ な ぎ、小 さい 筒 内 の ピス ト ンを押 す と大 きい筒 内 の ピス

トンに 大 きな 力 が加 え られ る こ とを利 用 して い る。

hydro-

「水 の」 「水 素 の 」 と い う意 味 を表 わ す 接頭 語 。

hydroelectric　 水 力 発 電 の

→hydroelectricity

hydroelectric energy　 水 力 発 電 の エ ネ ル ギ ー

→hydroelectricity

hydroelectric power　 水 力 発 電 に よ る 出 力

→hydroelectricity（図32）



hydroelectricity　 水 力 発 電

ダム などを使 って、水 の落下 に よる位 置エ ネルギ ー*を 電気エ ネルギー*に 変 える

ことを、水力発 電 とい う。落下距離 が大 きいほ ど、大 きいエ ネルギー*を 得 られ

る。

hydrogen atom　 水 素 原 子

hyperbola　 双 曲 線

〓 のような反比例のグラフの曲線の形。

hypercharge　 超 電 荷 、 ハ イ パ ー チ ャ ー ジ

バ リオ ン*数 をB、 ス トレ ン ジネ ス*をSと して 、B＋Sを い う。

hypotenuse　 斜 辺

直 角 三 角形 で 、直 角 に 向 か い合 っ た辺 。

hypothesis　 仮 説 、 仮 定

あ る 現 象 に対 して 考 え られ た 、 も っ と も ら しい説 明 や 解 法 、 説 。 実 験 で 正 し さが

立 証 さ れ る と、定 理 や原 理*に な る。

Hz　 ヘ ル ツ

振 動 数*・ 周 波 数*・ 回 転 数*の 単 位 。 記 号Hz（ ヘ ル ツ）。 振 動 体*が1秒 間 に 、

1回 振 動*す る と き、1Hzで あ る。

→frequency（図33）



I

i.e.　 す な わ ち

ラ テ ン語 でid est（ ＝that is） の 略 。す な わ ち、 換 言 す れ ば。

ice point　 氷 点

水 と氷 が 共存 して い る温 度*。 氷 の 融 点*あ る い は水 の 凝 固 点*。 水 が 氷 に な る温

度 。0℃ 。

ideal gas　 理 想 気 体

理 想 気 体 の状 態 方 程 式*PV＝nRTに 厳 密 に 従 う よ う な 仮 想 の 気 体 。分 子*の 大 き

さが0で 、分 子 間力*の な い 気 体 。 実 際 の気 体 で も温度 の 高 い と きや 圧 力 が 低 く密

度 が 小 さい と きは理 想 気 体 と同 じ と考 えて よい 。

→equation of state of ideal gas

ideal gas law　 理 想 気 体 の 法 則

→equation of state of ideal gas

ideal machine　 理 想 機 械

与 え られ たエ ネル ギ ー*を 、 す べ て外 部 へ の 仕 事*に 変 換 で き る理 想 的 な機 械 。 効

率*が100％ の 機 械 。 た と えば 、 摩擦 力が 全 然 は た らか な い機 械 な ど。

ignition　 発 火 、 点 火 、 点 火 装 置

illuminance　 照 度

光*に 照 ら され て い る面 の 光 束 密 度 。単 位 はlux（ ル クス ）。1〓 の 面 積 に 、1ル

ー メ ン*の 光 束*が あ る と きの 照度 を1luxと す る
。

illuminated body　 照 ら さ れ た物 体

image　 像

物 体*か ら出 た光*が 、 鏡 や レン ズ*で 屈 折*や 反 射*し て 、 再 び1点 に 集 ま って

で きた姿 や形 。



imaginary number　 虚数

2乗 して値 が負 になるような数。

impact　 衝撃

2つ の物 体の間の強い衝突。

impedance　 インピー ダンス

交流*回 路 で、回路*を 流 れる電圧*の 最大値 をV、 電流*の 最大値 をIと して、

〓 の値 をインピー ダンス とい う。単位 はΩ （オーム）。

impulse　 力積

運動 してい る物体*に 時間tの 間力Fが はた らき、物体の運動量 を変化 させた とき、

運 動量 の変化 は力 と時 間の積 で与 え られる。 この力*〓 と、力の はた らいた時 間t

の積 を、力積 とい う。

impulse-momentum theorem　 力積―運動量の関係式

速度*〓 で運動 してい る質量*mの 物体*が 、力 〓をt秒 間受けて、その後速度 〓に

なる とき、力積*と 運動 量*に は次 の関係式が成 り立つ。

〓

これは、力積が運動量変化 に等 しい ことを意味 している。

impulsive force　 撃力 、衝撃力

バ ッ トでボー ルを叩 くときや花 火 を打 ち上 げる と きな どの、接触 時間が短 くて大

きな力 が瞬間的 にはた ら くとき、 これ を撃力 とい う。

impurity　 不純物

2種 類 以上の化合物が混 ざ りあった もの。

in opposite phase　 逆位相の、位相 が πずれた

波 動*で 、2つ の振 動体の振動数*が 同 じで、 山*と 谷*に 相 当す る位相*差 をい

う。波 の形でい えば、半波長ずれた状態 。

〓in phase



in parallel　 並 列 の 、 並 列 接 続 の

抵抗*や コンデ ンサ ー*な どを平行 につ な ぐこ とを、

並列 または並列接続（parallel connection）とい う。回

路*や 抵抗 な どの＋側 は ＋側 どう しで、 一側 は 一側

どうしで結ぶ こと。 これ に対 し、 これ らを順 番 に1

列 につ なぐこ とを直列*ま たは直列接続 とい う。抵

抗 を並 列 につ な ぐと各抵 抗 の両 端 の電 位差 が 等 し

く、電流は各抵抗 に反比例 し、 その和が 全体 の電流

となる。コ ンデ ンサ ーを並 列 につ な ぐと電位 差 はす

べ ての コンデ ンサ ーに等 し く、各 コ ンデ ンサーの た

くわえる電気量 は電気容量 に比例す る。

〓in series

in phase　 同位 相 の、位 相 が 同 じ

波動*で 、2つ の振 動体の振動数*が 同 じで、片方が 山*の とき、 もうひとつ も山

*の 状態 をい う。波*の 形でい えば、整数波長分ず れた状態。

〓in opposite phase

in series　 直 列 の、直列 接 続 の

抵抗*や コ ンデ ンサー*な どの各極 板を＋－の順 で1列 につ な ぐことを直列 または

直 列接 続（series connection） という。 回路*や 抵抗 な どの ＋は－ と、－は ＋と結ぶ

こ と。抵抗 を直列 につ な ぐと各抵抗 を同一の電流 が流れ る。 また電位差 は各抵抗

に比例 し、 その和が全体 の電位差 となる。 コンデ ンサ ーを直 列 につ な ぐと各 コン

デ ンサ ーの電 気量 は等 し く、全体 の電気 容量 は どの コンデ ンサ ーよ りも小 さ くな

る。

〓in parallel

incandescence　 白 熱

強い熱*を 発 しなが ら、光 るこ と。赤外線領域 の波長*を か な り含 んだ可視光*の

連続 スペク トル*。 赤外線 （熱線） をた くさん出 しているため、熱い。

incandescent　 白 熱 の

incandescent lamp　 白熱 球、 白熱 ラ ン プ

→incandescent light（図34）



incandescent light　 白熱 ラ ン プ

タングステ ン線*に よる白熱 タイ プの明か り。フ ィラメ ン トに電流 を流 した ときに

発生 するジュール熱 によ り発 光す る。発 光 している ときの温度 はお よそ2400℃ 。

inch　 イ ン チ

長 さの単位 。1inch＝2.54cm

incident ray　 入 射 光線 、入 射線

媒 質*Iか ら媒 質IIの 方向 に光*が 進 む と

き、媒 質I側 か ら境界面 まで の光線*を い

う。

inclined plane　 入射 面

入射光線*と 入射点 を含み、境界面 に垂直な面 を入射面 とい う。

incoherent light　 イ ン コ ヒー レ ン ト光

非干 渉性 の光。干渉性 を もたない光。光 は波源が 同 じでなければ干渉 しないの で、

ほ とん どの光 はイ ンコヒー レン ト光 である。

〓coherent light

independent variable　 独立 変 数

他 の変 数 とは無関係 に自由 に変化 で きる変 数。他 の変数 の影響 を受 けない変数 。

た とえば、円 の半径 をrと す るとき、その面積SはS＝ π〓で表 わされる。 この と

き、rは 自由に値 を変化 させ るこ とがで きるので独立 変数で ある。 これ に対 し、S

はrの 値 によって影響 を受けて定 まるので従属変数 とい う。

→dependent variable

index　 指 数

→exponent

（図35）



index of refraction　 屈 折 率

波*の 入射角iの大きさを変えると屈折角rの大きさも変わるが 〓 の値は一定

で あ り、 これ を媒 質Iに 対 す る 媒 質IIの 屈 折 率nと い う。 媒 質IIに 対 す る 媒 質Iの

屈 折 率 は 〓 で あ る 。

→relative index of refraction

index of refraction of a substance　 物 質 の 屈 折 率

→absolute index of refraction

→relative index of refraction

indirect measurement　 間 接 測 定

体 積*や 長 さ、 質量*な ど物 理 量*を 測 るの に、 直接 対 象 物 を測 定 す るの で は な く、

対 象 物 が含 まれ た 集 団 、 ま た は 対 象 物 の 一 部 、 あ るい は対 象 物 と 関係 す る他 の量

を測 定 し、 そ の 測 定 値 を割 っ た り、 か け た り して 、 対 象 物 の 物 理 量 を間 接 的 に求

め る こ と。

indirect observation　 間 接 的 観 察

五 感 で現 象 を 直接 観 察 す る の で は な く、現 象 を電 流*な どの 値 に直 して、 測 定 器 を

使 っ て観 察 す る こ と。

induce　 誘 導 す る

（1）静 電誘 導 →electrostatic induction

（2）電磁 誘 導 →electromagnetic induction

（3）自己誘 導 →self-induction

（4）相 互 誘 導 →mutual induction

induced charge　 誘 導 電 荷

静 電 誘 導*あ る い は誘 電 分極*に よ っ て生 じた電 荷*。

→electrostatic induction

induced electromotive force　 誘 導 起 電 力

コ イル*が 磁界*の 中 で 運動 した り、 コ イル を貫 く磁 界 が 変 化 した りす る と起 電 力

*が 発 生 す る現 象 を電 磁 誘 導*と い い 、 コ イ ル に誘 導 さ れ る起 電 力 を誘 導 起 電 力 と

い う。誘 導 起 電 力 は 、磁 束*の 変化 を妨 げ る向 き に電 流 が 流 れ る よ う に発 生 す る。

→electromagnetic induction



induced emission　 誘 導 放 出

stimulated emissionと もい う。 エ ネ ル ギ ー準 位*が 高 い 励 起 状 態*に あ る 原 子 は 、

低 い エ ネ ル ギ ー準 位 に あ る定 常 状 態*に 移 ろ う とす る。 こ の際 、 その エ ネル ギ ー差

に等 しい 光 子*を 放 出*す る。 これ を、 自然 放 出 とい う（spontaneous emission） 。 こ

こ に、 外 部 か ら こ の エ ネ ル ギ ー差 に等 しい光 子 が 入 射*す る と、 定 常 状 態 へ の 遷 移

*（ 移 行 ） が促 進 さ れ、 な だ れ の よ う に起 き る。 この 際 、 入 射 した 光 子 と、 同 じ振

動 数*、 エ ネ ル ギ ー*、 位 相*を もつ光 子 が 大 量 に放 出 さ れ る。 こ れ を 、誘 導 放 出

とい う。 放 射*さ れ た 光*あ るい は電 磁 波 は、 位 相 が そ ろ って お り、 干 渉 性*が き

わ め て強 い 。 こ の 誘 導 放 出 で 、光 を増 幅 させ た もの を レー ザ ー*、 マ イ ク ロ波*の

電磁 波*を 増 幅 させ た もの を メ ーザ ー*と い う。

→laser

induced magnetism　 誘 導 磁 荷

→induced magnetization

induced magnetization　 誘 導 磁 化

磁 性 体*を 磁 界*中 に入 れ る と磁 化*さ れ る 現 象 の こ と で 、 磁 気 誘 導 （magnetic

 induction） と もい う。 こ こ で生 じた磁 荷 を誘 導 磁 荷 （induced magnetism） とい う。

induced polarization　 誘 電 分 極

不導体*に 、帯電体*を 近づ けた り電界*を かける

と、 分極*に よって帯 電体 に近 い側 に帯 電体 と異

種の電荷*、 遠 い側 に同種 の電荷 が生ずる現象。不

導体 の原子*や 分子*内 に束縛 されてい る電子*の

平均位 置が 、外 部の電界 によって わず か にず れ る

（分極） ため、原子 や分子 は電界 に対 して電界 の一

方 向 に並 ぶ。 不導 体 内 部 で は隣 の分 極 した分 子

の ＋ と－が打 ち消 しあい電 気 的 に中性 とな るが、

表面 だけ に＋ と－が残 り電荷 が残 る。 これ を分 極

電荷（polarized charge）とい う。

→polarization

induced radioactivity　 誘 導 放射 能

高速 の中性子*や 陽子*を あび ることによって、非放射性物 質が、放射性物質*に

変化 し放射能*を もつ こと。

（図36）



inductance　 イ ン ダ ク タ ン ス

電 気 回路*で コ イ ル*を 流 れ る 電 流*が 変 化 す る こ とに よ り、 コ イ ル を貫 く磁 束*

が 変 化 して 、 コ イ ル に 逆 起 電 力*が 生 ず る （自 己誘 導*） 。 この 性 質 を イ ン ダ ク タ

ンス とい う。 ま た 、 こ の 場 合 の磁 束 と電 流 の比 を イ ンダ ク タ ンス とい う。

→back electromotive force

→self-induction

induction〓　 誘 導

（1）静 電誘 導→electrostatic induction

（2）電磁 誘導 →electromagnetic induction

（3）自己誘 導 →self-induction

（4）相互 誘 導 →mutual induction

induction〓　 帰 納

具 体 的 な事 実 か ら、 一 般 的 また は普 遍 的 な 結 論 や 法 則 を導 き だ す こ と。 特 殊 な命

題 か ら、一 般 的 ・普 遍 的 な命 題 を推 論 で 導 くこ と。

〓deduction

inductive reactance　 誘 導 （性 ） リア ク タ ン ス

交 流 電 圧*を か け た と き に 、 流 れ る電 流*の 位 相*が90度 遅 れ て い る よ う な リア

ク タ ン ス*。 単 位 は Ω （オ ー ム ）。 リア ク タ ン ス は交 流 回 路*に お け る抵 抗*と して

の効 果 （大 き さ） を表 わす 。 コ イ ル*は 誘 導性 リア ク タ ンス の例 で あ る 。 コイ ル の

場 合 の 誘 導性 リア ク タ ンス の 大 き さは ωLと な る。 た だ し、 か け た 交 流 の 角 周波 数

*を ω、 コ イ ル の イ ン ダク タ ンス*をLと す る。

→capacitive reactance

inelastic collision　 非 弾 性 衝 突

2物 体 が衝 突*す る と き、 反発 係 数*eが0≦e＜1で あ る よ う な衝 突 。衝 突 前後 で、

運 動 エ ネル ギ ー*は 保 存 しない 。 物 体 の変 形 や熱 の発 生 な どに エ ネ ル ギ ー が 費 や さ

れ る 。

→coefficient of restitution

inertia　 慣 性

す べ て の 物 体*は 、 同 じ向 き、 同 じ速 さ*の 運 動 （等 速度 運 動*） を続 け よ う とす

る性 質 が あ る。 こ れ を慣 性 とい う。



→law of inertia

inertial coordinate-system　 慣 性 座 標 系

→inertial system

inertial force　 慣 性 力

慣性 系*に 対 して、加速度*運 動 を してい る座標系 （非 慣性 系*） に現れ る見か け

の力 をい う。非慣 性系 か ら見 る と質量mの 物体 に は、加速度 をaと す る と、-ma

に相当す る慣 性力が はた ら くように見 える。 た とえば、 円運 動 での向心 力の慣性

力 が、遠心力 である。

inertial frame of reference　 慣性 座 標 系

→inertial system

inertial mass　 慣 性 質 量

慣 性*の 大 きさを表 わす量 。単 に質 量*（mass）ともい う。物体*に 加 える力 をF 、

慣 性質量 をm、 物体 に生ず る加速度*をaと する と、加速度 と加 えた力の大 きさか

ら質量 が求め られ る。 こ うして決 めた質量 を慣性 質量 といい、〓 で与 え ら

れる。重力*に よる重力質量*と 慣性 質量 は同 じとされ る。

→gravitational mass

inertial system　 慣 性 系

ニ ュー トンの運動 の第1法 則*（ 慣 性の法則*） が成 り立 つ座 標系*を い う。す な

わち、力 を受 けない物体*が 等速直線運動 をしている ように観測で きる世界。地上

に対 して静止 した座標系 、地上 を等速度 で運動す る座標 系 は慣性 系であ る。あ る

慣性系 に対 して、等速直線運動す る座標 はすべ て慣性系 となる （ガ リレイ変換*）。

慣性系で は、 同 じ形 で物理法則 が成 り立 つ。 これ に対 し、加速度*運 動 を してい る

座標系 であ る加速 度系 （非慣 性系*） で は、加 速度 と逆 の向 きに慣性力*を 生 じ、

慣性 の法則が成 り立 たない。加速度 系では、系 に よって物理 法則の記述 の仕方が

異 なる。特殊相対性 理論*で は、 どの慣性系 において も、 まった く同 じ形の物理法

則が成 り立つ とされる。 これに対 し一般相対性理論*で は、等価原理*（principle of

 equivalence）を導入す るこ とで、慣性系 と加速度系 の区別が な く同 じ形の物理法則

が成 り立 つ とされる。

〓noninertial system



infer　 ・・・と推 論 す る、 判 断 す る

inference　 推 論 、 推 定

観察や 実験 に よって得 られ る事 実か ら、現象 の間の関係 や原 因 を推 し量 り、論 ず

ること。

infinite　 無 限 の 、 無 限 大

果てがないこ と。限 りな く大 きいこ と。

infinitesimal　 無 限 小

限 りな く小 さいこと。

infinity　 無 限

時 間的 、空間的に終わ りの ない こと。程度 が限 りないこ と。

inflationary universe theory　 イ ン フ レ 宇 宙 論

この宇宙の は じまりが きわめて小 さい小 片で、その ご く初期 に急激 に膨張*し て、

現在の大 きさに近 くなった とい う説。

infrared　 赤 外 の

infrared light　 赤 外 光

→infrared rays

infrared radiation　 （1）赤 外 放 射 （2）赤 外 線

赤 外 線*を 放 出*す る こ と。 また 、放 出 した赤 外 線 を さす こ と もあ る。

→infrared rays

infrared rays　 赤 外 線

波 長*が お よそ800nmか ら1mmの 範 囲 の 電磁 波*を 赤 外 線 ま た は赤 外 光 （infrared

 light）とい う。赤 外 線 は 熱 作 用 を も ち、 熱線*と もい う。可 視 光線 よ り波 長 が 長 い。

赤 外 線 の う ち 、波 長 が800nmか ら2.5μm程 度 の もの を 近 赤 外 線 （near infrared

 rays）、25μmか ら1mmを 遠 赤外 線（far infrared rays） とい う。

infrasonic　 超 低 周 波 の



infrasonic range　 超 低 周 波 域

infrasonic waves　 超 低 周 波

人 間の耳 に聞こえる範 囲以 下の振動 数*の 音*を いう。お よそ20Hz以 下の音 をい

う。

infrasound　 超 低 周 波 の

initial condition　 初 期 条 件

物理現象 が開始 す る ときの、最 初の状態*を 記述 した もの。物理法則 は同 じで も、

初期条件が異なれば さまざまな現象が起 きる。

inner product　 内 積

ス カ ラー積*（scalar product） と もい う。2つ の ベ ク トル

*か らス カ ラ ー*を 作 る演 算 で あ る。〓 と〓の 内 積〓 ・〓

は

〓 ・ 〓 ＝abcosθ

と な る 。

〓outer product

input　 入 力

装置や系*で 、外部 か ら与 え られた量。あ るいは コンピュー タ*に データ*を 与 え

る こと。

input unit　 入 力 装 置

電子計 算機で、外部 か ら情報 を入力*す るための装置。例 ：キー ボー ド。

instantaneous current　 瞬 間 電 流

電流*が 変 化す る場合 の、瞬 間の電流 の最大値、振幅*。

instantaneous speed　 瞬 間 の 速 さ

瞬間速度*の 大 きさ。例 ：ス ピー ドメー タの表示。

instantaneous velocity　 瞬 間 速 度

単に速度*と い う。向 きと大 きさ*を もつベ ク トル量*で ある。 は じめの時間を〓、

（図37）



位 置 を〓、移動後の時間 を〓、位置 を〓とす ると、平均速度*〓 は

〓

で与え られる。 この とき、〓を〓に近づけた ときの 〓の極限が、瞬 間の速度 または

速 度 を表わす。 また、 グラフの場合 は、x―t（ 距離 ―時 間） グラフの接線 の傾 き*

が、速 度vを 表わす。

instantaneous voltage　 瞬 間 電 圧

電圧*が 変化す る場合の、瞬間の電圧の最大値、振幅*。

insulation　 絶 縁

電気*や 熱*の 導体*を 不導体*で 囲み、電流*や 熱 流が外へ もれない ようにす る

こ と。

insulator　 絶 縁 体 、 不 導 体

電気*や 熱*を 伝 えに くい物質*。 電気の絶縁体 はガ ラス、 ゴム、磁気 な ど、熱の

絶縁体 は粘土、 コル ク、れんがな ど。

intake stroke　 吸 入 行 程

内燃機 関*で ピス トン*が 、燃料*と 空気の混合気 を吸い込 む過程。

integral　 積 分 の 、 積 分

〓differential

→integration

integrated circuit(IC)　 集 積 回 路 、IC

数mm角 の薄いシ リコ ン製の板 に、多 くの電気 回路*を 納 めた もの。数千個 の抵抗

*、 コンデ ンサー*、 トランジスタ*を 含んでい る。

integration　 積 分 （法 ）

x軸 と曲線で囲 まれた部分の面積 を求める操作 。

〓differentiation

intensity　 強 度 、 強 さ

あ る物 理 量*の 大 き さ。intensity of magnetic field（ 磁 界 の 強 さ）、intensity of



electric field（ 電 界 の 強 さ） な ど と使 う。

intensity level　 音 の 強 さ の レベ ル

→sound intensity

interaction　 相 互 作 用

2つ の粒 子間にはた らき相手 に力*を 及ぼす ことを相互作用 とい う。万有 引力 や電

荷 による電気 力、磁荷 による磁気力 など。原子*レ ベルではた らく相互作用 は次の

4つ があ る。

（1）強 い 相 互作 用 （strong interaction）

強い力（strong force）と もい う。原子核*内 で陽子*や 中性子*を 結 び付 けてい

る力 。 クォーク*と ク ォークを結 び付 けて いる力。到達 距離 は 〓m程 度 。

クォー クを結 び付 ける粒子 である、グルオ ン*の 交換 によって生ず る。4つ の

相互作用 の中では最 も強い。

（2）弱 い 相 互作 用 （weak interaction）

弱い力（weak force）ともい う。 β崩壊*を 引 き起 こす力 。 ダウンクォー クをア

ップ クォークに変え る力。到達距離は 〓m程 度。 ウィー クボソン*（W粒 子）

の交換に よって生ず る。電磁 相互作用 よ りも弱 い。

（3）電磁 相 互作 用 （electromagnetic interaction）

電磁力*の こ と。到達 距離 は無 限大 で、光子*の 交換 によって生ずる。

（4）重力の相互作用

万有引力*の こ と。到達距離 は無 限大 で、 グラビ トン*（ 重力 子）の交換 に よ

って生ずる。

→fundamental particle

interface　 界 面

個 体、 液体、気 体の3つ の相 （状態 ）の うち、2つ の相 が接 してい る表 面部分 、

境界面。気相 （気体 の状 態） と気相 、液相 と固相 など。

interference　 干 渉

2つ 以 上 の 波 源 か ら き た波*が 、 波 の重 ね 合 わせ の 原 理*に よ っ て、 互 い に 、 強 め

あ った り、 弱 め あ っ た りす る現 象 。 干 渉 は波 動*の 基 本 性 質 の ひ とつ で あ る。

→constructive interference

→principle of superposition



interference fringes　 干渉 じま

光*の 干渉で見 える縞模様。干 渉に よる強め合い*、 打ち消 しあいが、明暗 となっ

て縞の ように見 える。

intermolecular force　 分 子 間 力

分 子*と 分 子 の 間 には た ら く、分 子 間 の距 離 を一定 に保 と う とす る 力。 距 離 が 近 い

と斥 力*に な り、遠 い と引 力 に な る。 フ ァ ン ・デ ル ・ワー ル ス力 （Van der Waals'

 forces） と もい う。

internal combustion engine　 内 燃 機 関

燃 料*を シ リン ダ ー*内 で燃 や す 熱 機 関*。 燃 料 を含 む気 体 そ の もの が 、作 業 物 質

*と な り、 直 接 、 仕 事*を 発 生 す る 。例 ：自動 車 のエ ンジ ン。

〓external combustion engine

internal energy　 内部 エネ ル ギー

物 質*中 の、全原子*ま たは全 分子*の 、位置 エネルギ ー*と 運動 エネルギー*の

合計 をい う。物体 の圧力*や 温度*を 決めれば定まる。

International System of Units (SI)　 国 際 単 位 系

SI*と もい う 。 長 さ の 単 位 にm、 質 量*にkg、 時 間*にs、 電 流*にAを 使 う

MKSA単 位 系*に 加 え 、温 度*の 単 位K、 光 度*の 単 位cd、 物 質 量*の 単 位 と して

molを 基 本 単 位 とす る単 位 系 。 これ ら を組 み 合 わせ て 、32の 組 立単 位 が作 られ た 。

こ の うち い くつ か の組 立単 位 に は 、 人 の名 が つ い て い る 。 例 ：N（ ニ ュ ー トン）、J

（ジ ュ ー ル）、Pa（ パ ス カ ル）、W（ ワ ッ ト）、V（ ボ ル ト） な ど。

→derived unit

→fundamental unit

interpolation　 内挿 、補 間

あ る範囲の測 定値 があ る とき、それ らの範 囲内の未知 デー タを他 のデー タを使 っ

て推 定す るこ と。 グラフの場合 は、多 くの点の近 くを通 る曲線 を引 き、知 りたい

位置 での値 を読 めばよい。

〓extrapolation

inverse photoelectric effect　 逆 光 電 効 果



inverse photoemission　 逆 光 電 子 放 出

光電子*放 出の逆過程。 電子*が 物質*に 入射*す るときに光*を 放 出*し て、物

質内のエ ネルギー準位*の 低 い軌 道*に 移 る現象。

inverse proportion　 反 比 例

2つの物理量*の 間に、片方の値がN倍 になればもう一方が〓 倍になる関係があ

る と き、 反 比 例 して い る と い う。 ま た は2つ の 値 の積 が 一 定 の と き も、 反 比 例 に

な る。2つ の 量 を グ ラ フ に描 くと、 双 曲 線*に な る。

〓direct proportion

inverse-square law　 逆2乗 の 法 則

あ る量Aが 、別の量Bと の間 にA＝ 〓 （Kは比例定 数）の 関係 がある と き、 こ

れ を逆2乗 の法則 とい う。 この形で関係 が表わ される例 として、万有引力*と 距離、

電荷*ま たは磁荷*に はた らくクーロン力*と 距離の関係 がある。

→Coulomb's law of electrostatics

→Coulomb's law of magnetism

→universal gravitation

ion　 イ オ ン

電子*の 移動 に よって電荷*を 帯 びた原子*ま たは分子*。 電子 を放出*す る と正

に荷電 した陽イオ ンにな り、電子 を受 け入 れる と負 に荷電 した陰 イオンになる。n

個の電子 を放出 または受け取った もの を、n価 の陽 イオンまたは陰 イオ ンとい う。

ionic bond　 イ オ ン 結 合

＋イオ ン （陽イオ ン） と－ イオン （陰 イオ ン）が電気的 に引 き合 うことによって、

イオ ン間に生ずる化学結合 の こと。

ionization chamber　 電 離 箱

放射線*の 測定装置のひ とつ。放 射線の電離作用 を利用 している。箱 の中に気体 を

入 れ、入射*し た放 射線 によって で きたイオ ン*や 電子*を 、電極*に 集め て電 流

を測定 し、入射 した放射線 の量 を求める。

ionization energy　 イ オ ン 化 エ ネ ル ギ ー

電離 エネルギーと もいう。原子*か ら電子*を1個 は ぎ取 るのに必 要なエ ネルギー

*。 イオン化エ ネルギーは、基 底状態*か ら1個 の電子 を無限遠 にもって い くの に



必要な仕事量である。

irregular reflection　 乱 反 射

→diffuse reflection

irreversible　 不 可 逆 の

〓reversible

irreversible change　 不 可 逆 変 化

元の状態*に 戻る ことが不可能 な変化 を不可逆変化 とい う。Aの 状態か らBの 状 態

へ変化 した ときに、逆の変化 を起 こさせて、それが、系*の 内外 を含めて まった く

元の状態に戻 っていなければ、 それは不可逆 な変化 である。例 ：摩擦*で の熱*の

発 生、気体 の拡散*や 混合、熱の移動 な ど。特 に、熱 を伴 う現象 は、すべ て不可逆

変化 である。

〓reversible change

irreversible engine　 不 可 逆 機 関

不可逆 変化*を 伴 う熱機 関。可逆機関*以 外 はすべて、不可逆機関である。

〓reversible engine

irreversible process　 不 可 逆 過 程

不可逆 な*状 態の変化 を伴 った過程、一連の反応、進み方。

isobaric　 定 圧 の 、 等 圧 の

圧力*を 一定 に保つ こと。

isochoric　 定 積 の

体積*や 容積 を一定 に保つ こと。

isolated system　 ア イ ソ レー トシ ス テ ム

入力*と 出力*が 絶縁 された システムで、入力側 か ら出力側へ は信号*が 伝 わ るが、

出力側か ら入力側へ は信号や力*、 エネルギー*が 伝わ らない ようにな っている。

isothermal　 定 温 の

温度*を 一定に保つ こと。



isothermal change　 等 温 変 化

温度*を 一定 に保 ったま ま、物体*の 体積*や 圧力*を 変化 させ るこ と。物体*の

内部エ ネルギ ー*は 変化 しない。

isothermal process　 等 温 過 程

温度*を 一定 に保 ったままの状態変化の過程、一連の反応、進み方。

isotope　 ア イ ソ トー プ 、 同 位 体 、 同 位 元 素

原子番 号*が 同 じで、質量数*の 異 なる原子*の ことをい う。陽子*数 、電子*数

が 同 じで、中性子*数 だけ異なる原子である。化学的性質*は ほ ぼ同 じだが、原子

量*が 異 なる。

isotropy　 等 方 性

どの方向に対しても、物質の性質が変化しないこと。物質の性質が方向に依存し

ないこと。

〓anisotropy



J

J　 ジ ュ ー ル

仕事*お よびエネルギー*の 単位。記号J（ ジュール）。物体*に1Nの 力 を加えて、

力*の 向 きに1m動 かす とき、必要な仕事が1Jで ある。

Josephson effect　 ジ ョ セ フ ソ ン効 果

2枚 の超伝導体*で 薄い絶 縁膜 をサ ン ドイ ッチ状 に し交流 をかける と、超伝導電子

対 であるクーパーペ アが トンネル効果*で 絶縁体*を 通 り抜 けて、電子 波*の 干渉

*が 起 きる現 象。

Joule heat　 ジ ュ ー ル 熱

導体*に 電流*を 流す ときに、導体 の抵抗*に よって発生す る熱。発生 した熱量 を

Q[cal]、 抵抗 をR[Ω]、 電流 をI[A]、 時間*をt[s]と す る とQ＝0.24〓 の関係

があ る。

→Joule's law

joule　 ジ ュ ー ル

→J

Joule's experiment　 ジ ュ ー ル の 実 験

熱 の仕事 当量*を 求める実験 。水 中でお もり*に 連結 した羽根 をお も りを落下 させ

るこ とで回 し、お もりの位 置エ ネルギー*を 羽根 に よる摩擦*の 熱 に変えて水温の

上昇 を求め る。発生 した熱量Q[cal]と 、お もりの位置エ ネルギ ーW[J]の 関係 か ら、

熱の仕事当量J＝ 〓 を計算 した。

Joule's law　 ジ ュ ー ル の 法 則

導体*に 電流*を 流す とき、導体 に発 生する熱 量*（ ジュール熱） は、電気抵抗*、

電流 の2乗 、電 流 を流 した時 間*に それ ぞれ比 例 する。発生 した熱量 をQ[cal]、

抵抗 をR[Ω]、 電流 をI[A]、 時間 をt[s]と す る とQ＝0.24〓 となる。熱量がQ

[J]のときはQ＝ 〓 。



junction detector　 接 合 検 知器

半導体*検 出器の ひ とつ。 α線*、 β線*な どの荷電粒 子の入射*を 測定す るの に

用い る。



K

K　 ケ ル ビ ン

絶 対 温 度*を 表 わす 単 位 。 記 号K（ ケ ー 、 ケ ル ビ ン）。 セ氏 温 度t[℃]と 絶 対温 度T

[K]の 間 に はT＝t＋273.15の 変換 式 が あ る。

k　 キ ロ

→kilo

K-capture　 K捕 獲

→electron capture

K-shell　 K殻

原 子*の 電 子 軌 道*の うち 、 一番 内側 の軌 道 。 電 子 が2個 入 る こ とが で きる 。

Kelvin scale　 ケ ル ビ ン 温 度 、 ケ ル ビ ン 温 度 目 盛 り

→absolute temperature

kelvin　 ケ ル ビ ン

→K

Kepler's first law　 ケ プ ラ ー の 第1法 則

惑 星 は、 太 陽 を ひ とつ の焦 点 とす る楕 円 軌 道 を回 って い る。

Kepler's laws of planetary motion　 ケ プ ラ ー の 惑 星 運 動 の 法 則

惑 星 の 運 動 に関 す る法 則 。 第1か ら第3ま で あ る 。

Kepler's second law　 ケ プ ラ ー の 第2法 則

太 陽 と惑 星 を結 ぶ線 分 が 一 定 時 間 の 間 に描 く、 扇 形 の 面 積 は一 定 で あ る （面 積 速

度 が 一 定 ）。

Kepler's third law　 ケ プ ラ ー の 第3法 則

惑 星 の 公 転 周 期 の2乗 は 、 太 陽 か らの 平均 距 離 の3乗 に比 例 す る 。



kg　 キ ロ グ ラ ム

重 さの 単位 。1kg＝1000g。

→kilogram

kilo-　 1000の

「1000の 」 とい う意 味 の 接 頭 語 。

kilogram　 キ ロ グ ラ ム

質量*の 単 位 。1gの1000倍 の 値 。

kilometer　 キ ロ メ ー トル

長 さ*の 単 位 。1mの1000倍 の 値 。

kilowatt　 キ ロ ワ ッ ト

仕 事 率*の 単 位 。1Wの1000倍 の値 。

kilowatt hour　 キ ロ ワ ッ ト時

仕 事 量*の 単 位 。1kWs＝3.6× 〓W・s。1キ ロ ワ ッ トの 出 力 で 、 仕事 を1時 間

連 続 す る とき の仕 事 量 。

kindling temperature　 発 火 点

物 体*を 加 熱 して い くと き、 点 火 しな いで 燃 え 出す 温度*。 同 一物 質 で も測 定 条 件

に よ って 異 な る。

kinetic energy　 運 動 エ ネ ル ギ ー

物体*が 運 動 して い る た め に も って い るエ ネ ル ギ ー*。 物 体 の大 き さが きわ め て小

さい と き （質 点 とい う）、 物 体 の 運 動 エ ネ ル ギ ー*Eは 、 物体 の 質 量mと 速 さvを 使

って、〓 で表わされる。物体が大きくて回転を伴う場合は、この他に回転

エネルギーの和 が運動エ ネルギー となる。

kinetic theory　 運 動 論

分子*や 原子*の 運動 か ら、物質*の 性質 を説明す る理論。

kinetic theory of gases　 気体 分 子 運動 論

理想 気体*の 分子*の 運動 と、その衝突*を 用 いて、気 体の さまざまな性質 を説 明



する理論。気体分子 は、体積*や 分 子間力*を もたず 、衝突 は完全弾性衝突*で あ

る と仮定す る。

kinetic theory of matter　 物 質 の 分子 運 動論

物 質*中 の粒子の運動 と温度*の 関係 を説 明する理論。

Kirchhoff's first law　 キル ヒホ ッ フの第1法 則

（数本 の導線*の 集合点 に注 目 して）集合 点 に流れ込 む電 流*の 総和 はその集合点

から流 れ出 る電流の総和 に等 しい。 これは電流 は保存 するこ とを述べ ている。

Kirchhoff's laws　 キル ヒホ ッ フの法則

抵抗や電池 な どが複 雑に接 続 され ている回路*に お ける、電 流*と 電圧*の 関係 を

述べた法則。第1と 第2法 則があ る。

Kirchhoff's second law　 キル ヒホ ッフの第2法 則

（回路*網 の中の任意の閉 回路*で 、回路 に沿 った向 きを正 として電流*と 起電力*

の向 きを決め るとき）任意の 閉回路 中の起電力の合計 は、回路 中の抵抗*に よる電

圧降下*の 合計 に等 しい。これは、オームの法則*を 拡張 した ものであ る。

km

1km＝1000m。

→kilometer

known　 既 知 の、知 られ てい る

Kundt's experiment　 ク ン トの 実験

両端 を栓 で閉 じて長 さの変え られ る気柱*に 、 コルクの粉末 を入 れる。栓 に連結 し

た金属棒 をこす って一定 の振動数 の音 を送 り込み 、管の長 さ を調節す る と、空気

の定常波*が 生ず る。 この とき、 コルク粉が振動*の 節*や 腹*の 位 置 に集 まるこ

とを使 って、 その距離 か ら定常波 の波長*を 測定す る。

kW

1kW＝1000W。

→kilowatt



L

L, l　 リッ トル

→liter

laboratory　 研 究 室 、実 験 室

laminar flow　 層 流

流体*が 流 れの方向 に、整 然 と平行 に動 くこ とを層 流 とい う。これ に対 し、流 れが

細 か く不規則 な運動 を しなが ら動 くことを乱流（turbulent flow）とい う。

laser　 レー ザ ー

誘導 放出*を 利用 した、光*の 増幅器 または発振 器。原子 か ら振動 数、振幅 、位 相、

方 向が よ く一 致 した光 を 出 させ る。laserはlight amplification by stimulated

 emission of radiation（誘 導放 出に よる光 の増 幅）の略 であ る。 レーザ ー光 は、 ほ

ぼ位 相*が そろ った光 を出す。波 長*の 変動幅が小 さ く、 きわめて干渉 性*に 富 む

光 であ る。 また指 向性*、 エ ネルギ ー集 中性 が よい。

→coherent light

→induced emission

laser fusion　 レーザ ー 核融 合

レーザー*で 重水 素*と 三重水素か らなる試量 を加 熱 し噴 出する反作用*を 利用 し

て、 プラズマ*を 閉 じ込め圧縮 して行 うタイ プの核 融合*。 慣 性 閉 じ込め（inertial

 confinement） ともいう。

latent heat　 潜 熱

固体 か ら液体へ変化 す ると きの融解 熱*や 、液体か ら気体へ 変化す ると きの気化 熱

*な ど、温度 変化 を伴 わ ないで状態変 化 （相変化 ） をす る際 の、吸 収あ るいは放 出

され る熱 量*を い う。

lattice　 格 子

結晶*格 子 ともい う。 平面上あ るい は立体上 に、原子*や 分子*の 同 じ形 （三角形、

四角形 な ど）の配置 が繰 り返 され るこ と。



→crystal

lattice constant　 格 子 定 数

結晶*で 、 隣あ う格 子*ま での距離 をい う。ひ とつの格子の3辺 の長 さ と3辺 がつ

くる角で表 わす。

Laue pattern　 ラ ウ エの斑 点

→Laue spot

Laue spot　 ラ ウ エの斑 点

1912年 、 ラウエ は食塩 の結 晶*にX線 をあて、 その回折*像 によってX線 が電磁

波*の 一種で あるこ とを確 定 した。 これ を受 けて、金属*な どの結晶 に、平行 なビ

ーム状 のX線*を あて、結晶の後 にビー ムに垂直 においた フィルム*に 回折像 を記

録 させ る方法 をい う。 ブラ ッグの式*を 満足 させる、特定の結晶の格子面 だけが点

状の 回折像 を作 る。 この点 をラウエの斑点 とい う。結 晶構 造の研 究に使 用 される。

→Bragg equation

law　 法 則

事物 の相互 の間 に一定の条件 で常 に成 り立 つ関係。 または、 それを言葉で述べ た

もの。

law of action and reaction　 作 用 ・反作 用 の 法則

「力*は 必ず2つ の物体*相 互 に現れ る。あ る物体 にはた ら く力 （作 用*） に対 して、

同一の作用線上 にあ り、向 きが逆 で大 きさの等 しい力 （反作 用*） が 、 もう一方 の

物体 に生ず る」 とい う法則。ニュー トンの運動 の第3法 則*と いう。

law of causality　 因 果 律

→causality

law of conservation of baryons　 バ リオ ン数 の保存 則

「バ リオ ン*の 反応 では、その前後 でのバ リオン数 の和 は一定 である」。 ここで、バ

リオ ン数は、素粒子*に よって決 まってお り、バ リオンで1、 その反粒子*で －1、

光子*、 中間子*、 レプ トン*で は0で あ る。



law of conservation of charge　 電 荷 保 存 則

→law of conservation of electric charge

law of conservation of electric charge　 電 荷 保 存 則

「電 気 量*の 総 和 は 一定 で あ る」。 電 荷*が 移 動 した り、 中 和 した り して も、 そ の 系

*全 体 で の 電気 量 は 変 化 しな い こ と を意 味 す る。

law of conservation of energy　 エ ネ ル ギ ー 保 存 則

「すべ て の 種 類 の エ ネ ル ギ ー*の 合 計 値 は、 常 に一 定 で あ る」。 力 学 的 エ ネ ル ギ ー 保

存 則*は 、 物 体 に作 用 す る力 が保 存 力*の ときの み成 り立 つ 。 これ をす べ て の エ ネ

ル ギ ー に 拡 張 した もの 。 質 量*、 相 互 作 用*に よる エ ネル ギー な ど も含 め る。

→law of conservation of mechanical energy

law of conservation of energy and mass　 エ ネ ル ギ ー ・質 量 保 存 則

「エ ネ ル ギ ー*と 質 量*の 総 和 は 一 定 で あ る」。相 対 性 理 論*で は エ ネ ル ギ ー と質量

は 同 等 で あ り、 質 量 をm、 エ ネ ル ギ ー をE、 光 速 度 をcと す れ ばエ ネ ル ギ ー と質量

はE＝ 〓 の 関係 で 結 ば れ て い る。 質 量 もエ ネ ル ギ ー と見 なせ ば 、 これ は広 義 の エ

ネ ル ギ ー保 存 則*を 意 味 す る 。

law of conservation of hypercharge　 ハ イ パ ー チ ャ ー ジ保 存 則

ハ イパ ー チ ャー ジ*は 、 強 い相 互 作 用*と 電 磁 相 互 作 用*で は保 存 す るが 、 弱 い相

互 作 用*で は保 存 しな い。

→hypercharge

→interaction

law of conservation of leptons　 レプ トン 数 の 保 存 則

「レ プ トン*の 反 応 で は、 そ の前 後 で の レプ トン数 の 和 は一 定 で あ る」。 こ こで 、 レ

プ トン*数 は素 粒 子*に よ って 決 ま って お り、 レプ トンで1、 そ の反 粒 子*で －1で

あ る。

law of conservation of mass　 質 量 保 存 則

化 学 変 化 の前 後 にお い て、 物 質 の質 量*の 総 和 は 一 定 で あ る 。

law of conservation of mass-energy　 質 量 ・エ ネ ル ギ ー 保 存 則

→law of conservation of energy and mass



law of conservation of mechanical energy　 力 学 的 エ ネ ル ギ ー 保 存 則

物 体*に 作 用 す る 力*が す べ て保 存 力*の と き、 運 動 エ ネ ル ギ ー*と 位 置 エ ネル ギ

ー*の 合 計 は 常 に一 定 で あ る とい う法則 。

→conservative forces

law of conservation of momentum　 運 動 量 保 存 則

2つ 以 上の 物 体*が 互 い に 力 を 及 ぼ しな が ら運 動 して お り、 外 力*が 作 用 しない 場

合 、全 物 体 の 運 動 量*の 合 計 は常 に一 定 で あ る 。

law of definite proportions　 定 比 例 の 法 則

化 合 物*に お い て 、 成 分 元 素 の 質 量*比 は常 に 一定 で あ る。

law of electric charge　 電 荷 の 法 則

同種 の電 荷*ど う しは し りぞ け あ い 、異 種 の電 荷 ど う しは 引 き合 う。

law of electromagnetic induction　 電 磁 誘 導 の 法 則

→Faraday's law

law of electrostatic attraction　 静 電 引 力 の 法 則

→Coulomb's law of electrostatics

law of entropy　 エ ン トロ ピ ー の 法 則

自然 に起 こ る変 化 の 過 程 で は、 常 にエ ン トロ ピー*の 増 大す る方 向 に進 む。

law of gravity　 重 力 の 法 則

重 力*は2つ の 物 体*の 質 量*の 積 に比 例 し、 物 体 間 の 距 離*の2乗 に 反 比 例*す

る。

→universal gravitation

law of heat exchange　 熱 の 交 換 の 法 則

熱*の 移動 が あ る と き、 温 度 が 高 い熱 源*が 失 っ た熱 量*は 、温 度 の 低 い 熱 源 が得

た熱 量 であ る。

law of inertia　 慣 性 の 法 則

物体*に 外 力*が は た らか な い場 合 、物 体 は は じめ に 静 止 して い れ ば 静 止 の 状 態 を



続 け 、 速 度*を もつ な らば そ の 速 度 で 等 速 直 線 運 動*を 続 け る。 ニ ュ ー トンの 運 動

の 第1法 則 とい う。

law of magnetic poles　 磁 極 の 法 則

同種 の磁 極*ど う しは し りぞ け あ い、 異 種 の磁 極 ど う しは 引 き合 う。

law of motion　 運 動 の 法 則 、 運 動 の 第2法 則

→Newton's second law of motion

law of parallelogram　 平 行 四 辺 形 の 法 則

→parallelogram method

law of parity　 パ リテ ィ保 存 の 法 則

→parity

law of partial pressure　 分 圧 の 法 則

「混 合 気 体 の圧 力*は 、 各成 分 気体 の 圧 力 の 和 に等 しい 」。 理 想 気 体*に つ い て 成 り

立 つ 。 混 合 気 体 の 圧 力 をP、 各 成 分気 体 の 圧 力 を 〓 ，〓，〓 ，… とす る とP＝ 〓 ＋

〓 ＋ 〓 ＋ … 。

law of reflection　 反 射 の 法 則

「波*が 反 射*す る と き、 入射 角*と 反 射 角*は 等 しい 」。

→reflection

law of universal gravitation　 万 有 引 力 の 法 則

→universal gravitation

law of work　 仕 事 の 原 理 、 仕 事 の 法 則

仕 事 をす る と き （た と え ば物 体 を 引 き上 げ る と き）、 て こ*や 滑 車*な ど の機 械 を

使 っ て も、力 で は得 を して も動 か す距 離 は増 え る の で 、必 要 な仕 事*の 量 は 変 わ ら

な い 。

laws of motion　 運 動 の 法 則

→Newton's laws of motion



leaf electroscope　 箔 検 電 器

静 電誘導*を 利用 して、薄い

金 属箔 で帯電*の 様 子 を調べ

る装置 。帯電 体*が 近づ いた

り、検 電 器 を帯 電 させ る と、

静 電誘導 に よる電 荷 の分 布 に

応 じて箔が開 く。

left-hand rules　 左 手 の 法 則

→Fleming's law(1)

length　 長 さ

2点 の 間 の距 離 。

length contraction　 長 さの 収 縮

ロ ー レ ン ツ収 縮*と もい う。 光 速*に 近 い 速 度*で 運 動 して い る 物 体*が 、 運 動 方

向 に縮 ん で 見 え る こ と。 物体 の 静 止 して い る と きの 長 さ をL、 物 体 の速 度 方 向 の 長

さ をL'、 観 測 者 に対 す る物 体 の速 度 をv、 光 速 をcと す る と

〓

とな る。

→Lorentz contraction

lens　 レ ン ズ

曲面 を もち 透 明 な材 料 で で きた 、像*を 作 る装 置 。 光*の 屈 折*に よ って 、 像 を結

ぶ 。concave lens, diverging lens（ 凹 レンズ ）、convex lens, converging lens（ 凸 レン

ズ ）、cylindrical lens（ 円柱 レ ンズ）、fisheye lens（ 魚 眼 レ ンズ）、object lens（ 対 物

レ ンズ ）、telephoto lens（ 望 遠 レ ンズ ）、wide-angle lens（ 広 角 レン ズ）、zoom lens

（ズ ー ム レンズ ） な どが あ る。

lens equation　 レ ン ズ の 公 式

→focus

Lenz's law　 レ ン ツ の 法 則

磁 石 が コイ ル の 力 で 運 動 す る とき に生 じる誘 導 起 電 力*は 、誘 導 電流*に よ っ て生

（図38）



ず る磁束*（ 磁界） が、外部 の磁界 の変化 を妨 げる向 きに生ず る。

lepton　 レプ トン

素粒 子*の 中で弱 い相互作用*お よび電磁 相互作用*を す るが、強 い相互作用 を し

ない粒子で、ス ピン*は1/2で あ る。軽粒子 ともい う。 ニュー トリノ*、 電子*、 ミ

ュー オン*、 およびそれ らの反粒子*な ど。

→elementary particle

lever　 て こ

棒 の 一 点 を固 定 し、 こ の 点 の

回 り に 自由 に 回せ る と き、 こ

れ をて こ とい う。 物 体 を動 か

す た め に 使 う 。 て こ に は 、

「力 点 」、 「支 点*（fulcrum） 」、

「作 用 点*（point of action,

 point of application）」 が あ る 。

力 点 は、物体 を乗せ る場所で 、加 えた力 の効果 が現 れる点であ る。力 点 に乗せ る

物体 あ るいはその重力*を 「荷重*」 とい う。支点は、回転 の中心 になる点 である。

作 用 点 は、人 が力 を加 える点 で 、 この作 用 点 に加 え る力 の こ とを 「加 え る力

（effort）」 という。 回転軸*で あ る支点か ら、力がはた ら く点である作用点 または力

点 までの距離 を腕 の長 さとい う。作 用点の腕の長 さをa、 加 える力 を〓 、力点 の腕

の長 さ をb、 加 え る力 を〓 とす る と、〓 ×a＝ 〓 ×bの と き、て こはつ りあ う。

これを「てこの原理」という。このとき、荷重の重さ〓に対し、〓 と
な り、荷 重 に対 し

〓
倍 の力 をか け れ ば よい。 た とえ ば 、a：b＝3：5な らば 、 〓

倍 の力 を加えれ ばつ りあ う。 この とき、力 を加 える移動 距離 に関 しては、仕事 の

原 理*よ り、 〓 倍 とな り、てこを使 って も、仕事で得 をす ることはで きない。

Leyden jar　 ライ デ ン瓶

コンデ ンサー*の 一種。静電誘 導*を 利用 している。 ガラス容 器の内側 と外側 に、

錫 の箔 が貼 って ある。内側 の箔 には上端が球状 の金属棒 が接触 している。金属棒

に電荷*を 帯電*さ せる と内側 の箔 に電気が分布 され、外側 の箔 に異種 の電気 を誘

導す る。

lift　 揚 力

空気や水 などの流体 中*を 物体*が 運動す るときに受 ける、運動方 向と垂直方 向の

（図39）



力 。

light　 光

電 磁波*の うち、 波長*が400～800nm程 度 の もの。光の速 度*は 、真空 中で、

2.99792458× 〓m/s。 真空 中を波動*と して伝 わる。 光は きわめて波長 が短 く、

速度 の速 い波動*で あ る。振動 数*ν が高 い場合 は、エ ネルギー*E＝hν を もつ

光子*と してふ るまう。

light pipe　 ラ イ トパ イ プ

透明 なプラスチ ックで で きた光*を 伝達するパ イプ。 曲線状 に曲げて も光 を伝 える

こ とがで きる。

light quantum　 光 量 子

光子*の こと。

→photon

light ray　 光 線

光*の 通る道 筋。

light velocity　 光 速 度

→speed of light

line graph　 線 グ ラ フ

い くつかの測定点 のデ ー タ*を 、直線 または曲線 でつなげて結 んだグラフ*。 傾 向

や変化 の様子 を調べ るこ とがで きる。

line of action　 作 用 線

力*が 物体 に作用 する とき、力の作用点*を 通 り、力の はた ら く向 きに引 いた直

線。



line of electric force 　電気 力 線

電界*の ベ ク トル*の 向 きが、その 曲線の接線 とな

るよ うな曲線。電界 の強 さがEの とき、1〓 あ た

りE本 の電気力線 を描 く。正 の帯電体 か ら出て負

の帯 電体あ るいは無 限遠 で終 わ るか、 または無 限

遠か らきて、負の帯電体で終わる。

line of flux　 磁 束 線

→line of force

line of force　 力 線

電界*、 磁界*、 重力場*な どを表 わす仮想 の線。 その場 のベ ク トル*の 向 きが、

その曲線 （力線 ） の接線 とな る曲線 である。 この とき、場 の大 きさは力線 に垂 直

な単位面積 を貫 く力線 の本数 （密度）で表わす。

line of magnetic force 　磁 力線 、磁 気 力線

磁界*の ベ ク トル*の 向 きが 、その 曲線 の接線 と

なる ような 曲線 。N極 （正 磁極 ） か ら出 てS極

（負磁極 ） に入 る。 磁界 の強 さがHの とき、1〓

あた りH本 の磁力線 を描 く。

line of reinforcement　 波 の 強 め あ う線 （点 ）

同 じ振 動 数*の2つ の波 源*か らの 波*が 、干 渉*し て強 め あ う場 所 を結 んだ 線 。

〓nodal line

line spectrum　 線 ス ペ ク トル

原子*が 放 射*あ るい は吸 収*す る光 を分 光 器 で み る と、特 定 の 部 分 だけ が 線 状 に

明 るか っ た り、 暗 か っ た りす る。 こ れ ら を線 ス ペ ク トル と い う。 明 るい 部 分 を輝

線 ス ペ ク トル*（emission line spectrum） 、暗 い部 分 を吸 収 ス ペ ク トル*（absorption

 spectrum） と い う。 こ れ らは 、 原 子 の エ ネ ル ギ ー準 位*が 別 の準 位 に変 わ る と き 、

矢印 の向 きは電 界の 向 き （図40）

矢 印の 向 きは 磁界 の向 き （図41）



そ の エ ネ ル ギ ー*の 差 に 相 当 す るエ ネ ルギ ー を も っ た光 子*を 、 原 子 が 放 出*あ る

い は 吸 収 す るた め に起 こ る。

linear accelerator　 線 形 加 速 器

加 速 器*の1種 。 電 子*や 陽子*な ど を直 線 的 に 加 速 す る。 加 速 に は、 高 周 波 電 流

に よ る電 界*を 使 う。

→accelerator

linear current　 直 線 電 流

無 限 に伸 び た 導線*を 流 れ る電 流*。

linear density　 線 密 度

物 質*の1m当 た りの 質 量*を 、 線 密 度 とい う。 単 位 はkg/m。

linear motion　 直 線 運 動

物 体*が 一 直 線 上 で運 動 す る こ と。

linear motion of acceleration　 等 加 速 度 直 線 運 動

物 体*が 一 直 線 上 を 、 一 定 の加 速 度*で 運 動 す る こ と。 加 速 度 をa、 初 速 度 をv0 、

時 間 をt、 変 位*をx、 速 度*をvと す る と、

v＝v0＋at

〓

〓

liquid　 液 体

一定 の形を もたず
、温度*の 変化 や圧 力*の 変化 で も体積*が あ ま り変化 しない物

質*の 状態*。 分子 間の結 合力は弱 く、分子 どう しは互 いに位 置 を入れ替わ って運

動 で きる。一般 に、固体 の温度 を上げてい くと、液体、気体 となる。

liquid air　 液体 空 気

空気 を高圧 で圧縮 させ た もの を断熱膨 張*さ せ ることによって冷却 し、液体 に した

もの。液体窒素*、 液体酸素*な どの混合体 である。

liquid crystal　 液 晶

液体 のように形が変化 で きるが、結 晶の もつ規則性 を もっている状 態。分子*レ ベ



ルでは光学的、力学 的に結 晶*の ように異方性 （物理的性質が方 向によって異 なる

こと） を示す物質。

liquid laser　 液 体 レー ザー

動作用の媒質*と して、液体 を使 う レーザー*。

liquid nitrogen　 液体 窒 素

窒素の液体。沸点*－195.8℃ 。低温実験 な どに用いる。

liquid oxygen　 液体 酸 素

酸素 の液体。沸点*－183.0℃ 。 ロケ ッ トの酸化剤 や圧縮酸 素の材 料 として利 用す

る。

liter　 リ ッ トル

体積*の 単位の ひ とつ。記号l（ リッ トル）。1l＝1/1000〓 。

lm　 ル ー メン

→lumen

load　 荷 重 、負 荷

機械 や装置の構造部分 に加 えられ る力*や 重 さ*。 また、電気エ ネルギーや仕事 エ

ネルギー を発生 ・変換す る装置でエ ネルギーを消 費する側 。

logic　 論 理

電子計算 機の 中での0と1の 信 号 を取 り扱 う際の計算 の法則 ・原理 をい う。入 力

の組み合 わせ を0と1の2進 数で示 した真 理値表 とい う表 を使 うと、規則 をわか

りやす く示す こ とがで きる。

logic circuit　 論 理 回 路

0と1の 信号 を取 り扱 うデ ィジタル回路 をい う。 入力の有無 を論理計算 を使 って

出力信 号 の有無 に変換す る。電子計算機 で演算 を行 うと きには、 この論理 回路 を

組 み合 わせ て結果 を出す。AND、OR、NOT、XOR回 路 などが ある。

→AND circuit

→NOT circuit

→OR circuit



→XOR circuit

longitudinal wave 　縦波

波*の 進 行 方 向 と、 媒 質*の 振 動*方 向が 同 じ

よ う な波 。 縦 波 は疎 密 波*で あ る 。 音 波*、 地

震 のP波 な ど。 図 の 上 は横 波*、 下 が 縦 波 。

→compression wave

〓transversal wave

loop 　（1）ル ー プ　 （2）波 の 腹

（1）輪状の もの。回路*を 表わす場合 もある。

（2）定常波*で 振 幅*が 極大 になる ところ。

〓node

Lorentz contraction　 ロ ー レ ン ツ 収 縮

→length contraction

Lorentz force 　ロ ー レ ンツ 力

荷電粒 子*が 電界*や 磁界*中 を運動す る ときに受

ける力 を、 ロー レンツ力 とい う。電界の 中では電界

の向 きに力 を受け、磁 界の中では磁 界 と速度に垂直

な向 きに力 を受ける。粒 子の電荷*をq、 速度*をv 、

電界E、 磁束密度*B、 ロー レンツ力 をFと す ると、

〓 で表 わされ る。 また、単 に磁界 を

運動す る荷電粒 子 にはた らく力 〓 をロー レン

（図42）

（図43）



ツ力 とい うこ とが ある。 ×はベ ク トルの外 積*（outer product）で ある。 この場合 、

力 の向 きは、右 ネジの法則*を 使 って、速度の向 きか ら磁界 の向 きに右 ネジを回 し

て、ネジの進 む向 きとなる。

→right-handed screw rule

Lorentz transformation　 ロー レンツ変 換

特殊相対 性理論*の 中で、 ひとつの慣性系*で の時空の点 を、別の慣性系の時空の

点 に移す変換 法。別 の慣 性系 の移動 速度が光速 に比べ て小 さい ときは、ガ リレイ

変換*の 形 になる。

→Galilei transformation

loudness　 音 の大 き さ

感 覚上の音*の 大 きさ。単位 はphon（ フォン）。周波数*が1000Hzで 、nデ シベ

ル*と 同 じ大 きさの感 覚を起 こす音 の大 きさをnフ ォンとする。

lubricant　 潤 滑 材

2つ の物 体*の 間に生ず る摩擦力*を 減 らすため に、接 触面 に塗 った り取 り付け た

りする物 質*。 油、石鹸 、グラファイ ト、硫 化鉛 な ど。

lumen　 ル ー メ ン

光 束*の 単位 。記号lm。 単位 時間当 た りに伝 わる光*の エネル ギー量 を光束 とい

う。空 間の どの方向 にも一様 に1cd（ カンデ ラ）の光度 をもつ点光源か ら放 出*さ

れる、立 体角1ス テ ラジア ンあた りの光 束を1lmと い う。

luminous　 光 る、発 光体 の、輝 く

luminous body　 発 光 体

光*を 発 する物体*。 光源*。

luminous flux　 光 束

単位時間当た りに通過す る光*の エネルギー量 を、視感度 を考慮 して表わ したもの。

単位lm（ ルーメン）。

→lumen



luminous intensity　 光 度

一定方 向か ら物体*を 見 る場 合の
、物体全 体 と しての明 るさの程度。光源*が 点光

源 に近い ときは、立体角1ス テ ラジア ン当た りの光束*で 表 わす。 単位cd（ カン

デラ）。

→luminous flux

luster　 光 沢

表面が輝 き、光*を 反射*す るこ と。

lux　 ル ク ス

照度*の 単位。記号lx（ ル クス）。面 が光 に照 らされ ている とき、単位面積 に入射

す る光束*の 密度*を 照度 という。1〓 に1lm（ ルーメ ン）の光束が入射す るとき

の照度は、1lxで ある。

→illuminance



M

μ　 透 磁 率 の 記 号

→magnetic permeability

μ　 マ イ ク ロ

→micro

M　 メ ガ

→mega

m　 メ ー トル

長 さの 単 位 。 記 号m（ メ ー トル ）。

→meter

m　 分

時間の単位。1m＝1minute。

m　 ミ リ

→milli

Mach number　 マ ッハ 数

物体*の 速度*が 音速*の 何倍 かを表 わす値。

machine　 機 械

物体*に 仕事*を す ることが できる装 置。

magnet　 磁 石

磁 力*を もつ物体*。 鉄 やニ ッケ ルな どの強磁性 体*に 磁界*を かけ ると磁 石 とな

る。軟鉄 の磁 性体*に 、 コイル*を 巻 いて電流*を 流 した もの を電磁 石*と い う。

電流 を止める と磁性 をほ とんど失 うので、一時磁 石*と い う。 これに対 し、鋼鉄 に

磁 界をかけた磁石 の場合 は磁性 を保 持 しつづ け、永久磁石*に なる。

→electromagnet



→permanent magnet

→temporary magnet

magnetic　 磁 気 の 、 磁 石 の

→magnetism

magnetic bottle　 磁 気瓶

核融合*の ため の水素 プラズマ*を 閉 じ込 め られ る強い磁界*。

magnetic charge　 （1）磁 荷 （2）磁 気 量

（1）S極またはN極 の磁気*を 帯 びた粒 、点。S極 の磁荷 を負磁荷、N極 の磁荷 を正

磁荷 という。電荷*と 異 な り単独の磁荷 とい うもの はな く、正 負の磁 荷は必ず2つ

一組 で現れ るので
、 これ を磁気双極子*と い う。磁荷 の間 に作 用する力は クーロン

の法則*に 従 う。

→Coulomb's law of magnetism

（2）帯 びている磁 気の量。磁荷 の磁 気の量。磁荷が及 ぼ し合 う力の大 きさか ら決 め

る。単位 はWb（ ウェーバ） で表 わす。 日本語 で、「磁 荷」 という場 合、磁荷 その

もの と磁荷の磁 気量 と2つ の意味 に使 うこ とが ある。1Wbは 真 空中に1m隔 てて

おかれた等しい強さの2つ の磁極が 〓Nの 力を作用し合う磁気量である。
→electric charge(1)(2)

magnetic dipole　 磁 気 双 極子

反 対符号の2つ の磁 極が わずか に離 れた状態 にある もの をい う。磁 石、 コイル を

流 れる電流 など。

magnetic domain　 磁 区

磁界*の 向 きが一方向 にそ ろった小磁石 を作 って いる領域 をい う。磁 石は小 磁石の

集 ま りだ と考 えるが、小磁石が ば らば らに並 んで も全体 と しては磁石 にな らない。

強磁性体*で は、磁 界 をかけ るとこれ らの小磁石であ る磁区の方向がそろい、全体

と して強い永久磁石*に な ると考え られた。

magnetic field　 磁 界 （理 学）、磁 場 （工 学）

空 間に磁荷*を 置 くとき、磁荷 に力*を 生 じさせ るような空 間を磁界 または磁 場 と

いう。 この とき、生 じた力 を磁力*、 または磁荷 によるクー ロ ン力*と い う。磁荷

の磁気 量*をm、 磁界 を〓 とす る とき、生 じたクー ロン力〓 との間には〓＝m〓 の



関係 がある。

magnetic field lines　 磁 界 の向 きの線

磁界*の 向 きと大 きさを表 わす線。

magnetic flux　 磁 束

ある曲面 における磁 束密度*Bに 断面積Sを かけた もの をい う。磁束 は磁 束密度B

の一様 な磁 界*中 の、磁 界 に垂直 な面積Sの 断面 を通る磁 束線の数で ある。磁束 の

向 きは、 曲面 に垂直 （法線*の ）方向。磁束 をΦ、磁束密度 をB、 断面積 をSと す

る とΦ＝BS。

magnetic flux density　 磁 束 密 度

単位 面積 当た りの磁束*の 数。単位 〓 。磁 界*を 表わす基本量で、磁束密度B

と磁界Hと の間 には、物質の透磁率*を μ として〓＝μ〓の関係があ る。

magnetic flux lines　 磁 束 線

磁束 密度*の ベ ク トル*の 向 きが、その 曲線 の接線 となる ような曲線 。

magnetic force　 磁 気 力、磁 力

磁極*が 異種の と き互い に引 き合 った り、同種の とき しりぞけ合 った りする力 。

magnetic induction　 磁 気 誘 導

磁性体*を 磁界*中 に入 れると磁化*さ れる現象。

magnetic lines of force　 磁 力 線

→line of magnetic force

magnetic material　 磁 性 体

磁 界*を 加 える と、磁 界の向 きに強 く磁 化*さ れ るこ とを強磁 性（ferromagnetism）

とい う。強磁性 を もつ物体 では、磁 界 を取 り去 って も、磁化 された ままであ る。

強磁 性体 （ferromagnet） の 例 と して 、 、 、 や これ を含 ん だ 合 金 が あ る 。 また 、

磁 界 の 向 き に弱 く磁 化 され る こ と を 、常 磁 性 （paramagnetism） とい う。 この 場 合 は

磁 界 を取 り去 る と磁 性 は な くな る 。 こ の よ う な物 質 を 常 磁 性 体 （paramagnetic

 substance） とい う。 こ れ に対 し、 反 磁 性*（ 磁 界 の 向 き と逆 に磁 化 され る こ と） を

もつ 物 質 を反磁 性 体 （diamagnetic substance） とい い、 ビス マ ス が そ の例 で あ る 。



magnetic monopole　 磁 気 単 極子 、モ ノポ ール

正 または負 の磁荷*の み をもつ仮想上の粒。注 ：一般 に、磁荷 は正負2つ1組 の磁

荷 か らなる磁気双極子*か らで きてお り、分離 する ことはで きない。

magnetic needle　 磁 針

コ ンパス （方位計）の北 または南 を向 く小 さい針状磁石。磁界*の 方向や強 さを知

る。

magnetic permeability　 透 磁 率

磁界*Hと 磁束密度*Bの 比 をい う。記号 μで表 わす。B＝ μHの 関係が ある。 な

お、真空の透磁率μ0＝4π ×〓 （H/m＝Wb/A･m） で ある。

magnetic pole　 磁 極

磁石*の 両端 で磁気*の 一番強 い点。正磁極 （N極） と負磁 極 （S極）が あ り、必

ず2つ1組 であ る。

magnetism　 （1）磁 気 （2）磁 性

（1）磁石*と 磁石の作用 、 または磁 石 と電流*と の作用 によって起 こる現象。

（2）磁石 と しての性質 をもつ こと。他の磁石 を引 き付 けた り、反発 した りす る性質。

magnetization　 磁 化

磁界*中 に物体*を 置 くと き、物体が磁気*を 帯 びる ことを磁化 とい う。磁気 を帯

び る物体 を磁性体*と い う。

→magnetic material

magnetization by induction　 誘 導 に よ る 磁 化 、 誘 導 磁 化

→magnetization

magnetosphere　 磁 気 圏

大気*の 最 上層部で、地球の磁界*に よって、電離 した大気中の荷電粒子*の 運動

が支配 されている領域。

magnification　 倍 率

光学 装置に よって生 じた像*と 、元の物体*の 大 きさの比。拡 大率。



magnifier　 拡 大 器

物体*を 拡大 して見る装置。拡大鏡 （虫めがね）な ど。

magnifying glass　 虫 め がね、拡 大 鏡

凸レ ンズ*単 体 や、組み合わせ レンズ を使 って物体 を拡大 して見 る装置 。

major axis　 長 軸

楕 円*の2つ の 軸 の うち 、 長 い 方 。楕 円 の2つ の 焦

点*を 通 る軸*。 短 い方 を短 軸 （minor axis）とい う。

malleability　 展 性

物体*に 圧力*や 力*を か けた とき、破 壊 され ることな くどれだけ平面 的に広 が る

か （箔 になるか） を表わす性質。金や銀 は展性 に富んでいる。

→ductility

malleable　 展 性 の あ る

→malleability

manipulated variable　 操 作 変 数、操 作可 能 な変数

実験*で 、制御 しようとする変数*や 条件。

maser　 メ ー ザ ー

電 子*と マ イ ク ロ波*の 相 互 作 用 に よ り増 幅 さ れ た マ イ ク ロ波 の こ と。 ま た は マ イ

ク ロ波 を増 幅 す る装 置 。

→induced emission

mass　 質 量

物体*に 力*fを かけて、加速度*aが 生ず るとき、〓 で表 わされるmを 質量、

または慣性質量*と い う。慣性質量 は慣 性*の 大 きさを表 わす 量である。質量の単

位 はkg（ キ ログラム） を使 う。 質量 には、 この他 に重力 質量*を 使 った定義 もあ

る。

→gravitational mass

→inertial mass

（図44）



mass defect　 質 量 欠 損

原子核*の 質量*と 、原子 核 を構成 して いる個 々の陽子*と 中性子*の 合計 の質量

は異 なる （原子核 の質量のほ うが わず かに小 さい）。 その差 を質量欠損 とい う。 こ

の質量 欠損 は、質量が 原子核 を結 合*す るエネ ルギー*に 変換 され た もので ある

（ア インシュ タイ ンは質量 をエネルギーの1形 態で あるこ とを論証 した）。

→law of conservation of energy and mass

mass density　 密 度

物理量 が分 布 している とき、単位 当 た りに含 まれ る量 のこ と。一般 には密度 とい

うと単位体 積当た りの質量 をい う。

mass number　 質 量 数

原子核*中 の 陽子*の 数 と中性*子 の数の和 をい う。陽子の数 をZ、 中性 子の数 を

Nと す ると、質量 数AはA＝Z＋N。Zは 原子番号*で ある。

→atomic number

mass percent　 重量 パ ーセ ン ト

溶液*に 含 まれる溶 質 （溶 けてい る物質）の割合 を％で表わ したもの。

mass point　 質 点

→material point

mass spectrograph　 質量 分 析器

原子*を イオ ン*に した後 、一様 な磁界*中 を運動*さ せ て質量*を 測定 す る。磁

束密度Bの 一様な磁界 中に、垂 直に速 さ*vで 入射*し た質量m、 電気量*qの 荷電

粒子 は、速度 と垂直 な向 きの ロー レンッカ*に よ り磁界 に垂直 な平面 内で半径*r

の等速 円運動 をす る。 この ときの条件は、

（ロー レンッカ） 〓 （円運動 の向心力）

q、v、Bは 既知であ り、半径rを 測 るこ とに より原子 の質量が求 め られ る。

mass-energy conversion　 質 量 ・エネ ル ギ ー変換

質量*が エ ネルギー*に 、 あるいはエ ネルギーが 質量 に変換 されるこ と。質量mの

物体 は真空 中の光速度*をcと する とE＝ 〓 で表 わされるエネルギー をもってい

る。



mass-energy equivalence　 質量 ・エネ ルギ ー方程 式

物 体*の 質量*mと 、エネルギ ー*Eの 間には、光速度*をcと して、E＝ 〓 の関

係 が ある。 これ を質量 ・エ ネルギー方程式 とい う。 これは、質量 とエネル ギーは

同等であ り、互いに形 を変 える ことが可能であるこ とを意味す る。

material point　 質 点

質量*を もち、 その体 積*が 無視で きるほど小 さい物 体*。 広 が りがある物体 で も

大 きさを無視で きる とき、1つ の点 と見 なせ る ときは質点 という。

matter　 物 質

質量*を もつ もの。中性子*や 陽子*、 電子*な どか らで きている もの。固体、 液

体 、気体の3つ の状態 を とる。

matter wave　 物 質 波

→de Broglie matter wave

Maxwell equations　 マ ク ス ウ ェ ル 方 程 式

→Maxwell's relations

Maxwell's equations　 マ ク ス ウ ェ ル 方 程 式

→Maxwell's relations

Maxwell's relations　 マ クス ウ ェル方程 式

電磁方程式 ともい う。電磁気学*の 基礎理論 となる方程式 である。微分方程式*の

形で書 かれてい る。 空間の1点 にお ける磁界 、磁 束密度 、電界 、電 束密度 、電流

密度、電荷密度 の関係 を示 してお り、4つ の式か らなる。（1）ファラデーの電磁誘

導の法則、（2）電流*の 磁気作用 、（3）クーロ ン*の 法則 、（4）磁 束密 度*の 源 が電流

以外 にない こと、 を表わ している。

measurement　 測 定

あ る物 体*の 物 理 量*を 測 る こ と。

mechanical energy　 力 学的 エネ ル ギー

物体 の もつ運動エ ネルギー*と 位 置エネルギー*を 合 わせ た もの。保存力*し か物

体*に はたらかない ときには、力学的エネルギーは保存す る。



→law of conservation of mechanical energy

mechanical equivalent of heat　 熱 の 仕 事 等 量

仕 事*W[J]と 熱 量*Q[cal]が 等 しい エ ネ ル ギ ー*の 変化 を もた らす と き、2つ の間

の 変 換 係 数 を い う。 仕 事 等 量 をJと す る と、w＝JQの 関 係 と な る 。J＝4.186

J/calで あ る。

→Joule's experiment

mechanical resonance　 機 械 的共 振

物体*に 外 力*を 周期的 に作用 させ るときに生 ず る共振*。 外力 の振動 数*が 、振

動 系の 固有振動*に 近い ときに急激 に振幅*が 増加 し、同 じだ と共振 （音*の 場合

は共鳴*） を起 こす。

→resonance

mechanical wave　 力 学 的 な 波

→elastic wave

medium　 媒 質

波*や 力*を 伝 え る物 質*。 気 体、液体 、固体 は媒 質*に なる。た とえば、音波*

の媒 質は空 気である。

mega　 〓 の

「〓 の」 とい う意味の接 頭語 。1MHz＝ 〓Hz、1MeV＝ 〓eV。

megaelectronvolt　 メ ブ、 メ ガ 電 子 ボ ル ト

1MeV＝ 〓eV＝1.602× 〓J。

Melde's experiment　 メル デ の 実験

音 さ*の 先端 に糸 をと りつけ、糸の もう一端 には滑 車*を 介 してお も り*を ぶ らさ

げ る。音 さを振動*さ せ、糸の長 さ、線密度*や お もりの質量*を 変えて、糸の定

常波*を 作 る。糸の張力*と 線密度 、振動数 、波長*の 関係 を求め られる。

melt　 融 解 した、融 け た



meltdown　 メル トダ ウ ン

原子炉*内 の核燃料棒*が 高熱の ため に融け ること。

melting　 融 解

固体*を 熱す る、 または圧力 をかける と液体*に な る現象。

melting point　 融 点

固体*を 熱 してい って液体*に な りは じめる温度*。 融解*の 起 こ りだす温度。

memory unit　 記憶 装 置

コ ンピュータ*で デー タ*を 記録 する装 置。必 要に応 じて、デー タを呼び出す。内

部記憶装 置と外部記憶装置が ある。例 ：磁気デ ィス ク装置。

meniscus　 メ ニ ス カ ス

立てた管内 に液体 を入れ るとで きる、凹 または凸状の液面の形

をい う。表面張力*に よ り、凹 または凸の形 が決まる。水 の よ

うに管壁 をぬ らす場合は凹状、水 銀の ように管壁をぬ らさない

場合 には凸状 にな る。

meson　 中 間 子 、 メ ソ ン

強い相互作用*を す る粒子 であるハ ドロン族*の うち、ス ピン*が0ま たは整数 の

粒子 を中 間子 または、 メソンとい う。 中間子 、メ ソンは クォー ク*と 反ク ォークが

結 合 した粒子で、 グルオ ン*に よって結 び付 いている と考 えられている。例 ：π中

間子 、K中 間子。

→elementary particle

metal　 金 属

金 属光 沢*を もち、熱*や 電気*の 伝導性 が よ く、延性*・ 展性*に 富 む元素*。

固体 は原 子が金属結合*し てで きた金属結晶の構造 をとる。

metallic bond　 金 属 結 合

金 属*が 結 晶*を つ くる 際 の結 合 の 仕 方 。 ＋ イオ ンで つ くる結 晶 の 格 子 （lattice）の

中 を 、金 属 の価 電 子 （valence electron） が 自由 に移 動 で きる状 態 。

（図45）



metallic luster　 金 属 光 沢

金属*に 共通 してみ られる特有 の輝 き。鏡 の色 が金属光沢 であ る。

metallurgy　 金 属 学

金属*や 合金の精錬*法 や、作製 した金属の性質*や 利 用法 を研究 す る学問。

meter　 （1）メ ー トル （2）計 量 器 、 メ ー タ ー

（1）長 さの単位 。記号m（ メー トル）。1mは299792458分 の1秒 間に光が真空 中を

進 む長 さ。

methane　 メ タ ン

炭化 水素 の ひ とつで のこ と。無色 無臭 の可燃 性気体 。天 然 ガスの主成 分であ

る。

method of least squares　 最 小2乗 法

測定結 果の処理 方法 の ひ とつ 。測定値X1, X2, X3, X4, …, Xnに 対 して、 〓 の

値 を最小 にす るaを 求 め、 このaが 最 も真 の値 に近 い値 であ る とす る。

metric system　 メー トル法

長 さの単位 にm（ メー トル）、質量 の単位 にkg（ キロ グラム） を使 う単位 系。

MeV　 メ ブ、 メガ電 子 ボ ル ト

→megaelectronvolt

mg　 ミ リグ ラ ム

質量*の 単位 。記号mg（ ミリグラム）。1mg＝ 〓g＝ 〓kg。

MHD (Magneto Hydro Dynamic) power　 電磁 流 体 発 電 、MHD発 電

磁 界*と 垂直 な方向 に、プ ラズ マ*な どの導 電性の流 体*を 高速 で噴射す る。 この

ときの、電磁誘導*で 生ず る誘導起 電力 を利用 した発 電法。

Michelson-Moley experiment　 マ イケ ル ソン ・モ ー リーの 実験

光*を 伝 えるエ ー テル*と い う物 質の存 在が信 じられ てい た頃 に行 われ た実験*。

地球 は公 転*し ている ため、 エーテル に対 して運動方 向が変 わる。 この ときに、光

速度*を 測 れ ば異 なっ た光速値 あるい はエ ーテルの速度 が得 られるはずであ る。 と



ころが 、 どの 方向 で も光速 度は変 わ らない とい う結 果が得 られた。 これ に よ り、

エ ーテルの存在 が否定 された。

→ether

micro-　 マ イ ク ロ

「小 さい、微量 の、〓 の」 とい う意味の接 頭語 。記号 μ。1μF＝ 〓F。

microgravity　 微 小 重 力

→null gravitational state

microprocessor　 マ イ ク ロ プ ロ セ ッサ ー

コンピュータ*の 主要部分であ る記憶 回路、制御 回路、演算 回路 をひとつのIC*に

まとめた素子*。

microscope　 顕 微 鏡

2つ の 凸 レンズ*を 使 っ て、 物 体*の 大 き さ を拡 大 して み る装 置 。電 子 顕 微 鏡 は光

で はな く電 子 ビ ーム を試 料 に当 て る こ とに よる。

→electron microscope

microwave　 マ イ クロ ウエ ー ブ、 マ イ ク ロ波

極超短波 ともい う。波長10cmか ら1mm程 度の電磁波*を い う。テ レビ中継 や電

話 に使 われてい る。

Milky Way　 銀 河 系 、 天 の 川

→galaxy

Milky Way Galaxy　 銀 河 系

→galaxy

Milky Way System　 銀 河 系

→galaxy

milli-　 ミ リ

「1/1000の 」 とい う意 味 の 接 頭 語 。



milliammeter　 ミ リ ア ン ペ ア 計

1/1000A程 度 の値 を測 る電 流 計 。

milligram　 ミ リ グ ラ ム

質 量 の 単 位 。1mg＝1/1000g＝ 〓kg。

Millikan's oil-drop experiment　 ミ リカ ンの油 滴 の 実験

電気素量*を 求め た実験。電界*を かけた場合 とかけない場合 の油滴の落下速度 を

測 ることか ら、油滴 にはた らくクーロ ン力*と 電気量*を 測定 した。その電気量 が

常 にあ る値の整数倍 になっていることか ら、その値 が電子*の もつ電気量 である と

した。 これが電気素量であ る。

→elementary electric charge

milliliter　 ミ リ リ ッ トル

体 積 の 単位 。1ml＝1/1000l＝ 〓 。

millimeter　 ミ リ メ ー タ ー

長 さの単 位 。1mm＝1/1000m。

millisecond　 ミ リ セ カ ン ド、 ミ リ秒

時 間 の 単 位 。1ms＝1/1000s。

mirage　 しん きろ う、蜃 気楼

空気 に温度差があ る場合、密度*が 変わ り屈折 率*が 変化 し、光線*が 屈折*す る。

この ために、遠 くの物体*が 見 えた り、空中 に物体 が浮かぶ よ うに見 えた りす る。

この像 を、 しんきろうとい う。

mirror equation　 鏡 の 公 式

鏡心 と物体*の 距離 をa、 鏡心 と像*ま での距離をb、 焦点距離*をfと して

〓

が成り立つ。

mixture　 混 合 物

2種 類以上の物質*を 混ぜ合 わせた物。物 質は もとの性 質を保 ってお り、遠心分離



や蒸留 な どの物 理的操作 によって、 もとの物 質に分ける ことがで きる。

〓compound

MKS system　 MKS単 位 系

→MKSA system

MKSA system　 MKSA単 位 系

基 本 単 位*と して 、長 さの 単 位 にm、 質 量*にkg、 時 間 にsを 使 う単 位 系 をMKS

単 位 系*、 こ れ に 加 え て 電流*にAを 使 う単 位 系 をMKSA単 位 系 とい う。 こ れ ら

を 組 み 合 わ せ て 、組 立 単 位*が 作 ら れ る。MKS単 位 系 でN、J、Paな ど。MKSA

単 位 系 でC、Vな ど。

→derived unit

→fundamental unit

→International System of Units (SI)

mL　 ミ リ リ ッ トル

→milliliter

mm　 ミ リ メ ー トル

→millimeter

model　 モ デ ル、模 型

一般的で ない現象 を
、一般的 な例や現象、構 造な どにた とえて説明する こと。

moderator　 減 速 材

核 分裂*で 生 じた中性子*は そのままでは速度 が速 す ぎて、次の核分裂 を起 こ しに

くい。そ こで 、中性子 を透 過 させ るこ とで、 中性子 と減速材 の 中の原子核 とを衝

突 させ て、中性 子の速 さ*を 遅 くさせ る物質*。 水 、ベ リリウム、 グラファイ トな

どが用い られ る。

modulation　 変 調

送 りた い信 号 の 変 位*を 、 搬 送 波*と い う高 い振 動 数*の 波 に 特 定 の 変 化 を与 え る

こ とで送 る方 法 。

→Amplitude modulation

→Frequency modulation



modulus　 率 、係 数

modulus of elasticity　 弾 性 率

elastic coefficientのこと。

→elastic force

mol　 モ ル

物質量の単位 。 アボガ ドロ数*（ 約6.0× 〓 ） の個数 に相 当する、原子*や 分子*

の分量。

molecular mass　 分 子質 量

ひ とつの分子*に 含 まれ る原子 質量*の 合計 。

molecule　 分 子

い くつかの原子*が 結合*し たもの。物質*の 化学 的性質*を もつ最小単位。

molten　 融 け た

→melt

moment　 モ ー メ ン ト

能率 ともい う。例 を以下 に示す。

・moment of inertia　慣性 モーメ ン ト

回転 運動*を している とき、同 じ回転運動 を保 とうとす る回転 の慣性 の大 きさ

を表 わす 。剛体*を 構成 する各資点*iの 質量 を〓 、軸*か ら点iま で の距離 を

〓とす るとき、Σ〓 を慣性 モーメン トとい う。

・moment of a couple　 偶力モー メン ト

回転運動*を 変化 させ る効果 をい う。大 きさの等 しい逆向 きの平行力 を偶力 と

い い、力 と2力 間の距離 の積 を偶力モ ーメ ン トという。偶 力モーメ ン トは回転

軸の位置 に左右 され ない。

・moment of force　力のモー メン ト

回転運動 を変化 させ る力 による効果 を表わす。

（1）固定 した回転軸の場合 ：回転軸 から距離rの 地点で、力 〓がはた らいている

とき、rと 〓のなす角度 を θとして、〓sin θを回転軸の 回 りの力 のモーメ ン ト

とい う。

（2）1点の回 りの場合 ：外積 〓×〓が力 のモ ーメン トとなる。



momentum　 運 動 量

物 体*の 質 量*をm、 速 度*を 〓 とす る と、 〓 を運 動 量 と い う。 速 度 をベ ク トル〓

とす る と運 動 量 もベ ク トル 〓 と な り、 速 度 ベ ク トル と運 動 量 ベ ク トル は 同 じ向 き

で あ る。

monoatomic element　 単 原 子 元 素

分 子*を 作 らず に、 原 子*1個 が 単 独 で 存在 で きる 元 素 。

monoatomic molecule　 単 原 子 分 子

原 子*1個 で分 子*と して ふ る ま う もの 。 な どの 希 ガス （不 活 性

ガス ） が単 原 子 分 子 に な る 。

→diatomic molecule

monochromatic　 単 色 の

monochromatic light　 単 色 光

波 長*の 幅 （帯 域 ） が 狭 い光 を単 色 光 と い う。 輝 線 ス ペ ク トル*は 単 色 光 で あ る。

→line spectrum

motion　 運 動

物 体*な どが 、 時 間 の経 過 と と もに位 置 を変 え る現 象 。

motor　 モ ー タ ー

電気 エ ネ ル ギ ー*を 力 学 的 な仕 事*に 変 換 す る装 置 。磁 界*か ら電 流*が 受 け る力

を利 用 して い る 。

moving pulley　 動 滑 車

〓fixed pulley

ms　 ミ リセ カ ン ド、 ミ リ秒

→millisecond

multiplication　 乗 算 、 か け 算



musical scale　 音 階

音 楽 に用 い る 、振 動 数*が 一 定 の 比 を もつ 音*の 集 ま り。 音 を 高 さの 順 に並 べ て い

る。 た とえ ば、 音 楽 に普 通 使 わ れ て い る平 均 率*は 、1オ ク タ ー ブ （振 動 数 が2倍

に な る音 ） の 間 を12個 に分 割 してい る。

→equal temperament

mutual inductance　 相 互 イ ン ダ ク タ ン ス

→mutual induction

mutual induction　 相 互 誘 導

磁気*的 に結び 付いてい る2つ の回路*で 、第1の 回路 の

電流*を 変化 させ ると磁束*の 変化が生 じ、 これ によって

第2の 回路で電磁 誘導*が 起 こる。この現象 を相互誘導 と

い う。 第1の 回路で 、時間 ⊿tの 間 の電 流 の変 化 を⊿〓、

第2の 回路 に生 ず る誘導起電 力（EMF）の大 きさを 〓 とす

る と、

〓

とな る。 こ のMの 値 を、相 互 イ ンダ ク タ ンス（mutual

 inductance） とい う。誘導 起電力 は第1の 回路 の電流 の変

化 を妨 げ る向 きに生 じるの で－がつ く。単位 はH（ ヘ ン

リー）である。

（図46）



N

N　 ニ ュ ー トン

→newton

n　 ナ ノ

〓 のこ と。た とえば1nm＝ 〓m。

n　 中性 子 の記 号

→neutron

N-type germanium　 N型 ゲ ル マ ニ ウ ム

ゲ ル マ ニ ウ ムのN型 半 導 体*。

→donor

n-type semiconductor　 N型 半 導 体

ドナ ー*を 入 れ た 半 導 体*の こ と。

→donor

natural frequency　 固 有 振 動 数

→character frequency

natural logarithm　 自 然 対 数

eを 底*と す る対 数*。 〓 ＝yの と き、xを 「eを 底 とす るyの 対 数 」 と い い 、log〓y

と表わす。ここでeはnを 無限に大きくしたときの 〓 の極限であり、

e＝2.71828････。

→common logarithm

near infrared rays　 近 赤 外 線

→infrared rays

nebula　 星 雲

ガス や 宇 宙 塵 か らで きて い る巨 大 な雲 の よ う な状 態 。 ガ ス の 主 成 分 は 水 素 で あ る 。



negative　 負 の

negative acceleration　 負 の 加 速 度

物 体*の 進 行 方 向 と逆 向 きの 加 速 度*。 物 体 の運 動 を妨 げ る 向 きに は た ら く加 速 度 。

減 速度*。

negative electrode　 負 極

電 池*の 一極 。 電 流*が 入 る極*、 電 子*が 流 れ 出す 極 。

〓positive electrode

negative sign　 負 の 符 号

negative terminal　 負 極

→negative electrode

〓positive terminal

net force　 真 の 力

つ りあ い で な い力*が 物 体*に はた らい て い る と き、物 体 には た ら く力 の 合 力*が 、

真 の 力 とな る。

neutral　 （1）中 性　 （2）電 気 的 に 中 性

（1）物 質 が ア ル カ リ性 で も酸 性で もな い状 態 。

（2）正 の電 荷*も 負 の 電 荷 も帯 び て い な い状 態 。 正 の電 荷 と負 の 電 荷 の 量 が等 しく、

打 ち 消 しあ っ て い る状 態 。

neutrino　 ニ ュ ー トリ ノ

中性 微 子 と もい う。 レプ トン*に 属 す る 素 粒 子*の ひ とつ 。 弱 い相 互 作 用*を し、

ス ピ ン*は1/2、 質 量*は0で あ る。 弱 い相 互 作 用 で 、他 の 粒 子 と対 に な っ て発 生

す る。 電 子*と 対 に な る もの を電 子 ニ ュ ー トリ ノ、 ミュ ー （μ ）粒 子 と対 に なる も

の を ミュ ー ニ ュー トリ ノ、 タ ウ （τ） 粒 子 と対 に な る もの を タ ウ ニ ュ ー トリノ と

いい 、 また そ れ らの 反粒 子*が あ る 。

neutron　 中 性 子

素 粒 子*の ひ とつ 。 記 号n。 陽 子*と と もに 原 子 核*を 構 成 す る粒 子 で 、 陽子 とほ

ぼ 同 じ質 量*を もつ 。 陽 子 と 中性 子 を ま とめ て 核 子 とい う。 電気 的 に 中性 で 、 ス ピ



ン*は1/2。

neutron star　 中性 子 星

超新 星*が その強 い重 力*に よる崩壊*を 起 こ し、そのた めに陽子*と 電子*が 反

応 して中性子*の 塊だ けになった、 きわめて高密度 の天体 。

Newton ring 　ニ ュ ー トン リ ン グ

極率半径の大 きい平凸 レンズ*を 平面 ガラス

の上 に置 き、上か ら光*を 当て ると、干渉*

に よって 明暗の つい た同心 円状 の縞模様 が

観察 され る こと。上 か ら観 察 した場合 、極

率半径 をR、 縞模 様 の半径*をr、 波長*を

λとして 〓 のとき暗く、

〓 のとき明るくなる。た
だ し、mは0以 上の整数。

newton　 ニ ュ ー トン

力*の 単 位 。記 号N（ ニ ュー トン）。 質 量1kgの 物 体*に 、1〓 の加 速 度*を 生

じさせ る力 をい う。1N＝1〓 。

→force

Newton's first law　 ニ ュ ー トン の 第1法 則

→Newton's first law of motion

Newton's first law of motion　 ニ ュ ー トン の 運 動 の 第1法 則

慣 性 の法 則*（law of inertia）とい う。 「物 体*に 外 力*が は た らか ない 場 合 、 物 体 が

は じめ に静 止 して い れ ば 静止 の状 態 を続 け 、速 度*を もつ な ら ば その 速 度 で 等 速 直

線 運 動*を 続 け る」。

Newton's law of cooling　 ニ ュ ー トン の 冷 却 の 法 則

物 体*が 熱 放 射*に よ って 単位 時 間当 た りに失 う熱 量*Qは 、物 体 の表 面温 度Tsと 、

外 界 の 温 度Toの 差 に比 例 す る 。 これ は物 体 の温 度 と周 囲 の 温 度 に あ ま り差 が な い

と きに成 り立 つ 。
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Newton's law of universal gravitation　 ニ ュー トンの万 有 引 力の 法則

「質量*の あ る2物 体 には、必ず 引力*が はた らく。 力の大 きさは、2物 体 間の距

離*に 反比例*し 、質量の積 に比例 す る。 この力 を万有引力 とい う」。物体 間の距

離 をr、質量 を〓, 〓 とす ると、万有引力の大 きさFは 、

〓

（G：万有 引力定 数＝6.67259× 〓 ）。

Newton's laws of motion　 ニ ュー トンの運 動 の3法 則

ニュー トンの運動 に関す る法則で 、第1か ら第3ま で3つ あ る。

Newton's second law of motion　 ニ ュー トンの 運動 の第2法 則

運動方程式*ま たは、単に 「運動の法則（law of motion）」 とい う。 「物体 に力*を 加

える とき、加速度*が 力の向 きに生 じ、その大 きさは力の大 きさに比例 し、物体の

質量 に反比例*す る」。 数式 で表 わす と、物体 の質量 をm、 力をF、 加速度 をaと し

てF＝maと なる。この式を運動方程式 という。

Newton's third law of motion　 ニ ュー トンの 運動 の第3法 則

作用 ・反作 用の法則*（law of action and reaction）とい う。 「力*は 必ず2つ の物体*

相互 に現れ る。あ る物体 にはた らく力 （作用*） に対 して、そ れ と同一 の作 用線 上

にあ り、向 きが逆で大 きさの等 しい力 （反作 用*） が、 もう一方 の物 体 に生 ずる」

とい う法則 。

newton-meter　 ニ ュ ー トン メー タ ー

仕事*の 単位。記号Nm（ ニュー トンメー ター）。1Nm＝1J。

nm　 ナ ノ メ ー トル

1nm＝ 〓m。

NMR　 核 磁 気 共鳴 、磁 気 共 鳴

→nuclear magnetic resonance

nodal line　 節 線

2つ 以上の波 源*か らの波*が 重 な りあ うとき、波 の山 と谷 が重なった ところでは

振動が弱 まる。 この ような弱めあ う点 を連ねた 曲線 を節線 とい う。



→constructive interference

node　 節

定常波*で 、波 の重 ね合 わせ に より、

変位*が 常 に0に なる点。

〓loop

noise　 （1）雑 音　 （2）騒 音

（1）電 気 信 号*や 楽 音 にお い て 、 元 の振 動*を 邪 魔 す る よ う な不 規 則 な振 動 や 音 。

（2）耳 に不 快 感 を与 え る音*。 騒 が しい音 。

noise level　 騒 音 レベ ル

信 号*を 取 り扱 う際 の雑 音*と 信 号 音 の比 をい う。 騒 音 比 、S/N比*と 同 じ。

nonconductor　 不 導 体

熱*あ る い は電 気*を あ ま り通 す こ とが で き ない物 質*。 ガ ラ ス、 せ と もの な ど。

〓conductor

noninertial frame of reference　 非 慣 性 系

→noninertial system

noninertial system　 非 慣 性 系

加 速 度*運 動 を して い る 座標 系 。慣 性の 法則 が成 り立 た な い。

〓inertial system

nonlinear motion　 非 直 線 運 動

物 体*の 運 動 の軌 跡 が 直線 とな らな い 運動 。

nonmetal　 非 金 属

金 属*以 外 の元 素*。 金 属 光 沢 を もたず 、一 般 に 熱 、 電気 の 伝 導 性 が 悪 い。 た とえ
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ば、酸素、水素。

nonpolar molecule　 無 極性 分子

電気 双極子*を もた ない分 子*。 分子内 の正 と負の電 荷*の 中心 が一致 してお り、

電気*に 偏 りの ない もの。単原子分子*や2原 子分子*は 無極性分子であ る。 また、

や な どで、分子の形の ため電荷が打 ち消 しあ う場合 も無極性 分子 となる。

→electric dipole

nonrenewable　 更 新 で きな い

nonrenewable energy resource　 更新 不 能 な エ ネル ギ ー 資源 、再 生 不 能 なエ

ネ ル ギー 資源

化石燃 料*な どのよ うに、使 って しまったら元の形 に戻 すこ とができないエ ネルギ

ー資 源
。

normal　 法 線、 法線 の

normal acceleration　 法線 加 速 度

向心加速度 ともい う。物体*が 曲線 上を運動 している とき、法線*方 向の加速度*。

軌道*の 曲率半径（radius of curvature）をR、 速 さをvと す る と、法線加速度 の大 き

さaは

〓

で表わ され る。た とえば、等速 円運動*の 加速度 では、半径*をrと して

〓

normal atmospheric pressure　 大 気 圧 、1気 圧

大 気*の 圧 力*の こ とで 、 地 上 で は 平均 して ほ ぼ1atmな の で 、 通 常 は1atm（ 気

圧 ） を さす 。1atm＝1.013× 〓Pa＝1013hPa＝760mmHg。

normal component of force　 垂 直 力 、法 線 力

ある面 の法線*ま たは垂直方向にはた ら く力。

normal component of reaction　 垂 直 抗 力

物体*が 面 を押 す とき、面か ら受 ける反作用 の力*で ある抗 力*の 垂 直成分。物体

の面 に垂直 にはた らく抗力。 これ に対 し、抗力の水平成分 を摩擦 力 とい う。



normal force　 （1）垂 直 抗 力　 （2）法 線 力

（1）→normal component of reaction

（2）→normal component of force

normal line　 法 線

（1）平 面 上 で は 、 曲線 上 の 点 を通 っ て 、 曲線 の 接 線 に垂 直 か つ 、 曲 線 の 曲率 中 心*

（円 な ら ば 円の 中 心 ） に向 か う直 線 を法 線 とい い 、 そ の 向 きを法 線 方 向 と い う。

（2）空 間 で は、 曲面 上 の 点 を通 り、 曲面 に接 す る 面 （接 平 面 ） に対 し垂 直 な 直 線 を

法 線 とい う。

normal state　 標 準 状 態

基 準 に な る状 態 。 気体 で は0℃ 、1atmの 状 態 。

north pole　 （1）磁 石 のN極　 （2）地 球 の 北 極

north pole of magnet　 磁 石 のN極

north-seeking pole　 北 を向 く磁 極

N極*の こ と。

NOT circuit　 NOT回 路 、 反 転 回 路

入 力信 号 が0（off） の と きは 出力 が1（on） 、入 力信 号 が1（on） の と きは 出力 が0（off）

とな る 回路 。

nuclear binding force　 核 力 、 核 結 合 力

陽 子*や 中 性 子*を 結 び付 け て い る力 。 強 い相 互 作 用*。 作 用*の 及 ぶ 範 囲 は きわ

め て小 さ く原 子 核*の 大 き さ程 度 まで しか 到 達 しな い が 、 結合 力 は非 常 に強 い。

→interaction

nuclear chain reaction　 核 分 裂 連 鎖 反 応

→chain reaction

nuclear change　 核 変 換

核 分 裂*や 核 融 合*、 α線*、 β線*な どの 放 射 線*の 放 射*、 中性 子 の吸 収*な ど

に よ っ て 、あ る元 素*の 原 子 核*が 、別 の元 素 の 原 子 核 に変 わ る こ と。



nuclear decay　 原 子 核 崩 壊

→decay

nuclear decay series　 崩 壊 系 列

→decay series

nuclear energy　 核 エ ネ ル ギ ー

核 分 裂*や 核 融 合*の 際 に放 出*あ る い は 吸 収*さ れ る エ ネ ル ギ ー*。 核 反 応 の 質

量*（ ＝結 合 エ ネル ギ ー*） が エ ネ ル ギ ー と して 放 出 ・吸 収 され る 。 エ ネル ギ ー を

E、 質量 変 化 をm、 光 速 度*をcと す る と、E＝ 〓 で あ る 。

nuclear equation　 核 反 応 式 、 核 方 程 式

核 分 裂*や 核 融 合*な どの 核 反応 の 変 化 を表 わ した式 。

nuclear fission　 核 分 裂

→fission

nuclear force　 核 力

→nuclear binding force

nuclear fuel　 核 燃 料

原 子 炉*で 原 子 核 分 裂*を 起 こ す材 料 。 な ど の核 分 裂 性 元 素 の酸

化 物 を焼 き固 め て あ る。

nuclear fusion　 核 融 合

→fusion(2)

nuclear magnetic resonance　 核 磁 気 共 鳴 、 磁 気 共 鳴

NMRと もい う。 原 子 核*の 磁 気 モ ー メ ン トに 、外 部 の振 動 磁 界 をか け る こ とで起

こ る 共 鳴現 象 。 原 子核 に磁 気*が あ る ため に起 こ る 、磁 気 的 な共 鳴 現 象 。

nuclear mass defect　 核 質 量 欠 損

→mass defect



nuclear moderator　 核 減 速 材

→moderator

nuclear reaction　 核 反 応

核分裂*や 核融合*な どの反応。核反応 の前後 では、質量数の和 、原子番号 の和 は

不変で ある。

→fission

→fusion(2)

nuclear reactor　 原 子 炉

原子核分 裂反応 を、ゆ った りとした速 さで起 こるよ うに制御 しなが ら連 続 的に行

わせ る装置。発 電の ためや、核分 裂性物 質や アイソ トープ*の 製造 、核 燃料*の

Puの 製造 などに用い られる。 炉の構造 は、炉容器 、核 燃料*、 減速材*、 冷却材*

あるいは冷却装置 か らなる。

nuclear wastes　 核 廃 棄 物

核分裂*や 核融合*の 反応でで きた、お もに放射 性元素*を 含 む排 出物。

nuclei　 原 子 核

nucleusの 複数形。原子*の 中心部分 にあ り、原子 の10万 分の1程 度の大 きさを も

つ正 の電荷*を 帯び た粒。原子 の質量*の 大部分 を占める。中性子*と 陽子*か ら

なる。

nucleon　 核 子

原子核*を 構成 している粒 の ことで、中性子*と 陽子*の ことをい う。

nucleus　 原 子 核 、核

→nuclei

nuclide　 核 種

原子核*の 中性子*と 、陽子*の 数 に よる分類 。異な る中性子数 と陽子数 を もつ原

子核 どう しは、異 なる核 種で ある。 このうち、陽子数 が同 じで 、中性 子が異 なる

核種 どう しは、同位体*で ある とい う。



null gravitational state　 無重 力状 態

地球の周 囲で等速 円運 動*を す る物体 には、重力*と 遠心力*が 打 ち消 しあ って、

重 さは生 じない。 また、 自由落下*す ると きも重 さを感 じない。 このよ うに、 ある

座標 系*で 、重力 による加速度*が 観測 され ない状態 を無重力状態 とい う。無重力

状 態は重力加速度 で運 動す る座標系で起 こる。 しか し、ロケ ッ ト内での運動で は、

きわめて小 さいが ロケ ッ ト内の物体 との間に万有引力*が あ り、完全 な無重量状態

とな らない。 これ を、微 小重 力（microgravity）という。



O

Ω 　 オ ー ム

→ohm

object　 （レ ン ズ で 見 る） 物 体

objective　 対 物 レ ン ズ

→objective lens

objective lens　 対 物 レ ン ズ

2対 の レ ンズ か らな る光 学 器械 で 、物 体 に近 い側 に あ る レ ンズ*。

〓ocular lens

observation　 観 察

よ く注 意 して 、現 象 を見 た り記 録 した りす る こ と。

octave　 オ ク タ ー ブ

楽音 で 、振 動 数*が2倍 の 関係 に あ る 音*の こ と を い う。 振 動 数 が2倍 また は1/2

倍 の音 の こ と を、1オ ク タ ー ブ高 い 、 ま た は低 い音 で あ る とい う。

ocular　 接 眼 レ ン ズ

→ocular lens

ocular lens　 接 眼 レ ン ズ

2対 の レ ンズ か らな る光 学 器 械 で 、 目 に近 い 側 にあ る レ ンズ*。

〓objective lens

ohm　 オ ー ム

電 気 抵 抗*の 単 位 。 記 号 Ω （オー ム ）。1Aの 電 流*が 導 線 を流 れ てお り、2点 間 の

電 位 差 （電圧 ）*が1Vの と き、2点 間 の抵 抗*を1Ω とす る。



Ohm's law　 オー ムの 法則

導体*を 流れ る電流*の 大 きさは導体*に か ける電圧*に 比例 す る。導体 にかける

電圧 をV、 導体 を流れ る電流 をI、導体の抵抗*をRと す る とき、V＝RIと なる。

→electric resistance

opaque　 不透 明 な

光*が 物 質に入射*す る とき、表面 で反射*し た り、内部 で吸 収*さ れた りす るた

め に、通過 で きないこ と。

opaque materials　 不透 明材 料

open circuit　 開回 路

閉回路*を 、ス イッチな どを使 って、一部の接続 を絶 った もの。

→closed circuit

open system　 開 い た系 、開 放 系

外 界 とエネルギー*や 物 質*の 交換 を行 う系*、 世界。

〓closed system

open tube　 開 管

両 端が開い ている管。 た とえばパ イプな ど。管 内の空気が振 動*し て音*を 出す。

開管 の振動 数*f[Hz]は 、音速*をV[m/s]、 管 の長 さをL[m]と して、〓

（mは 自然数）で表わ される。

〓closed tube

open universe　 開 い た宇 宙

宇宙膨張*説 で、われわれの宇宙の質量*が 小 さい場 合は、膨張*が 永 久 に続 くと

い う考 え方。

→closed universe

optical axis　 光 軸

レンズ*や 鏡 で、屈 折面や反射面の 曲率中心*（ 曲面が球 の一部 となる ときの中心

点） と レンズや鏡 の中心 点を通 る直線 。 レンズ面 に垂直。 主軸（principal axis）とも

い う。



optical center　 光 心

レンズ*の 光軸*上 にある点で、 レンズの内部 で この点 を通 った光線は レンズか ら

出 た後 で元 の光線 と平行 にな るような定 点の こ と。 薄い レ ンズで はレンズの中心

点 となる。

→optical axis

optical density　 光 学 密 度 、 光 学 濃 度

吸収度ともいう。物質の不透明さの度合を表わす。

optical distance　 光 学 距 離

→optical path length

optical fiber　 光 フ ァ イ バ ー

光通信 な どで用 い られる。細 いガラス製の繊 維。外側 は屈 折率*の 小 さなプラスチ

ックで包 んでいる。内側 部分 と円周部分の屈 折率が異な るため に、入射 光*が 全 反

射*し て光*を 伝 えるこ とがで きる。 このため、光の もれが な く光 を長 い距離 で も

伝 え られる。

→total reflection

optical path difference　 光 路 差

光線*が2つ に分 かれた後 にまた1本 の光線 になる とき、2つ の光線の光路長*の

差 をいう。

→optical path length

optical path length　 光 路 長

光*が 絶対屈折 率*nの 物体*を 、距離Lだ け通過す る とき、その積nLを 光路長 ま

たは光学距離（optical distance）という。 これは、光が真空中 を同時 間に通過す る距

離 に相 当す る。

optical pyrometer　 光 高 温 計

熱放射*を してい る高温物体 の発す る光 のスペ ク トル*を 利 用 して、接触 せず にそ

の物体*の 温度*を 測定す る温度計 。700～3000℃ くらい の範囲 を測定で きるもの

が多い。



optics　 光 学

光*の 関係する現象を取り扱う学問。光の性質を研究する。

OR circuit　 OR回 路 、論 理 和 回 路

い くつか の入力端子 の うちひ とつで も信 号（on）があ ると きに、出力信号 が出 され

る（on）回路。

orbit　 軌 道

物体*に はた らく力 によって、物体が運動 する道筋。物体 の描 く軌跡。

orbital function　 軌 道 関 数 、 電 子 軌 道

原子*や 分子*の 中の、電子*の 運動状態 を表 わす 関数*。 雲の ように広が った電

子 の位 置 を、確率 的 に表 わ した関数。 また、 この 関数 に よる電子 軌道の模様 を指

す こともあ る。

orbital velocity　 軌 道 上 の 速 度

ordinate　 縦 座 標

縦軸*の 座標値 。x軸 とy軸 か らなる平面座標（a,b）にお いて、x座 標aを 「横座標*」

といい、y座 標bを 「縦座標」 とい う。

〓abscissa

origin　 原 点

座標軸 の交 わる点 で、すべ ての座標値が0の 点。

orthoaxis　 直 交 軸

→Cartesian coordinate system

orthogonal　 直 角 な

→perpendicular

orthogonal coordinates　 直 交 座 標

→Cartesian coordinates



orthogonal coordinate system　 直 交 座 標 系

→Cartesian coordinate system

oscillating circuit　 発 振 回 路

電気振動 （電気回路*の 電圧と電流が周期的に変化すること）を発生する回路*。

oscillator　 発 振 器

電気振動 （電気回路*の 電圧と電流が周期的に変化すること）を発生する装置。電

気エネルギーを振動のエネルギーに変換する。

oscilloscope　 オ シ ロ ス コ ー プ

陰極管*を 表示 に使 い、電気信号 の波形 を表示する装置。 ブラウ ン管*を 用いる も

のが多 い。

outer product　 外 積

ベ ク トル積（vector product） ともい う。2つ のベ

ク トルか らベ ク トル を作 る演 算。〓 と〓の外 積

〓×〓は、〓、〓が作 る面 に垂直 でかつ 、〓か ら〓

の 向 きに右 ネジ を回す ときの ネジの進 む向 きに

ベ ク トル の向 きを もち、そ の大 きさが 〓と 〓で

囲 まれた平行 四辺 形の面積 を もつ ようなベ ク ト

ルだ と定義 する。〓、〓のなす角度を θとす ると、

その大 きさは、ab sin θとなる。

〓inner product

output　 出 力

装置 や機械*に よって発 生 させた り加工 してか ら、外 部 に送 る信号*や エ ネルギー

*、 デー タ*な ど。

output device　 出 力 装 置

（1）電気信号 を外部 に出す装置 。

（2）コンピュー タ*で 処理 したデータ*を 提示 する装 置。

（図49）



output signal　 出 力信 号

電気回路 によって、増幅*さ れた り加工 された信号*。

output unit　 出 力 装 置

→output device

overtone　 倍 音

→overtones

overtones　 倍 音

楽音で、基本振 動数*の 整 数倍 にな っている音 を倍音 という。

ozone　 オ ゾ ン

化学式*。 刺激臭 を もち、微青色の気体 。漂 白、殺 菌、酸化作 用を もつ。

ozone layer　 オ ゾ ン 層

地上20～40km程 度 の範 囲の、比較的 オゾン に富 んだ部分。大気 中の酸 素が、

紫外線*を 吸収 して が で きる。近年、 このオゾ ン層の破壊 が深刻 な環境 問題 に

なっている。



P

P　 陽子
→proton

P　 ピ コ

→pico

P-N junction　 PN接 合

P型 半導体*とN型 半導体*を つ なぎあわせた もの をPN接 合 とい う。 このPN接 合

を もつ素子*をPNダ イオー ドという。P型 半導体 に正の電圧*を 加える と、Pか ら

Nへ 正孔*（ ホー ル） が移動 し、Nか らPへ 電子*が 移動 するため、Pか らNへ 電

流*が 流 れる。N型 半導体 に正の電圧を加 える ときはこれ らは動 かず、電流 が流れ

ない。 これ を利 用 して、整流器*と して用 い られる。

p-n diode　 PNダ イ オ ー ド

PN接 合*を もつ素子*。

→P-N junction

P-type germanium　 P型 ゲ ル マ ニ ウ ム

ゲルマニ ウムのP型 半 導体*。

→acceptor

p-type semiconductor　 P型 半 導 体

正孔*が 電流の担い手 となる半導体。 アクセプ ター*を 入れた半導体 。

→acceptor

Pa　 パ ス カ ル

→pascal

pair annihilation　 対 消 滅

→pair creation



pair creation 　対生成

素粒 子*と その反粒子*が 反応 して消滅 し、他 の素粒 子 に変化す ることを、対消滅

（pair annihilation）とい う。 これに対 し、素粒子 の反応 で、あ る粒子 とその反粒子が

同時 に生成す ることを、対生成 とい う。た とえば、電子*と 陽電子*が 反応 すると、

高 エネルギーの γ線*の 光子*が 発 生す る （対 消滅）。逆 に、真空 中に1.1MeV以

上の高エ ネルギーの光子が入射*し たときに、1個 の光子が消滅 して電子 と陽電子

が 同時 に発生する （電子対生成*electron pair-creation）。

parabola 　放物線、放物線の

y＝ 〓 の グラフ*の 曲線の形。例 ：パ ラボラア ンテナ。

parabolic reflector 　パラボラ反射器

放物線型の反射器で平行光線 を1点 に集め ることがで きる。 パ ラボラア ンテナ。

parallax 　視差

同 じ物 体*を2つ の観測地点 から見 たときの角度の差。

parallel circuit 　並列回路

あ る点 で、い くつ かの 回路*を 並 列*に 接続 した もの。 回路*や 抵抗 などの ＋側

（図50）
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は＋側 どう しで 、－側 は－側 どう しで結 んだもの。

→in parallel

parallel connection 　並列接続

→in parallel

parallel resonance 　並列共振

イ ンダクタ ンス*Lの コイル*と 電気容量がCで あ るコ ンデ ンサ ー*を 並 列 に*つ

な ぎ、交流電源 につな ぐ。電源*の 振動数*fが

〓

の とき、回路*は 共振*す る （電流 は最小に なる）。 これを並列 共振 という。

parallel-plate capacitor 　平行 板 コ ンデ ンサ ー

2枚 の金属板 を平行 に置 き、その間に誘電体*を は さんだ もの。

parallelogram method 　平行四辺形の方法、平行四辺形の法則

合 成ベ ク トル を求め る方法。2つ のベ ク トル〓、

〓の足 し算 （合 成） は、〓と〓の起点 を同 じに

して、2つ のベ ク トルを描 き、これ らを2辺 と

す る平行 四辺形 を描 く。〓と〓 の合 成ベ ク トル

は この ときの起点か ら起点 を通 る対角線 で表 わ

される。

paramagnetism 　常磁性
→magnetic material

parity 　パ リテ ィ、偶 奇 性

空 間座標 の符号 を変 える とき、符号が変 わ らない量 はパ リティが正 また は偶 であ

るといい、符号 が変わ る量はパ リティが負 または奇 である とい う。強い相互作用*、

電磁相互作用*の 場合 は、系全体のパ リティは一定であ る。 これ をパ リテ ィ保存の

法則 とい う。

（図52）



particle　 粒 子

物質*を つ くっている きわめて細 かい粒 、微視 的 な粒。原子 レベルの原子 や分子、

電子 、陽子 、原子核 な どをい う場合 と、 もっ と大 きな水滴 や粉末 な どをい う場合

とがあ る。

particle accelerator　 粒子 加 速器

→accelerator

particle beam　 粒 子 線

電子*、 陽子*、 中性子*、 イオ ン*、 原子核*な どの微視 的な粒 子が同 じ方 向に進

む流 れ。

pascal　 パ ス カル

圧力*の 単位。記号Pa（ パ スカル）。1〓 の面 に1Nの 力*が かかる ときの圧力 を

1Paと する。1Pa＝1N/〓 。

partial pressure　 分 圧

混合気 体 中で 、ある成分気体 の占める圧力*。 同体積 を成分気体 だけで占め るとき

の圧力 とな る。 また、混合気体 の圧力 （全圧 ） に成分 気体の比率 をか けた値 とな

る。各成分気体の分圧 の合計 は全圧 と等 しい。

→law of partial pressure

Pascal's principle　 パ ス カル の原 理

容器内 に縮 まない液体 を入れ、容器 を押 して中の圧力*を 高める とき、液体 中の ど

の点の圧力 も同 じになる。

Pauli's exclusion principle　 パ ウ リの 排他 原理

→exclusion principle

Pauli's principle　 パ ウ リの 排他 原理

→exclusion principle

pendulum　 振 り子

あ る1点 の周 りを振動*す る物体*。 た とえば、お もり*を 糸 にぶ ら下げて振 らせ

る単振 り子*や 、 ばね に物体 をつ けて振 らせ るバ ネ振 り子があ る。



percent concentration　 ％濃 度

溶液*の 質量*に 対す る、溶質*の 質量の比 を％で表わ した量 。

perfect elastic body　 完全 弾 性 体

→elasticity

perfect gas　 理 想 気体

→ideal gas

perigee　 近 地 点

衛星*が あ る天体 を焦点*と す る軌 道*を 回 ってい るとき、その天体 に一番 近づい

た点 を近地点 とい う。

〓apogee

perihelion　 近 日点

惑星*が 太陽を回る軌 道 を通る とき、太陽に一番近づ く点 のこ と。

〓aphelion

period　 周 期

振動*や 波動*、 円運動*な ど、繰 り返す運動 をす る場合で、次の繰 り返 しまでの

時 間。最初の状態 と、 まった く同 じ状態 になる までの時間。

period of revolution　 公 転 周 期

太 陽や恒星*、 あるいは惑 星の回 りを楕 円運動 する天体の 、1周 に要す る時 間。

periodic law　 周期 律

元 素*を 原子番号*の 順 に並べ ると、化学的性質*の 似 た元素 が何個 かお きに、周

期 的に繰 り返 され るこ と。 これは、原子 中の電子*の 数 、配置*、 軌道*な どが原

因 となって現れ る。

periodic motion　 周期 運 動
一定の時 間の間隔 （周囲） で、同 じ運動 を繰 り返 し続け るこ と。振子*の 運動 な

ど。



periodic table　 周 期律 表

元 素*の 周期律*を 使 って、元素 を横 に原子番号*の 順 に並べ 、縦に化学的 に似 た

元素 を並べ た表。

→periodic law

permanent magnet　 永 久磁 石

磁性体*を 磁 界*中 に入れ ると、磁 化*さ れ磁 石*と な る。 このと き、外 部磁界 を

取 り去 って も磁石 の性質 を保つ ものを永久磁石 、磁性 を失 うもの を一時磁石*と い

う。鋼鉄 は、永久磁石 とな り、軟鉄 は一時磁石 となる。

〓temporary magnet

permeability　 透 磁 率

→magnetic permeability

perpendicular　 （1）垂 直 な、直 角 な （2）垂 線

（1）あ る面 や線 と、他 の面や線 の なす角 度が90度 であ る こと。orthogonalと もい

う。

→vertical

（2）直線 や面 と直角 に交 わる直線 を垂線 とい う。垂線 と他 の面 な どの交点 を垂線の

足（foot of perpendicular）とい う。

perpetual motion　 永 久運 動

機 関が始動 す るの に必 要なエ ネルギー をは じめに与 え、あ とは機関が 自分 で仕事

を しなが ら生成 したエ ネルギ ーの一部 を運転 のエ ネル ギーに変 え、燃料 を補給 し

な くて も仕事 を続 けるこ と。不可能 なことが証明 されて いる。

perpetual mobile　 永 久 機 関

エネルギー*を 発生す る装置。エ ネルギ ーを与 えな くて も、永久 に仕事 を しつづけ

る機関。第1種 と第2種 の永久機 関がある。第1種 永久機関 は、外部 か らもらっ

たエネルギーをすべ て仕事*に 変 え、それ以外 には外部 に何の変化 も残 さない よう

な機 関*を い う。エ ネルギー保存則*よ り不 可能 である。第2種 永久機 関は、熱源

*か ら もらった熱*を すべ て仕事 に変え、熱源の温度低下 のほかには、外部 に何 の

変化 も残 さないような機関 をい う。熱力学第2法 則*よ り不可 能である。



personal computer　 パ ー ソナ ル コ ン ピュー タ

個 人が使 うように設計 された コンピュー タ*。

perturbation　 摂 動

太陽 を回っている惑 星は、太 陽の力以外 に、他 の惑星 の重力*の 影響 も受 ける。 こ

の太陽以外 の力に よるず れ を摂動 とい う。 これ を一般 化 し、ある運動 において主

にはた らく力以外 の、副次 的な力 による運動*の ずれ も摂動 とい う。

phase　 （1）位 相 （2）相

（1）振動*や 波動*で 、 ある時刻や位 置 にお ける、1周 期*の 中の相 対的 な位 置 を

表 わす変数。位相が 同 じな らば、その点の波*の 高 さや速度*な どの振動 の状態 は

同 じである。 たとえば、波動で 山*と 隣の山は同位相であ る。位相 で、角 度で表わ

す場合 は位相角*と い う。

（2）物質*の どの部分 を とって も、物 理的、化学的 に同一 の状 態にあ ると き、物 質

はひ とつの相 にある とい う。 どの部分 も同 じ濃度 の水溶 液や完全 に混合 している

混合気 体は ひとつ の相で ある。た とえば、物 質全体が液体 、固体 、気体 の場合 は

それぞれ液相、固相 、気相 とい う。

phase angle　 （1）位 相、位 相 角 （2）（交 流 の）位 相 角

（1）→phase(1)

（2）交流*回 路 で電圧*と 電流*の 位相の差 を角度で表わ した もの。

phase change　 相 変化

物質*が 液体、気体、 または固体の状態か ら、別の状態 に変化する こと。

phase of matter　 物 質 の相

→phase(2)

phosphor dots　 点 状 蛍 光 体

カラーテ レビに使 われてい る、点状の ケイ光体*。 赤（red）、緑（green）、青（blue）の

3色 を用 いる。

phosphorescence　 リン光

紫外 線*や 可視 光線 などを物 質*に あてた とき、元 と異 なった波長*を もつ光*を

発 す るこ とが あるが、 この とき元の光 を消 して もしば ら く光 ってい る （残光 ） も



の をリン光 とい う。

〓fluorescence

phosphors　 ケ イ光体 、 リ ン光体

ケイ光*ま たは リン光*を 発す る物質*の こと。

→fluorescent

photocell　 光電 池、 フ ォ トセ ル

光 電効果*を 利用 して、光エネルギーを電気エ ネルギ ーに変換 する素子*。 太 陽電

池 の場合は、PN接 合型*（P-N junction）半導体 を使 い、光起電力効果*を 利用 して、

光*を 起電力*に 変 える。 とくにこのPN型 太 陽電池 を光電池 と呼ぶこ ともある。

→photovoltaic effect

photochemical smog　 光化 学 ス モ ッグ

太 陽光 に よる光化学 反応 （光の エネルギ ーに よって進 む化 学反応 ）に よ り、空気

中の汚染物 質か ら反応 してで きた微粒子が 、霧 の ようになった状態。

photoconductor　 光伝 導 体 、光 導 体

光*を 当て る と電気*の 伝導率*が 大 きくな り、電気抵抗 が小 さ くなる物 質*。 た

とえば、CdS（ 硫化 カ ドミウム）。光測定器 に用い られてい る。

photodetector　 光検 知 器 、光検 出器

光*の 強度 や有無 を測定す る装置。

photoelastic　 光弾 性 の

外 か らの力*を 受 けて変 形 した弾性体*が 、光学 的異 方性*を 示 し、復屈折*を 示

す こと。復 屈折光に よる干渉*を 利用 して、弾性体 内部 の ひずみ （＝力 ）の分布が

目で観察で きる。光弾性体 には、エポキシ樹脂 な どがある。

photoelectric cell　 光 電 池

→photocell

photoelectric effect　 光 電効 果

物体*に 波 長の短い光*（ 紫外線*、X線*、 γ線*な ど） を当てる とき、物体 の表

面 か ら電子*が 飛 び出 した り、物体 の内部 で電子が移動 して電 流や起電力*（ 光起



電力 とい う）が生 ず る現象 。 また飛 び出 した電子 を光電子 とい う。当て た光の振

動数*を ν、電子 の質量*をm、 速度*v、 電子 が飛 び出す のに必要 な仕事量 （仕

事 関数 という） をW、 プラ ンク定数*をhと して、光電子の運動 エネルギーは

〓

で ある。 また、光電効果の起 こる最低の振動数 （限界振動 数（threshold frequency）

という） を ν0とする と、W＝hν0の 関係 があ る。仕事 関数*Wは 物質 に よって決

まってい る。

photoelectrons　 光 電 子

光電効果*で 、物体*の 表面 か ら飛 び出 した電子*。

→photoelectric effect

photometer　 光 度 計、測 光 器

光源*の 光度*を 測定す る機械*。

photometry　 測 光 （法）

光源*か らの光*の 放射量 を測 るこ と。

photomultiplier　 光 電 増倍 管

フ ォ トマル とい うことがあ る。光 電効果*に よって発生 する光電子*に よる電流*

を増幅*す る真空管*。 光電子 を真空管内 におか れた電極*中 で加速 し、電極 に衝

突*さ せて2次 電子放出*の 増幅効果 を利用 して、電子流 を増や す。 この加速用 の

電極 を多 層にす るこ とに よ り、1個 の光電子 か ら、電流計 で計測 で きる電流 を取

り出す ことがで きる。シ ンチ レー タと組み合 わせて 、放射 線検知器 （シンチ レー

シ ョンカウンター*） に用 い られる。

photon　 光 子

フ ォ トンともい う。光*の 量 子*で ある素粒子*。 電荷*0、 質量*0、 ス ピ ン*

0の ボース粒子*。 光子 の速度*は 光速度*cで ある。電磁相互作 用*を 媒介す る粒

子であ る。振動 数*ν の光は、 プランク定数*をhと して、エネルギー*hν 、運動

量*〓 の粒子 としてふ るまう。

photosensitive　 感 光性 の

光*に 反応 して、物理 的または化学 的変化 を生ず る性質。



photovoltaic cell　 光起 電 力 電池 、光 電 池

→photocell

photovoltaic conversion　 光 起 電 力変 換

光電効果*に よって、光*エ ネ ルギー を起 電力*に 変 えるこ と。

photovoltaic effect　 光 起 電 力効 果

光電効 果*の うち、光*の 入射*で 物質*内 部 に起電 力*が 生ず る現象。生 じた光

に よる起 電力 を光起電 力（photovoltaics）とい う。太陽電池 な どのPN接 合*型 半導

体*で 、光が接合面 に入射*す る と、光 のエ ネルギー を吸収 して接 合面付 近の電位

差*（ 界面電位 とい う）が大 き くな ることによって、正孔*（ ホ ール） と電子*が

分かれて、光起電力 を生ず る。

photovoltaics　 光 起 電 力

→photovoltaic effect

physical change　 物 理 変化 、物 理 的 変 化

別の化合物*が で きるような化学 的な変化 を伴 わず に、物 質*の 物理的状態の みを

変化 させ る こと。 密度*、 体積*、 比重*、 相*な どを変 え るのが物理変 化の例 で

ある。

physical property　 物 理的 性 質、物 理 的特 性

物理*で 対象 とす る、物体*の もつ特性*や 性 質。化学変化*に 関す る もの を除 く。

physical quantity　 物 理 量

物理*で 取 り扱 う現象 につ いて測定 した量。

physical science　 自然科 学

物理 学*、 化学*、 生物 学、地 学な どの自然現象 を研究対象 にす る学問。

physics　 物 理、物 理 学

力学*、 電磁気 学*、 光学*、 統計力学 、量子 力学*、 相対 性理論*、 素粒 子論な ど

を使 って、自然現象全般 につい て研究す る学問。



pico　 ピ コ

〓 のこ と。記号p。 たとえば、1pF＝1× 〓F。

piezoelectric effect　 圧 電 効 果

電気的 に一様 な方 向性 を もたない結晶*に 力*を 加 えたと き、誘電分極*に よって

結晶の表面 に電荷*を 生ずる現象。結晶が ひずみ、結 晶中の イオンの中心位 置がず

れるため に起 こる。生 じた電荷 の ことを圧電気（piezoelectricity）とい う。

piezoelectricity　 圧 電 気、 ピエ ゾ電気

→piezoelectric effect

pigment　 色 素 、顔 料

特 定の波長*の 光*を 吸収*し た り、反射*し た りする物 質*。

piston　 ピス トン

エ ンジ ンで、 シ リンダー*内 に接 した円筒。気体の圧縮*や 膨張*を 行 った り、爆

発 で発生 した仕事*を 外部 に取 り出 した りす る。

pitch　 音 程

2つ の音*の 振動 数*の 間隔。音 の振 動数 の違 い は音 の高 さの違い として聞 こえ

る。

pivot point　 回 転軸 、 回転 の 中心

ある物体*が 定点の回 りを回転 している ときの、定点。 または、定 点 を通 って回転

の軌道*面 に垂直な軸。

plane mirror　 平 面鏡

表面が平 らな面でで きている鏡。

Planck's constant　 プ ラ ン ク定 数

量子力学*の 基本定数。光 はその振動数 νに定数hを か けたエネルギーを もつ粒子

とな って、光速 度 で運動 して い る。 この定 数hを プラ ンク定数 とい う。記号h。

h＝6.6261× 〓Js。



plasma　 プラ ズ マ

気体 が超高温 で電 離*し 、原子核 （あるいは正 イオ ン）*と 電子*に 分 かれた状態。

電気 的には中性。

plastic　 塑性 体 の

→plasticity

plastic body　 塑性 体

→plasticity

plasticity　 塑 性

物 体*に 力*が 加 えられ たとき、力 を取 り除 いて も変形が元 に戻 らない ような物体

を塑性 体（plastic body）といい、 その性質 を塑性 とい う。粘土な ど。

〓elasticity

plate　 （1）真 空 管の プ レー ト、 陽極 （2）面 、平 面

（1）真空管の陽極 、電池の ＋極 をつな ぐ側。 アノー ドともい う。

→anode

point at infinity　 無限 遠 点

原点 か ら無 限に遠 い点。位 置エネルギー*な どで用 いる概念。他 の天体 などの影響

を無視 して考 える ときに使 う。

point charge　 点 電 荷

電荷*が あ る点 に集 中 して いる状態。

point of action　 作 用 点

力*が 加わっている点。力が物体*に 作用*し て いる点。

→line of action

point source　 点 源 、点 光 源、点 音 源

波動*や 、光*な どが発生 して いる点。大 きさを考 えに入 れないでいいほ どの小 さ

な発 生源。



polar molecule　 極 性 分 子

電 子 が か た よ っ て存 在 して い るた め に、分 子*の 一 端 に ＋、 他 端 に －の 電 荷*を も

つ 分 子*。 た とえ ば水 の 分 子 で は、 水 素 原 子 の 方 に正 電 荷 、 酸 素 原 子 の 方 に負

電 荷 が か た よ って い る。

polar screen　 偏 光 フ ィ ル タ ー

→polarizing filter

polarization　 （1）分 極 （2）偏 光

（1）不 導 体*の 原 子*や 分 子*内 に束 縛 され て い る電 子*の 平 均 位 置 が 、 外 部 の 電 界

*の 影響 に よっ て わ ず か に ず れ る こ と。 この と き電 子 は電 界 の ＋極 側 にか た よ る。

→induced polarization

（2）→polarized light

polarization angle　 偏 光 角 、 ブ ル ー ス タ ー 角

→Brewster's law

polarization charge　 分 極 電 荷

→polarized charge

polarize　 （1）分 極 す る （2）偏 光 す る

→polarization

polarized　 （1）分 極 した （2）偏 光 した

→polarization

polarized charge　 分 極 電 荷

誘 電 分 極*に よ っ て生 じた電 荷*。

→induced polarization

polarized light　 偏 光

光*が 伝 わ る と きに 、 電 界*ま た は磁 界*の 振 動*方 向が ひ とつ の 平 面 内 に あ る も

の を偏 光 とい う。 偏 光 は そ の振 動 面 と 同方 向 の 目 を もつ 偏 光 板 は 通 れ るが 、垂 直

な 方 向 の 目を もつ偏 光 板 は 通 れ な い 。



polarized wave　 偏 波

波*が 伝 わ る と きに 、 媒 質 の 振 動*方 向 が ひ と つ の 平 面 内 に あ る もの を偏 波 と い

う。

polarizing angle　 偏 光 角 、 ブ ル ー ス タ ー 角

→Brewster's law

polarizing filter　 偏 光 フ ィ ル タ ー

透 過 光*が 偏 光*と な る よ うな フ ィ ル ター 。

pollutant　 汚 染 物 質

環 境 に対 して有 害 な物 質。

polluted water　 汚 染 水

環 境 に 対 して 有 害 な 水 。

pollution　 汚 染 、 汚 濁

環 境 に対 して 有 害 な状 態*や 物 質*に な る こ と。 また は そ の よ うな 状 態 、 物 質 。

polychromatic light　 多 色 灯

い くつ か の 波 長*の スペ ク トル*が 合 わ さ っ て 、 目 に は 白色 と見 え る 光*。 た と え

ば 蛍 光 灯 。

position　 位 置

観 測 者 か ら見 た 物 体*の あ る場 所 。 ま た は 原 点 か らの物 体 の 距 離 。

positive electrode　 正 極

電 池*の ＋ 極 。 電 流 が で る極*、 電 子*が 入 る極 。

〓negative electrode

positive rays　 陽 極 線

放 電 管 で 陽極*か ら陰極*へ 向 か う陽 イ オ ン*ま た は 原 子 核*の 流 れ 。

positive terminal　 正 極

→positive electrode



〓negative terminal

positron　 陽 電 子

ポ ジ トロ ン と も い う。 電 子*の 反 粒 子*。 電 子 と同 じ質 量*を もち 、 電荷*の 大 き

さが 等 し く正 の電 荷 を もつ 。antielectronと もい う。

→pair creation

postulate　 仮 定 、 基 礎 条 件

基 本 的 な条 件 や 自明 な こ と と して の仮 定 。

postulates of the special theory of relativity　 特 殊 相 対 性 理 論 の 仮 定

特 殊 相 対 性 理 論 の 元 に な った2つ の 原 理。 （1）慣 性 系*と そ れ に対 して等 速 度 で 運

動 す る別 の慣 性 系 の 間で 、 すべ て の 物 理 法 則 は同 じ形 で 表 わ され る。 （2）真 空 中 の

光 速 度*は 、 観 測 者 や 物 体*の 速 度*に 無 関係 で 、 常 に一 定 で あ る。

potential　 ポ テ ン シ ャル

物 体*が 基 準 点 に対 して もつ 位 置 エ ネ ル ギー*。 物 体 が あ る点 か ら基 準 点 まで動 く

とき 、力*の す る仕 事*。 運 動 エ ネ ル ギ ー とポ テ ン シ ャル の 和 は一 定 で あ る 。電 界

*の 場合 の ポ テ ンシ ャル は 、 そ の 点 の 電位*を 表 わ す 。

potential difference　 電 位 差

→electric potential of difference

potential difference between two points　 2点 の 電 位 差 、 ポ テ ン シ ャ ル の 差

2点 間の 電 位*の 差 。 電 界*に 逆 らっ て2点 間 を動 くと きの 仕 事 量 。

→electric potential of difference

potential energy　 ポ テ ン シ ャ ル エ ネ ル ギ ー

位 置 エ ネ ル ギ ー 。 物 体*の 位 置*に よ っ て 決 まる エ ネ ル ギ ー*。 あ る点 か ら基 準 点

まで 動 くと き、 物 体 に は た ら く力*の す る仕 事*が 途 中 の道 筋 に よ ら ない と き、 こ

の仕 事 をポ テ ン シ ャ ルエ ネ ルギ ー とす る。

potential gradient　 ポ テ ン シ ャ ル の 勾 配

単 位 長 さ当 た りの 位 置 エ ネル ギ ー*の 変 化 量。 電 位*の 場 合 は、 電 位 勾 配 とい う。



potentiometer　 ポ テ ンシ ョメ ー ター

可変抵抗器の一種。電流 を流 さず に、正確 に起 電力や電位差 を測定す る装置 。

power　 （1）仕 事 率、 電 力 （2）乗 、べ き

（1）単位時 間当た りの仕事量*を 仕事率 とい う。仕 事 をす る速 さを表 わす。電気*

の場合 は電 力*や 出力*と い うこ とがあ る。単位 はW（ ワッ ト）。時 間tの 間に し

た仕事がWの とき、仕事率Pは〓 。

また、電気 の場 合 は、電圧*がV、 電流*をIと して、仕事率 （電力）PはP＝VI

で表わ される。

（2）〓 と書い たときのn。third power of tenで10の3乗 。

power factor　 力 率

交流*で 、回路*に コイルや コンデ ンサ ーがつ ながれている とき、一般 に電圧*と

電流*の 位相 は異な る。電圧 と電 流の位 相差が θの とき、cosθ を力率 とい う。交

流 の実効電圧 をV、 実効 電流 をIと する と、平均 電力Pは 力率 を使 って次の式で表

わせ る。P＝VIcosθ

→active power

→apparent power

power reactor　 動 力炉

発電用 の原子炉*。 エ ネルギーの発生 を目的 とす る原子炉。

power stroke　 爆 発 行程

エ ンジ ンで燃料*が 爆発 して燃焼 し、ガスの膨張*に よ りピス トン*が 下が り外 部

に仕事*を する過程。

power supply　 電 源

回路*に 電 流*を 供給す る装置。

precession　 歳 差 運 動

こまを回す場 合、 こ まの 自転軸 が、 こまの鉛 直軸の 回 りを一定 の角度 を保 ちなが

ら回る こと。 こまが首 を振 りなが ら回る運動。

precision　 精 度 、精 密 さ

計 測器な どで測定 した値が 、誤差*の 観点 か ら何桁 目まで有効 かをいう。真 の値 に



対してどれほど正確かの度合。

pressure　 圧 力

単位 面積 当た りの力*の 大 きさ。単位Pa（ パス カル）。1Pa＝1〓 。面に加わ る

力をF、面の断面積をSとすると、圧力Pは 〓 。

primary　 1次 の

primary cell　 1次 電 池

電池*内 の化学変化*で 電流*を 取 り出す ことはで きるが、電池 の消耗後 に電 流 を

逆転 させて元の電池の状態 に戻す ことはで きない ような電池。充電*で きない電池。

乾電池 など。

primary coil　 1次 コイ ル

変圧器*（ 交流電 圧 を上下 す る装置 ）で電流*を 入力*す る側 の コイル*。 変換 し

た電流 を取 り出す側 の コイル は2次 コイル*と い う。

→transformer

primary colors　 原 色 、3原 色

光の3原 色 はred（ 赤）、green（ 緑 ）、blue（ 青） である。色 または絵 の具の3原 色

はmagenta（ 赤紫 ）、yellow（ 黄）、cyan（ 青緑） である。 これ らを混ぜ合 わせ るこ

とに よ り、すべて の色 を作 るこ とが で きる。3つ の原色 を等 量混ぜ合 わせ る と、

光 の場合 は白に、色 （絵の具）の場合 は黒色 とな る。

primary colors in light　 光 の 原 色

→primary colors

primary colors in paint　 色 の 原 色 、絵 の 具 の 原 色

→primary colors

primary energy source　 1次 エ ネ ル ギ ー 資 源

石 油 や石 炭 、天 然 ガ ス 、水 力 、風 力 、潮 力 な ど、 自然 に存在 す るエ ネル ギ ー 源 。

→secondary energy source



primary light colors　 光 の 原 色

→primary colors

primary pigment colors　 色 の 原 色 、 絵 の 具 の 原 色

→primary colors

principal axis　 主 軸

→optical axis

principal focus　 焦 点

→focus

principal quantum number　 主 量 子 数

ボ ー ア の 量 子 条 件*で のnの 値 （量 子 数*） 。 原 子 の 定 常 状 態*の エ ネ ルギ ー*値 を

決 め る。

→Bohr atom model

principle　 原 理

他 の ものが、それ を元 にして成 り立 っているよ うな基本 的な理論*、 考 え。

principle of Archimedes　 ア ル キ メ デ ス の 原 理

→Archimedes' principle

principle of conservation of charge　 電 荷 保 存 の 原 理

→law of conservation of electric charge

principle of constancy of light velocity　 光 速度 不 変 の原 理

「真空 中の光 速度*は 、観 測者や物体*の 速度*に 無関係 で、常 に一定であ る」。特

殊相対性理論の基礎 をなす2つ の原理の ひとつ。

principle of equivalence　 等価 原理

「重力*と 、加 速度 運動 を している物体 にはた ら く慣性力*と は まった く同等 であ

る。 または、重力質量*と 慣 性質量 は同 じであ る」。一般相対性 理論の基礎 をなす

原 理の ひとつ。

→inertial system



principle of superposition 　波の重ね合わせの原理

2つ の波 源*A、Bか らの波*が

あ る点 で出会 う と き、単独 の波

の変位*を 〓、 〓 、あ る点 での

2つ の波の合成波の変位 をYと す

る と、Y＝ 〓 で表わ される。

prism　 プ リズム

ガラスや水晶な どでで きた三角柱で、光*の 分散*を 利 用 して、光 をスペ ク トル*

に分 けるのに使 う。

probability　 確 率

ある現象が起 こ りうる割合。

probe　 探 針 、 プ ロ ーブ、測 定 用電 極

電圧*な どの測定 に使 う針状の電極*。

problem of three bodies　 三 体 問 題

→three body problem

processing unit　 処 理 装 置

コ ン ピュ ー タ*で 、 デ ー タ*の 演 算 や 比 較 を行 う装 置 。

program　 プ ロ グ ラ ム

→computer program

progressive wave　 進 行 波

波*の 波 面 が、 時 間の 経 過 と と もに移 動 す る波 を い う。 空 間 を伝 わ って い く波 は進

行 波 で あ る 。

〓standing wave, stationary wave

projectile　 発 射 体

ボ ールや弾丸 な ど、外力*で 飛 び出 した物体*。 また、入射 粒子 を指す こ とが あ

る。

（図53）

2つ の波の足 し算が合成波になる



projection　 射 影

ある方向か ら見 た、物体*の 投 影図。

propagation　 伝 搬 、伝 播

波*や エネルギー*が 空 間を伝 わること。

proper motion　 固 有 運 動

→characteristic vibration

property　 特 性

物体*の もつ物理的性質*。 た とえば、質量*、 電気伝導度*、 弾性率*な ど。

proton　 陽 子

素粒子*の ひ とつ。記号p。 中性子*と ともに原子核*を 構 成す る粒子で 、中性 子

とほぼ同 じ質量*を もつ。水素原子の原子核が 陽子 である。 ＋eの 電気 素量*を も

ち、ス ピン*は1/2。 質量は電子の1836.2倍 。

pulley　 滑 車 、 プ ー リ ー

中心 に軸*を もつ 回 転 で きる 円 盤 で 、 円盤 の外 周 部 に 糸 や ひ もを 取 り付 け て 、物 体

を動 か す の に使 う装 置 。

→fixed pulley , moving pulley

pulsar　 パ ル サ ー

きわめて周期*の 安 定 している規則的な電波*を 出す天体 をパ ルサー とい う。パル

サ ーの正体 は、高速 で自転す る中性子星*だ と考 えられてい る。

→neutron star

pulse　 パ ル ス

1回 だけで繰 り返 さない変位*。 きわめて短 い時 間だけ信号*が 発生す ること。

pumping　 （1）ポ ン ピン グ　 （2）排 気

（1）レーザ ー*光 発生の際 に、原子*が 励起状態*に 引 き上 げ られる過程。

（2）液体や気体 などを外部 に送 り出す こと。



Q
quality　 質 、性 質 、特性

他 と異 なった特徴。

quantitative　 量 的 に

数量が大 きいか小 さいかの観点か ら。

quantity　 量

測定 して数値で表わせ るもの。測定 によって得 られ る数値。

quantity of electricity　 電 気 量

→electric charge（2）

quantization　 量 子 化

連続的 な量か ら量子*を 作 る こと。連続的な量 を量 子で置 き換 えるこ と。

quantized　 量 子 化 さ れ た

quantum　 量 子

あ る物理量*が 連続的で な く、あ る最小の数値の整数倍 で表わ され るとき、 その最

小 量 をそ の物理量の量子 とい う。光子*（ 光量子）、電気素量*な ど。

quantum condition　 量 子 条 件

→Bohr atom model

quantum mechanics　 量子 力学

原子*、 分子*、 素粒子*、 原子核*な どの運動 とその性 質 を取 り扱 う。物理 量*に

演算子、状態 には波動 関数 を対応 させ、現象 を確率 的に表 わす。

quantum model　 量 子模 型

物理量*を 量子*や 演算子で表 わ し、物体*の 状態 を確率的 に表 わ した原子 や分子

のモデル*。



quantum number　 量 子 数

量 子 力 学*で 、 原子*や 分 子*の 状 態 を決 め る数 値 や 数 値 の 組 。

quantum of electricity　 電 気 素 量

→elementary electric charge

quantum theory　 量 子 論

古 典力 学 に対 し、量 子 力 学*を 基 礎 に して 物 理 現 象 を取 り扱 う こ と全 般 を指 す 。

→quantum mechanics

quark　 ク ォ ー ク

quarks　 ク ォ ー ク

→fundamental particle

quasar　 ク エ ー サ ー

強 い青 い光*を 出 し、 赤 方偏 移*が 大 き く、 強 い 電 波 源 を伴 っ た 天 体 。 数億 光 年以

上 の距 離 に あ り、宇 宙 の初 期 にで きた天体 だ と考 え られ て い る。

→red shift



R

radar　 レー ダ ー

マ イクロ波*に よる電波*を 使 って、物体*の 反射波か ら、物体*の 運動 や距離 を

測定す る装置 。

radian　 ラ ジア ン

弧度法*に よる角度 の単位。単位rad（ ラジア ン）。1radと は2本 の半径 には さま

れた弧の長 さが半径rに 等 しい ときの中心角の大 きさ。2πrad＝360゜ 。

→circular method

radiant energy　 放射 エ ネル ギ ー

物体*か ら粒 子や電磁 波*な どを放 出*す るときの放出 したエ ネルギー*。 電磁波*

のエネルギー。

radiation　 放 射、 輻 射 、放 射 線

物体*か ら粒子 や電磁 波*、 エネル ギー*な どを放 出*す るこ と。 また放 出 した も

の。

radiator　 ラ ジ エー タ ー

暖房 な どで、発生 した熱*を 外部 に放出*す る放 熱器。エ ンジンなどで、発生 した

熱 を外部 に放 出 してエ ンジ ンを冷やす冷却器。

radio waves　 電 波

電磁波*の こと。

→electromagnetic waves

radioactive　 放 射性 の、放 射 能 の

→radioactivity

radioactive decay　 放 射 性 崩 壊 、 放 射 性 壊 変

→decay



radioactive element　 放射 性 元 素

原 子番号 の大 きな元素で は原子核 を構成す る陽子*と 中性子*の 数が多 くな り、結

合 が不安定 に なってい るた め、原 子核の構成 を変 えて安 定 しよ うとす る。 こ うし

て α崩壊*、 β崩壊*、 γ崩壊*な どを起 こす元素*。 放射能*を もつ物 質*。

→radioactivity

radioactive isotope　 放射 性 同 位体 、放射 性 同位 核 、放 射 性 同位 元 素

→radioisotope

radioactive materials　 放 射性 材 料 、放 射 性 物 質

放 射性*を 示す物 質*。 放射能*を もつ物 質。

radioactive pollution　 放 射 能汚 染

放射性物質*が まき散 らされ た り、放射性物 質に接 触す ることで、接触 された物質

も放射性 を帯 びるようになること。

radioactive series　 放 射 系 列

放射性元 素*が 崩壊*に よって別の放射性元 素 に変 わってい く流 れを記 した もの。

最終的 には鉛 などの安定 な核種*に な る。

→decay series

radioactive waste　 放 射 性廃 棄 物

核分裂*や 核融合*の 反応でで きた、放射性元素*を 含 む排 出物。

radioactivity　 放射 能

原子*が 放 射線*を 出 して自発 的に崩壊*す る性質。原子 が粒 子やエ ネルギ ー*を

外部 に放 出*す る性質。 これ らの性質 を放射性、 または放射能 とい う。

radioisotope　 放射 性 同位 体 、放射 性 同 位核 、放 射性 同 位元 素

ラ ジオ アイソ トープ ともい う。放射能*を もつ 同位体*。 同 じ元素*で も、 中性子

*数 の違い によ り、放射 性*を もつ同位体 ともたない同位体 がある。

→radioactivity

radionuclide　 放射 性 核 種

放 射性*を もつ核種*。



→nuclide

radius　 半 径

円 で 、 円 の 中心 か ら円 周 まで の 距離 。radius of curvatureは 曲 率*半 径 、radius of

 gyrationは 回転 半 径 （回転 軸 か ら回転 体 まで の 距 離 ）。

→curvature

RAM　 ラム

内容 を書 き換 えた り、場所 を指定 して読み書 きす る ことがで きる、コンピュータ*

用 の記憶 素子*。

random　 乱 雑 な、 ラ ンダ ム

でた らめなこ と。無作為 。不規則 。法則性の ないこ と。

random walk　 ラ ン ダム ウォー ク

液体 や気体 中 に微粒子 を置 くとき、微粒子が不規則 ででた らめ な運動 をす る こと。

→Brownian motion

rarefaction　 （波 の）疎

縦波 （疎密 波*） が 進む ときには媒質が密な ところ とまば らなところが交互 にで き

る。 この ように、波*が 伝 わらない と きの媒質の位置*よ りも、媒 質の位置が互 い

に離 れまば らな状態 をい う。

〓compression

rate　 割 合、比 率、時 間 当 た りの変 化 率

全体 に対 する割合や、他 の量 との比率 を表 わす。 また、単位時 間当た りの物理量*

の値 を指す。 た とえば、rate meterで 計数率計。

rate meter　 計数 率 計

単位時 間当た りの現 象の発 生回数 を測定す る計数器。 た とえば、放射線の線量計。

rate-determining process　 律 速過 程 、律速 段 階

化 学反応が い くつ かの反応か ら成 り立 って いる とき、全体 の反応 の速度 を決 める

反応 をい う。 一番遅 い反応 が律速段 階 となる。



ratio　 率 、比 率、割 合

2つ の量の比 （何対何 かの比） を表わす数。

raw material　 原 料

物 を作 るの に要す る素材で、その性質が製 品に残 らない もの。

ray　 線

光*や 粒子の流れ、伝 わ る様子 。 また、光 や粒子 の通 る道筋。

ray model of light　 光 の光 線 モ デル

光*が 通る道筋は直線である。

Rayleigh scattering　 レイ リー散 乱

波長*の1/10以 下の大 きさの粒子 に光が当 た り散乱*す るとき、波長が変化 するこ

とな く散乱す る現象。空の青色 は、 レイリー散乱 より説 明 される。

reactance　 リア クタ ンス

交流*回 路 におけ るコイル*や コンデ ンサ ー*な どの抵抗*と しての効 果 （大 きさ）

を表 わす。 コイルの イ ンダク タンス*をL、 コンデ ンサ ーの電気容量*をC、 交流

の角周波数*を ωとす る と、 コイルの リア クタンス はωL、 コ ンデ ンサ ーの リアク

タンス は〓 。

→capacitive reactance

→inductive reactance

reaction　 反 作 用

reaction force　 反 作 用 の 力

2つ の物 体*A、Bの 間 に 力 が 作 用*す る と き、 こ の 力 と向 きが 逆 で 大 き さが 等 し

く一 直線 上 に あ る力 が 必 ず 同 時 に 生 ず る 。 生 じた力 は 、 元 のAか らBに 及 ぼ す力

に対 し、Bか らAに 及 ぼ す力 で あ る 。片 方 を作 用*ま た は作 用 の 力*と す る と、 も

う一 方 は反 作 用 ま た は反 作 用 の 力 とい う。

→law of action and reaction

reaction speed　 反 応 の 速 さ

時 間 内 に進 行 す る反 応 の比 率 で 、 単 位 時 間 内 に変 化 した 反 応 の 濃 度 。



reactor　 原 子 炉 、 リ ア ク タ ー

→nuclear reactor

reactor core　 （原子 炉 の）炉 心

原子炉*内 部 で、連 鎖反応*の 起 こってい る部分 。燃料*、 減 速材*、 冷却材*な

どを含む。

read/write memory　 リー ド／ ラ イ トメ モ リ

コ ン ピュ ー タ*の 記 憶 装 置 の ひ とつ。RAMの こ と。

→RAM

real image　 実 像

〓virtual image

receiver　 受 信機

電波*の 検 出器。電波 に よる信号 を再生す る装置。

recoil　 反 跳

→recoil nucleus

recoil nucleus　 反 跳 核

物体*Aか ら物体Bが 放 出*さ れた り、物体Aに 物体Bが 衝突*し て飛ば され ると

きに、作用 ・反作用 の法則*（ または運動量保存則で も同 じ） によって、物体Aも

反対 方向 に力 を受 け、飛 ば され るこ とを反跳（recoil）とい う。反跳 に よって飛ば さ

れた原 子核*を 反跳核 とい う。 電子対 生成*反 応で は、電子*と 陽電子*の 間に反

跳が見 られる。

rectangular coordinate system　 直 交 座 標 系

→Cartesian coordinate system

rectifier　 整 流 器

交流*か ら直流*を 作 る装 置。 ダイオー ド*は 整流器 と しての はたら きがあ る。

→diode



rectilinear propagation　 直 進

一直線 上 を進 むこ と
。

recycle　 リサ イ クル

→recycling

recycling　 リサ イ クル

（廃 物 を）再利用 す る。再 生す る。

red giant　 赤 色 巨星

表面温度 が低 く赤 く見 え、太陽 よりもか な り大 きい星*。 太 陽の1/10か ら10倍 程

度 の大 きさの星が、 内部の水素 をほ とん ど使 い果 た した星の老 年期 の姿 。

red shift　 赤 方 偏 移

高速 で地球か ら遠 ざかる星の 出す光*は 、 ドップラー効 果*に よって 、波長*が 長

くな り、 そのスペ ク トル*が 本来 のスペ ク トル よ り波 長の長 い側 の赤側 にずれ る。

これを、赤 方偏 移 とい う。 ハ ッブル の星の赤方偏 移 の観測 によ り、す べ ての星 は

距離 に比例 した速度 で地球 か ら遠 ざか っている ことが わか り、宇宙膨 張*説 が考 え

られた。 重力 による赤 方偏 移 もある。

→expanding universe

→gravitational red shift

reduced pressure　 減 圧

圧力*を 下げ ること。

reduction　 収 縮 、縮 小

大 きさが小 さ くなる こと。縮 む こと。

reference object　 参 照物 体

物体*の 運 動 を観測 す るときの、基準 となる静止 してい る物体。

reference wave　 参 照 波

→holography



refining　 精 錬 、 精 製

金 属*の 鉱 石 か ら 、不 純 物 を取 り除 き金 属 の 比 率 を高 め る こ と。

reflectance　 反 射 率

→reflectivity

reflected ray　 反 射 光 線

反 射*に よ っ て 進 む 光 線*。 反 射 前 の 波*を 入 射 光 線*と い い 、 反 射 後 の波 を反 射

光 線 と い う。

→incident ray

reflecting telescope　 反 射 型 望 遠 鏡

望 遠 鏡*で 対 物 レ ン ズ*と して 凹 面 鏡 、接 眼 レ ンズ と して 凸 レ ンズ を使 った もの 。

reflection　 反 射

波*が 媒 質Iか ら媒 質IIに 進 む と き、媒 質

の境 の面 （境 界 面 とい う） に到達 した後

再 び、媒 質I中 を元 の進行方 向 と異 な った

方 向 に進 む こと を反射 とい う。 この と き、

入射 波 と反 射波 は同 一平 面 内 にあ る。入

射波 と境界 面の法線 のなす角度 （入射 角*）

を θ〓、反射 波 と境界 面 の法 線*の なす角

度 （反射角*） を θ〓とす る と、入射 角 と

反射 角 は等 しい。 これ を、反 射 の法 則 と

い う。

入射角 θ〓＝ θ〓反射角 。

reflectivity　 反 射 率

入 射 波 の エ ネ ル ギ ー*に 対 す る 、 反 射 波 の エ ネル ギ ー 。 振 幅*の2乗 の 比 が 反 射 率

で あ る 。

refracted ray　 屈 折 光 線

屈 折*に よ っ て 進 む 光 線*。 屈 折 前 の 波*を 入 射 光 線*と い い 、 屈 折 後 の光 線 を屈

折 光 線 とい う。

→incident ray（図54）



refracting telescope　 屈 折型 望 遠鏡

凸 レンズ*ま たは凹*レ ンズ を利用 した、屈 折*の み を利用 した望遠鏡*。 反射 型

望遠鏡*よ り視野が広 い。 また、扱 いやす いので広 く利用 されてい る。

refraction　 屈 折

波 が媒 質Iか ら媒 質IIに 進 む とき、

媒 質中の 波の速 度が 変化 す るため 、

波の進行 方向が 曲が るこ と、変化す

ることを屈 折 とい う。 この とき、入

射波 と屈折 波 は同一 平面 内 にあ る。

入射波 と境 界面 の法 線*の なす角度

（入射 角*） を θ〓、屈 折 波 と境 界面

の法線の なす角度 （屈折 角*） をθ〓

とす る と、 〓 の値 は媒質 によって決 まった値 とな る。 この値 を、媒 質Iに

対す る媒質IIの 相対屈折 率*ま たは単に屈折率*と い う。屈折 において、相対屈 折

率 を〓 、媒質I中 での波 長*を λ〓、速度 を 〓、媒質II中 での波 長を λ〓、速 度 を〓

とす る と、〓 の関係が ある。 これ を屈折 の法則 と

いう。

refraction angle　 屈 折 角

→refraction

refractive index　 屈 折 率

→absolute index of refraction

→relative index of refraction

regular reflection　 正 反射

波*が 進む とき、物体*の 表面や、媒 質*と の境界面が滑 らかである場合、反射の

法則*に したが って反射*す る。これ を、正反射 とい う。 これ に対 して、滑 らかで

ない場 合は、入射 角*に 対 して、反射角*が い くつ も生 じ、全体 と して反射波が広

い範囲に広が る。 これを乱反射*と いう。

〓diffuse reflection

reinforce　 強 め 合 う

（図55）



reinforcement　 強 め 合 う

い くつ か の波*が 干 渉*に よ って 強 め 合 う こ と。 この と き、 波 の振 幅*が 大 き くな

る。

relative　 相 対 的 な、相 対 の

他の物 と比較 したと きのあ る物体*の 値。

relative deviation　 相 対 偏 差

測 定 値 の 平 均偏 差 との 差 を、 平均 偏 差 で 割 って ％ で表 示 した もの 。

→deviation

relative error　 相 対 誤 差

あ る物理 量*の 真 の値 をa、 測定値 をxと す るとき、真 の値 と測定値 との差 を真 の

値で割った値 〓 をいう。

〓absolute error

relative humidity　 相 対 湿 度

その温度 の大気*が 含む ことが可 能 な最大の水蒸気量*（ 飽和水蒸気量） に対 す る、

実際 に大気 に含 まれ ている水蒸気量の割合 を％で表わ した もの。

〓absolute humidity

relative index of refraction　 相 対 屈折 率

ある媒質 に対 する別の物体*の 屈折率*を 相対屈折率 とい う。 光*や 水波 な どの波

が媒質Iか ら媒 質IIに 進 む とき、波 の入射角*i、 屈 折角*rと して、媒質Iに 対 する

媒 質IIの 相対屈 折率 〓 は 〓 で表わ され る。 また、媒質Iの 絶対屈 折率

を〓、媒 質IIの 絶対 屈折率*を 〓 とす ると、〓 で表 わされる。 また、物

質 の絶対屈折率 は、媒質Iが 真 空*で 、媒 質IIが 物質であ ると きの相 対屈折 率 と考

えてよい。

〓absolute index of refraction

relative mass　 相 対 論 的 質量

相対 性理論*で は、静止 して いる質量*（ 静止 質量*と い う） に対 して、 （相対 的に）

運動 する物体*の 質量は変化す る。 これ を相対論的質量 とい う。速 さυで運動 して

いる物体 の慣 性質量*mは 、光速度*をc、 静止質量 を〓 として、

〓 （ただし〓 ）



で表 わされ る。vが 光速*に 近 くなると質量 は無 限大になる。

relative motion　 相 対 運 動

（1）あ る点 を基準 点 と した座 標系*（ 基準 系） に対 して、基準点 か ら見 た物体*の

運動の ようす。基準点は さまざまな運動*を しうるので、 この運動 に伴 って物体の

運動の ようす も異な って見 える。

〓absolute motion

（2）ある物体か ら観察 した、別の物体の動 きの ようす。

relative refractive index　 相 対屈 折 率

→relative index of refraction

rem　 レ ム

生体 に吸収 され る電離放 射線 の線 量当量の単位 。線量 当量 とは、生体 にX線*ま

たは γ線*を 照射 した ときの影響 を基準1と し、他 の放射線が その何倍 の影響 を与

え るか で係数 を求め、 これ を吸収線 量 （放射線 を照射 された物体の一部 が単位 質

量当 た り受 ける放射線 のエネル ギー） にかけた もの。1rem＝0.01Sv（ シーベ ル

ト。 シーベ ル トも線量当量 の単位 ）。

→Sv

renewable　 更 新 で きる

renewable resource　 更 新 で きる資 源

一定の時間がたつ と元 の形で使 うことがで きるエ ネルギー* 。た とえば、水力発電

に使 う水の位置エ ネルギ ー*。

repel　 反 発 す る、抵 抗 す る

repulsion　 斥 力、反 発 力

repulsive force　 斥 力、反 発 力

2つ の物体*の 距離 を増加 させ る向 きにはた らく力*。 た とえば、N極*ど う しに

はた らく磁気力*な ど。

〓attraction



residual magnetism　 残 留磁 気

強磁性体*で 、磁 界*を か けて磁化*さ せ た後 に外部 の磁界 を0に しても、磁化 の

強さは少 し弱 まるが0に はな らない。 この残留 した磁化の強 さをい う。

resistance　 （1）抵 抗 力、抵 抗 （2）（電 気 な どの）抵 抗

（1）物体*が 水 中や空気 中を運 動す る とき、その運動 を妨 げる向 きにはた ら く力*

を抵抗力 または抵抗 とい う。例 ：摩擦力 、空気抵抗。

（2）電流*や 熱*、 流体*を 流す場合 の流 れに くさ。電流の場合 を電気抵抗 または単

に抵抗 とい う。電流 が流 れる場合 、抵抗 をはた らく素子*を 単 に抵抗 と呼ぶ こ とも

ある。

→electric resistance

resistance force　 抵 抗 力

→resistance(1)

resistivity　 抵 抗 率

物 質*に よって定 まる抵抗*の 係数。抵抗率 は、電気伝 導度*σ の逆数であ る。導

体*の 断面積 をS、 長 さをL、 抵抗*をR、 抵抗率 を ρとす る と、〓 の関係

が あ る 。金 や 銀 は抵 抗 率 が きわ め て小 さ く、 電 流*を 流 しや す い 。

→electric conductivity

resistor　 抵 抗 器 、 抵 抗

電流*を 分 配 す る た め の抵 抗*。

resolution　 （力 や ベ ク トル の） 分 解 、 分 解

→resolve

resolution of forces　 力 を成 分 に 分 解 す る こ と

→resolve

resolve　 （ベ ク トル の 成 分 に） 分 解 す る

力 ベ ク トル*や 他 の ベ ク トル 量*か ら特 定 の 方 向 の 成 分 を作 る こ と を 、ベ ク トル の

分 解 （resolution） とい う。 こ れ は元 の ベ ク トル か ら、分 解 した い方 向 へ 、 射 影 の ベ

ク トル を作 る こ とで あ る 。

→components of a vector



→component force

resolving power of lens　 レ ンズ の解像 力、 レ ンズの 分解 能

レンズ*を 使 って接 近 した2点 を見 るとき、その2点 をはっ きりと見 分け ることの

で きる最小の間隔。

resonance　 共 鳴、 共 振

振 動体*の 固有振動数*に 等 しい振動数*の 力 を外 部か ら与 えるとき、振動体 の振

動 の振 幅*が きわめ て大 き くなる現象 を共振 とい う。 また、音*の 振動 体の場合は、

共 鳴 とい う。

→forced vibration

→mechanical resonance

resonance absorption　 共 鳴 吸 収

原子*や 分子*が 励 起状態*か ら基底状態*に なる とき発光す る光*と 同 じ波 長*

の光 を、その原子や分子が吸収す ること。原子 などの発光 は2つ の定常状態*の エ

ネルギー準位*の 差 に相 当するエ ネルギー をもつ光子*を 放 出*す る現象 だが、原

子 はこれ と同 じエ ネルギー*を もつ光子 も吸収 して定常状態 になる。

resonator　 共 振 器

音波*や 電磁波*な どで、特 定の振 動数*の 波 に共振*す る ようにつ くられ た器具

をい う。ア ンテナは電磁波 の共振器 である。

→antenna

rest mass　 静 止 質 量

観 測者 または観測系 に対 して、静止 してい る状態の質量。

→relative mass

restoring force　 復 元 力

単振動*を する物体*に はた ら く力*。 単振動 を引 き起 こす力で ある。物体 が単振

動 を している とき、つ りあい の位置 か らの物体 の変位*をx、 物体 にはた ら く力 を

Fと す る と、F＝ ―Kx（ ただ し、KはK＞0の 定 数。〓 ） の形 に表わせ る。

復元力 は変位xに 比例 する変位 とは逆向 きの力で、その向 きは常 につ りあいの位置

を向 く。mは 質量 、 ωは角速度。

→simple harmonic oscillation



resultant　 合 力 、 合 成 した

い くつ か のベ ク トル*を 合 わせ て 、 そ れ らと 同 じは た らき をす る ひ とつ の ベ ク トル

に直 した もの。2つ のベ ク トル の合 成 ベ ク トル は、 平 行 四辺 形 の法 則*に よ っ て求

め られ る。

〓component

→parallelogram method

resultant force　 合 力

い くつ か の力*を 合 わ せ て 、 そ れ ら と同 じは た ら き をす る ひ とつ の力 に直 した もの 。

2つ の力 の合 力 は、 平 行 四 辺 形 の 法 則*に よ って 求 め られ る 。

〓component force

→parallelogram method

reverberation　 残 響

部 屋 の 中 な どで音*を 出 した と き、多 数 の 反射*が 起 こ り、元 の音 に 対 しそ れ らが

つ なが っ て連 続 的 に聞 こ え る こ と。

reverse　 逆 の

reverse bias　 逆 バ イ ア ス

PN接 合*部 分 に発 生 す る雑 音*電 流 を減 ら す た め に 、 通 常 とは逆 向 き に電 圧*を

か け る こ と。

→noise

reversible　 可 逆 の

〓irreversible

reversible change　 可 逆 変 化

元 の 状 態*に 戻 る こ とが 可 能 な変 化 を可 逆 変 化 とい う。Aの 状 態 か らBの 状 態 へ 変

化 した とき に、 逆 の 変 化 を起 こ させ て 、 それ が 、 系*の 内外 を含 め て まっ た く元 の

状 態 に戻 っ て いれ ば、 そ れ は可 逆 な変 化 で あ る 。例 ：重 力*な ど、保 存 力*だ け が

は た らい てい る と きの 物体*の 運 動*。

〓irreversible change



reversible engine　 可 逆 機 関

可逆変 化*に よる熱機関*。 熱力学 第2法 則*よ り実現 は不可 能で、概念 上の熱機

関であ る。例 ：カルノーサ イクル*。

→Carnot cycle

reversible process　 可 逆 過程

可逆な状態*の 変化 をする過程 、一連の反応 、進 み方。

revolution　 公 転

惑 星が恒星 の回 りを、衛 星が惑星 の周 りを回る こと。1周 に要す る時 間 を公転周

期*と いう。

Reynolds number　 レイ ノル ズ数

慣性*の 大 きさと粘性*の 大 きさの比 を表 わす量。長 さLの 物体が、粘性係 数 をμ、

密度*ρ の流体*の 中 を速度*Uで 運動す る とき、 〓 を レイノルズ数 という。

→viscosity

rheostat　 加 減 抵抗 器

電流*の 強 さを加 減するため、抵抗*の 値が変 えられ る抵抗器*。 可変抵抗器。

right-hand rules　 右手 の法 則

磁 界*に 垂直 に置 いた導線*を 磁界 と垂直 に動かす とき、誘導電流*は 磁束*の 変

化 を妨 げる向 きに流 れる。導線の運動 方向 を右手 の親指、磁 界の向 きを人 さ し指

に対 応 させ る と、誘導電 流の向 きは、親 指 と人 さし指 に垂 直 に立て た中指 の向 き

に生ず る。

→Fleming's law

right-handed screw rule　 右 ね じ の 法 則

直線電流 で、電流*の 進む向 きを右ネ ジの進 む向 きとする

と、電流 によって生 ずる磁界*の 向 きは ネジの 回る向 きで

ある右 回 りとなる。

（図56）



rigid　 剛 体 の、硬 い

rigid body　 剛 体

外力*が 加 わる とき、物体*の 形や体積*が まった く変化 しないで、力はすべ て物

体 の運動 に関わる ような物体 を剛体 とい う。 これに対 して、力 で変形 した物 体 を

変形体*と いう。

〓deformable body

ripple tank　 リ ップル タ ン ク

水波 の実験 に使 う造 波装置 を伴 った透明水槽。光源*を 使 って、波源*か らの水波

の山*や 谷*を レンズ*と して、ス クリー ンに投影 して観察す る。

Ritz combination principle　 リ ッツ結 合則

2つ の線スペ ク トル*の 振 動数*の 、和 または差 に相当す る振動数 を もつ線スペ ク

トルが存在 する という経験則。1908年 に リッツが発見 。

roentgen rays　 レン トゲ ン線

X線 の こと。

→X rays

rolling friction　 ころ が り摩擦

面上 をすべ らず にころが りなが ら移動す る物体*が 、接触面 か ら受け る摩擦 力*。

摩擦 力の 中では最 も小 さい。

ROM　 ROM、 ロ ム

Read Only Memory。 コンピュー タ*で 、記憶すべ きデ ータ*を 書 き込み、 その読

み出 しのみが可能な記憶 素子*。

→RAM

root-mean-square (rms) current　 rms、2乗 平均 電 流

交流*に おいて電流*の 強 さを表 わす ために、1周 期 についての電流 の各 瞬間の値

を2乗 し、それ を平均 してか ら平方 に開いた値 で示す電流。

→effective value



root-mean-square velocity　 2乗 平 均 速度

気体 分子の運動*で 、それぞれの分 子*の 速度*の2乗 を平均 した後、平均値 のル

ー トをとった もの
。分子 の2乗 の平均 を〓 と し、気体 の分子 量*をM、 気体定数

*をR 、絶対 温度*をTと して、2乗 平均速度

〓

で表 わ される。これは、分子 の2乗 平均速度 は気体 の絶対温度 で決 まり、圧力*や

体積*と は無関係で あることを意味 してい る。

rotary motion　 回転 運 動

物体*が あ る点 を中心 として、その周 りを回 る運動。その物体 には、 中心 に向か う

向心力*が はた ら く。

→centripetal force

rotation　 （1）回転 運動 （2）自転

（1）→rotary motion

（2）天体が、天体内の軸*を 中心 として回転す るこ と。

rotational equilibrium　 回 転 の平 衡、 回転 の つ りあい

軸*の 回 りの回転運動*で 、つ りあいの成 り立つ ときは、回転軸*の 右 回 りの力の

モーメ ン ト*と 左 回 りの力 のモーメ ントの大 きさが等 しい ときで ある。

→moment

rotational inertia　 回転 の慣性

回転体 にお ける回転 の慣 性*で 、慣性モーメ ン ト*で 表わ される。

→moment

rule　 規 則

Rutherford atom model　 ラザ フォ ー ドの 原子 模 型

原子番号*Zの 原子 には、その中心 に＋Zeの 電荷*を もち質量*の 大部 分 を占める

小 さい核 （原子核*） があ り、そ の まわ りをZ個 の－eの 電荷 をもつ電子*が 回っ

て いる とい うモデル。円運動*の 向心力*は 電荷 間の クーロ ン力*に よる とした。

水素原子 につい てはよ く実験値 と合 った。水素原子の半径*をr、 電子 の質量 をm、

速度 をvと す る と、次 の関係が成 り立つ。



〓
右辺 はクーロ ン力 、左辺 は向心力。

Rutherford scattering　 ラザ フ ォー ド散乱

ラザ フ ォー ドは α線*を 薄い金箔 にあてて、 α線 が散乱*（ 衝突）す るようす を調

べ た ところ、ほ とん どは まっす ぐ進 むが、 ご くまれ に大 きく散 乱す る ものが あっ

た。 α線 は＋の電荷*を もっているので、正電荷が原子 内に一様 に分布 して いれば

進路 は さほど影 響 されない はず だが 、 まれ に大 き く散 乱 する もの があ るな らば、

原子*の 一部 に重 くて きわめて大 きさが小 さく正 の電荷が集 まった領域が なければ

いけない。ラザ フ ォー ドはこのように考 え、原子核*モ デル を考 えだ した。

→Rutherford atom model



S

s　 秒

→second

satellite　 衛 星 、 人 工 衛 星

地 球 な どの 惑 星 の 周 囲 を 回 る 天 体 を 衛 星 と い う。 また 人 間 の 作 っ た 衛 星 をい う。

た とえ ば 、 月 、 人工 衛 星（artificial satellite）。

saturated　 飽 和 し た

一 定 の 条件 の下 で溶 液*の 濃 度*
、磁 気*、 電 流*、 原 子 価*、 蒸 気 圧*な どの量 が、

最 大 に な っ た状 態 。 そ れ以 上 の量 は含 め な い状 態 。

〓unsaturated

saturated solution　 飽 和 溶 液

あ る温 度*の 溶 液*で 、 溶 質 （溶 か した い物 質 ） の 量 が 最 大 限 に達 して お り、 も う

溶 け こ め な い状 態 。

scalar　 ス カ ラ ー

温 度 や 仕 事 、 質 量 な ど、 ひ とつ の 数 量 で 表 わ す こ との で き る量 。

scalar product　 ス カ ラ ー 積 、 内 積

→inner product

scalar quantity　 ス カ ラ ー 量

→vector quantity

scale　 目 盛 り

あ る物 理 量*の 、 基 準 量 に対 す る量 の 大 き さ を示 す た め につ け た しる し。 音 楽 の場

合 は、 音 階 を意 味 す る。

scaling　 ス ケ ー リ ン グ

あ る量 が 別 の 量 と何 乗 の 関係 に な っ てい るか を調 べ る こ と。 た と え ば、 面 積Sは そ



の物体 の長 さLの2乗 に比例 しS＝k〓 （kは定数 ） とか ける。 この と きの指数 で

あ る2を 求 め ることがス ケー リングであ る。

scanning　 走 査

電子 ビーム*や 光線*を 物体*の 面 に、線状 に順 次 左端 か ら右端 へ移動 しなが ら当

て 、そ れ を上 か ら下 まで繰 り返 す こ とで、面全 体 を照射 す る方 法。面 全体 の濃淡

の 情報 を、電 気信号*の 時間的 な変化 に変 え られる。 ブラウ ン管*や コ ピー などに

使 われ る。

scanning electron microscope(SEM)　 走 査 型 電 子 顕 微 鏡

SEMと もい う。 物 体*の 表 面 に 、 電 子 線 を走 査*的 に照 射 す る タ イ プ の 電 子 顕 微

鏡*。

→electron microscope

scanning tunneling microscope(STM)　 走 査 型 トンネ ル顕 微鏡

物 体*に 先 の とが った針 を表面 か ら1nm以 下 の距 離*に お き、電流*を 流す こと

で生ず る トンネル効果*に よる電流 か ら、物体 の凹 凸の状態 を調 べる装置。 トンネ

ル効果 の電流 は、針 と面 との距離 の関数*で 表 わされ るの で、電 流 よ り距離 を調べ

られ る。物体 の面 全体 を走査 す るこ とで 、面全体 にわた る微 少 な高 さ （原 子 の大

きさ程度） の変化 を知 るこ とがで きる。

scatter　 散 乱 す る

→scattering

scattering　 散 乱

一 定の方 向に進 んでいる粒子 や波動*が
、標 的や障害物 な どによって入射*方 向 と

異 な る方 向 に進 むこ と。光*の 場合 は気 体 中では散 乱*す るが、液体 や固体 中でほ

とん どせず 、屈 折光*や 反射光*と なる。

→reflected ray

→refracted ray

schematic diagram　 回 路 図 、配 線 図

電気 回路*で 、抵抗*や トラ ンジス タ*な どの接続 の仕方 をそれぞ れの シンボ ルで

表 わ した図。



Schr〓dinger wave equation　 シュ レジンガ ーの 波動 方 程式

物 質粒 子の波動*と しての性質 を示 した、量子力学*の 基 本方程式*。 粒 子の状態

は、確率 的な波 （波動 関数*と い う） と して表わ されてい る。

science　 科 学

自然現 象を取 り扱い、 その中に現れる法則 を、観 察や実験*、 推論*を 通 して調べ

る学 問。

scientific law　 科 学法 則

自然 現象の起 こ り方や構 造 につ いて、言 葉 を使 って表 わ した り、数式で表 わ した

もの。特定 の条件下 で、起 こる現象 を予言 した もの。

scientific method　 科学 的 方 法

問題 の解決 を、実験*や 観察 を通 して、帰納*的 あるいは演繹*的 に行 うこと。

→deduction

→induction〓

scientific notation　 科 学 的 表記

特定 の数値 をA× 〓 の形 の指数*で 表 わす こ と。 ただ し仮数Aは1≦A＜10の

数値 とす る。例 ：324568.23は3.2456823× 〓 の形で表記す る。

scintillation　 シン チ レー シ ョン

放射線*の 入射*に よって、 （硫化亜鉛） や （ヨウ化 セ シウム） な どの物

体が ケイ光*を 発す ること。

scintillation counter　 シンチ レー ショ ンカ ウ ンタ ー

（硫化亜 鉛）や （ヨウ化セ シウム） な どの物体*は 、放射線*の 入射*に

よってケイ光*を 発 する。 この ような物質*を シンチ レー ター（scintillator）といい、

発生 した光 をシ ンチ レーシ ョン光 とい う。 この シンチ レーター と光電増倍管*を 組

み合 わせて、放射 線の入射 数やエ ネルギー レベ ルを調 べ る放射線 測定器が シ ンチ

レーシ ョンカウンターで ある。

screw　 らせ ん

円運動*を しなが ら、円の面 と垂直 に等速直線運動*を する とらせ んを描 く。



second　 秒

時 間*の 単 位 。 記 号s（ 秒 、 セ カ ン ド）。

second astronomical velocity　 第2宇 宙 速 度

ロ ケ ッ トな どが 地球 の 重力*か ら脱 出す る た め の 速 度*（ 脱 出速 度 ）。11.2km/s。

→astronomical velocity

second law of photoelectric emission　 光 電 子 放 出 の 第2法 則

光 電 効 果*で 、 「飛 び 出 した光 電 子*の 運動 エ ネ ル ギ ー*は 、 入射 光*の 強 度 に無 関

係 で あ る」。

second law of thermodynamics　 熱 力 学 の 第2法 則

熱 現 象 が不 可 逆 過 程 で あ る こ とを示 した法 則*。 い くつ か の 表現 法 が あ る。

「熱*が 高 温 物 体 か ら低 温 物 体 へ 移 動 す る現 象 は不 可逆 変 化*で あ る （クラ ジ ウス

の 原 理*） 」。 「仕 事*が 熱 に変 わ る現 象 は 不 可 逆 変 化 で あ る （トム ソ ン の原 理 ）」。

「第2種 の 永 久 機 関*は 不 可 能 で あ る」。

second-class lever　 第2種 て こ

て こ*で の 回転 軸*で あ る 支 点*が 一 端 に 、 て こ に 加 え る外 力*の 力 点 が 他 端 に 、

物 体 へ の て こ の作 用 点*が そ の 間 にあ る よ う なて こ。

secondary　 2次 の

入 力*側 と出力*側 の 回路*や 装 置 が あ る と き、 出力 側 の 回路 や装 置 を指 す 。 ま た、

2次 コ イ ル*を 指 す こ とが あ る。

secondary axis　 2番 目 の 軸

光 学 系 で 、主 軸 （principle axis）以 外 に引 か れ た直 線 。

→optical axis

secondary coil　 2次 コ イ ル

変 圧 器*（ 交 流 電 圧 を上 下 す る装 置 ） で 、交 換 した 電 流*を 取 り出す 側 の コ イル 。

→primary coil

→transformer



secondary colors　 原 色 の 混 色 、 原 色 の 混 合

2つ の 原 色*を 混 ぜ て で きた色 。 光*の 場 合 は 、赤 と緑 か らyellow（ 黄 色 ）、 赤 と

青 か らmagenta（ 赤 紫 ）、 青 と緑 か らcyan（ 青 緑 ） が 混 色 と してで きる。 絵 の 具 の

場 合 は 、red（ 赤 ）、green（ 緑 ）、blue（ 青 ） を指 す 。

→primary colors

secondary electron emission　 2次 電 子 放 出

→secondary emission

secondary emission　 2次 電 子 放 出

固 体*に 高 速 の 電 子*を 衝 突*（ 入 射 ） させ る と、 固 体 表 面 か ら別 の 電 子 （2次 電

子 とい う）が 飛 び 出 す 現 象 。 入 射 電 子 の エ ネ ル ギ ー*や 、物 体 の種 類 に よ り、 出 て

くる 電 子 の エ ネル ギ ー や 個 数 が 異 な る。 これ を用 い て 、 電 子 流 を増 倍 す る こ とが

可 能 で 、光 電 増 倍 管*は この 原 理 を用 いて い る。

secondary energy source　 2次 エ ネ ル ギ ー 資 源

電 気 エ ネ ル ギ ー*な どの よ う に、1次 エ ネル ギ ー 資 源*か ら取 り出 したエ ネ ルギ ー

を い う。

→primary energy source

secondary light colors　 光 の 原 色 の 混 色

→secondary colors

secondary pigment　 色 の 原 色 の混 色 、 絵 の 具 の 原 色 の 混 色

→secondary colors

Seebeck effect　 ゼ ー ベ ッ ク 効 果

2種 類 の 金 属 導 線 で 回 路*を 作 って 、 そ の2つ の接 合 部 分 を異 な る温 度*に す る と、

熱 起 電 力*が 生 ず る 現 象 。

selectivity　 選 択 性

電 波*の 受 信 機*で 、異 な る2つ の 振 動 数*を ど こ まで は っ き り と分 離 で きる か の

能 力 。



self-induced EMF　 自 己 誘 導 起 電 力

→self induction

self-inductance　 自 己 イ ン ダ ク タ ン ス

→self induction

self-induction　 自 己 誘 導

コ イ ル*な ど を含 む 磁 気*的 な 回路*で 、 回路 の 電 流*を 変 化 させ る と磁 束*の 変

化 が 生 じ、 こ れ に よっ て 回 路 内 に 電磁 誘 導*が 起 こ る。 こ の現 象 を 自 己誘 導 とい う。

ま た この と きの 誘 導 起 電 力*を 自己誘 導起 電 力 （self-induced EMF） とい う。 回路 の

電 流 の 変 化 を⊿I、 変 化 に 要 す る時 間 を ⊿tと し、 回路 に生 ず る誘 導 起 電 力*の 大

き さ をVと す る と 、〓 とな る。 こ の起 電力 は 回路 の 電 流 の 向 き と逆 向

き に 生 ず る。 ま たLの 値 を 、 自己 イ ン ダ ク タ ンス （self inductance） とい う。 単 位 は

H（ ヘ ン リー ） で あ る。

→induced electromotive force

semiconductor　 半 導 体

導 体*と 不 導 体*の 中 間 の 抵 抗 値 を示 す 物 質 。 ゲ ルマ ニ ウ ム や シ リ コ ンな ど。 これ

ら に、 不 純 物 を入 れ る こ とで 、P型 半 導 体*、N型 半 導 体*が 作 られ 、 さ まざ ま な

電子 素 子*と して利 用 され て い る 。

→acceptor

→donor

→hole

semiconductor laser　 半 導 体 レ ー ザ ー

半 導 体*のPN接 合*（P-N junction） を利 用 した レ ーザ ー*。P型 か らN型 へ電 流 が

流 れ る よ う に し、 接 合 部 分 で 起 こ る誘 導 放 出*を 利 用 して い る 。

→induced emission

sensibility　 感 度

計 測 器 が どれ だ け小 さ い物 理 量*を 測 定 で きる か の程 度 。

sensitivity　 感 度

→sensibility



series circuit　 直 列 回 路

あ る点 で 、 い くつ か の 回路*を 直列*に 接 続 した もの 。 回 路*や 抵 抗 な どの ＋ は －

と、 － は ＋ と順 々 に結 ん だ もの 。

→in series

series connection　 直 列 接 続

→in series

series resonance　 直 列 共 振

イ ン ダ ク タ ン ス*Lの コ イ ル*と 電 気 容 量 がCで あ る コ ンデ ンサ ー*を 直 列*に つ

な ぎ、交 流 電 源 に つ な ぐ。 電 源*の 振 動 数*fが

〓

の とき、回路 は共振*す る （電流 は最大にな る）。これを直列共振 という。

shape memory alloy　 形 状 記憶 合 金

物体*を 変形 させて も、温度変化 を与 える と、元の形 に戻 る合金 。

shear strain　 せ ん断 ひ ずみ

物体*を 上下の方 向に圧縮*ま たは引 っ張 る とき、上 下 と垂 直な左 右方向の変形量

⊿Lを 、元 の物体 の横方 向の長 さLで 割った値。

shielding　 遮 蔽

→electric shielding

shock wave　 衝 撃 波

波源*と なる物体*が 、媒 質中の波*の 速度*よ りも速 く移動す るときに見 られ る、

物体 を頂点 とす る三角す い形の波面 を衝撃波 とい う。頭部波*と もい う。波の速度

よ り速 く移動す るときは、ホ イヘ ンスの原理*よ り各時点での大 きさの異なる素元

波 （波面上の各点 を波源 とす る小 さい球面波*） が移動 しなが ら重 な りあって、強

め合 う波面 を作 る。 これが衝 撃波の波面 とな るので 、振 幅が非常 に大 きい。 た と

えば、音速以上 で飛 ぶ飛行機 に よる衝撃 波が ある。 これ をソニ ックブーム（sonic

 boom） とい う。

→bow wave



short circuit　 シ ョ ー ト回 路

回路*の 抵抗*の 部分 を短絡 （バ イパス） させ る と、大 電流 が流れ加 熱す る。

SI　 国際単位系

→International System of Units(SI)

signal　 信 号

情報 を含 んだ電圧*や 光*な どの変化。

signal-to-noise ratio　 SN比

信号*の 振幅*と 雑 音*の 振 幅の比。

significant digits　 有 効 数 字

→significant figures

significant figures　 有 効 数 字

測定値 で、何桁 目までが誤差 を含 めて信頼 で きるか をい う。1.20は 有効数字2桁 、

0.2345は 有効数字4桁 であ る。一般 に、測定 の場合 は、 目盛 りの1/10ま で読んで

その値 まで を有効数字 とす る。

significant values　 有 効 数 字

→significant figures

silica　 シ リ カ

二酸化 ケイ素 の こと。

simple harmonic motion　 単 振 動

→simple harmonic oscillation

simple harmonic oscillation　 単 振 動

物体*の 加速度*aが 、つ りあいの位置 か らの変位*xに 比例 し、変位 と逆向 きには

た らくときに生ずる運動*。 つ りあいの位置 を中心 に、上下や左右 に振動す る。 こ

の ときの物体 にはた らく力は復 元力*Fと いわれ、F＝ －Kxの 形で表 わされる。 ま

た、物体 のつ りあ いの位 置か らの最大の変位 を振 幅*Aと いい、1回 の振動 に要す

る時間 を周期*T、1秒 当た りの振 動の 回数 を振動 数*f、1秒 当た りの単 振動の位



相 角*の 変化 を角振動数*ω とい う。 物体 に加 わる復 元力 をF、 物体の 質量*をm、

物体 の速 さ*をv、 時 間をtと す ると き次の関係がある。

〓

ω＝ 〓 ＝2πf

F＝ －Kx＝ma

x＝Asin ωt

v＝ ω Acos ωt

a＝ － 〓Asin ωt＝ － 〓x

K＝m〓

simple pendulum　 単 振 り 子

糸 にお も り*を つけ て鉛 直 に垂 らしたのち、左右 に振

らせ た もの。単振 動*を す る。振 り子 （糸 の 固定 点か

らお もりの重 心 まで の距離 ）*の 長 さをl、重 力加速度

*をgと する と、振 り子 の周期Tは

T＝2π 〓

となる。 これ は振 り子 の振幅*や 質量*に よらず 一定

で、振 り子の長 さのみで決 まるので 、「振 り子 の等時性」

とい う。

simulation　 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン、 模 擬 計 算

あ る条件 を設定 し、 コンピュー タ*な どを使 って、模型 を使 って実験*を 仮 想的に

行 うこと。

sine curve　 サ イ ン波 、 サ イ ン カ ー ブ

y＝Asinθ のグ

ラ フ。単 振動*

の変位*や 、交

流*電 圧*は サ

イ ン波 となる。

（図57）

（図58）



sliding friction　 す べ り摩 擦 、運 動 摩 擦

物体*が 他 の物体 と接 して運動*し てい るとき、物体 の接触 面 にはたらき、物体 の

運動 を妨 げる向 きにはた らく力。

→rolling friction

→static friction

slit　 ス リ ッ ト

幅 が きわ めて小 さい す きま、切 れ 目。光*の 回折*、 干渉*な どの実験 に用 い る。

進行 してい く波*の 前方 にス リッ トがあ るとき、ス リッ トはこの波の新 しい波源*

の よ うになる。2つ の接近 したス リッ トのことをdouble slitといい、ヤングの干渉

実験*で 用い る。

→Young's experiment for interference

slope　 傾 き

グラフの傾 き*。2点 （x1, y1）、（x2, y2）を通る直線 の傾 きmは 〓 の形で

表 わせ る。

smog　 ス モ ッ グ

煙（smoke）と霧（fog）か らで きた造語。空気 中の汚染物質*に よる微 粒子が空気分子

や水蒸気*と 結び付いてで きた霧の ような状態。

S/N　 SN

→signal-to-noise ratio

Snell's law　 ス ネ ル の 法 則

屈折*の 法則 ともい う。光*が 媒 質Iか ら媒質IIへ 屈 折 して進 む とき、次 の法則が

成 り立つ。

（1）入射光*と 屈 折光*は 入 射点Oに 立 てた同一平面上 にあ り、互 いに法 線*の 反

対側 にある。

（2）入射角 〓 と屈折角 〓 の間には、

〓
＝

n＝ 一定

の 関係 が あ る。 定 数nは 媒 質IとIIに よ って決 まる。

→refraction



soft X-rays　 軟X線

波長*が 比 較的長いX線*を いう。透過力や化学作用が弱い。

software　 ソ フ トウ ェ ア

→computer program

solar cell　 太 陽 電 池

太 陽の光エ ネルギー を電気 エ ネル ギーに変換 す る素子*。PN接 合型*半 導体 を使

い、光 起電力効果*を 利用 してい る。

→photocell

solar collector　 太 陽 光 集 光 装 置

太陽の光*や 熱*を 反射鏡 や吸収体 で集め て、熱エ ネルギー に変 える装置。

solar constant　 太 陽 定 数

毎秒当た りに、地球 表面 の単位面積 （1〓） に降 り注 ぐ太陽か らの光*の エネルギ

ー*の 値 を
、太 陽定数 とい う。約1400J/s＝1400Wで ある。

solar energy　 太 陽 エ ネ ル ギ ー

太 陽か ら放射*さ れ るエ ネルギ ー*。 光*や 電磁波*な ど。お もに水素 を燃 料 とす

る核反応*に よる。

solar power　 太 陽 の 出 力

1秒 当 た りに太陽が放出*す る全 エ ネルギー*。

solar spectrum　 太 陽 の ス ペ ク トル

太陽光 のスペ ク トル*は 完全 な連続 スペ ク トル*で な く、 フラウ ンホー ファー線*

と呼 ばれる暗線 （吸収 スペ ク トル）が見 られる。 これ は、太 陽光 の中の特 定 の波

長*の 光が太 陽中の水 素や鉄、ナ トリウムや地球 の大気*に よって吸収 され るため

である。

→absorption spectrum

→Fraunhofer lines

solenoid　 ソ レ ノ イ ド

円筒状 コイル*。 導線 を長 い円筒状 に巻いた もの。半径*に 比べ て円筒部分 の長 さ



が十分 に長い とき、 ソ レノイ ド内部 の磁界*Hは 、流 した電流*をI、 コイルの1m

当た りの巻数 をnと してH＝nIで 表 わされ る。

solid　 固 体 の

一定の体積*と 形 を もち
、力*を 加 えて も体積がほ とんど変化 しない、物 質*の 状

態。原子*ま たは分子*が 規則正 しく並 んで いる。

solid-state　 ソ リ ッ ド ス テ ー トの

「真空管を用 いず、半 導体*を 利用 した」 の意の形容詞。

solid-state detector　 固 体 検 出 器

放射線*が 半導体*に 入射*し 、電離*し てで きた イオ ン*か ら、放射線の検 知 を

行 う タイ プの放射線 検知器 。液体窒 素*で 冷却 したゲルマ ニ ウム な どが 用い られ

る。

solid-state device　 固 体 素 子 利 用 装 置

半導体*を利用した電子装置。

solidification　 凝 固

液体*が 固体*に 変わ ること。液体 を冷や して熱エ ネルギーを奪 った とき、分子 が

分子間力*に よって固化 する ことで起 きる。

soliton　 ソ リ トン

孤立波 と もい う。孤立 した波*が 、エ ネルギー*や 波形、速度*を 失 わず に伝 わっ

てい くとき、これ をソリ トンとい う。例 ：浅い水 の表面波*。

soluble　 溶 解 の 、 溶 解 性 の

あ る物質*（ 気体 、液体、個体）が別 の液体物質 に溶 けることが で きるこ と。 溶け

やすい こと。

solute　 溶 質

→solvent

solution　 溶 液 、 溶 解

ある物質*が別の液体物質に溶けている状態を溶液という。また別の液体物質に溶



け る こ と を溶 解 とい う。

→solvent

solvent　 溶 媒

溶 液*で 液体 物質 を溶媒 といい、 この液体 に溶けてい る物質 を溶質（solute）とい う。

両者 が液体 の場合 は多 いほ うを溶媒 という。

→solution

sonar　 ソ ナ ー

超音波*の 反射波*を 使 って、水 深 を測 る装置 。

sonic boom　 衝 撃 波

→shock wave

sonometer　 ソ ノ メー ター

何 本 かの弦 を貼 った装 置。弦*の 振動数*を 調べ た り、振動*の ようす を調べ るた

め に用い る。

sound　 音 、音 波

空気や固体 などを伝 わる弾性波*で 、人の耳 に聞こえる20～20000Hzの 範囲の振

動 数の もの を音 とい う。空気 を伝 わる場合 は、ある点での音源*の 振動*に よって

空気の分子*が 衝 突*し 、その分子が とな りの空気の分子 に次 々 と衝突す るこ とで

伝 わ ってい く。 このため、音*は 振動方向 と、波*の 進行方向が 同 じ縦 波*（ 疎密

波 ）である。空気 中の音速*Vは 、セ氏温 度*をtと してV＝331.5＋0.6tで 表 わ さ

れる。音は波 動*な ので、干渉*、 回折*、 屈折*、 反射*な どの性質 をもつ。

sound insulator　 遮 音器 、遮 音 材

音*を 減衰*さ せ るための装置や材料。グ ラス ウールな ど。

sound intensity　 音 の強 さ

音 の強 さは音*の 進行方向 と垂直 な単位面積 を通 る、単位時 間当た りの音 のエ ネル

ギー*で 表 わ される。音の振動数*の2乗 、お よび振 幅*の2乗 に比 例す る。単位

はdB*（ デ シベル）。intensity levelは音 の強 さの レベ ルのこ と。



sound level meter　 騒 音 計

騒音*の 大 きさをdB*（ デ シベル）やphon*（ フ ォン）で示す装置。

sound source　 音 源

音*の 発 生源。

sound wave　 音 波 、音

→sound

source　 源

電荷*、 磁荷*、 音*、 信号*な どのいる位置 、発生 している場所。電気力線*や 磁

力線*な どが発生 している場所で、 わ きだ しともい う。

south pole　 （1）磁 石 のS極 （2）地 球 の南 極

（1）south pole of magnetと いう。

south-seeking pole　 南 向 きの磁 針

S極*の こ と。

space charge　 空 間電 荷

真空管*内 に生ず る負の電荷*。 陰極付近 にたまった電子 による電荷 をい う。

space probe　 探 査 機

地球 の引力*に よる軌道*を 離れて、他の惑星や衛 星*を 調べ る人工天体。

space-time　 時 空

縦、横、高 さか らなる3次 元の空 間 に、4番 目の次元 と して時間 を とり、 これ ら

を合 わせ た4次 元空 間を時空 とい う。相対 性理論*で 取 り扱 われる。

spark chamber　 放 電箱

気体 中 に入った放射線*に よる放電現象 を利用 した放射線検知器。 ネオンやヘ リウ

ム を満た した容器 中に、平行 に何 本かの導線*を おいて高電圧 を与 える。 ここに放

射線*が 入射*す る と、放射線の軌跡*に 沿って放 電*が 観察 される。



spark plug　 ス パ ー クプ ラ グ

ガ ソリンエ ンジ ン*で 、燃料*の 混 合気体 を発火 させ るのに使 う電極*。 火花放電

を起 こ し、爆発 させ る。

special theory of relativity　 特 殊 相対 性 理論

互 いに等速度 で運動 する慣性系*で は同 じ物 理法則が成 り立つ とい う相対性 理論

と、光速度不変 の原 理*に よって、導かれた理論。1905年 に アインシュ タイ ンが

発表 した。互 いに等速度 で運動す る慣性系 どう しは、 ロー レンツ変換*に よって結

び付 け ることで、互い に同 じ物 理法則が成 り立つ と される。 また、質量mと エ ネ

ルギーEの 関係式E＝ 〓 （cは光速度）は この理論 の結論の ひ とつで ある。特殊

相対性 理論 は等 速度で運動 してい る慣性 系の場合 のみ成 り立 つが、 これ を一般化

して加速度運動 を している非慣 性系 につい ても考 えたのが、一般相対性 理論*で あ

る。

→general theory of relativity

specific charge　 比 電 荷

→specific charge of electron

specific charge of electron　 比 電 荷

荷電粒子の質量*に 対す る、電気量*の 比 を比電荷 とい う。比電荷 の同 じ粒子 は電

界*や 磁界*内 で 同 じ動 きをす る。電子*の 電荷*eと その質量mと す ると、電子

の比電荷はe/m（ イーバ イエム）＝1.7588× 〓 。

specific electric conductivity　 電 気伝 導 度、導 電 率

→electric conductivity

specific gravity　 比 重

水 の密度*に 対す る物質*の 密度の比 をい う。ただ し、1気 圧 、4℃ の水の密度 を

1と す る。 または、ある物質に対す る、それと同体積*の 物質の質量の比 をい う。

specific heat　 比 熱

物 質*1gを 、温度*1K上 げるのに必 要な熱 量*を 比熱 とい う。比熱の単位 はJ/g・

Kで ある。



spectroscope　 分 光 器

プ リズ ム*や 回 折 光 子*な ど を使 って 、 光 の ス ペ ク トル*を 得 る の に使 う装 置 。

spectrum　 ス ペ ク トル

→spectrum of light

spectrum of light　 光 の ス ペ ク トル

分 光 器*に 光 を通 した後 に見 られ る 、 波 長*あ る い は振 動 数*の 順 に並 ん だ 色 の 帯 、

パ タ ー ン。 そ れ ぞ れ の 色 は 、 原 子*や 分子*の 出す 光 に対 応 して い る。

→absorption spectrum

→continuous spectrum

→line spectrum

speed　 速 さ

→velocity

speed of light　 光 速 度 、 光 の 速 度

真 空 中 の 光速cはc＝2.99792458× 〓m/s（ 定 義 ） で あ る 。 この速 度*は 、 光 源*

や 観 測 者 の運 動 に関 わ らず 不 変 で あ る （光 速 度 不 変 の 原 理*） 。 ま た 、物 体*中 の

光 速 は値 が異 な る。

spherical aberration　 球 面 収 差

→aberration

spherical wave　 球 面 波

空 間 の波 源*か ら出 た波*は 、 どの 方 向 に も一 様 に 同 じ速 さ*で 進 む た め 、波 面 は

球 状 とな る。 この よ う な球 状 の 波 面*を もつ波 を球 面 波 とい う。

spin　 ス ピ ン

（1）自転*に よ る角 運 動 の こ と をい う。 例 ：惑 星 の ス ピ ン。

（2）素 粒 子*の 自転 に よる 角 運 動 を量 子 化*し た もの で 、 ス ピ ン量 子 数 ま た は ス ピ

ン と い う。 この 場 合 の ス ピ ンの と り う る値 は1/2の 整 数 倍 だ けで あ る。

spiral galaxy　 渦 巻 銀 河 、 ら せ ん 銀 河

星 の 密 集 した 中心 部 分 と、 そ の周 囲 に 渦 の よ うな た くさ ん の腕 の部 分 を もつ 銀 河*



の こと。

→galaxy

spontaneous　 自然 に 進 む、 自発 的

外か らなに も作用*を 加 えな くて も、ひ と りで に反応 が進む こと。

spontaneous emission　 自然 放 出

原子*が エ ネルギー準位*が 高 い励起状態*に ある とき、外部 か らエネルギ ー*や

光*を もらうこ とな く、 自然 に低いエ ネルギ ー準位*の 定常状 態*に 移る ことがあ

る。 このと きにエネルギー差に相当する光子*を 放出*す る。 これ を自然放出 また

は 自然放射 とい う。

〓induced emission

spontaneous emitted radiation　 自然 放射

→spontaneous emission

spontaneous nuclear fission　 自然核 分 裂

核分裂性 物質で は、外 部か ら中性 子*な どを もらわな くて も、長い時間では 自然 に

核 分裂*が 起 こる。 これを 自然核分裂 とい う。

spontaneous reaction　 自然 反応

化 学反応*で 、外部 か らの作用*が な くとも自然 に進 むような反応。

stable　 安 定 な、安 定 した

stable isotope　 安 定 同位 体

時 間がたって も自然 には崩壊*し ない同位 体*。

〓radioactive isotope(radioisotope)

stable state　 安定 状 態

エ ネルギー的 または時 間的 に安定 な状態。特 に、原子*や 分子*が とる安定で とび

とびのエ ネルギー （エ ネルギ ー準位*） の状態 をい う。

standard　 標 準



standard atmospheric pressure　 標 準 大 気 圧

1atm＝760mmHg＝1.013× 〓Pa。

standard pressure　 標 準 圧 力

standard atmospheric pressureと 同 じ。

standard temperature　 標 準 温 度

0℃ ＝273Kを 標 準 温度 と い う。

standard unit　 標 準 単 位

標 準 単位 と して 、MKSA単 位 系*ま た はSI単 位 系*を 使 う。

→MKSA system

→International System of Units(SI)

standing wave　 定 常 波

振 幅*の 分 布 が 変 わ らな い 波*。 波 の 波 面 が 止 ま っ て見 え る よ う な波 。 波 長*と 振

幅 が 同 じ2つ の 波 が 互 い に 反 対 向 き に進 み 、 干 渉*す る とで きる 。 定 常 波 で 振 幅*

が 最 大 の部 分 を腹*、 振 幅 が0の 部 分 を節*と い う。

→node

〓progressive wave, travelling wave

star cluster　 星 団

銀 河 系*内 にあ る星 の 密 集 した 状 態 。

state　 状 態

state of matter　 物 質 の （相 ） 状 態

物 質*が 固体 の状 態 （固 相 ） か 、 液 体 の状 態 （液 相 ） か 、 気 体 の状 態 （気 相 ） か 、

また は プ ラズ マ*の 状態 か の どれ か をい う。

static　 静 的 な

時刻 に よ って 物 質*の 状 態 が 変 化 しない か 、 ま た は そ の 変化 が きわ め て ゆ っ く りと

進 む こ と。



static charge　 静 電 荷

電 荷*が 動 い て い な い こ と。 電 流 が 流 れ て い な い こ と。

static electricity　 静 電 気

→electrostatic

static friction　 静 止 摩 擦

静 止 した物 体*を 別 の物 体 の面 上 に お い て横 に引 くと き、 接 触 面 に進 行 方 向 と逆 向

きの 力 が 生 ず る 。 この 力 を静 止 摩 擦 力 とい う。 さ ら に力 を大 き く して い く と、 物

体 が 動 き は じめ る。 こ の と きの 摩 擦 力 を、 最 大 静 止 摩 擦 力 とい う。 静 止 摩 擦 力 は

物体 が 面 を押 す力 に 比例 す る 。 最 大 静 止摩 擦 力 をF、 物 体 が 別 の 物 体 を押 す 力 で あ

る 垂 直 抗 力*をNと す る と、F＝ μNの 関 係 が あ る 。 こ こで 、 μ は定 数 で 静 止 摩 擦

係 数*と い う。 静 止 摩 擦 係 数 は 、2つ の物 体 の種 類 や面 の状 態 に よ っ て決 ま る定 数

で あ る。

〓sliding friction

stationary state　 定 常 状 態

→steady state

stationary wave　 定 常 波

→standing wave

steady state　 定 常 状 態

原 子*や 分 子*、 原 子 核*な どが 安 定 な状 態 。 こ の と き、 そ の もつ エ ネ ル ギ ー は と

び とびの 値 を と る。

→excited state

steam heating system　 蒸 気 熱 シ ス テ ム

床 面 や ラ ジ エ ー タ ー*中 を蒸 気*を 通 し循 環 させ る こ とで 、 全 体 を 温 め る シ ス テ

ム 。

steam point　 沸 騰 点

→boiling point



steam turbine　 蒸 気 タ ー ビ ン

蒸 気 機 関*で 、蒸 気*を 噴 き出 させ 、 その もつ膨 張*に よ るエ ネ ル ギ ー*を 、 回転

運 動*の エ ネ ル ギ ー に変 換 す る装 置 。 回転 体 に す る た く さん の 羽根 車 が取 り付 け ら

れ て い る。

steel　 鋼 、 鋼 鉄

鉄 と炭 素 の合 金 で 弾 性率*が 高 い 。 ば ね を作 る こ とが で きる。

step-down transformer　 降 圧 器

〓step-up transformer

step-up transformer　 昇 圧 器

回 路*内 で 電 圧*を 下 げ る もの を 降 圧 器*、 上 げ る もの を昇 圧 器 とい う。 抵 抗*や

コ イル*、 発 振 器*な ど を使 っ て電 圧 を変 化 させ る。

steradian　 ス テ ラ ジ ア ン

立 体 角 の 単位 。

stimulated emission　 誘 導 放 出

→induced emission

storage battery　 蓄 電 池

→storage cell

storage cell　 蓄 電 池

電 池*の 放 電*後 、 充 電*す る こ と に よ っ て再 び 電 流*を 取 り出 す こ とが で き る 、

繰 り返 し使 用 可 能 な 電 池 。2次 電 池 と もい う。 鉛 蓄 電 池 、 ニ ッカ ド電 池 な ど。

→primary cell

strain　 ひ ず み

物体*を 長 さの方 向に引っ張 る とき、元の長 さをL、 伸び た長 さを⊿Lと して、 〓

をひずみ とい う。単位 長 さ当た りの変形量 をいう。

strangeness　 ス トレン ジネ ス、奇 妙 さ

ハ ドロン*が もつ量子数*の ひ とつ。ス トレンジネスは強い相互作用*と 電磁相互



作 用*で は保 存 され るが 、 弱 い 相 互 作 用*で は保 存 され な い。

→elementary particle

→interaction

streamline　 流 線

流 体*が 層 流*と な っ て流 れ て い る と き、 流体 の微 小 部 分 が 運 動 に伴 っ て描 く軌 跡 。

そ の接 線 が 、 各 点 で の 流 れ の方 向 を示 す 。

→laminar flow

stress　 応 力

物体*を 長 さの方向 に引 っ張 るとき、引 っ張 る力 をF、 物体の断面積 をSと して、〓

を応力 という。

string　 弦

ギ ターの弦 など、張力*を 与 える糸や ひも。引 っ張 った糸。

→tension

stroboscope　 ス トロ ボ ス コ ー プ

時 間 間 隔が 可 変*な 閃 光 を発 生 す る装 置 。 運 動 体 に 当 てて 、 時 間 と位 置 の 関係 を調

べ る た め に使 われ る。 マ ル チ ス トロ ボ ス コー プ と もい う。

strong force　 強 い 力

strong interaction　 強 い 相 互 作 用

→interaction

strong nuclear interaction　 核 に は た ら く強 い 相 互 作 用

→interaction

structural formula　 構 造 式

電子*の 配 置 を取 り入 れ た 化 学 式 。 分 子 を構 成 す る原 子 の 結 合 の仕 方 を 表 わ す 。

sublimation　 昇 華

→sublime



sublime　 昇 華 す る

物 質*が 固体 の状態*か ら気体 の状 態 に変わる こと。 また、気体か ら固体 になるこ

とも昇華（sublimation）とい う。例 ：ドライアイス。

submerge　 沈 澱 す る

物 質*が 溶 けない で、下 に沈み堆積 する こ と。 また、溶 液*で 固体が分離 する こ

と。

subtraction　 減 算、 引 き算

subtractive　 減 算 の、 引 き算 の

subtractive colors　 減 法 的 な色

→subtractive primary colors

subtractive primary colors　 減 法 的 な原色

色 （絵 の具） の3原 色であ るmagenta（ 赤紫）、yellow（ 黄）、cyan（ 青緑） は、そ

れ らを適当 な割 合で混ぜ る ことに よ り、任 意 の色 を合成す る ことがで きる。 この

場合 は光*と 異 な り、特定 の色の光が吸収*さ れるこ とで他の色が合成 され る。 こ

のため、減法 的な （原）色 とい う。 この3つ を等量 に混ぜ る と、光が吸収 されて黒

色 となる。

〓additive primary colors

supercollider　 超 衝 突 型 加速 器

陽子*が 互いに衝突*し て ク ォー ク*を 生み出せ るエ ネルギー*ま で、陽子 を加速

で きる加速器*。

superconductivity　 超 伝 導

→superconductor

superconductor　 超 伝 導 体

金 属*、 合金 、セラ ミックス などの中には、温度*を 下 げてい くとあ る温度以下で

電 気 抵 抗*が0に な る もの が あ る。 この よ うな電 気抵 抗 が0の 状 態 を超伝 導

（superconductivity）といい、 これ らの物質 を超伝導体 とい う。超伝導体 に磁界*を

かける と、その内部の磁 界が0に な り完全反磁性体 となる。 これをマイスナー効果



（Meissner effect）とい う。 た とえば、超伝導体 に上か ら磁界 をかける と、反磁性*

のため磁石が 空中 に浮 き上が る。超伝導の原 理は、BCS理 論 と呼 ばれる理論 で表

わ され る。

→diamagnetism

supercooled liquid　 過 冷 却 液体

凝 固点*以 下 に冷や したにもかか わらず、固体 にな らない状態 の液体。

→supercooling

supercooling　 過 冷 却 の

凝 固点*以 下 に液体*を ゆっ く りと冷や してい くと き、本来 な ら液体 か ら固体*へ

の相*変 化があ るはず なの に液体の ままでいる ことがあ る。 この状 態 を過 冷却 とい

う。 この状態 は不安定で、 たとえば外部か ら振 動*を 与 えるだけで、本来 の固体 に

凝固*し てしまう。 同様 に沸点*以 下 に冷や して も蒸気 のままで液体 にな らないの

も過冷却であ る。

supergiant　 超 巨 星

太陽 よ りもかな り大 きい星が内部の水素 を消費 した星の末期 に、赤色 巨星*よ りも

大 き く、明るい星になる。 これを超 巨星 という。

→red giant

supernova　 超 新星

質量*が 重い星の末期 に、 自身の重力*に よ り崩壊*し 、内部 で核 融合*が 急激 に

進んで爆発す る ことを、超 新星爆発 とい う。爆発 の と き、明る く輝 くので この爆

発 を超新 星 という。 この とき、鉄以上 の重 い元素*が 作 られ、爆発 によって宇宙空

間にば らまかれる。星 の死 に相当す る。

superposition　 波 の 重 ね合 わ せ

→principle of superposition

supersaturated　 過 飽 和

→supersaturated solution

supersaturated solution　 過飽 和溶 液

飽和溶液*に さらに溶質 を溶か した状態や、ある温度 における蒸気が飽和蒸気 圧以



上の蒸気 圧*を もつ状態 を過飽和（supersaturated）とい う。

surface tension　 表 面張 力

液体 には、液体分子 の分子 間力*に より、表面 の面積 をなるべ く小 さ くしようとす

る一種 の張力*が はた らく。 これを表面張力 とい う。水滴が丸 くなるのは表面張力

のせいである。

surface wave　 表 面波

媒 質の表面や、他 の媒質 との境界面 に生ず る波*。 固体 や液体の表面 に沿 って伝 わ

る波。表面の分子が 円運動 あるい は楕円運動 を しなが ら波 を伝 え る。内部の波 は、

表面 や境 界面 か ら離 れる と急 激に減衰*す る。浅 い水深 を伝 わる水波 は表面波で あ

る。縦波*で も横波*で もない。

suspension　 懸 濁 液

大 きな分子*が 溶液*中 に均 等 に分散*し ている状態 で、目にはにごって見 える。

Sv　 シーベ ル ト

電 離放射線 の線量 当量の単位 。記号Sv（ シーベ ル ト）。1Sv＝1J/Kg。 また、1

Sv＝100rem。

→rem

switch　 ス イ ッ チ

回路*の 電流*の 接続 ／切断 を行 う装置。

symbol　 記 号

ある物体*や 物質*を 表 わす のに、省 略 した図や文 字の組み合 わせ を用いて表わす

ことがあ り、これ らを記号 という。元素記号 で炭素原子 を表 わす、 など。

symmetry　 対 称 性 、対 称

図形や現象にある操作 を加 えて も、元 と同 じ形 をとると き （不変 ）、その図形や現

象はそ の変換 に対 して対称 であ る とい う。例 ：線対 称 （図形 をあ る点で折 り返 し

て移動 した もの）。

sympathetic vibration　 共 振

→resonance



synchroscope　 シ ンク ロス コ ー プ

オ シ ロス コープ*の 一種 。一 般 に、 オ シロス コー プで は波形 を静止 させ る同期

（synchronizationとい う） を手動 で行 うが、 シ ンクロス コー プで は入力信号*の 周

波数*に 合わせ 自動 的に行 う。このため、周波 数が変動 して も常 に同期 し静止像 が

見 られ る。

→oscilloscope

synchrotron　 シン ク ロ トロ ン

円形 の粒子 加速器*の 一種 。中央部 に穴のあい た電磁石*を ドーナ ツ状 になるよ う

に並べ て粒子 を加速 する。 この ドーナツ型軌道*を 常 に、加速 され た粒子が 同 じ半

径*で 回る ように、磁界*の 強 さと、振動数*を 変 えて加速 する。この構 造 はサ イ

クロ トロン*と ほぼ同 じであ る。サ イクロ トロンでは粒子のエ ネルギ ーが大 き くな

る と相対性理論 よ り質量 が増 え、 回転周期 が長 くなって しま う。 シンクロ トロン

で は この効果 を打 ち消す ため に振動 数を変化 させ る ことで 、 より高いエ ネルギー

状態 まで粒子 を加速 できる。陽子*な どを高エ ネルギ ーに加速す る手段 と して用い

られ 、素粒子の発見 に役立 った。

→cyclotron

synchrotron radiation　 シ ンク ロ トロ ン放射

シンクロ トロ ン*や サ イクロ トロ ン*な どの、 円形加速器 で中心方 向に加速 された

荷電粒子 は、その接線方 向に紫外線*か らX線*に お よぶ きわめて強い電磁 波*を

発生す る。 この電磁 波の放 射 を、 シンクロ トン放 射 または放射 光 という。

synthetic　 合 成 の、 人工 の

synthetic elements　 人 工元 素

原子炉*内 で 、中性子*な どとの核 反応*に よって新 たにで きた元素*。 原子番号

93以 上の元 素は人工 的に作 られ た もので ある。 ほとんどすべ てが放 射性*を もつ。

system　 系 、 シス テ ム

相 互作 用*を もつ物体*の 集合。一定の関係 をもつ物体の集合。

system of inertia　 慣 性 系

→inertial system



T

T　 テ ス ラ

→tesla

tangent　 （1）接 線　 （2）正 接、 タ ン ジェ ン ト

（1）曲線上のあ る点Pで の接線 は、点Pに きわめて近い （極 限に近い）2点 を通 る

直線 をい う。

（2）角度 を θとする とき、tanθ をい う。〓

tangential acceleration　 接 線 加 速 度

曲線上 を運動する物体*の 、接線方 向の加速度*を い う。 この大 きさは物体 の速度

をvと して、vの 時間 に関す る変化率 〓 で求め られる。

target　 ター ゲ ッ ト

X線*発 生装置 で、 陰極*か らの加速 電子が 当たる側 、加速電子 を衝突 させ る側

（陽極*）。材質 は金属 。 ターゲ ッ トの材 質に よ り、出て くる固有X線*の 波長*が

変わる。

→character X-rays

technologist　 科 学 技 術 者

technology　 技 術 、科 学 技 術

科学理論 を実地 に応用 して、自然 の事物 を加工 ・利用 し、人 間のため に使 うこと。

telecommunication　 電気 通 信

電信、電話な どの通信 お よび、コ ンピュータ*と 遠隔地の端末 とのデー タ*通 信 。

telegraph　 電 信

文字や数字を電気信号 のオ ン、オフに変 えて遠隔地 に送 るデータ*通 信の方法。

telemetering　 遠 隔測 定 、テ レメ トリー

セ ンサー と組み合 わせ た有線 あるいは無線装置 を使 って、遠 隔地のデータ*を 収集



す るこ と。

telephoto　 望 遠 レ ンズ

遠距離 にある物 を拡大す る レンズ*。 焦点距離*が 大 きい。

telescope　 望 遠 鏡

遠距 離 の物 体*を 拡 大 して観 察す る光学装 置。対物*レ ンズ と接眼 レンズ*を も

つ 。

→reflecting telescope

→refracting telescope

temperature　 温 度

温 か さや 冷 た さ を示 す 尺 度 。 と くに分 子 運 動 の エ ネル ギ ー*を 表 わ す尺 度 とす る場

合 は 、 単位K（ ケ ル ビン） を使 う。

→absolute temperature

temporary magnet　 一 時 磁 石

外 部 磁 界 を取 り去 る と、 磁 化*が 消 え、 磁 石*と して の 性 質 を な くす もの 。 あ る い

は 常 磁 性*体 が 磁 界*の 中で 磁 化*し 、一 時 的 な磁 石 と な っ た もの 。 軟 鉄 は一 時 磁

石 に な る。

〓permanent magnet

tensile strength　 引 っ 張 り 強 さ

棒 状 の 物 体*を 引 っ 張 る と き、 引 っ張 っ て切 れ た と きの 張 力*Tと 引 っ 張 る前 の 物

体 の一番細 い部分の断面積 （引っ張 り方 向 と垂 直な面）Aと して、 〓 を引 っ張 り

強 さとい う。

tension　 張 力

糸の一 端を物体*に つ け他端 を引 っ張 った ときに、わず かに伸 びた糸が元 に戻 ろう

とする力*。 お もり*を ぶ ら下げた糸の張力 な どをい う。

term　 項

式 の中で文字 と数字 をかけあ わせ てで きた ひ とまとま り。式 〓 ＋2x＋1で 項は

〓 、2x、1で ある。



terminal　 端 子

電池*や 素子*の 電流*を 流す電極*。

terminal velocity　 終 端 速 度

空気抵抗*を 受 けて 自由落下*す る物体 につい て、抵抗力 は物体 の落 下速度 に比 例

す るので最 終的 に抵抗 力*と 重力*が つ りあい 、その後 は等速 直線運動*を す る。

この ときの速度*が 自由落下の場合の終端速度 になる。終端 速度は一般に、抵抗 力

を受 けてい る物体が、抵抗力 によ り加速度*が 打 ち消 され、その運動 が等速度 にな

った ときの速度 をい う。単 に終速度 とい うこ ともある。

terrestrial magnetism　 地 磁 気

地球 自体 による磁界*や 磁極*（ 地球 は全体 でひ とつの大 きな磁石の ようになって

いる）。地磁気 の原 因は地核 内の金属流体の移動 と考 え られてい る。

terrestrial radiation　 地 球 放 射

地表が太陽か ら吸収*し たエネルギー*の 一部 を、地球外 に放射*す ること。

tesla　 テ ス ラ

磁束密度*の 単位 。記号T（ テス ラ）。1T=1〓 。

theory　 理 論

個々の現象についての統一的 ・普遍的な説明や予言を言葉や式で表わしたもの。

theory of relativity　 相 対 性 理 論

→general theory of relativity

→special theory of relativity

thermal　 熱 の

thermal electron　 熱 電 子

→thermoelectric effect

thermal energy　 熱 エ ネ ル ギ ー

物体*中 の分子*や 原子*の 運動 エ ネル ギー*と 位置 エ ネル ギー*の 全合計 を、物

体 の もつ熱エネルギー とい う。巨視的 な物体 の もつ熱*（ 熱エ ネルギー）は、 これ



らの微視的 な分子 レベルのエ ネルギー*の 合計であ る。気体の場合はほぼ分子の運

動エ ネルギー と考 えてよい。

thermal equilibrium　 熱 平 衡

外 界 に熱*が 移動 しないよ うに して、2つ の物体*を 接触 させ る と、2つ の物体 の

間で高温側 か ら低温 側へ、熱 の移動が起 こる。 しか し十分 に時 間がたつ と、熱 の

移 動が止 まる。 この状態 を熱平衡 とい う。熱平 衡状態 では2つ の物体 の温度 は等

しい。

thermal expansion　 熱 膨 張

物体*に 熱*を 加 えた り、温度 を上げ ると、物 体の長 さや体 積*が 大 きくなること。

これは、外部 か らもらった熱エ ネルギー*が 、分子*の 運動 を盛 んに し、分子 間の

距離*を 広 げるために起 こる。

thermal insulator　 断 熱 材

→adiabator

thermal neutron　 熱 中 性 子

常温 の物質*と 熱平 衡*状 態 にある中性子*を い う。室温程 度 （た とえば20℃ ）

で熱運動 をす る。原子炉*内 で核燃料*に 吸収 され れば、核反応 を起 こすこ とがで

きる。

〓cold neutron

thermal pollution　 熱 汚 染

エネルギー消費 は最終的 に熱エ ネルギー*と して環境 に放 出*さ れ、地球の温暖化

とい う問題 を引 き起 こす。熱 の環境 に対す る汚染で ある。

thermal radiation　 熱 放 射 、 熱 輻 射

熱*の 伝 わ り方の ひとつ。高温 の物 体*が 、赤外線*な どの電磁 波*の 形 で熱エネ

ルギー*を 放 出*し 、空 間を越 えて伝達す る。太 陽の熱が地球 に届 くのは熱放射の

例。

thermionic emission　 熱 電 子 放 出

→thermoelectric effect



thermocouple　 熱 電 対

2種 類 の金属*を 両端 で接続 して回路*を つ くり、2つ の接 点の片端 を高温 に、 も

う一端 を低 温 に保 つ と、接 点 の 間 に、熱*に よる起 電力*が 生ず る （熱 起 電力

（thermoelectric power））。 この ような2種 類 の金 属 を組み合 わせ た ものを、熱電対

といい、温度計のセ ンサー として利用す る。

thermodynamics　 熱 力 学

熱現象 とエネルギー*の 関連 を研 究する学問。基礎 とな る理論*に 熱力学の3法 則

*が ある。

thermoelectric effect　 熱 電 効 果

真 空 中 で 、 高 温 の 金 属*や 半 導 体*か ら、 電子*が 放 出*さ れ る こ と。 高 温 に よ り

自 由電 子*の 運 動 が 激 し くな る こ とに よ る。 エ ジ ソ ン効 果 （Edison effect）ま た は、

熱 電 子 放 出（thermionic emission, thermoelectronic emission） と もい う。 放 出 され た

電 子 を、 熱 電 子 （thermoelectron） とい う。

thermoelectric power　 熱 起 電 力

2種 類 の金属*を 接続 した回路 で2つ の接 点に温度差 を与え ると、熱*に よる起電

力*が 生 ずる。 これ を熱起電力 とい う。熱起電力 の大 きさは温度 にかかわ りな く、

金属の組 み合 わせで決 まる。 これ をゼーベ ック効 果*と い う。

→thermocouple

thermoelectron　 熱 電 子

→thermoelectric effect

thermoelectronic emission　 熱 電 子 放 出

→thermoelectric effect

thermography　 サ ー モ グ ラ フ ィ

物体*の 出す赤外線*を 像*に した もの。

thermometer　 温 度 計

物体*の 温度*を 測定す る装置 。



thermonuclear fusion　 熱 核 融 合

原 子核*の 集 団が 熱平 衡*状 態 に近い場 合 に起 こ る原子 核 の反応 を、熱 核反 応

（thermonuclear reaction）という。 また反応で核融合*が 起 きるときは、熱核融合 と

い う。核力*に 打 ち勝 って、原子核 どう しが反応す るためには、この熱平衡状態は

1億 度以上 を必要 とする。恒 星*の 内部で はこの温度 に達 してお り、熱核融合反応

が生 じてい る。核融合 に よりエ ネルギーが発生 しつづけ る。

thermonuclear reaction　 熱 核 反 応

→thermonuclear fusion

thermostat　 サ ー モ ス タ ッ ト、恒 温 槽

容器内の温度*を 一定 に保 つ装置 。

third astronomical velocity　 第3宇 宙 速 度

ロケ ッ トな どの 物 体 が 太 陽 系 か ら脱 出す る速 度 。16 .7km/s。

→astronomical velocity

third law of photoelectric emission　 光 電 子 放 出 の 第3法 則

光 電子*が 金属*表 面 か ら飛 び出す ときの運動エ ネルギー*の 最大値 は、入射 光*

の振動 数*（ 限界振動数*） の値 に正比例す る。

third law of thermodynamics　 熱 力 学 の 第3法 則

純粋物 質の絶 対零度*に おけ るエ ン トロ ピー*は 、その物質が どの ような状態にあ

って も0で あ る。

third-class lever　 第3種 て こ

て こ*で の 回転 軸*で ある支点*が 一端 に、物 体*へ のて この作 用点*が 他端 に、

て こに加 える外力*の 力点が この間 にあるよ うなてこ。

thought experiment　 思 考 実 験

条件や装置 を頭の 中で構成 し、そ こで起 こる実験結 果 を、知 られてい る理論*か ら

推測す ること。実際 に実験 は しない。

three body problem　 三 体 問 題

3つ の質点*の 間に相互作用*が はたら くときの運動 をニュー トンの運動方程式*



を使 って解析 す るこ と。一般 には三体問題 の数学的 な解 はな く、近似 的な解 のみ

が求 め られる。

threshold frequency　 限 界 振 動 数

光電効果*で 、光が当 たった とき光電子*を 放 出*す るこ とので きる光の最低 の振

動数*を 、限界振動数 という。

threshold of hearing　 聞 く こ と が で き る 最 小 の 音 量

人が聞 くこ とので きる音の大 きさの最小値 は、1kHzの 音で約 〓 程 度で

あ る。

tidal energy　 潮 力 の エ ネ ル ギ ー

→tidal power

tidal power　 潮 力 の 出 力

海 の潮流 によって得 られるエ ネルギー*や 出力*。 潮力発電 な どに利用 され る。

timbre　 音 色

→tone color

time　 時 間

物理*で は、あ る現象の起 こった時刻 または、2つ の現象の時間差 をい うことが多

い。単位s（ セカ ン ド、秒 ）。

time dilation　 時 間 の 遅 れ

相対 性理論 よ り得 られた結論。2つ の物体*の 相対速度 が光速度 に近い場合、互 い

に相 手の物体側 の時間 よりも、 自分 の側の時 間が よ り遅 れて進 むように見え る。

time-lag　 時 間 遅 れ

ある現象 が少 し遅 れて伝 わるこ と。

tolerance　 （1）公 差 （2）許 容 誤 差

（1）工業製 品な どで、規定 され た最大値 と最小値 の差。製品 としては設計値 か らの

ずれが ＋側 と－側 でこの公差の範囲外 だと不良品 とされ る。

（2）測定器 などで、測定器 自体 の許 されるず れ。例 ：1kgの 質量*を 、測 りで測 る



と1.02kgの 目盛 りに な り、 これ が 許 され る な らば 、 許 容 誤 差 は2％ とな る 。

tone　 音 色

→tone color

tone color　 音 色

同 じ振 動 数*で 同 じ大 き さの 音 が 異 な っ た音 と して 聞 こ え る こ と。 た と え ば、 バ イ

オ リ ン と フ ル ー トで 同 じ振 動 数 の 音 を 出 して も異 な る 音 と 聞 こ え る。 こ れ を、 音

色 とい う。 音 色 は主 に、 含 まれ てい る倍 音*の 種 類 や 強 さに よっ て 作 られ る。

tone pitch　 音 の 高 さ

音*の 振 動 数*の こ と。

tone quality　 音 色

→tone color

tone timbre　 音 色

→tone color

torque　 トル ク

力 のモーメ ン ト*を トル クとい う。

→moment

torque arm　 腕 の長 さ

力*が 作 用*し てい る場所 か ら回転軸*ま での垂直距離*を い う。 回転軸 から力 の

作用線*に おろ した垂線 の長 さ。

Torr　 トル

気 圧*の 単位 。記号Torr（ トル）。1Torr＝1mmHg＝ 〓

total internal reflection　 全 反 射

→total reflection



total reflection 　全反射

光*が 媒 質Iか ら物質IIへ 進 む と

き、 その一 部 は境界 面で反 射*さ

れ、 また一部 は屈 折*さ れ る。 媒

質Iが 媒質IIよ り屈折率*が 大 きい

と き、 入射 角 〓 よ りも屈 折角 〓

の方 が大 きい。 い ま入射 角 〓 を0

か ら次第 に大 きく してい くと、屈

折角 〓 も大 き くな り、ある点で90

度 とな る。 これ よ り入 射角 を大 き

くす る と、屈 折 で きず 、そ の結 果

入射光 はすべ て反射光 となる。 これを全反射 という。 〓 が90度 となる入射角の値

を臨界 角*と い う。 臨界角 を 〓 と し、媒質I、IIの 絶対屈折率*を 〓，〓 とす ると、

全 反射 では次 の関係 が成 り立つ。

〓

た とえ ば 、水 か ら空 気へ 進 む と きの 臨界 角 は48.4度 で あ る 。

→reflection

→refraction

toughness　 靭 性

材料*の 粘 り強 さをい う。外 力*や 衝 撃を受 けて も自身が変形 し破壊 しない性質 を

い う。鞭 の しなやか さ。

〓brittleness

tracer　 トレー サ ー

医療や生 物学 な どで元素の移動 の ようすを調 べ るために用い られ る、微量 の放射

性 同位 体*の こと。放射線*を 出す ので、生物が吸 収 して も追跡（trace）で きるので

名付 け られた。

trajectory　 軌 道 、弾 道

粒子 や物体*の 通 る道筋 をい う。化 学反応*の 際の分子*の 道筋 、彗星 や惑星 の通

る道筋 、弾丸 や ロケ ッ トの弾道 をい う。

（図59）



transform　 変 換 す る

あ る形 式 を別 の 形 式 に変 え る こ と。 数 式 の 変換 （transformation） 。

transformation　 （数 式 の ） 変 換

あ る数 式 を、 一 定 の 条 件 を用 いて 別 の 数式 に変 換 す る こ と。

transformer 　（1）変換 （2）変 圧 器 、 トラ ンス

（1）数式の変換。transformationと もい う。

（2）交流*電 圧 を別 の電圧*に 変 える装置 。

1次 お よび2次 コイル*と 鉄心か らなる。

相 互 誘導*の 原理 を用 いて 電圧 を変 換す

る。

transistor　 トラ ン ジ スタ

ゲ ルマ ニウムやシ リコンな どの半導体*を 用いて作 られた3本 の電極 をもつ素子*

で、電気信号の増幅作用 がある。N型 半導体*とP型 半導体*を サ ン ドイ ッチ のよ

うに した、NPN型 とPNP型 の トラ ンジス タがあ る。真空管*の3極 管*と 同 じは

た らきをする。

→emitter

→triode

transition　 遷 移 、転 移

物質*が ある状 態か ら別の状態へ移 ること。結晶構造の変化や 同素体*の 変化 、相

*の 変化 では 「転移」 を使 う。原子*や 電子*で 、ある定常状態*か ら別の定常状

態に移る ことを 「遷 移」 とい う。

transition temperature　 遷移 温 度

超伝 導*で 、温度*を 下 げてい って、抵抗*が 急 に0に なるときの温度 をい う。

translation　 並 進

グラフ*で 同 じ形 を上下 、左右 に移動 した もの。平行移動。

translucent　 半透 明 な

光*は 一部通すが 、中を透か して向 こう側が見えない こと。

（図60）



translucent materials　 半 透 明 材

→translucent

translucent substance　 半 透 明 物 質

→translucent

transmission　 （1）伝 導 （2）透 過

（1）物 体*内 を移 り伝 わ って い くこ と を伝 導 とい う。 そ の 中 で 、電 気*を 伝 え る こ

とを電 導 、電 気 伝 導*と い い、 熱*を 伝 え る こ と を、 熱伝 導*と い う。

（2）光*が 物 質 中 を通 り抜 け る こ と。 透 き通 って い る状 態 。 た とえ ば 、 透過 型 電 子

顕 微 鏡 （transmission electron microscope(TEM)） と は 、 試料 を透 過 した 電 子 線 を

使 っ た電 子 顕 微 鏡*の こ と。

transmit　 （1）伝 え る （2）送 信 す る

（1）→conduction

（2）電 波*や 信 号*を 送 り出 す 。

transmitter　 送 信 器

電 波*や 信 号*を 送 り出 す装 置 。

transparent　 透 明 な

透 き とお って い る こ と。物 質*が 光*を よ く通 過 させ る こ と。

transparent materials　 透 明 材

→transparent

transparent substance　 透 明 物 質

→transparent

transuranium elements　 超 ウ ラ ン元 素

原 子 番 号*93以 上 の 元 素*。 人 工 的 に作 られ た 元 素 で、 すべ て 放 射 性*を もつ 。 な

お 、原 子 番号92の 元 素 はU（ ウ ラ ン） で あ る。Pu（ プ ル トニ ウ ム）、Am（ ア メ リ

シ ウ ム） な どが あ る。



transversal wave　 横 波

波*の 進 行 方 向 に 対 し、 媒 質 の振 動*方 向 が 垂 直 で あ る よ う な波 。 電 波*、 光*、

地震*のS波 な ど。

〓compression wave

〓longitudinal wave

transverse wave　 横 波

→transversal wave

traveling wave　 進 行 波

→progressive wave

triode　 3極 管

グ リ ッ ド*が ひ とつ と陽 極*、 陰極*の3極 か らな る 真 空 管*。 グ リ ッ ドに負 の 電

圧*を か け て使 い 、増 幅 器*や 発 振 器*と して用 い る。

→vacuum tube

triple point　 3重 点

あ る圧 力*、 温 度*の 条 件 下 で 、 固体*、 液 体*、 気 体*が 共 存 で きる （平 衡 状 態 に

あ る ） 点 を さす。 水 の3重 点 は圧 力610.6Pa、 温 度0.01℃ で あ る 。

trough　 （波 の ） 谷

横 波*で 、変 位*が 最 小 の とこ ろ。 一 番 沈 んだ と ころ 。 サ イ ン波*で はsinθ=-1

の 点 に 相 当す る場 所 。

〓crest

tuning　 同 調

テ レ ビや ラ ジ オで 送 られ て 来 た 電 波*に 対 して 、 回 路*の 固 有 振 動 数*を 変 化 させ

て 、 共 振*さ せ る こ と。

tuning fork　 音 さ

鋼 鉄 性 のU字 型 棒 に 、Uの 字 の 下 の 部 分 に取 手 をつ け た もの 。振 動*さ せ る と、 ほ

ぼ 基 本 振 動 の み の サ イ ン波*を 発 生 す る。 音*が 持 続 し、 周 波 数*安 定 度 が い い の

で 、 楽 器 の調 律 に使 わ れ る 。



tunnel effect　 トンネル 効果

量子力学*で 、運動エ ネルギー*が 足 りないため に位 置エ ネルギー*の 障壁 （束縛）

を本 来越 え られ ないはずの粒子 が、その障壁 を越 えて しまう現象 をい う。 たとえ

ば α崩壊*の 場 合で、原子核*中 の核力*の 束縛 で本来原 子核の外 に飛 び出るこ と

が で きない α粒 子が 、核 の外 に出て くる。エ ネルギー的 には本来 出てこ ない はず

なのに、 トンネル を掘 って出 て きた ように見 えるので 、 トンネル効果 とい う。 こ

の現 象 は、粒子 が確率 的 な状態 で存 在す るために起 こる、量子力学特 有の現象 で

ある。

turbine　 ター ビン

気体*や 液体*な どの流体 をあて、その運動エ ネルギ ー*を 、回転運動*に 変換す

るための、翼 や羽根 のついた回転体。

turbulent flow　 乱 流

〓laminar flow



U

u　 原 子 質 量 単 位

→atomic mass unit

ultrasonic　 超 音 波 の

ultrasonic range　 超 音 波 領 域

音 波*に つ い て 、振 動 数*が20000Hz以 上 の 領 域 。

ultrasonic waves　 超 音 波

振 動 数*が20000Hz以 上 の 音 を超 音 波 とい う。 ふ つ うの 音 に比 べ 、 エ ネ ル ギ ー*

が 大 き く、 指 向 性 や 直 進 性が 強 い 。 人 の 耳 に は 聞 こ え な い。

ultrasound　 超 音 波

→ultrasonic waves

ultraviolet　 紫 外 の

ultraviolet light　 紫 外 線 光

→ultraviolet ray

ultraviolet radiation　 （1）紫 外 放 射 （2）紫 外 線

紫 外 線*を 放 出*す る こ と。 ま た、 放 出 した 紫外 線 を さす こ と もあ る。

ultraviolet ray　 紫 外 線

可 視 光 線 よ り も波 長*が 短 く、 お よそ380nmか ら1nmの 範 囲 の電 磁 波*を 紫 外 線

また は紫 外 線 光 （ultraviolet light）とい う。 紫 外 線 は化 学 作 用*が 強 く、 光 電 効 果*

を起 こす 。

umbra　 本 影

日食*な どで 、 中央 の 影 の 部 分 。 光*が 当 た らず黒 い部 分 。



uncertainty　 不 確 実

確かでない こと。

uncertainty principle　 不 確 定性 原 理

粒子の運動量*と 位 置*を 同時 に正確 に決 めるこ とがで きない とする原 理*。 運動

量の不確定 さ⊿p、 位置 の不確定 さ⊿x、 プランク定数*をhと して

〓

この原 理は、原子*の レベ ルの世界 では、現象 を正確 にひとつの状態 に決め られず、

確率 的に しか表 わせ ない ことを意味 する。

〓causality

unified field theory　 統 一場 理 論

重力*と 電磁力*を ひ とつ にまとめ よ うとす る理論。 その後統 一理論*に 発 展 して

きている。

→unified force theory

unified force theory　 統 一 理 論

4つ の相互作 用*の 力で ある、強い力、弱い力、電磁力*、 重力*を ひとつ に まと

めようとする理論 。

→interaction

uniform accelerated motion　 等 加 速度 運 動

一定の加速度*で
、物体*が 運動*す る こと。物体 には たら く力が一定 の とき、 ニ

ュー トンの運動方程式*f＝maよ り、等加速度運動 となる。物体 の運動 の方 向 と物

体 に生 じた加速度 の方 向が同 じときは直線上 の等加速度運動 を し、加速度 をa、 物

体の初速度 をv0、時 間*tで の速度*をv、 変位 をxと す る と、

v＝v0＋at

〓

であ る。 また、物体 の初速度 と加速度 または力 の向 きが異 な ると き、物体 の運動

の軌 跡は放物線*と なる。

uniform circular motion　 等 速 円運 動

円の 回 りを一 定の速 さで物体*が 運動*す ること。 円運動*の 加 速度*aは 、円 の



中心 を向か うため向心加 速度*と い う。円運動 には た らく力Fは 向心力*と よば れ、

円の 中心 を向 く。 速度*vは 、円の接線 方向 を向 く。 円運動 の半径*をr、 周期*を

T、 角速度*を ω、回転数 をfと する と、以下の関係 があ る。

〓　 〓　 v＝rω

〓 　〓

uniform motion　 等 速 度 運 動 、等 速 直 線 運 動

一 直線上 を一定 の速 さ*で 運動 する こ と
。加速度*は0で あ る。物 体*に はた ら く

力 の合 力*が0の と きの物体 の運動 となる （慣性 の法則*）。速 さをv、 時間tで の

位 置 をxと す ると、x＝vtと な る。

unit　 単 位

測定 した物理量*を 数値で 表わす場合 、その量 の多少 を表 わす もの と、その量 の性

質 を表 わす もの が必 要 であ る。 この性質 を表 わ す ものが単 位 であ る。 た とえば、

長 さ10mで 、単位 はmで ある。

unit analysis　 次 元 解 析

→dimensional analysis

unit cell　 単 位 格 子

結 晶*の 構造 を作 ってい る配列 （格 子*latticeと い う）の うちで、一 番小 さ くて基

本 となる配列 または網 目模 様 をい う。

unit magnetic pole　 単 位 磁 極

1Wb（ ウ ェーバ） の磁 気量 を もつ磁荷*。1Wbは 真空 中で、1mの 距離 をおい て

同 じ磁 気量*の 磁 荷 をお いた とき、生ず る力 が 〓 で ある よ うな磁 荷 の磁 気

量。

→magnetic charge

unit vector　 単 位 ベ ク トル

あ る向 きのベ ク トル*を 考 える とき、 それ と同 じ向 きで大 き さが1の ベ ク トルを、

単 位 ベ ク トル とい う。元 のベ ク トル を〓、その大 きさをk、 単位 ベ ク トル を〓とす

る と〓＝k〓となる。



universal constant of gravitation　 万 有 引 力 定 数

→universal gravitational constant

universal force　 統 一 の 力 、4つ の 力

粒 子 間 に は た ら く4つ の 力 、 す な わ ち 強 い 相 互 作 用 、 弱 い相 互作 用 、 電 磁 力 と重

力 の4つ を統 一 した力 。

→interaction

universal gas constant　 気 体 定 数

→gas constant

universal gravitation　 万 有 引 力

す べ て の 物 体 の 間 に は 、 そ れ ぞ れ の 質量 の 積 に比 例 し、物 体 間 の 距 離 の2乗 に 反

比 例 す る引 力 が は た らい て い る。 この 質量*の あ る物 体*ど う しに 生 ず る 引 力*を

い う。2つ の 物 体 の質 量*をm1，m2、 距 離 をrと して 、2つ の 質 量 に生 ず る万 有 引

力*Fは 、F＝G〓 （ただし、Gは 定数で万有引力定数と呼ぶ）の関係があ

る （万 有 引力 の法 則 ）。

universal gravitational constant　 万 有 引 力 定 数

記号Gで 表 わす 。 万 有 引 力 の 法 則*の 定 数 。G＝6.673× 〓 。

universal law of gravitation　 万 有 引 力 の 法 則

→universal gravitation

unknown　 未 知 の

ま だ解 明 され てい な い、 測 定 さ れ て い な い。

unsaturated　 不 飽 和 の

一定 の条 件 の 下 で 溶 液*の 濃 度*
、磁 気*、 電 流*、 原 子価*、 蒸 気 圧*な どの量 が 、

ま だ 、理 論 的 に と りう る量 に達 して い ない 状 態 、 最 大 にな って い な い状 態 。

〓saturated

unsaturated solution　 不 飽 和 溶 液

溶 液*が 飽 和*し て お らず 、溶 質 （溶 か した い物 質） が ま だ 溶 か す こ とが で き る状

態 。



unstable　 不 安定 な、不 安定 状 態

unstable state　 不 安 定 状 態

エ ネルギー的 または時間的 に不安定 な状態、特 に原子*や 分子*が 余分 なエ ネルギ

ー*を もっている状 態 をい う
。不安定状態 にある原子*や 分子*は 、外 部 に粒子や

光子*を 放出*し て、安定状 態*に なろう とす る。



V

V　 ボ ル ト

vacuum　 真 空

空 間に物 質*が 全然ない状態。一般 には希薄 な気体の状態で も真空 とい うことがあ

る。

vacuum discharge　 真 空 放 電

ガラス管 に陽極 と陰極 を封入 し、両端 に数千Vの 電圧*を かけ る。空気 を抜 いて

数十mmHg以 下の希 薄な空気 にする と放電*す る。 この ような低圧気体 の 中での

放 電 をい う。

vacuum tube　 真 空 管

ガ ラスの容器 内の圧力*を 下 げ、電極*を 封 入 した もの。 電子*を 放 出す る陰極

（cathode）と、受け取 る陽極（plate）の間に、格子*状 の電極 であるグ リッド*を い く

つか もつ。 グリッ ドに流す電流 を変化 させて、真空管 内の電子 の流れ を制御 す る。

検波 、整流 、増幅 などに使 われ る電子装置。3極 管*な ど。

valence electron　 価 電 子

原子*内 の電子*の 軌道*の うち、最外殻の軌道*を 回る電子*の ことをい う。化

学反応*や イオ ン結 合*な どで作用 する電子 で、元素 の化学 的性質 を左右す る。

value　 値

Van de Graaff accelerator　 フ ァンデ グラ フ加速 器

原子核*研 究用 の加速器*。 電 源*と 絶縁体 ベ ル ト、金属球 、滑車*、 モー ター*

か らなる。電源か らコロナ放電でベ ル トに吹 き付 け られた電荷*が 、ベ ル トで運ば

れ、金属球 にコロナ放 電で再 びつ くの を利用 した、静電気 型の加速器。10MV程

度の電圧*を 発生 で きる。

Van de Graaff generator　 ファ ンデ グラ フ発 電機



Van der Waals'forces　 フ ァ ン ・デ ル ・ワ ー ル ス カ

→intermolecular force

vapor　 蒸 気

固体*や 液体*が 気 体*と な っ た と きの 、 気 体 分 子*の こ と。

vaporization　 蒸 発 、 気 化

固体*や 液体*が 表 面 で気 体*に 変 わ る こ と。

variable　 （1）変 数 （2）可 変 な

（1）実 験 を制 御 しなが ら行 う と きの 、 制御 で きる 条 件 や 物 理 量*。

（2）値 を変 化 させ る こ とが で き る。

variation　 （1）変 化 量 、 変 化 （2）偏 角

（1）最 初 の 物 理 量*が 〓 、変 化 後 の物 理 量 が 〓 の と き、 この 差 〓 をい う。

（2）→declination

vector　 ベ ク トル

向 き と大 き さ を もつ もの 。

vector product　 ベ ク トル 積 、 外 積

→outer product

vector quantity　 ベ ク トル 量

向 き と大 き さ を もつ 物 理 量*を ベ ク トル 量 とい う。 た と え ば 、 速 度*、 加 速 度*、

変位*、 力*、 電 界*な どは ベ ク トル 量 で あ る。 これ に対 し、 大 き さだ け を もつ 量

をス カ ラー 量 （scalar quantity） とい い 、 そ の大 きさ を ス カ ラ ー*と い う。

vector resolution　 ベ ク トル 分 解

あ る ベ ク トル*を 、 い くつ か の方 向 の成 分*に 分 け る こ と、 分 解 す る こ と。

→components of a vector

velocity　 速 度

距 離 の 変 化 ⊿sを 時 間 の変 化 ⊿tで 割 った もの を速 さ（speed）vと い う。 こ れ に 、速

さの 向 き を合 わ せ た もの を速度 〓 とい う。 速度 は ベ ク トル量 で あ る。 こ れ に対 して、



速 さは大 きさだけを もつ スカラー量 である。

速さ〓

速度〓

velocity of sound　 音 速

音*の 媒 質*中 の 速 度*を 音 速 と い う。 空 気 中 で は 約340m/s、 水 中で は1500m/s

で あ る 。空 気 の温 度*をt℃ とす る と、 音 速VはV＝331.5＋0.6tで 表 わ さ れ る 。

vernal equinox　 春 分 、 春 分 点

昼 と夜 の長 さが 等 しい春 の 日。

vertex　 頂 点 、 頂 上

図 形 の辺 が 出 会 う点 。

vertical　 鉛 直 の 、 垂 直 の

お も り*を ぶ ら下 げ る と きの 向 き、地 球 の重 力*の 向 きを鉛 直 とい う。 あ る 面 に対

して90度 の向 き を垂 直 な向 き とい う。

〓horizontal

vertical axis　 垂 直 軸

あ る面 や 線 に対 し、 垂 直*方 向 の 軸*。y軸 はx軸 の 垂 直 軸 で あ る。

vertical line　 鉛 直 線 、垂 線

あ る面 や 線 に対 して90度 の 角 度 を なす 線 。

vertical velocity　 垂 直 方 向 の 速 度

地 球 の 表 面 に対 して 垂 直 な 方 向 の 速 度 。

vibrate　 振 動 す る

vibration　 振 動

→vibrational motion



vibrational motion　 振 動 運 動

位置 やある物理量*が 周期的 に繰 り返す現象。振動す る物体 を振動体 とい う。例 ：

お もり*を ばねや糸 にぶ ら下 げてか ら引 くと、左右や上下位置が変化す る。ギ ター

の弦 の振動、太鼓 な どの膜の振動 など。

virtual image　 虚 像

レンズ*や 鏡で 、光線*を 延長 して1点 で交 わる （延 長 しなければ交わ らない） よ

うな像*を 虚像 という。実際 に光線が交わ ってで きた像で はない。虚像の位置 にス

ク リー ンをおい て も像 は投影 され ない。 虫 メガネで もの を拡 大 してみる と きは、

虚像 を見 ている。 これ に対 し、光線 が1点 で交 わ るような像 を実像（real image） と

い う。屈折*、 反射*し た光が実際に集 まってで きた像で ある。 実像 の位 置にスク

リーンを置 くと投影像が見 える。

viscosity　 粘 性

流体*が 流れ るとき、流体内部で、流れを妨 げよ うとする性 質。

viscous fluids　 粘 性 流 体

水や石油 などの流れ に くい流体*。 粘性*の 大 きい流体。

→viscosity

visible light　 可 視 光 、可 視 光 線

人が見 ることので きる電磁波*。 波長*が お よそ400～800nmの 電磁波 である。

visible light spectrum　 可 視光 の スペ ク トル

visible radiation　 可 視 光放 射

可視光線*を 放射*（ 発光） すること。

→visible light

visible spectrum　 可 視 スペ ク トル

可視光*の スペ ク トル。波長*が400～800nmの 範 囲のスペ ク トル*。 虹のスペク

トルは可視光スペ ク トル*を 表わ している。大 まかに並べ る と、波 長の長 い方か ら、

赤、 だい だい、黄、緑、青、紫の順 になる。



volatile fluid　 揮発 性 液 体

アルコールやベ ンジ ンな どの、蒸発*し やすい液体。

volt　 ボ ル ト

電位差*（ 電圧） の単位。記号V（ ボル ト）。1Cの 電荷*を 電位差 をか けて移動 さ

せ るの に必要 な仕事*が1Jで ある とき、 この電位差 をlVと い う。一般 に、電位

差Vで 電気量*qの 電荷 を移動 させ ると きの仕事WはW＝qVで 表わ される。

voltage　 電 圧 、電 位 差

→electric potential of difference

voltage driver　 電 圧 分 配器

抵抗*の 電圧降下*を 利用 して、電圧*を 低 くす る装置。

→voltage drop

voltage drop　 電圧 降下

抵 抗*に 電流*を 流す と、電流 の向 きに進 む につれて電位*が 下 が る。 これ を電圧

降下 とい う。抵抗値 をR、 電流 をIと す ると、電圧降下はV＝RIで 表 わされ る （オ

ームの法則）。

voltage sensitivity　 電圧 感度

電圧*の 測定装置 の感度*。1目 盛 りが何Vか で表 わす。

Voltaic cell　 ボ ル タ電 池

1800年 頃にボルタが発明 したは じめての電池*。 陽極*を 銅、陰極*を 亜鉛、電解

液*を 希硫酸 を使 った化学反応*を 利用 している もの。

voltmeter　 電圧 計

2点 の間の電位差*を 測 る測定器。電圧*の 測 定器 。

volume　 体 積 、容 積

物体*が 空 間で 占め る大 きさ。

volume strain　 体 積 ひず み*

体積*Vの 物体*に 力*を 加 えて、体積 が⊿Vだ け縮 む とき、 〓 を体積 ひずみ



とい う。弾性体*で は、体積 ひずみは物体 に加 えた圧 力Pに 比例す る。〓
と表 わされ、比例定数kを 体積弾性率 とい う。



W

W　 ワ ッ ト

→watt

W±particle　 W粒 子 、Wボ ソ ン

W-boson　 W粒 子 、Wボ ソ ン

→W-particle

W-particle　 W粒 子 、Wボ ソ ン

弱 い相 互作用*の 力 を伝達す る粒子。 ウィークボソ ン*の ひ とつ。ボソ ンはス ピン

*が 整数 の粒子 を意味す る。

→interaction

→weak boson

water turbine　 水 車

水 の流 れ を仕事*に 変換 する装置。

water vapor　 水 蒸 気

水 の気体 。

watt　 ワ ッ ト

仕事率*の 単位 。記号W（ ワッ ト）。1秒 間 に1Jの 仕 事*を す る能力が ある とき、

仕事率 は1Wで ある。一般 に仕事Wを す るの に、時間tが かか るとき、仕事率Pは

〓 で表わ され る。



wave　 波 、 波 動

物質*内 のあ る点で の振動*や 変化 が、少 しずつ遅 れて とな りの点 に伝 わってい く

現象 を、波 または波動 とい う。波 を伝 える物質 を媒質*と い う。波 の振動数*をf、

波長*を λ、波が媒質 を伝 わる速 さ*をvと す る と、v＝fλ と表わせる。波 が共通

して もつ性質 として、反射*、 屈 折*、 回折*、 干渉*が あ る。 波の発 生す る源 と

なる点 を波源*と い う。周期的 な波の、波長*（wavelength）、振幅*（amplitude）、山

*（crest）、谷*（trough）な どを図 に示す。

wave equation　 波 動方 程 式

古典物理 学*に おい て、波 動*現 象 に対 して立 てた運動方程 式*の こと。電磁波*

や弾性体*に 生ずる波 （弾性 波、例 ：音） などを取 り扱 う。量子力学*に おいては、

粒子の運動 を表わ した シュレデ ィンガーの波動方程式*を さす。

→Schr〓dinger wave equation

wave front　 波 面

波*が 伝 わる ときに、あ る瞬 間に波 の変位*（ 高 さ） や位相*の 同 じ状態で ある点

を結 んだ線 や面 をい う。平行 に進む波 は波面 が平 面 とな り、平面波 とい う。 ひ と

つの波源か ら出る波 は波面が球面 とな り、球面波*と い う。

wave function　 波 動 関数

波動*を 、位 置*と 時 間の関数*と して表わ した もの。 また、量子力学*で は、 シ

ュ レデ ィンガーの波動方程式*の 解 をさす。 この ときの波動 関数は、粒子 の位置 と

時間の確 率的な波の ような状態 を表わす。

（図61）



wave model of sound　 音 の波 モデ ル

音*は 空気 とい う弾 性体*が 、圧縮*さ れて伝 わ る波*で 、空気の分子*が 衝突 す

る ことで 、空気 の圧縮 され た濃 い部分 （密*） と膨張 された薄 い部分 （疎*） の部

分 を伝 えてい く疎密 波*で ある。

wave nature of electron　 電子 の波 動性

電子が もっている波動*と しての性質。

→electron diffraction

wave pulse　 パ ル ス波 、パ ル ス

ひ とつの山*（ 谷*）、 または1組 の山 と谷 を もつ波*だ けが媒質*を 伝 わ るような

波。

wave speed　 波 の速 さ

→wave velocity

wave velocity　 波 の 速 度

波*の 振動数*をf、 波の波長*を λ、媒質 を伝 わる波 の速 さをνとす ると、波の速

さはν＝fλ で表 わ される。

wave-particle duality　 波 動 ―粒 子 の2重 性

粒子*と 波動*は 互 いに異 なる性質 を もつ よ うに見 えるが、粒 子 も電子 波の ように

波動的性 質を もつ し、逆に電磁波*も 光電効果*の ような粒子 の性質 をもつ。 互い

に両者 は結 び付 いてお り、 その関係 は ド ・ブロイの物質波の式*に よって表わ され

る。

→de Broglie matter wave

wavelength　 波 長

サ イン波*な どの周期的 な波*に お いて、 山*と 次 の山、谷*と 次の谷 までの 長 さ

をい う。 また は、波の位相*が2π （rad）だけ異 なる2点 の 間の距離 をい う。波長

は記号 λで表わす ことが多い。

→crest

Wb　 ウ ェー バ

磁束*ま たは磁 荷*（ 磁 気量）の単位。記号Wb（ ウェーバ）。1Wbは 真空中で、1



mの 距離をおいて 同 じ磁気量 の磁荷 をおいた とき、生ずる力が 〓 （N）である

よ うな磁 荷の磁気量。1巻 の コイル*を 貫 く磁束が1秒 間に1Wbだ け変化す る と

きに、そのコイルには1Vの 誘 導起電力*が 生ず る。

weak boson　 ウイ ー クボ ソ ン

弱 い相互作用 の力 を伝達 する粒子 。Wボ ソンとZボ ソンが ある。 ス ピン*は1。

→W-particle

weak forces　 弱 い 力

weak interactionのこと。

weak interaction　 弱 い相 互作 用

→interaction

weak nuclear interactions　 核 に はた らく弱 い相 互 作用

weak interactionのこと。

weber　 ウ ェ ーバ

→Wb

wedge　 く さび

一端 を厚 く
、 もう一端 にい くにつれて薄 くな っている、板状 の もの。

weight　 （1）重 さ、重 量 （2）お も り、分 銅

（1）物体*に はた ら く重力*の こ と。重 さ、重量 な どとい う場合が あるが、物 理*

ではすべて力であ る。質量*mの 物体 にはた らく重 力FはF＝mgと なる。

（2）てんびん に使 う測定用の物体や、糸な どにぶ ら下げる物体。

weightless　 無 重 量 の、無 重 力 の

重力*に よる加速度*が 観察 されない状態。重力加速度*gで 自由落下*し てい る

人 には、物体*の 重 力mgと 、慣 性力*－mgが 見か け上つ りあって、無重量 状

態 になる。 この人は、重力 を感 じない。

wet cell　 湿 電 池

電解 液*が 液体状 の電池*。



〓dry cell

Wheatstone bridge　 ホ イ ー トス トン ブ リ ッ ジ

未 知の抵抗*値 を既 知の抵抗 値 のブ リ ッジ回路 を使 って

測定す る方法。既知 の抵抗 を〓，〓 ，〓 を可変抵抗、未知

抵 抗 を〓 とする。検 流計*に 電流*が 流 れ ない よ うに、

可変抵抗 〓 を調整 する。 この ときの〓 の値 を使 って、未

知抵抗の値 〓 を求める。〓 ＝ 〓 となる。

white dwarf　 白色 わい星

太陽の 質量*の6倍 以 下の星が燃 えつ きて重力 に よ り収縮 し、半径*が 小 さ くきわ

めて密度*が 高 くなったもの。赤色巨星*の 次 の段 階のひ とつ。

→red giant

white light　 白色 光

光のスペ ク トル*の 各部分 が等 しいエ ネルギー*を もつ ような光 をい う。 白色光 を

分光器*で 見 るとさまざまな色が連続 して見 える。例 ：白熱灯。太陽の光 は線スペ

ク トル*を 含むが、普通は 白色光 として扱 う。

wide-angle lens　 広 角 レ ンズ

鮮明 に写 る入射角*の 範 囲が60度 以 上の レンズ*。 普 通の レンズ に比べ て、広 い

角度 を撮影す ることがで きるレンズ。

→lens

Wilson cloud chamber　 ウ ィル ソ ンの霧 箱

→cloud chamber

wind farm　 ウ ィ ン ドフ ァーム

電力*を 起 こす ための風 車の一群。

wind power　 風 の 出 力

風 を、発電機*に 接続 したプロペ ラ （回転羽根 ） に当て て、風 の もつエ ネルギー を

電気エ ネルギ ーに変 える。（図62）



wind turbine　 風 力 タ ー ビン

風 力発電用の大 きな プロペ ラ （回転羽根） と、それに接続 した発電機*か らなる装

置。

windmill　 風 車

風 の流れ を仕事*に 変換 する装置。

work　 仕 事

物 体*に 力 を加 えて力 の向 きに移動 させた とき、力が物体 に仕事 を した とい う。物

体 に力Fを 加 えて、力 の方 向に距離sだ け移動する とき、力の した仕事Wは

W＝Fsで 定義 される。仕事 の単位 はJ（ ジュール） を使 う。力 〓と移動 距離 （変

位 ）〓が角度 θをなす ときの仕事 はW＝Fs cosθ＝〓 ・〓 （内積*） となる。

work function　 仕 事 関 数

金属*や 半導体*の 表面 直下 にあ る電子*を 、表面か ら外 に取 り出すの に必要 な最

小 のエ ネルギー*。 た とえば、光電効果*で 振動 数*υ の光 を当 てて光 電子*が 速

度*υ で飛び出す と き、仕事関数 をW、 プラ ンク定数*をhと す る と、光電子 の運

動 エネルギー*は

〓

とな る。 これ は光 の もつ エ ネ ル ギ ーhν の 一 部 が 金 属 表 面 か ら電 子 を取 り出 す 仕 事

Wに 使 わ れ た こ とを意 味 す る。

→photoelectric effect

work-energy theorem　 仕 事 ― エ ネ ル ギ ー の 関 係 式

物 体*の 運動 エ ネ ル ギ ー*の 変化 量 は 、 そ の 間 に物 体 が され た仕 事*に 等 しい 。

working material　 作 業 物 質

熱 機 関*な どで 外 に仕 事*を す る 物 質*。 蒸 気 機 関*の 水 蒸 気*、 ガ ソ リ ンエ ンジ

ン*の ガ ソ リ ンな ど。

working substance　 作 業 物 質

→working material



X

X rays　 X線

波 長 が 紫 外 線*よ り短 く、 γ線 よ り長 い電 磁 波*。 回 折*、 干 渉*な どの 性 質 を も

つ。 電 離作 用 が あ り、物 質 を よ く透過 す る。

→Bragg equation

→character X-rays

→continuous X-rays

x-axis　 x軸

→axis

x-coordinate　 x座 標

→coordinate

xerography　 ゼ ロ グ ラ フ ィ ー

静 電 気 に よる 電 子 写 真 の ひ とつ の 方 法 。 電子 コ ピー。

XOR circuit　 XOR回 路

入 力 端 子 の す べ て が1（on） か0（off） の と きは 出力 が0（off） と な り、 それ 以 外 の 入

力 で は常 に 出力 が1（on） と な る回 路 。



Y

y-axis　 y軸

→axis

y-coordinate　 y座 標

→coordinate

Young's experiment for interference　 ヤ ン グ の 干 渉 実 験

光*が 波動*の 性 質であ る干渉*を 示す という実験。光源*か らの光 をス リッ ト*S

を通 した後 に、Sと 等 距離 にあ る2つ の接近 したス リッ ト〓, 〓 を通 してス クリー

ンに当てると、干渉 による縞模様がで きる。 これはス リッ トSに よって位 相*と 振

幅*の そ ろった光が 〓, 〓 に到達 し、これ らが波源*と なって干渉 を起 こす ためで

ある。 この実験 に用い る〓, 〓 スリ ットをdouble slitとい う。

Young's modulus　 ヤ ン グ率

伸 び弾性率 ともい う。長 さL、 断面積Sの 一様 な太 さの弾性体*（elastic body）でで

きた棒 を力 （張力*）Fで 引 き伸 ばす。伸 びを⊿Lと す ると、単位面積 当た りの張

力 （応力という） 〓 と、単位長さ当たりの伸び （単に伸びという） 〓 は

比例 し、比例定数 をEと して

〓

となる。このEを ヤ ング率 とい う。Eは 物質 に よって決 まる定数である。（図63）



Z

Zeeman effect　 ゼ ー マ ン 効 果

磁界*中 に置かれ た光源*の 線 スペク トル*が 、元 の線 スペ ク トル に対 して何本 か

に分 かれるこ と。 これ は、磁界 をかけることによって、電子*の 運動 やス ピン*に

よる磁 気モー メン ト*が 変 化 し、光源 の原子*や 分子*の エ ネルギ ー準位*が 、何

種類 かに分か れるために起 きる。

→energy level

→line spectrum

zero point energy　 零 点 エ ネ ル ギ ー

古典力学*で は、エ ネルギー*の 最低値 は位置エ ネルギー*が 最小 の位 置で静止 し

ている場合で ある。 これ に対 し、量子 力学の考 えでは、位置 エネル ギーの最低 点

で も、粒子は静止 していることが で きないので、運動エ ネルギー*を もつ。 この と

きの 、運動エ ネルギーの値 を零点エ ネルギー とい う。 た とえば、古典力学 では絶

対温度0 Kで は分子*や 原子*の 振動 がな く運動エ ネルギーが0に なるはずだが、

量子力学では運動エ ネルギー をもつ とされる。

zeroth law of thermodynamics　 熱 力 学 の 第0法 則

熱平衡*と 温度*の 関係 を述べ た もの。「物体*aとbが 熱平 衡にあ り、bとcも 熱平

衡 にあるな らば、aとcを 接 触 させ て も熱平衡が成 り立 つ。 この ときのaとcの 温

度は等 しい」。 これ は、bを 温度計 とす れば、aとcの 温度が等 しい か どうかを調べ

られる とい う、温度計*の 原理 になっている。
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円 錐 振 り子　 conical pendulum　 58

延 性　 ductility　 84

遠 赤 外 線　 far infrared rays　 110

エ ン タ ル ピ ー　 enthalpy　 103

遠 地 点　 apogee　 15

円 柱　 cylinder　 69

鉛 直 の　 vertical　 291

円 電 流　 circular current　 46

エ ン トロ ピ ー　 entropy　 103

エ ン トロ ピ ー の 法 則　 law of entropy　 164

■ お

凹 の 、 凹 面 の　 concave　 55

凹 面 鏡　 concave mirror　 56

応 力　 stress　 266

凹 レ ン ズ　 concave lens　 56

diverging lens　 82

OR回 路　 OR circuit　 204

オ ー ム　 Ω　 201

ohm　 201

オ ー ム の 法 則　 Ohm's law　 202

オ ク タ ー ブ　 octave　 201

遅 れ る こ と　 delay　 74

オ シ ロ ス コ ー プ　 oscilloscope　 205

汚 染　 pollution　 220

汚 染 水　 polluted water　 220

汚 染 物 質　 pollutant　 220

オ ゾ ン　 ozone　 206

オ ゾ ン層　 ozone layer　 206

汚 濁　 pollution　 220

音　 sound　 258

sound wave　 259

音 の 大 き さ　 loudness　 173

音 の 高 さ　 tone pitch　 278

音 の 強 さ　 sound intensity　 258

音 の 強 さ の レベ ル　 intensity level　 151

音 の 波 モ デ ル　 wave model of sound　 297

重 さ　 weight　 298

お も り　 weight　 298

オ ル タ ネ ー ター　 alternator　 10

音 階　 musical scale　 190

音 響 学　 acoustics　 5



オ ン グ ス トロ ー ム　 angstrom　 12

〓　 1

音 源　 sound source　 259

音 さ　 tuning fork　 282

温 室 効 果　 greenhouse effect　 129

音 色　 timbre　 277

tone　 278

tone color　 278

tone quality　 278

tone timbre　 278

音 声 信 号　 audio signal　 19

音 速　 velocity of sound　 291

音 程　 pitch　 217

温 度　 temperature　 272

温 度 計　 thermometer　 275

（温 度 の ） 定 点　 fixed points　 113

音 波　 sound　 258

sound wave　 259

音 波 回 折　 acoustic diffraction　 5

■ か

ガ イ ガ ー ・ ミ ュ ー ラ ー 計 数 管

Geiger-M〓ller counter　 125

Geiger-M〓ller tube　 125

GM counter　 127

ガ イ ガ ー カ ウ ン タ ー　 Geiger counter　 124

ガ イ ガ ー 計 数 管　 Geiger tube　 125

開 回 路　 open circuit　 202

開 管　 open tube　 202

外 積　 outer product　 205

vector product　 290

回 折　 diffraction　 78

（回 折 ） 格 子 定 数　 grating constant　 127

回 折 角　 diffraction angle　 78

回 折 格 子　 diffraction grating　 78

grating　 127

回 折 じ ま　 diffraction pattern　 78

回 折 像　 diffraction pattern　 78

外 挿　 extrapolation　 108

回 転 運 動　 rotary motion　 244

rotation　 244

回 転 軸　 axis of rotation　 20

axle　 20

pivot point　 217

回 転 数　 frequency　 119

回 転 の 慣 性　 rotational inertia　 244

回 転 の 中 心　 pivot point　 217

回 転 の つ りあ い　 rotational equilibrium　 244

回 転 の 平 衡　 rotational equilibrium　 244

外 燃 機 関　 external combustion engine　 108

海 抜 高 度　 altitude　 10

外 部 か ら の 仕 事　 external work　 108

開 放 系　 open system　 202

界 面　 interface　 151

外 力　 external force　 108

回 路　 circuit　 45

回 路 計　 circuit tester　 45

回 路 図　 circuit diagram　 45

schematic diagram　 247

回 路 素 子　 circuit element　 45

ガ ウ ス の 法 則　 Gauss' law　 124

カ ウ ン タ ー　 counter　 65

カ オ ス　 chaos　 39

化 学　 chemistry　 44

科 学　 science　 248

科 学 技 術　 technology　 271

科 学 技 術 者　 technologist　 271

化 学 結 合　 chemical bond　 42

化 学 作 用　 chemical action　 42

化 学 式　 chemical formula　 43

formula　 117

化 学 的 エ ネ ル ギ ー　 chemical energy　 42

化 学 的 性 質　 chemical property　 43

化 学 的 特 性　 chemical property　 43

化 学 的 に 安 定 な　 chemically stable　 43

化 学 的 に 不 安 定 な　 chemically unstable　 43

科 学 的 表 記　 scientific notation　 248

科 学 的 方 法　 scientific method　 248

化 学 の　 chemical　 42



化 学 反 応 式　 chemical equation　 42

（化 学 反 応 の ） 係 数　 coefficient　 48

化 学 平 衡　 chemical equilibrium　 43

化 学 変 化　 chemical change　 42

chemical reaction　 43

科 学 法 則　 scientific law　 248

化 学 方 程 式　 chemical equation　 42

鏡 の 公 式　 mirror equation　 186

輝 く　 luminous　 173

可 干 渉 性　 coherence　 50

可 逆 過 程　 reversible process　 242

可 逆 機 関　 reversible engine　 242

可 逆 の　 reversible　 241

可 逆 変 化　 reversible change　 241

核　 nucleus　 199

角 運 動 量　 angular momentum　 13

核 エ ネ ル ギ ー　 nuclear energy　 198

角 加 速 度　 angular acceleration　 12

核 結 合 力　 nuclear binding force　 197

核 減 速 材　 nuclear moderator　 199

拡 散　 diffusion　 79

核 子　 nucleon　 199

核 子1個 の 結 合 エ ネ ル ギ ー　

binding energy of nuclear particle　 26

核 磁 気 共 鳴　 NMR　 194

nuclear magnetic resonance (NMR)　 198

核 質 量 欠 損　 nuclear mass defect　 198

核 種　 nuclide　 199

角 周 波 数　 angular frequency　 13

角 振 動 数　 angular frequency　 13

較 正　 calibration　 33

角 速 度　 angular velocity　 13

拡 大 器　 magnifier　 179

拡 大 鏡　 magnifying glass　 179

確 度　 accuracy　 5

核 に 働 く強 い 相 互 作 用　

strong nuclear interaction　 266

核 に働 く弱 い 相 互 作 用　

weak nuclear interactions　 298

核 燃 料　 nuclear fuel　 198

核 廃 棄 物　 nuclear wastes　 199

核 反 応　 nuclear reaction　 199

核 反 応 式　 nuclear equation　 198

核 分 裂　 fission　 112

nuclear fission　 198

核 分 裂 生 成 物　 fission product　 112

核 分 裂 性 の　 fissionable　 112

核 分 裂 性 物 質　 fissionable　 112

核 分 裂 中性 子　 fission neutron　 112

核 分 裂 連 鎖 反 応　 nuclear chain reaction　 197

核 変 換　 nuclear change　 197

核 方 程 式　 nuclear equation　 198

核 融 合　 fusion　 121

nuclear fusion　 198

角 力 積　 angular impulse　 13

確 率　 probability　 225

核 力　 nuclear binding force　 197

nuclear force　 198

か け 算　 multiplication　 189

加 減 抵 抗 器　 rheostat　 242

化 合　 chemical combination　 42

化 合 し た　 chemically combined 43

化 合 物　 compound　 54

加 算　 addition　 7

カ 氏 温 度　 degree Fahrenheit　 73

Fahrenheit temperature scale　 109

カ 氏 温 度 目 盛 り　

Fahrenheit temperature scale　 109

可 視 光　 visible light　 292

可 視 光 線　 visible light 292

可 視 光 の ス ペ ク トル　

visible light spectrum　 292

可 視 光 放 射　 visible radiation　 292

可 視 ス ペ ク トル　 visible spectrum　 292

カ 氏 度　 degree Fahrenheit　 73

荷 重　 load　 171

ガ ス レ ー ザ ー　 gas laser　 123

化 石 燃 料　 fossil fuel　 117

仮 説　 hypothesis　 139

風 の 出 力　 wind power　 299



カ ソ ー ド　 cathode　 35

加 速 器　 accelerator　 4

加 速 電 圧　 acceleration voltage　 4

加 速 度　 acceleration　 3

ガ ソ リ ンエ ン ジ ン　 gasoline engine　 124

硬 い　 rigid　 243

傾 き　 slope　 255

可 聴 周 波 （数 ）　 audio frequency　 19

滑 車　 pulley　 226

活 性 化 エ ネ ル ギ ー　 activation energy　 6

カ ッ トオ フ フ リ ケ ン シ ー　cutoff frequency　 68

カ ッ トオ フ ポ テ ン シ ャ ル　cutoff potential　 68

仮 定　 hypothesis　 139

postulate　 221

価 電 子　 valence electron　 289

荷電 の　 charged　 41

荷 電 粒 子　 charged particle　 41

可 燃 性 の　 flammable　 114

可 変 な　 variable　 290

加 法 混 色　 additive color mixture　 7

加 法 的 な 色　 additive color　 7

加 法 的 な 原 色　 additive primary colors　 7

過 飽 和　 supersaturated　 268

過 飽 和 溶 液　 supersaturated solution　 268

ガ ラ ス 繊 維　 fiberglass　 111

ガ リ レ イ 変 換　 Galilei transformation　 122

カ ル ノ ー サ イ ク ル　 Carnot cycle　 34

過 冷 却 液 体　 supercooled liquid　 268

過 冷 却 の　 supercooling　 268

カ レ ン ト　 current　 68

カ ロ リ ー　 cal　 33

calorie　 33

感 光 性 の　 photosensitive　 215

観 察　 observation　 201

換 算 係 数　 conversion factors　 62

干 渉　 interference　 151

緩 衝 器　 buffer　 32

干 渉 じ ま　 interference fringes　 152

干 渉 性　 coherence　 50

干 渉 に よ る 強 め 合 い

　constructive interference　 60

干 渉 に よ る 弱 め 合 い　

destructive interference　 75

関 数　 function　 120

慣 性　 inertia　 146

慣 性 系　 inertial system　 147

system of inertia　 270

慣 性 座 標 系　 inertial coordinate-system　 147

inertial frame of reference　 147

慣 性 質 量　 inertial mass　 147

慣 性 の 法 則　 law of inertia　 164

慣 性 力　 force of inertia　 116

inertial force　 147

間 接 測 定　 indirect measurement　 144

間 接 的 観 察　 indirect observation　 144

完 全 弾 性 体　 perfect elastic body　 211

完 全 燃 焼　 complete burning　 52

カ ン デ ラ　 candela　 33

cd　 36

乾 電 池　 dry cell　 84

感 度　 sensibility　 251

sensitivity　 251

γ 線　 gamma (γ) ray　 123

γ 線 放 射　 gamma radiation　 123

γ 崩 壊　 gamma decay　 123

顔 料　 pigment　 217

■ き

ギ ア　 gear　 124

気 圧 計　 barometer　 22

記 憶 装 置　 memory unit　 183

気 化　 evaporation　 105

vaporization　 290

ギ ガ　 G　 122

giga　 126

機 械　 machine　 175

機 械 的 共 振　 mechanical resonance　 182



（機 械 や 道 具 に ） 加 え る 力　 effort　 86

effort force　 87

気 化 す る　 evaporate　 105

ギ ガ 電 子 ボ ル ト　 gigaelectronvolt　 126

GeV　 126

気 化 熱　 heat of evaporation　 133

heat of vaporization　 134

聞 く こ と が で き る 最 小 の 音 量　

threshold of hearing　 277

記 号　 symbol　 269

技 術　 technology　 271

輝 線 ス ペ ク トル　 emission line spectrum　 101

規 則　 rule　 244

基 礎 条 件　 postulate　 221

気 体　 gas　 123

気 体 定 数　 gas constant　 123

universal gas constant　 287

気 体 の 一 般 法 則　 general gas law　 125

気 体 分 子 運 動 論　 kinetic theory of gases　 159

気 体 レー ザ ー　 gas laser　 123

北 を 向 く磁 極　 north-seeking pole　 197

既 知 の　 known　 160

気 柱　 air column　 9

基 底 状 態　 ground state　 130

起 電 力　 electromotive force (EMF)　 95

軌 道　 orbit　 204

trajectory　 279

軌 道 関 数　 orbital function　 204

軌 道 上 の 速 度　 orbital velocity　 204

帰 納　 induction　 146

揮 発 性 液 体　 volatile fluid　 293

基 本 式　 basic equation　 23

基 本 振 動　 fundamental frequency　 120

fundamental oscillation　 120

基 本 素 粒 子　 fundamental particle　 120

基 本 単 位　 fundamental unit　 121

基 本 的 な色　 elementary colors　 100

基 本 の　 fundamental　 120

基 本 方 程 式　 basic equation　 23

基 本 粒 子　 fundamental particle　 120

奇 妙 さ　 strangeness　 265

逆 位 相 の　 in opposite phase　 141

逆 起 電 力　 back electromotive force　 21

back emf.　 21

counter-electromotive force　 65

逆 光 電 効 果　 inverse photoelectric effect　 152

逆 光 電 子 放 出　 inverse photoemission　 153

逆2乗 の 法 則　 inverse-square law　 153

逆 の　 reverse　 241

逆 バ イ ア ス　 reverse bias　 241

キ ャ ビテ ー シ ョ ン　 cavitation　 36

キ ャ ブ レー タ ー　 carburetor　 34

吸 収 ス ペ ク トル　 absorption spectrum　 3

吸 入 工 程　 intake stroke　 150

吸 熱 の　 endothermic　 102

吸 熱 反 応　 endothermic reaction　 102

球 面 収 差　 spherical aberration　 261

球 面 波　 spherical wave　 261

キ ュ リ ー　 Ci　 44

curie　 68

境 界 条 件　 boundary condition　 29

凝 結　 condensation　 56

凝 結 点　 condensation point　 56

凝 固　 freezing　 119

solidification　 257

凝 固 点　 freezing point　 119

凝 固 熱　 heat of solidification　 134

強 磁 性　 ferromagnetism　 111

強 磁 性 体　 ferromagnet　 111

凝 集　 cohesion　 50

凝 集 力　 cohesion　 50

凝 縮　 condensation　 56

凝 縮 熱　 heat of condensation　 133

共 振　 resonance　 240

sympathetic vibration　 269

共 振 器　 resonator　 240

強 制 振 動　 forced oscillation 116

forced vibration　 116

強 度　 intensity　 150

共 鳴　 resonance　 240



共 鳴 吸 収　 resonance absorption　 240

共 有 結 合　 covalent bond　 66

強 粒 子　 hadron　 131

協 和　 consonance　 59

協 和 音　 consonance　 59

魚 眼 レ ン ズ　 fisheye lens　 112

極 性 分 子　 polar molecule　 219

曲 率　 curvature　 68

曲 率 中 心　 center of curvature　 37

虚 数　 imaginary number　 141

虚 像　 virtual image　 292

許 容 誤 差　 tolerance　 277

距 離　 distance　 82

距 離 ― 時 間 グ ラ フ　 distance-time graph　 82

霧 箱　 cloud chamber　 48

キ ル ヒホ ッ フ の 第1法 則　

Kirchhoffs first law　 160

キ ル ヒ ホ ッ フ の 第2法 則　

Kirchhoffs second law　 160

キ ル ヒ ホ ッ フ の 法 則　 Kirchhoffs laws　 160

キ ロ　 k　 158

キ ロ グ ラ ム　 kg　 159

kilogram　 159

キ ロ メ ー トル　 kilometer　 159

km　 160

キ ロ ワ ッ ト　 kilowatt　 159

kW　 160

キ ロ ワ ッ ト時　 kilowatt hour 159

均 一 な　 homogeneous　 137

均 一 な 混 合 物　 homogeneous mixture　 137

銀 河　 galaxy　 122

銀 河 系　 galactic system　 122

Milky Way　 185

Milky Way Galaxy　 185

Milky Way System 185

近 似　 approximation　 16

近 日点　 perihelion　 211

均 質 な　 homogeneous　 137

近 赤 外 線　 near infrared rays　 191

近 接 作 用　 action through medium　 6

金 属　 metal　 183

金 属 学　 metallurgy　 184

金 属 結 合　 metallic bond　 183

金 属 光 沢　 metallic luster　 184

近 地 点　 perigee　 211

■ く

空 間 電 荷　 space charge　 259

偶 奇 性　 parity　 209

空 気 抵 抗　 air resistance　 9

空 気 力 学　 aerodynamics　 8

偶 然 誤 差　 accidental error　 5

空 中 線　 antenna　 14

空 洞 放 射　 cavity radiation　 36

ク ー リ ッ ジ 管　 Coolidge tube　 63

偶 力　 couple　 66

couple of force　 66

ク ー ロ ン　 C　 33

coulomb　 65

ク ー ロ ン力　 Coulomb force　 65

ク エ ー サ ー　 quasar　 228

ク ォ ー ク　 quark　 228

quarks　 228

く さ び　 wedge　 298

屈 折　 refraction　 236

屈 折 角　 angle of refraction　 12

refraction angle　 236

屈 折 型 望 遠 鏡　 refracting telescope　 236

屈 折 光 線　 refracted ray　 235

屈 折 率　 index of refraction　 144

refractive index　 236

駆 動 力　 driving force　 84

組 立 単 位　 derived unit　 75

ク ラ ジ ウ ス の 原 理　 Clarsius' principle　 46

ク ラ ドニ ー 図 形　 Chladni's figures　 44

グ ラ ビ ト ン　 graviton　 129

グ ラ フ　 graph　 127

グ ラ ム　 g 122

グ ラ ム 原 子　 gram atom　 127



グ ラ ム 重　 gram-weight　 127

グ ラ ム 当 量　 gram equivalent　 127

ク ラ ン ク シ ャ フ ト　 crankshaft　 66

ク ラ ン プ　 clamp　 46

グ リ ッ ド　 grid　 129

グ リ ッ ドバ イ ア ス　 grid bias　 130

グ ル ー オ ン　 gluon　 126

グ ル オ ン　 gluon　 126

ク ル ッ ク ス 管　 Crookes tube　 67

加 え る 力 の 腕 の 長 さ　 effort arm　 86

effort distance　 87

ク ン トの 実 験　 Kundt's experiment　 160

■ け

系　 system　 270

ゲ イ ・リ ュ サ ック の 法 則

Gay-Lussac's law　 124

ケ イ 光 、 蛍 光　 fluorescence　 115

ケ イ 光 体　 phosphors　 214

蛍 光 灯　 fluorescent light　 115

ケ イ 光 の　 fluorescent　 115

形 状 記 憶 合 金　 shape memory alloy　 252

係 数　 modulus　 188

計 数 装 置　 counter　 65

計 数 率 計　 rate meter　 231

携 帯 電 流　 convection current　 61

計 量 器　 meter　 184

K殻　 K-shell　 158

ゲ ー ジ 粒 子　 gauge particle　 124

K捕 獲　 K-capture　 158

撃 力　 impulsive force　 141

結 合　 bond　 28

結 合 エ ネ ル ギ ー　 binding energy　 25

結 合 切 断 エ ネ ル ギ ー

　bond dissociation energy　 28

結 合 法 則　 association law　 17

combination law　 51

結 晶　 crystal　 67

結 晶 格 子　 crystal lattice　 68

ゲ ブ　 gigaelectronvolt　 126

GeV　 126

ケ プ ラ ー の 第1法 則　 Kepler's first law　 158

ケ プ ラ ー の 第3法 則　 Kepler's third law　 158

ケ プ ラ ー の 第2法 則

Kepler's second law　 158

ケ プ ラ ー の 惑 星 運 動 の 法 則

Kepler's laws of planetary motion　 158

ケ ル ビ ン　 K　 158

kelvin　 158

ケ ル ビ ン 温 度　 Kelvin scale　 158

ケ ル ビ ン 温 度 目 盛 り　 Kelvin scale　 158

源　 source　 259

弦　 string　 266

減 圧　 reduced pressure　 234

限 界 振 動 数　 threshold frequency　 277

研 究 室　 laboratory　 161

減 算　 subtraction　 267

減 算 の　 subtractive　 267

原 子　 atom　 17

原 子 核　 atomic nucleus　 18

nuclei　 199

nucleus　 199

原 子 核 の 結 合 エ ネ ル ギ ー　

binding energy of nucleus　 26

原 子 核 崩 壊　 nuclear decay　 198

原 子 質 量　 atomic mass　 18

原 子 質 量 単 位　 atomic mass unit　 18

a.m.u.　 1

AMU　 11

u　 284

原 子 番 号　 atomic number　 18

検 出　 detection　 75

原 色　 primary colors　 223

原 色 の 混 合　 secondary colors　 250

原 色 の 混 色　 secondary colors　 250

原 子 量　 atomic weight　 18

原 子 炉　 nuclear reactor 199

reactor　 233

（原 子 炉 の ） 炉 心　 reactor core　 233



減 衰　 attenuation　 18

damping　 70

元 素　 element　 99

元 素 （化 学 ） 記 号　 chemical symbol　 43

減 速 材　 moderator　 187

減 速 度　 deceleration　 72

懸 濁 液　 suspension　 269

原 点　 origin　 204

検 電 器　 electroscope　 98

検 度　 calibration　 33

顕 微 鏡　 microscope　 185

減 法 的 な 色　 subtractive colors　 267

減 法 的 な 原 色　subtractive primary colors　 267

原 油　 crude oil　 67

原 理　 principle　 224

検 流 計　 galvanometer　 122

原 料　 raw material　 232

■ こ

コ イ ル　 coil　 50

項　 term　 272

高 圧　 high voltage　 136

降 圧 器　 step-down transformer　 265

高 エ ネ ル ギ ー粒 子　 high-energy particle　 136

高 温　 high temperature　 136

恒 温 槽　 thermostat　 276

光 化 学 ス モ ッ グ　 photochemical smog　 214

光 学　 optics　 204

光 学 距 離　 optical distance　 203

光 学 濃 度　 optical density　 203

光 学 密 度　 optical density　 203

広 角 レ ン ズ　 wide-angle lens　 299

交 換 法 則　 commutative law　 52

口径　 aperture　 15

光 行 差　 aberration　 1

公 差　 tolerance　 277

格 子　 grid　 129

lattice　 161

光 子　 photon　 215

公 式　 formula　 117

光 軸　 optical axis　 202

（回 折 ） 格 子 定 数　 grating constant　 127

格 子 定 数　 lattice constant　 162

光 心　 optical center　 203

向 心 加 速 度　 centripetal acceleration　 38

更 新 で き な い　 nonrenewable　 196

更 新 で き る　 renewable　 238
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絶 対 屈 折 率　 absolute index of refraction　 2

absolute refractive index　 2

絶 対 誤 差　 absolute error　 2

絶 対 湿 度　 absolute humidity　 2

絶 対 の 、 絶 対　 absolute　 1

絶 対 偏 差　 absolute deviation　 2

絶 対 零 度　 absolute zero　 3

接 地　 earth　 85

GND　 127

ground　 130

grounding　 130

接 地 し た　 grounded　 130

接 着　 adhesion　 7

摂 動　 perturbation　 213

セ ラ ミ ッ ク ス　 ceramics　 39

セ ル シ ウ ス 度　 degree Celsius　 73

ゼ ロ グ ラ フ イ ー　 xerography　 301

線　 ray　 232

遷 移　 transition　 280

遷 移 温 度　 transition temperature　 280

線 グ ラ フ　 line graph　 168

線 形 加 速 器　 linear accelerator　 170

線 ス ペ ク トル　 line spectrum　 169

選 択 性　 selectivity　 250

せ ん 断 ひ ず み　 shear strain　 252

セ ン チ ー　 centi-　 37

セ ン チ メ ー トル　 centimeter　 37

潜 熱　 latent heat　 161

1000の　 kilo-　 159



全 反 射　 total internal reflection　 278

total reflection　 279

線 膨 張 率　 coefficient of linear expansion　 49

線 密 度　 linear density　 170

■ そ

相　 phase　 213

像　 image　 140

騒 音　 noise　 195

騒 音 計　 sound level meter　 259

騒 音 レ ベ ル　 noise level　 195

相 加 法　 additive method　 7

相 関 関 数　 correlation function　 64

双 極 子　 dipole　 80

双 曲 線　 hyperbola　 139

相 互 イ ン ダ ク タ ン ス　 mutual inductance　 190

相 互 作 用　 interaction　 151

相 互 誘 導　 mutual induction　 190

走 査　 scanning　 247

走 査 型 電 子 顕 微 鏡　

scanning electron microscope (SEM)　 247

走 査 型 トン ネ ル 顕 微 鏡　

scanning tunneling microscope (STM)　 247

操 作 変 数　 manipulated variable　 179

増 殖 炉　 breeder reactor　 30

送 信 器　 transmitter　 281

送 信 す る　 transmit　 281

相 対 運 動　 relative motion　 238

相 対 屈 折 率　 relative index of refraction　 237

relative refractive index　 238

相 対 誤 差　 relative error　 237

相 対 湿 度　 relative humidity　 237

相 対 性 理 論　 theory of relativity　 273

相 対 的 な　 relative　 237

相 対 の　 relative　 237

相 対 偏 差　 relative deviation　 237

相 対 論 的 質 量　 relative mass　 237

増 幅 器　 amplifier　 11

相 変 化　 phase change　 213

相 補 性　 complementarity　 52

層 流　 laminar flow　 161

測 地 線　 geodesic line　 126

測 地 の　 geodesic　 126

測 定　 measurement　 181

測 定 用 電 極　 probe　 225

速 度　 velocity　 290

素 子　 device　 75

塑 性　 plasticity　 218

塑 性 体　 plastic body　 218

塑 性 体 の　 plastic　 218

測 光 （法 ）　 photometry　 215

測 光 器　 photometer　 215

素 電 荷　 elementary charge　 99

elementary electric charge　 100

外 か ら さ れ た 仕 事　 external work　 108

ソ ナ ー　 sonar　 258

ソ ノ メ ー タ ー　 sonometer　 258

ソ フ トウ ェ ア　 software　 256

疎 密 波　 compression wave　 54

compressional wave　 55

ソ リ ッ ドス テ ー トの　 solid-state　 257

ソ リ トン　 soliton　 257

素 粒 子　 elementary particle　 100

ソ レ ノ イ ド　 solenoid　 256

■ た

タ ー ゲ ッ ト　 target　 271

タ ー ビ ン　 turbine　 283

帯 域　 band　 22

第1宇 宙 速 度　first astronomical velocity　 111

第 一 番 目 の 線　 first-order line　 112

第1種 て こ　 first-class lever　 112

対 陰 極　 anticathode　 14

対 応 原 理　 Correspondence principle　 64

ダ イ オ ー ド　 diode　 80

大 気　 atmosphere　 17

大 気 圧　 atmospheric pressure　 17

normal atmospheric pressure　 196



第3宇 宙 速 度　third astronomical velocity　 276

第3種 て こ　 third-class lever　 276

対 称　 symmetry　 269

対 称 性　 symmetry　 269

体 積　 volume　 293

体 積 ひ ず み　 volume strain　 293

帯 電　 charge　 40

electrification　 91

帯 電 し た　 charged　 41

帯 電 体　 charge body　 41

第2宇 宙 速 度　

second astronomical velocity　 249

第2種 て こ　 second-class lever　 249

対 物 レ ン ズ　 objective　 201

objective lens　 201

体 膨 張 率　coefficient of cubical expansion　 48

太 陽 エ ネ ル ギ ー　 solar energy　 256

太 陽 光 集 光 装 置　 solar collector　 256

太 陽 定 数　 solar constant　 256

太 陽 電 池　 solar cell　 256

太 陽 の 出 力　 solar power　 256

太 陽 の ス ペ ク トル　 solar spectrum　 256

対 流　 convection　 61

対 流 電 流　 convection current　 61

楕 円 、 だ 円　 ellipse　 101

足 し算　 addition　 7

多 色 灯　 polychromatic light　 220

脱 出 速 度　 escape speed　 105

escape velocity　 105

縦 座 標　 ordinate　 204

縦 軸　 axis of ordinates　 20

縦 波　 longitudinal wave　 172

Wボ ソ ン　 W〓particle　 295

W-boson　 295

W-particle　 295

W粒 子　 W〓particle　 295

W-boson　 295

W-particle　 295

単 位　 unit　 286

単 位 格 子　 unit cell　 286

単 位 磁 極　 unit magnetic pole　 286

単 位 ベ ク トル　 unit vector　 286

単 原 子 元 素　 monoatomic element　 189

単 原 子 分 子　 monoatomic molecule　 189

探 査 機　 space probe　 259

端 子　 terminal　 273

タ ン ジ ェ ン ト　 tangent　 271

単 色 光　 monochromatic light　 189

単 色 の　 monochromatic　 189

探 針　 probe　 225

単 振 動　 simple harmonic motion　 253

simple harmonic oscillation　 253

弾 性　 elasticity　 88

弾 性 エ ネ ル ギ ー　 elastic potential energy　 87

弾 性 係 数　 elastic coefficient　 87

弾 性 限 界　 elastic limit　 87

弾 性 衝 突　 elastic collision　 87

弾 性 体　 elastic body　 87

弾 性 波　 elastic wave　 88

弾 性 率　 elastic modulus　 87

modulus of elasticity　 188

弾 性 力　 elastic force　 87

弾 性 力 に よ る 位 置 エ ネ ル ギ ー　

elastic potential energy　 87

炭 素14年 代 測 定　 carbon14 dating　 34

炭 素 年 代 測 定　 carbon dating　 34

弾 道　 trajectory　 279

断 熱　 heat insulation　 133

断 熱 圧 縮　 adiabatic compression　 8

断 熱 過 程　 adiabatic change　 8

adiabatic process　 8

断 熱 材　 adiabator　 8

heat insulator　 133

thermal insulator　 274

断 熱 の　 adiabatic　 7

断 熱 変 化　 adiabatic change　 8

adiabatic process　 8

断 熱 膨 張　 adiabatic expansion　 8

単 振 り子　 simple pendulum　 254



■ ち

チ ェ レ ン コ フ 放 射　 Cherenkov radiation　 44

遅 延　 delay　 74

力　 force　 116

力 の 合 成　 composition of forces　 53

力 の 成 分　 component force　 53

component of force　 53

力 の つ りあ い　 equilibrium of force　 104

力 の 分 解　 decomposition of force　 73

（力 や ベ ク トル の ） 分 解　 resolution　 239

地 球 の 南 極　 south pole　 259

地 球 の 北 極　 north pole　 197

地 球 放 射　 terrestrial radiation　 273

蓄 電 器　 capacitor　 34

condenser　 57

蓄 電 池　 storage battery　 265

storage cell　 265

地 磁 気　 terrestrial magnetism　 273

地 磁 気 の 偏 角　 declination　 73

チ ッ プ　 chip　 44

地 熱 エ ネ ル ギ ー　 geothermal energy　 126

中 央 演 算 処 理 装 置

　central processing unit (CPU)　 38

中 間 子　 meson　 183

中 心 力　 central force　 38

中 性　 neutral　 192

中 性 子　 n　 191

neutron　 192

中 性 子 星　 neutron star　 193

超 ウ ラ ン元 素　 transuranium elements　 281

超 音 波　 ultrasonic waves　 284

ultrasound　 284

超 音 波 の　 ultrasonic　 284

超 音 波 領 域　 ultrasonic range　 284

超 巨 星　 supergiant　 268

長 軸　 major axis　 179

頂 上　 vertex　 291

超 衝 突 型 加 速 器　 supercollider　 267

超 新 星　 supernova　 268

超 低 周 波　 infrasonic waves　 149

超 低 周 波 域　 infrasonic range　 149

超 低 周 波 の　 infrasonic　 148

infrasound　 149

頂 点　 vertex　 291

超 電 荷　 hypercharge　 139

超 伝 導　 superconductivity　 267

超 伝 導 体　 superconductor　 267

張 力　 tension　 272

潮 力 の エ ネ ル ギ ー　 tidal energy　 277

潮 力 の 出 力　 tidal power　 277

調 和　 harmony　 132

直 進　 rectilinear propagation　 234

直 線 運 動　 linear motion　 170

直 線 電 流　 linear current　 170

直 流　 DC　 71

direct current (DC)　 80

直 列 回 路　 series circuit　 252

直 列 共 振　 series resonance　 252

直 列 接 続　 series connection　 252

直 列 接 続 の　 in series　 142

直 列 の　 in series　 142

直 角 な　 orthogonal　 204

perpendicular　 212

直 径　 diameter　 76

直 交 座 標　 Cartesian coordinates　 35

orthogonal coordinates　 204

直 交 座 標 系　 Cartesian coordinate system　 35

orthogonal coordinate system　 205

rectangular coordinate system　 233

直 交 軸　 orthoaxis　 204

沈 澱 す る　 submerge　 267

■ つ

対 消 滅　 pair annihilation　 207

対 生 成　 pair creation　 208

つ か み　 clamp　 46

伝 え る　 transmit　 281

冷 た い 中 性 子　 cold neutron　 50



強 い 相 互 作 用　 strong interaction　 266

強 い 力　 strong force　 266

強 さ　 intensity　 150

強 め 合 う　 reinforce　 236

reinforcement　 237

つ りあ い　 equilibrium　 104

つ りあ い の 位 置　 equilibrium position　 105

つ りあ い の 力　 balanced forces　 22

equilibrant　 104

equilibrant force　 104

■ て

底　 base　 23

定 圧 の　 isobaric　 154

デ ィ ー　 Dee, dees　 73

DAコ ン バ ー タ ー　 DAC　 70

DA converter　 70

digital analog converter　 79

digital-to-analog converter　 79

DA変 換 器　 DAC　 70

DA converter　 70

digital analog converter　 79

digital-to-analog converter　 79

デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン　 diesel　 77

diesel engine　 77

デ ィ ー ゼ ル 機 関　 diesel　 77

diesel engine　 77

定 温 の　 isothermal　 154

定 滑 車　 fixed pulley　 113

抵 抗　 resistance　 239

resistor　 239

抵 抗 器　 resistor　 239

抵 抗 す る　 repel　 238

抵 抗 率　 resistivity　 239

抵 抗 力　 resistance　 239

resistance force　 239

デ ィ ジ タ ル コ ン ピ ュ ー タ　digital computer　 79

デ ィ ジ タ ル 信 号　 digital signal　 79

定 常 状 態　 stationary state　 264

steady state　 264

定 常 波　 standing wave　 263

stationary wave　 264

定 数　 constant　 59

定 積 の　 isochoric　 154

（温 度 の ） 定 点　 fixed points　 113

定 比 例 の 法 則　law of definite proportions　 164

デ ー タ　 data　 70

デ カ ル ト座 標　 Cartesian coordinates　 35

デ カ ル ト座 標 系

Cartesian coordinate system　 35

て こ　 lever　 167

デ シ　 deci-　 72

デ シ ベ ル　 db　 71

decibel　 72

テ ス タ ー　 circuit tester　 45

テ ス ラ　 tesla　 273

鉄 心　 core　 63

デ ュ ー テ リ ウ ム　 deuterium　 75

デ ュ ー テ ロ ン　 deuteron　 75

照 ら さ れ た 物 体　 illuminated body　 140

テ レ メ ト リ ー　 telemetering　 271

電 圧　 electric potential of difference　 91

voltage　 293

電 圧 感 度　 voltage sensitivity　 293

電 圧 計　 voltmeter　 293

電 圧 降 下　 voltage drop　 293

電 圧 分 配 器　 voltage driver　 293

転 位　 dislocation　 81

転 移　 transition　 280

電 位　 electric potential　 91

電 位 差　 electric potential of difference　 91

potential difference　 221

voltage　 293

点 音 源　 point source　 218

点 火　 ignition　 140

電 荷　 charge　 40

electric charge　 88

電 界　 electric field　 89



電 解　 electrolysis　 92

電 解 液　 electrolyte　 93

電 界 強 度　 electric field intensity　 89

electric field strength　 90

電 解 コ ン デ ン サ ー　 electrolytic capacitor　 93

電 解 質　 electrolyte　 93

電 解 槽　 cell　 36

electrolyte cell　 93

電 界 の 向 き の 線　 electric field lines　 90

点 火 装 置　 ignition　 140

電 荷 の 法 則　 law of electric charge　 164

電 荷 保 存 則

　law of conservation of charge　 163

law of conservation of electric charge　 163

電 荷 保 存 の 原 理

　 principle of conservation of charge　 224

転 換　 conversion　 62

転 換 炉　 converter　 62

電 気　 electricity　 91

電 気 エ ネ ル ギ ー　 electric energy　 89

電 気 回 路　 electric circuit　 88

電 気 化 学 電 池　 electrochemical cell　 92

電 気 化 学 当 量　 electrochemical equivalent　 92

電 機 子　 armature　 16

電 気 出 力　 electrical power　 91

電 気 双 極 子　 electric dipole　 89

電 気 素 量　 e　 85

elementary charge　 99

elementary electric charge　 100

quantum of electricity　 228

電 気 通 信　 telecommunication　 271

電 気 抵 抗　 electric resistance　 91

電 気 伝 導 、 電 動　 conduction　 57

電 気 伝 導 度　 electric conductivity　 88

specific electric conductivity　 260

（電 気 な ど の ） 抵 抗　 resistance　 239

電 気 分 解　 electrolysis　 92

電 気 分 解 の 陰 極　 cathode　 35

電 気 分 解 の 陽 極　 anode　 13

電 気 分 極　 electric polarization　 90

電 気 メ ッ キ　 electroplating　 98

電 気 モ ー タ ー　 electric motor　 90

電 気 容 量　 capacitance　 33

電 極　 electrode　 92

電 気 力 学　 electrodynamics　 92

電 気 量　 electric charge　 88

quantity of electricity　 227

電 気 力　 electric force　 90

電 気 力 線　 electric line of force　 90

line of electric force　 169

点 源　 point source　 218

電 源　 power supply　 222

点 光 源　 point source　 218

電 子　 e　 85

electron　 95

電 磁 （放 射 ） ス ペ ク トル

　electromagnetic spectrum　 94

電 子 雲　 electron cloud　 96

電 子 雲 モ デ ル　 electron cloud model　 96

電 磁 界　 electromagnetic field　 93

電 子 殻　 electron shell　 97

電 磁 気 学　 electromagnetics　 95

electromagnetism　 95

電 子 軌 道　 electron orbit　 97

orbital function　 204

電 磁 気 力　 electromagnetic force　 93

電 子 顕 微 鏡　 electron microscope　 97

電 子 工 学　 electronics　 98

電 磁 石　 electromagnet　 93

電 子 銃　 electron gun　 97

電 子 ス ピ ン 共 鳴

　 electron spin resonance (ESR)　 97

電 子 線　 electron beam　 96

電 子 線 回 折　 electron diffraction　 96

電 磁 相 互 作 用　electromagnetic interaction　 94

電 子 素 子　 electron device　 96

電 子 対 生 成　 electron pair creation　 97

電 子 な だ れ　 electron avalanche　 95

電 子 の 波 動 性　 wave nature of electron　 297

電 子 波　 electron wave　 98



電 磁 波　 electromagnetic waves　 95

電 子 配 置　 electron arrangement　 95

electron configuration　 96

電 子 ビ ー ム　 electron beam　 96

電 磁 放 射　 electromagnetic radiation　 94

電 子 捕 獲　 electron capture　 96

電 子 ボ ル ト　 electron volt　 97

eV　 105

電 弱 理 論　 electroweak theory　 99

電 磁 誘 導　 electromagnetic induction　 93

電 磁 誘 導 の 法 則

law of electromagnetic induction　 164

点 状 蛍 光 体　 phosphor dots　 213

電 磁 流 体 発 電

　 MHD (MagnetoHydroDynamic) power　 184

電 磁 力　 electromagnetic force　 93

電 信　 telegraph　 271

展 性　 malleability　 179

展 性 の あ る　 malleable　 179

天 体　 celestial body　 36

天 体 の 高 度　 altitude　 10

電 池　 battery　 23

cell　 36

電 池 の 正 極　 cathode　 35

電 池 の 負 極　 anode　 13

点 電 荷　 point charge　 218

伝 道　 conduction　 57

transmission　 281

伝 導 帯　 conduction band　 57

電 場　 electric field　 89

伝 播　 propagation　 226

電 波　 radio waves　 229

電 場 の 強 さ　 electric field intensity　 89

electric field strength　 90

伝 搬　 propagation　 226

て ん び ん　 balance　 21

天 文 学　 astronomy　 17

天 文 単 位　 astronomical unit　 17

電 離 箱　 ionization chamber　 153

電 流　 current　 68

electric current　 89

電 流 感 度　 current sensitivity　 68

電 流 計　 ammeter　 10

電 流 遮 断 器　 circuit breaker　 45

電 力　 electric power　 91

power　 222

■ と

度　 degree　 73

ド ・ブ ロ イ の 物 質 波

　 de Broglie matter wave　 71

ド ・ブ ロ イ 波　 de Broglie matter wave　 71

ド ・ブ ロ イ 波 長　 de Broglie wave length　 71

等 圧 の　 isobaric　 154

同 位 元 素　 isotope　 155

同 位 相 の　 in phase　 142

同 位 体　 isotope　 155

統 一 の 力　 universal force　 287

統 一 場 理 論　 unified filed theory　 285

統 一 理 論　 unified force theory　 285

等 温 過 程　 isothermal process　 155

等 温 変 化　 isothermal change　 155

透 過　 transmission　 281

等 価 原 理　 principle of equivalence　 224

等 加 速 度 運 動

　 uniform accelerated motion　 285

等 加 速 度 直 線 運 動

　linear motion of acceleration　 170

動 滑 車　 moving pulley　 189

導 関 数　 derivative　 74

derived function　 74

同 軸 ケ ー ブ ル　 coaxial tube　 48

同 時 に 作 用 す る 力　 concurrent forces　 56

導 出　 derivation　 74

導 出 量　 derived quantity　 75

透 磁 率　 μ　 175

magnetic permeability　 178

permeability　 212



等 速　 constant speed　 59

等 速 円 運 動　 uniform circular motion　 285

等 速 直 線 運 動　 uniform motion　 286

等 速 度 運 動　 uniform motion　 286

同 素 体　 allotrope　 9

導 体　 conductor　 57

同 調　 tuning　 282

導 電 体　 electric conductor　 89

導 電 率　 electric conductivity　 88

specific electric conductivity　 260

頭 部 波　 bow wave　 29

等 方 性　 isotropy　 155

動 摩 擦 係 数　 coefficient of sliding friction　 49

透 明 材　 transparent materials　 281

透 明 な　 transparent　 281

透 明 物 質　 transparent substance　 281

動 力 学　 dynamics　 84

動 力 炉　 power reactor　 222

ドー ピ ン グ　 doping　 83

特 殊 相 対 性 原 理 の 仮 定

　postulates of the special theory of relativity　 221

特 殊 相 対 性 理 論

　special theory of relativity　 260

特 性　 property　 226

quality　 227

特 性X線　 character X-rays　 40

独 立 変 数　 independent variable　 143

時 計 回 り　 clockwise rotation　 47

融 け た　 melt　 182

molten　 188

閉 じ た　 closed　 47

閉 じ た 宇 宙　 closed universe　 47

閉 じ た 系　 closed system　 47

閉 じ た ル ー プ　 closed loop　 47

凸 の　 convex　 62

ド ッ プ ラ ー 効 果　 Doppler effect　 83

ド ッ プ ラ ー シ フ ト　 Doppler shift　 83

凸 面 鏡　 convex mirror　 62

diverging mirror　 82

凸 レ ンズ　 converging lens　 61

convex lens　 62

ドナ ー　 donor　 83

トラ ン ジ ス タ　 transistor　 280

トラ ン ス　 transformer　 280

ド リ フ トチ ェ ンバ ー　 drift chamber　 84

ド リ フ トチ ュ ー ブ　 drift tube　 84

トル　 Torr　 278

トル ク　 torque　 278

ト レー サ ー　 tracer　 279

トン ネ ル 効 果　 tunnel effect　 283

■ な

内 積　 inner product　 149

scalar product　 246

内 挿　 interpolation　 152

内 燃 機 関　 internal combustion engine　 152

内 部 エ ネ ル ギ ー　 internal energy　 152

長 さ　 length　 166

長 さ の 収 縮　 length contraction　 166

流 れ　 flow　 114

流 れ 図　 flow chart　 114

ナ ノ　 n　 191

ナ ノ メ ー トル　 nm　 194

波　 wave　 296

（波 の ） 疎　 rarefaction　 231

（波 の ） 谷　 trough　 282

（波 の ） 密　 compression　 54

（波 の ） 山　 crest　 66

波 の 重 ね 合 わ せ　 superposition　 268

波 の 重 ね 合 わ せ の 原 理

　 principle of superposition　 225

波 の 速 度　 wave velocity　 297

波 の 強 め あ う 線 （点 ）

　line of reinforcement　 169

波 の 速 さ　 wave speed　 297

波 の 腹　 loop　 172

軟X線　 soft X-rays　 256



■ に

2原 子 の　 diatomic　 76

2原 子 分 子　 diatomic molecule　 76

2次 エ ネ ル ギ ー 資 源

　secondary energy source　 250

2次 コ イ ル　 secondary coil　 249

2次 電 子 放 出

　secondary electron emission　 250

secondary emission　 250

2次 の　 secondary　 249

2重 星　 binary star　 25

2重 性 の 原 理　 duality principle　 84

2乗 平 均 速 度　root-mean-square velocity　 244

2乗 平 均 電 流

　root-mean-square(rms) current　 243

2色 性　 dichroism　 76

2進 法　 binary system　 25

2点 の 電 位 差

　potential difference between two points　 221

2番 目 の 軸　 secondary axis　 249

入 射 角　 angle of incidence　 12

入 射 光 線　 incident ray　 143

入 射 線　 incident ray　 143

入 射 面　 inclined plane　 143

ニ ュ ー ト リ ノ　 neutrino　 192

ニ ュ ー ト ン　 N　 191

newton　 193

ニ ュ ー トン の 運 動 の3法 則

Newton's laws of motion　 194

ニ ュ ー トン の 運 動 の 第1法 則

Newton's first law of motion　 193

ニ ュ ー トン の 運 動 の 第3法 則

Newton's third law of motion　 194

ニ ュ ー トン の 運 動 の 第2法 則

Newton's second law of motion　 194

ニ ュ ー トン の 第1法 則

Newton's first law　 193

ニ ュ ー トン の 万 有 引 力 の 法 則

Newton's law of universal gravitation　 194

ニ ュ ー トン の 冷 却 の 法 則

Newton's law of cooling　 193

ニ ュ ー トン メ ー タ ー　 newton-meter　 194

ニ ュ ー トン リ ン グ　 Newton ring　 193

入 力　 input　 149

入 力 装 置　 input unit　 149

■ ね

熱　 heat　 132
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望 遠 レ ン ズ　 telephoto　 272

崩 壊　 decay　 72

崩 壊 系 列　 decay series　 72

nuclear decay series　 198

崩 壊 す る　 disintegration　 80

崩 壊 定 数　 decay constant　 72

方 角　 direction　 80

棒 グ ラ フ　 bar graph　 22

方 向　 direction　 80

棒 磁 石　 bar magnet　 22

放 射　 radiation　 229

放 射 エ ネ ル ギ ー　 radiant energy　 229

放 射 性 壊 変　 radioactive decay　 229

放 射 性 核 種　 radionuclide　 230

放 射 性 元 素　 radioactive element　 230

放 射 性 材 料　 radioactive materials　 230

放 射 性 同 位 核　 radioactive isotope　 230

radioisotope　 230
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radioisotope　 230
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radioisotope　 230

放 射 性 の　 radioactive　 229
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放 射 線　 radiation　 229

放 射 能　 radioactivity　 230

放 射 能 汚 染　 radioactive pollution　 230

放 射 能 の　 radioactive　 229

放 出　 emission　 101

放 出 ス ペ ク トル　 emission spectrum　 101

法 線　 normal line　 197

法 線 、 法 線 の　 normal　 196

法 線 加 速 度　 normal acceleration　 196

法 線 力　 normal component of force　 196

normal force　 197

法 則　 law　 162

膨 張　 dilation　 79

expansion　 107

膨 張 宇 宙　 expanding universe　 107

膨 張 す る　 expand　 107

膨 張 率　 coefficient of expansion　 48

方 程 式　 equation　 104

放 電　 discharge　 80

electric discharge　 89

放 電 す る　 discharge　 80

放 電 箱　 spark chamber　 259

放 物 線 、 放 物 線 の　 parabola　 208

飽 和 した　 saturated　 246

飽 和 溶 液　 saturated solution　 246

ボ ー ア 原 子 モ デ ル　 Bohr atom model　 27

ボ ー ア 半 径　 Bohr radius　 28

ボ ー ス 粒 子　 Bose particle　 28

boson　 29

ホ ー ル　 hole　 136

ホ ー ル 効 果　 Hall effect　 132

補 間　 interpolation　 152

補 色　 complimentary colors　 53

補 正　 compensation　 52

保 存　 conservation　 58

ボ ソ ン　 Bose particle　 28

boson　 29

保 存 す る　 conserve　 59

保 存 則　 conservation law　 58

保 存 力　 conservative forces　 58

ポ テ ン シ ャ ル　 potential　 221

ポ テ ン シ ャ ル エ ネ ル ギ ー

　potential energy　 221

ポ テ ン シ ャ ル の 勾 配　 potential gradient　 221

ポ テ ン シ ャ ル の 差

　potential difference between two points　 221

ポ テ ン シ ョメ ー タ ー　 potentiometer　 222

ボ ル タ電 池　 Voltaic cell　 293

ボ ル ツ マ ン定 数　 Boltzmann constant　 28



ボ ル ト　 V　 289

ボ ル ト　 volt　 293

ホ ロ グ ラ フ ィ ー　 holography　 136

ホ ロ グ ラ ム　 hologram　 136

本 影　 umbra　 284

ポ ン ピ ン グ　 pumping　 226

■ ま

マ イ ク ロ　 μ　 175

micro-　 185

マ イ ク ロ ウ エ ー ブ　 microwave　 185

マ イ ク ロ波　 microwave　 185

マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ ー　 microprocessor　 185

マ イ ケ ル ソ ン ・モ ー リー の 実 験　

Michelson-Moley experiment　 184

マ ク ス ウ ェ ル 方 程 式　

Maxwell's equation　 181

Maxwell's equations　 181

Maxwell's relations　 181

摩 擦　 friction　 119

摩 擦 角　 angle of friction　 12

摩 擦 係 数　 coefficient of friction　 49

マ ッ ハ 数　 Mach number　 175

ま ば ゆ く光 る こ と　 glare　 126

■ み

見 か け の 力　 apparent force　 15

右 手 の 法 則　 right-hand rules　 242

右 ね じ の 法 則　 right-handed screw rule　 242

未 知 の　 unknown　 287

密 度　 density　 74

mass density　 180

見 積 る　 estimate　 105

南 向 き の 磁 針　 south-seeking pole　 259

ミ リ　 m　 175

milli-　 185

ミ リ ア ンペ ア計　 milliammeter　 186

ミ リ カ ンの 油 滴 の 実 験　

Millikan's oil-drop experiment　 186

ミ リ グ ラ ム　 mg　 184

milligram　 186

ミ リ セ カ ン ド　 millisecond　 186

ms　 189

ミ リ秒　 millisecond　 186

ms　 189

ミ リ メ ー タ ー　 millimeter　 186

ミ リ メ ー トル　 mm　 187

ミ リ リ ッ トル　 milliliter　 186

mL　 187

■ む

無 極 性 分 子　 nonpolar molecule　 196

無 限　 infinity　 148

無 限 遠 点　 point at infinity　 218

無 限 小　 infinitesimal　 148

無 限 大　 infinite　 148

無 限 の　 infinite　 148

虫 め が ね　 magnifying glass　 179

無 重 量 の　 weightless　 298

無 重 力 状 態　 null gravitational state　 200

無 重 力 の　 weightless　 298

娘 核　 daughter nucleus　 71

娘 核 種　 daughter nuclide　 71

■ め

メ ー ザ ー　 maser　 179

メ ー タ ー　 meter　 184

メ ー トル　 m　 175

meter　 184

メ ー トル 法　 metric system　 184

メ ガ　 M　 175

メ ガ 電 子 ボ ル ト　 megaelectronvolt　 182

メ ソ ン　 meson　 183

メ タ ン　 methane　 184

メ ニ ス カ ス　 meniscus　 183

メ ブ　 megaelectronvolt　 182

目 盛 り　 scale　 246



メ ル デ の 実 験　 Melde's experiment　 182

メ ル ト ダ ウ ン　 meltdown　 183

面　 plate　 218

面 積 速 度　 areal velocity　 16

面 膨 張 率　 coefficient of area expansion　 48

■ も

毛 管 現 象　 capillarity　 34

モ ー タ ー　 electric motor　 90

motor　 189

モ ー メ ン ト　 moment　 188

模 擬 計 算　 simulation　 254

模 型　 model　 187

モ デ ル　 model　 187

モ ノ ポ ー ル　 magnetic monopole　 178

モ ル　 mol　 188

モ ル 分 子 数　 Avogadro's number　 20

もろ さ　 brittleness　 31

■ や

ヤ ン グ の 干 渉 実 験　

Young's experiment for interference　 302

ヤ ン グ 率　 Young's modulus　 302

■ ゆ

融 解　 fusion　 121

melting　 183

融 解 した　 melt　 182

融 解 熱　 heat of fusion　 133

heat of melting　 134

heat of solution　 134

有 効 数 字　 significant digits　 253

significant figures　 253

significant values　 253

有 効 電 力　 active power　 6

融 点　 melting point　 183

誘 電 体　 dielectric　 76

誘 電 の　 dielectric　 76

誘 電 分 極　 charge polarization　 41

dielectric polarization　 77

electric polarization　 90

induced polarization　 145

誘 電 率　 dielectric constant　 77

誘 導　 induction　 146

誘 導 起 電 力　 induced electromotive force　 144

誘 導 （性 ） リ ア ク タ ンス　

inductive reactance　 146

誘 導 磁 荷　 induced magnetism　 145

誘 導磁 化　 induced magnetization　 145

magnetization by induction　 178

誘 導 す る　 induce　 144

誘 導 単 位　 derived unit　 75

誘 導 電 荷　 induced charge　 144

誘 導 放 射 能　 induced radioactivity　 145

誘 導 放 出　 induced emission　 145

stimulated emission　 265

■ よ

陽 イ オ ン　 cation　 36

要 因　 factor　 109

溶 液　 solution　 257

溶 解　 solution　 257

溶 解 性 の　 soluble　 257

溶 解 熱　 heat of dissolution　 133

溶 解 の　 soluble　 257

陽 極 線　 anode ray　 14

positive rays　 220

陽 子　 p　 207

proton　 226

溶 質　 solute　 257

容 積　 volume　 293

陽 電 子　 antielectron　 14

positron　 221

溶 媒　 solvent　 258

容 量　 capacitance　 33

capacity　 34



容 量 （性 ） リ ア ク タ ン ス　

capacitive reactance　 34

揚 力　 lift　 167

横 座 標　 abscissa　 1

横 軸　 axis of abscissas　 20

横 波　 transversal wave　 282

transverse wave　 282

4つ の 力　 universal force　 287

弱 い 相 互 作 用　 weak interaction　 298

弱 い 力　 weak forces　 298

■ ら

ラ イ デ ン瓶　 Leyden jar　 167

ラ イ トパ イ プ　 light pipe　 168

ラ ウ エ の 斑 点　 Laue pattern　 162

Laue spot　 162

ラ ザ フ ォ ー ド散 乱　Rutherford scattering　 245

ラ ザ フ ォ ー ドの 原 子 模 型

Rutherford atom model　 244

ラ ジ ア ン　 radian　 229

ラ ジ エ ー タ ー　 radiator　 229

羅 針 盤　 compass　 52

らせ ん　 screw　 248

らせ ん 銀 河　 spiral galaxy　 261

落 下 運 動　 falling　 109

falling motion　 109

ラ ム　 RAM　 231

乱 雑 な　 random　 231

ラ ン ダ ム　 random　 231

ラ ン ダ ム ウ ォ ー ク　 random walk　 231

乱 反 射　 diffuse reflection　 79

irregular reflection　 154

乱 流　 turbulent flow　 283

■ り

リ ア ク タ ー　 reactor　 233

リ ア ク タ ン ス　 reactance　 232

リー ド／ ラ イ トメ モ リ

　read/write memory　 233

力 学　 dynamics　 84

力 学 的 エ ネ ル ギ ー　 mechanical energy　 181

力 学 的 エ ネ ル ギ ー 保 存 則　

law of conservation of mechanical energy　 164

力 学 的 な 波　 mechanical wave　 182

力 積　 impulse　 141

力 積 ― 運 動 量 の 関 係 式　

impulse-momentum theorem　 141

力 線　 line of force　 169

力 率　 power factor　 222

リサ イ ク ル　 recycle　 234

recycling　 234

理 想 機 械　 ideal machine　 140

理 想 気 体　 ideal gas　 140

perfect gas　 211

理 想 気 体 の 状 態 方 程 式

　equation of state of ideal gas　 104

理 想 気 体 の 法 則　 ideal gas law　 140

率　 modulus　 188

ratio　 232

律 速 過 程　 rate-determining process　 231

律 速 段 階　 rate-determining process　 231

リ ッ ツ 結 合 則　Ritz combination principle　 243

リ ッ トル　 L　 161

liter　 171

リ ッ プ ル タ ン ク　 ripple tank　 243

立 方 セ ン チ メ ー トル　 cubic centimeter　 68

立 方 メ ー トル　 cubic meter　 68

粒 子　 particle　 210

粒 子 加 速 器　 particle accelerator　 210

粒 子 線　 particle beam　 210

流 線　 streamline　 266

流 体　 fluid　 114

量　 quantity　 227

量 子　 quantum　 227

量 子 化　 quantization　 227

量 子 化 さ れ た　 quantized　 227

量 子 条 件　 quantum condition　 227



量 子 数　 quantum number　 228

量 子 模 型　 quantum model　 227

量 子 力 学　 quantum mechanics　 227

量 子 論　 quantum theory　 228

量 的 に　 quantitative　 227

良 導 体　 conductor　 57

理 論　 theory　 273

臨 界 圧　 critical pressure　 67

臨 界 温 度　 critical temperature　 67

臨 界 角　 critical angle　 66

臨 界 質 量　 critical mass　 67

臨 界 速 度　 critical velocity　 67

臨 界 点　 critical point　 67

リ ン 光　 phosphorescence　 213

リ ン 光 体　 phosphors　 214

■ る

ル ー プ　 loop　 172

ル ー メ ン　 lm　 171

lumen　 173

ル ク ス　 lux　 174

■ れ

励 起　 excitation　 105

励 起 状 態　 excited state　 106

冷 却 材　 coolant　 62

冷 却 シ ス テ ム　 cooling system　 63

冷 却 水　 cooling water　 63

零 点 エ ネ ル ギ ー　 zero point energy　 303

レ イ ノ ル ズ 数　 Reynolds number　 242

レ イ リ ー 散 乱　 Rayleigh scattering　 232

レ ー ザ ー　 laser　 161

レ ー ザ ー 核 融 合　 laser fusion　 161

レ ー ダ ー　 radar　 229

レ プ ト ン　 lepton　 167

レ プ ト ン数 の 保 存 則

　law of conservation of leptons　 163

レ ム　 rem　 238

連 鎖 反 応　 chain reaction　 39

レ ンズ　 lens　 166

（レ ン ズ で 見 る ） 物 体　 object　 201

レ ン ズ の 解 像 力　 resolving power of lens　 240

レ ン ズ の 公 式　 lens equation　 166

レ ン ズ の 分 解 能　resolving power of lens　 240

連 星　 binary star　 25

連 続X線　 continuous X-rays　 60

連 続 ス ペ ク トル　 continuous spectrum　 60

レ ン ツ の 法 則　 Lenz's law　 166

レ ン トゲ ン線　 roentgen rays　 243

■ ろ

ロ ー レ ン ツ 収 縮　 Lorentz contraction　 172

ロ ー レ ン ツ 変 換　 Lorentz transformation　 173

ロ ー レ ン ツ カ　 Lorentz force　 172

露 光　 exposure　 107

露 出　 exposure　 107

露 点　 dew point　 76

ROM、 ロ ム　 ROM　 243

論 理　 logic　 171

論 理 回 路　 logic circuit　 171

論 理 積 回 路　 AND circuit　 11

論 理 和 回 路　 OR circuit　 204

■ わ

y座 標　 y-coordinate　 302

y軸　 y-axis　 302

和 音　 harmony　 132

ワ ッ ト　 W　 295

watt　 295

割 合　 rate　 231

ratio　 232

割 り算　 division　 82





アメリカとイギリスの

教育制度 についての情報源

ここではアメリカとイギ リスの教 育制 度 を知 るための

ウェブサイトを紹 介する。



日米教育委員会（日本語）

URL: http://www.fulbright.jp/

日米 両 国政府 が共 同運営管 理 する、 日本 で唯一 の公的 ア メリカ留 学

相談 機 関の ウェ ブサ イ ト。 アメ リカの教 育事 情 のほか、 主 に大 学 ・

大学 院 留学 などに関す る情 報 を得 るこ とが で きる。

Embassy of the United States Japan (日本 語)

URL: http://aboutusa.japan.usembassy.gov/jusaj-main.html

ア メ リ カ大 使 館 （http://japan.usembassy.gov/tj-main.html） の ウ ェ

ブサ イ トか ら リ ン ク して い る 日本 語 サ イ ト。 ア メ リ カで の 生 活 全 般

を さ ま ざ ま な 切 り口 か ら解 説 して お り、 分 権 化 さ れ て い る ア メ リ カ

の 教 育 制 度 に つ い て も くわ し く説 明 さ れ て い る 。

Study in the USA (日 本 語)

URL: http://www.studyusa.com/japanese/

ア メ リ カ へ の 留 学 に つ い て 幅 広 い 情 報 を 網 羅 して い る 。 こ の 中 の

http://www.studyusa.com/japanese/articles/understanding.aspで は 、

ア メ リ カ の 教 育 シ ス テ ム の 概 要 につ い て 解 説 して い る。

National Center for Educational Statistics (英 語)

URL: http://nces.ed.gov/

アメ リカ教 育 省 （U.S. Department of Education: http://www.ed.gov/

index.jhtml） か ら リ ン ク して い る ウ ェ ブ サ イ ト。 ア メ リ カ の 教 育

に 関 す る さ ま ざ ま な デ ー タ が 集 め られ て い る 。

UK NOW (日 本 語)

URL: http://www.uknow.or.jp/

英 国 大使 館 、 英 国政 府観 光 庁 、 ブ リテ ィッシ ュ ・カ ウ ンシル、在

日英国 商業 会議所 の共 同公式 サ イ ト。 イギ リス についての一 般情報

をは じめ、 留 学、 教育 につ いて情 報 を得 る こ とがで きる。



Education UK（ 日本 語）

URL: http://www.educationuk.jp/

ブ リティ ッシュ ・カ ウ ンシルに よるイギ リス留 学 希望 者 向け のサ イ

ト。 イギ リスで の生 活全般 や留 学 について の情 報 、学校 情報 が掲 載

されてい る。

Qualifications and Curriculum Authority（ 英 語 ）

URL: http://www.qca.org.uk/

イ ギ リス 教 育 省 （Department for Children, Schools, and Families）

か ら提 供 さ れ て い る ウ ェ ブ サ イ ト。 イ ギ リ ス で の 進 学 に必 要 な 各 種

試 験 につ い て の 情 報 が くわ し く解 説 され て い る。

TeacherNet（ 英 語 ）

URL: http://www.teachernet.gov.uk/

イ ギ リ ス 政 府 の 教 育 政 策 の 最 新 情 報 や 、 教 育 全 般 に つ い て の 情

報 が 網 羅 さ れ て い る 。 こ の 中 のhttp://www.teachernet.gov.uk/

educationoverview/か ら は 、 イ ン グ ラ ン ド、 ウ ェ ー ル ズ な ど 各 地

域 のGovernment departments（ministries of education） へ も リ ン ク さ

れ て い る の で 、 そ れ ぞ れ に 異 な る教 育 制 度 に つ い て も 調 べ る こ

とが で き る 。

SPACE ALC（ 日 本 語 ）

http://www.alc.co.jp/

語学 に関 す る情 報 を網 羅す るアル クの ポー タルサ イ ト。 留学 の コー

ナー には、 英語 圏の 学校 、教 育制 度 、 各種 試 験 な どについ ての情

報 も掲 載 されて いる。
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